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■関連教材
　�指導資料や準拠ノートなどの関連教材が充実。�
＊詳細は本冊子p.70-71および帝国書院ウェブサイトをご覧ください。
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◎ 「世界史B」を発展的に継承する科目。諸地域を「歴史的特質の形成」「交流・再編」「結合・
変容」の３区分で学んだ後、地球世界の課題を探究する。歴史の理解に加えて、「歴史総合」
でつちかった「社会的事象の歴史的な見方・考え方」を働かせ、主題・問いの設定や資料を
活用しつつ多面的・多角的に考察する学習活動が求められる。

世界史探究の内容
Ａ　世界史へのまなざし
　（ 1 ）地球環境から見る人類の歴史
　（ 2 ）日常生活から見る世界の歴史
Ｂ　諸地域の歴史的特質の形成
　（ 1 ）諸地域の歴史的特質への問い
　（ 2 ）古代文明の歴史的特質
　（ 3 ）諸地域の歴史的特質
C　諸地域の交流・再編
　（ 1 ）諸地域の交流・再編への問い
　（ 2 ）結び付くユーラシアと諸地域
　（ 3 ）アジア諸地域とヨーロッパの再編
D　諸地域の結合・変容
　（ 1 ）諸地域の結合・変容への問い
　（ 2 ）世界市場の形成と諸地域の結合
　（ 3 ）帝国主義とナショナリズムの高揚
　（ 4 ）第二次世界大戦と諸地域の変容
E　地球世界の課題
　（ 1 ）国際機構の形成と平和への模索
　（ 2 ）経済のグローバル化と格差の是正
　（ 3 ）科学技術の高度化と知識基盤社会
　（ 4 ）地球世界の課題の探究

世界史Ｂの内容
（ 1 ）世界史への扉
　ア　自然環境と人類のかかわり
　イ　日本の歴史と世界の歴史のつながり
　ウ　日常生活にみる世界の歴史

（ 2 ）諸地域世界の形成
　ア　西アジア世界・地中海世界
　イ　南アジア世界・東南アジア世界
　ウ　東アジア世界・内陸アジア世界
　エ　時間軸からみる諸地域世界

（ 3 ）諸地域世界の交流と再編
　ア　イスラーム世界の形成と拡大 
　イ　ヨーロッパ世界の形成と展開
　ウ　内陸アジアの動向と諸地域世界
　エ　空間軸からみる諸地域世界

（ 4 ）諸地域世界の結合と変容
　ア　アジア諸地域の繁栄と日本
　イ　ヨーロッパの拡大と大西洋世界
　ウ　産業社会と国民国家の形成
　エ　世界市場の形成と日本
　オ　資料からよみとく歴史の世界

（ 5 ）地球世界の到来
　ア　帝国主義と社会の変容
　イ　二つの世界大戦と大衆社会の出現
　ウ　米ソ冷戦と第三世界
　エ　グローバル化した世界と日本 
　オ　資料を活用して探究する地球世界の課題

「E　地球世界の課題」のうち、（１）で
は政治を、（２）では経済を、（３）では
科学技術を取り扱う。

●  新科目「世界史探究」とは

通史と同時代史を　バランスよく記述！
現代世界の成り立ちが  わかりやすい教科書
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通史と同時代史を　バランスよく記述！
現代世界の成り立ちが  わかりやすい教科書

因果関係を丁寧に記した、理解しやすい
「本文記述」
●歴史の流れや社会構造が理解しやすい本文記述
●世界史の大きな流れがわかる本文記述

特色
１

本冊子
p.6-9

文化と社会のつながりがわかる
「文化から見る当時の社会」
●文化を生んだ社会背景まで丁寧に記した本文記述
●�����本文と関連づけることで、文化と社会についての理解がさらに深まる資料群

特色
２

本冊子
p.10-13

世界全体のつながりがわかる
「結びつく世界」
●ネットワーク論をベースに展開。地域間の結びつきがわかる前近代史
●世界システム論をベースに展開。世界のつながりを構造化して理解できる近現代史

特色
３

本冊子
p.14-17

探究する力が身につく
「探究TRY」「読み解き」
●資料読解を通じて思考力・判断力・表現力を養う特設「探究TRY」
●各種資料から、資料読解の技能を養う�「読み解き」の問い

特色
４

本冊子
p.18-21

理解がさらに深まる
「紙面の三段構成」
●歴史の流れがつかみやすい要約文・本文・側注の三段構成
●学習場面に応じて�さまざまな活用ができる要約文と側注

特色
５

本冊子
p.22-25

その他の特色・本文執筆者紹介 本冊子
p.26-30

本文試し読み 本冊子
p.31-67
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文化から見る
当時の社会

SDGs

●諸地域の通史と同時代史「結びつく世界」を
　バランスよく配置

2部

歴史時代の始まりか
ら、10世紀ごろま
でを扱う部。
諸地域の歴史的特
質と、世界のゆるや
かなつながりを学習
する。

同時代の視点から各時代における諸地域の
つながりを記述した特設ページ。全12箇所
設置。➡本冊子p.14-17で解説

１部    

探究学習の導入と
なる部。
地球史から先史時
代までと、自身と
世界史のつながり
について学習する。

3部

10世紀ごろから、
18世紀ごろまでを
扱う部。
諸地域の交流・再
編により、世界全
体がつながっていく
流れを学習する。

世界全体のつながりを 意識しながら学べる構成全体
構成
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文化から見る
当時の社会

儒家の思想と後世への影響���������24
法家の思想と秦の統治�����������25
国際色豊かな唐の文化�����������42
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古代オリンピックにみるギリシア社会����70
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キリスト教とルネサンス�������166-167
華麗な宮廷文化の隆盛と市民文化の芽生え��184-185
さまざまな思想と社会への影響������ 186
自由主義とナショナリズムに影響を与えたロマン主義�� 215
科学だけではなく社会に影響を与えた進化論�� 244
二つのジャンルの絵画に描かれたフランス社会��� 245
チャップリンとその作品からみる大量生産・消費社会�� 289

気候変動と自然災害������ 7
古代の森林破壊�������� 61
奴隷貿易と荒廃するアフリカ� 189
奴隷貿易の廃止������� 207
パリ大改造と都市計画���� 217
赤十字の誕生�������� 219
ビスマルクの社会保険制度�� 249
女性の社会進出と選挙権運動� 287
ヴァイマル憲法と福祉国家の原点�� 288
国境を越える取り組み���� 305

今なお続く黒人差別問題���� 320
紛争による難民の増加����� 326
イスラーム過激派による抑圧と�
　　　女性が教育を受ける権利�� 326
ソ連における国営化と集団化の欠陥�� 328
南北問題是正の取り組み���� 329
オリンピック・万博とインフラ整備�� 334
気候変動・自然災害に対する取り組み�� 346
基本的人権としての�
　　ジェンダー（社会的性差）平等�� 348

SDGsを
考える世界史

● 本文ページでは諸地域の通史を、「結びつく世界」では同時代史を学べる構成。
●資料読解の特設として「探究TRY」を設置。➡本冊子p.18-19で解説
● 「文化から見る当時の社会」、「SDGsを考える世界史」など、 

各種コーナーが充実。➡本冊子p.10-13やp.28-29で解説

4部    

18世紀後半から、20
世紀半ばまでを扱う
部。
歴史総合「近代化と私
たち」「国際秩序の変化
や大衆化と私たち」の
範囲にあたる時代をさ
らに深める。工業化、
国民国家形成、帝国
主義などにより諸地域
がより深く結合・変容
し、第二次世界大戦
で一定の帰結を見る
までを学習する。

5部    

20世紀半ばから、現
代までを扱う部。
歴史総合「グローバル
化と私たち」の範囲に
あたる時代をさらに深
める。政治・経済・科
学技術の3つの視点か
ら、これまでの歴史の
帰結やそれらが生ん
ださまざまな課題など
について学習する。

世界全体のつながりを 意識しながら学べる構成

5

全
体
構
成
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　イギリスでは名
めい
誉
よ
革命の後，1694年にイングランド銀行が創設され，

議会の承認を得て政府が発行する借用証書（国
こく
債
さい
）を発行し，これが金

きん
融
ゆう

市場で取り引きされるようになった（財政革命）。

　議会政治が確立し，徴
ちょう
税
ぜい
の権利をもつ議会が元利を保証していたイギ

リス国債の信用は高かった。そのため，17世紀の最
さい
富
ふ
裕
ゆう
国であったオ

ランダでは，豊かな資金をもっていた人々がイギリスの国債を購
こう
入
にゅう
した

ため，オランダの資金がイギリスに流れることになった。

　イギリスが，相次ぐフランスとの戦争に勝利したのは，この財政革命

によって，フランスより戦争の費用を集める能力が高まったためであっ

た。大量の国債を発行したイギリス政府は，国民には重い税を課すこと

にもなった。それでもフランスとの戦争に次々と勝利し，植民地を拡大

していったため，議会が承認した税に対しては，国民の不満は爆
ばく
発
はつ
しな

かった。

　第２次英仏百年戦争のなかの七年戦争は，当時としては大戦争であっ

た。このため，戦勝国のイギリスを含
ふく
めて，参戦国はいずれも深刻な財

政危機に見
み
舞
ま
われることになった。植民地に負担を分担させようとした

イギリスやスペインでは，白人の定住者による独立運動が起こり（アメ

リカ独立戦争・ラテンアメリカの独立），帝国の再編をせざるをえなく

なった。また多くの植民地を失ったフランスでは，本国の財政が危機的

な状
じょう
況
きょう
となり，フランス革命の引き金となった。

　スペインはラテンアメリカに広大な植民地を保有しながら，奴
ど
隷
れい
供給

地のアフリカ西海岸に拠
きょ
点
てん
がなく，植民地で使

し
役
えき
する奴隷を購入するた

イギリスの勝利と各国への影響
イギリスは財政改革を成し遂げて，対仏抗争で優位に立った。一方，英仏の抗争は
ヨーロッパ各国に財政問題を引き起こした。

コラム
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➡p.198 ➡p.205

➡p.200

大西洋三角貿易の展開
アメリカの作物，ヨーロッパの軽工業品，アフリカの黒人奴隷を取り扱う大西洋三
角貿易は，イギリス産業革命の準備をする一方で，アフリカを荒廃させた。

めに，外国商人に奴隷供給の特権を認めていた。利益が大きかったこの

特権は，18世紀の諸戦争の原因の一つにもなっていた。

　一方，奴隷貿易を盛
さか
んに行ったのは，西アフリカに拠点をもったポル

トガル・イギリス・フランスであった。イギリスのリヴァプール，フラ

ンスのナントなどから，火器や綿織物を積んだ船が，ベニン王国など西

アフリカの黒人国家に向かい，そこで積み荷と奴隷が交換された。連行

されたアフリカ人の奴隷は数千万人に上
のぼ
り，アフリカ社会は深刻な打

だ
撃
げき

を受けた。

　アフリカからカリブ海やアメリカ大陸へ向かう航海は，「中間航路」と

よばれたが，この航海は無理に奴隷を詰
つ
め込

こ
んだり，水不足や感染症が

生じたりしたため，死亡率がかなり高かった。運ばれた奴隷は，カリブ

海やアメリカ大陸で砂糖や たばこ と交換され，ヨーロッパへそれらの

世界商品が送られた。大西洋三角貿易として知られるこの一連の貿易で，

ヨーロッパ各国は大きな利益を得た。特にイギリスは，この奴隷貿易を

基
き
盤
ばん
として，カリブ海と北アメリカ大陸を核

かく
とする広大な世界帝国を完

成したため，膨
ぼう
大
だい
な貿易の利益を得ることができた。またカリブ海と北

アメリカ大陸はイギリス製品の市場となり，一方で綿花のような原料の

供給地ともなった。こうした国際的なつながりは，イギリスで世界最初

の産業革命が起こる要因の一つとなった。人道的な立場から奴隷制度へ

の批判が高まると，イギリスでは19世紀初頭に奴隷貿易が禁止され，

その後，各国の植民地は奴隷制度の廃
はい
止
し
に向かった。

➡p.153

Benin

13 世紀～ 18世紀

1

SDGs

3 QR

➡p.194 2

➡p.207

　イギリスがヨーロッパの抗
こう

争
そう
に勝利した最も大きな理由

は何か，あなたの考えを説明
しよう。

のまとめ4節

　　アジア人やアフリカ人への
まなざし　ヨーロッパ人は，奴

ど

隷
れい

貿易を行って，奴隷を物のよ
うに扱

あつか
った。しかし一方で，ヨー

ロッパの知識人の間には，ヨー
ロッパの近代文明への批判とし
て，アフリカ人やアメリカ先住
民，アジア人こそが，けがれの
ない「高貴な未開人」だとする見
方も生まれた。

1

　　イギリスの帝国　重商主義
政策は，原料の供給源や製品の
市場などの獲

かく
得
とく

に役立ち，産業
革命の前提となる条件を整えた。
そのためこのころのイギリス本
国とその植民地は，「重商主義帝
国」ともよばれる。

2

　イギリスでは財政革命によって税収を確実にし，
財政への信

しん
頼
らい
が高まったことを背景に，公債を金

利の安定した国債に統一した。この国債による資
金調達が18世紀におけるイギリスの戦争遂

すい
行
こう
を可

能にし，人口規模や経済力において勝
まさ
るフランス

との戦争に勝利した。その反面，税収のほとんど
が軍事費や国債の償

しょう
還
かん
にあてられ，民事にあてる

予算が大
おお
幅
はば
に縮減された。さらに19世紀初頭には

過大な累
るい
積
せき
債務のために，破

は
綻
たん
寸前となったが，

産業革命（→p.194）の本格化による経済成長に
よって危機を脱

だっ

した。

奴
ど

隷
れい

貿易と荒
こう

廃
はい

するアフリカ

ポルトガル人・イギリス人・フランス人などが熱心に行った大西洋奴隷貿易は，
全体で数千万人のアフリカ人を，大量の労働力を求めていたアメリカやカリブ海
の植民地に奴隷として送り込

こ
んだ。それは，ヨーロッパ人の商人やプランテーシ

ョン経営者にとっては，大きな利益の源であった。しかし，奴隷とされた本人や
その家族にとっては悲劇であり，働

はたら
き盛

ざか
りの人々を連れ去られたアフリカ社会に

も，深刻な打
だ

撃
げき

となった。そればかりか，アフリカ西海岸にはヨーロッパ人から
手に入れた武器を用いて，奥

おく
地
ち

で奴隷狩
が

りを行い，ヨーロッパ人に売り渡
わた

すこと
を仕事とするダホメーやベニンなどの黒人国家も現れた。こうしたゆがんだ発展
は，アフリカの成長を妨

さまた
げる原因となった。

奴隷が導入されたアメリカなどでは，奴隷解放（→p.224），公民権運動
（→p.320）の後も，いま
だに黒人への差別的な対
応が残る。貧

ひん
困
こん

率
りつ

は白人
より高く，教育水準も低
いのが現状である。

SDGsを
考える世界史

　　 18世紀のイギリスの歳
さい
出
しゅつ
・歳入と軍事費 読み解き 軍事費が

増大している時期に生じた戦争は何であったか，p.187　と照らし
合わせて考えてみよう。
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＊「国債費」とは，国債利子および元金償還費のこと

軍事費＋国債費＊

〈“Abstract of British Historical Statistics”〉
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　　 北米での勢力争い　パリ条
約により，北米のフランス領が
いったん消

しょう
滅
めつ

した。ミシシッピ
川以西のルイジアナはスペイン
に譲

じょう
渡
と

されたが，1800年にフ
ランスに返

へん
還
かん

された。
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〈“An Environmental History of the 
Twentieth-Century World”〉

　　 奴隷船の内部全体図5
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　17～ 18世紀のヨーロッパの社会構造の変化に大きな影
えい
響
きょう
を与

あた
えたものは何か，あなたの

考えを説明しよう。
3 章の
振り返り

●歴史の流れや社会構造が
　理解しやすい本文記述

　イギリスでは名
めい
誉
よ
革命の後，1694年にイングランド銀行が創設され，

議会の承認を得て政府が発行する借用証書（国
こく
債
さい
）を発行し，これが金

きん
融
ゆう

市場で取り引きされるようになった（財政革命）。

　議会政治が確立し，徴
ちょう
税
ぜい
の権利をもつ議会が元利を保証していたイギ

リス国債の信用は高かった。そのため，17世紀の最
さい
富
ふ
裕
ゆう
国であったオ

ランダでは，豊かな資金をもっていた人々がイギリスの国債を購
こう
入
にゅう
した

ため，オランダの資金がイギリスに流れることになった。

　イギリスが，相次ぐフランスとの戦争に勝利したのは，この財政革命

によって，フランスより戦争の費用を集める能力が高まったためであっ

た。大量の国債を発行したイギリス政府は，国民には重い税を課すこと

コラム

➡p.173

めて，参戦国はいずれも深刻な財

政危機に見
み
舞
ま
われることになった。植民地に負担を分担させようとした

イギリスやスペインでは，白人の定住者による独立運動が起こり（アメ

リカ独立戦争・ラテンアメリカの独立），帝国の再編をせざるをえなく

なった。また多くの植民地を失ったフランスでは，本国の財政が危機的

な状
じょう
況
きょう
となり，フランス革命の引き金となった。

➡p.198 ➡p.205

➡p.200
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イギリスがフランスとの
植民地獲得競争に勝利で
きた背景には、イギリス
国債の信用度の高さと、
それによるオランダから
の資金の流入など資金調
達能力の高さがあったこ
とがわかる。
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七年戦争の結果として各
国は財政危機に直面し、
その負担を植民地や国内
に押しつけたことが、ア
メリカの独立戦争やフラ
ンス革命につながって
いったことがわかる。

⬇教科書p.188-189
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１ 因果関係を丁寧に記し た、理解しやすい「本文記述」
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　イギリスでは名
めい
誉
よ
革命の後，1694年にイングランド銀行が創設され，

議会の承認を得て政府が発行する借用証書（国
こく
債
さい
）を発行し，これが金

きん
融
ゆう

市場で取り引きされるようになった（財政革命）。

　議会政治が確立し，徴
ちょう
税
ぜい
の権利をもつ議会が元利を保証していたイギ

リス国債の信用は高かった。そのため，17世紀の最
さい
富
ふ
裕
ゆう
国であったオ

ランダでは，豊かな資金をもっていた人々がイギリスの国債を購
こう
入
にゅう
した

ため，オランダの資金がイギリスに流れることになった。

　イギリスが，相次ぐフランスとの戦争に勝利したのは，この財政革命

によって，フランスより戦争の費用を集める能力が高まったためであっ

た。大量の国債を発行したイギリス政府は，国民には重い税を課すこと

にもなった。それでもフランスとの戦争に次々と勝利し，植民地を拡大

していったため，議会が承認した税に対しては，国民の不満は爆
ばく
発
はつ
しな

かった。

　第２次英仏百年戦争のなかの七年戦争は，当時としては大戦争であっ

た。このため，戦勝国のイギリスを含
ふく
めて，参戦国はいずれも深刻な財

政危機に見
み
舞
ま
われることになった。植民地に負担を分担させようとした

イギリスやスペインでは，白人の定住者による独立運動が起こり（アメ

リカ独立戦争・ラテンアメリカの独立），帝国の再編をせざるをえなく

なった。また多くの植民地を失ったフランスでは，本国の財政が危機的

な状
じょう
況
きょう
となり，フランス革命の引き金となった。

　スペインはラテンアメリカに広大な植民地を保有しながら，奴
ど
隷
れい
供給

地のアフリカ西海岸に拠
きょ
点
てん
がなく，植民地で使

し
役
えき
する奴隷を購入するた

イギリスの勝利と各国への影響
イギリスは財政改革を成し遂げて，対仏抗争で優位に立った。一方，英仏の抗争は
ヨーロッパ各国に財政問題を引き起こした。

コラム

➡p.173

➡p.198 ➡p.205

➡p.200

大西洋三角貿易の展開
アメリカの作物，ヨーロッパの軽工業品，アフリカの黒人奴隷を取り扱う大西洋三
角貿易は，イギリス産業革命の準備をする一方で，アフリカを荒廃させた。

めに，外国商人に奴隷供給の特権を認めていた。利益が大きかったこの

特権は，18世紀の諸戦争の原因の一つにもなっていた。

　一方，奴隷貿易を盛
さか
んに行ったのは，西アフリカに拠点をもったポル

トガル・イギリス・フランスであった。イギリスのリヴァプール，フラ

ンスのナントなどから，火器や綿織物を積んだ船が，ベニン王国など西

アフリカの黒人国家に向かい，そこで積み荷と奴隷が交換された。連行

されたアフリカ人の奴隷は数千万人に上
のぼ
り，アフリカ社会は深刻な打

だ
撃
げき

を受けた。

　アフリカからカリブ海やアメリカ大陸へ向かう航海は，「中間航路」と

よばれたが，この航海は無理に奴隷を詰
つ
め込

こ
んだり，水不足や感染症が

生じたりしたため，死亡率がかなり高かった。運ばれた奴隷は，カリブ

海やアメリカ大陸で砂糖や たばこ と交換され，ヨーロッパへそれらの

世界商品が送られた。大西洋三角貿易として知られるこの一連の貿易で，

ヨーロッパ各国は大きな利益を得た。特にイギリスは，この奴隷貿易を

基
き
盤
ばん
として，カリブ海と北アメリカ大陸を核

かく
とする広大な世界帝国を完

成したため，膨
ぼう
大
だい
な貿易の利益を得ることができた。またカリブ海と北

アメリカ大陸はイギリス製品の市場となり，一方で綿花のような原料の

供給地ともなった。こうした国際的なつながりは，イギリスで世界最初

の産業革命が起こる要因の一つとなった。人道的な立場から奴隷制度へ

の批判が高まると，イギリスでは19世紀初頭に奴隷貿易が禁止され，

その後，各国の植民地は奴隷制度の廃
はい
止
し
に向かった。

➡p.153

Benin

13 世紀～ 18世紀

1

SDGs

3 QR

➡p.194 2

➡p.207

　イギリスがヨーロッパの抗
こう

争
そう

に勝利した最も大きな理由
は何か，あなたの考えを説明
しよう。

のまとめ4節

　　アジア人やアフリカ人への
まなざし　ヨーロッパ人は，奴

ど

隷
れい

貿易を行って，奴隷を物のよ
うに扱

あつか
った。しかし一方で，ヨー

ロッパの知識人の間には，ヨー
ロッパの近代文明への批判とし
て，アフリカ人やアメリカ先住
民，アジア人こそが，けがれの
ない「高貴な未開人」だとする見
方も生まれた。

1

　　イギリスの帝国　重商主義
政策は，原料の供給源や製品の
市場などの獲

かく
得
とく

に役立ち，産業
革命の前提となる条件を整えた。
そのためこのころのイギリス本
国とその植民地は，「重商主義帝
国」ともよばれる。

2

　イギリスでは財政革命によって税収を確実にし，
財政への信

しん
頼
らい
が高まったことを背景に，公債を金

利の安定した国債に統一した。この国債による資
金調達が18世紀におけるイギリスの戦争遂

すい
行
こう
を可

能にし，人口規模や経済力において勝
まさ
るフランス

との戦争に勝利した。その反面，税収のほとんど
が軍事費や国債の償

しょう
還
かん
にあてられ，民事にあてる

予算が大
おお
幅
はば
に縮減された。さらに19世紀初頭には

過大な累
るい
積
せき
債務のために，破

は
綻
たん
寸前となったが，

産業革命（→p.194）の本格化による経済成長に
よって危機を脱

だっ

した。

奴
ど
隷
れい
貿易と荒

こう
廃
はい
するアフリカ

ポルトガル人・イギリス人・フランス人などが熱心に行った大西洋奴隷貿易は，
全体で数千万人のアフリカ人を，大量の労働力を求めていたアメリカやカリブ海
の植民地に奴隷として送り込

こ
んだ。それは，ヨーロッパ人の商人やプランテーシ

ョン経営者にとっては，大きな利益の源であった。しかし，奴隷とされた本人や
その家族にとっては悲劇であり，働

はたら
き盛

ざか
りの人々を連れ去られたアフリカ社会に

も，深刻な打
だ

撃
げき

となった。そればかりか，アフリカ西海岸にはヨーロッパ人から
手に入れた武器を用いて，奥

おく
地
ち

で奴隷狩
が

りを行い，ヨーロッパ人に売り渡
わた

すこと
を仕事とするダホメーやベニンなどの黒人国家も現れた。こうしたゆがんだ発展
は，アフリカの成長を妨

さまた
げる原因となった。

奴隷が導入されたアメリカなどでは，奴隷解放（→p.224），公民権運動
（→p.320）の後も，いま
だに黒人への差別的な対
応が残る。貧

ひん
困
こん

率
りつ

は白人
より高く，教育水準も低
いのが現状である。

SDGsを
考える世界史

　　 18世紀のイギリスの歳
さい
出
しゅつ
・歳入と軍事費 読み解き 軍事費が

増大している時期に生じた戦争は何であったか，p.187　と照らし
合わせて考えてみよう。
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＊「国債費」とは，国債利子および元金償還費のこと

軍事費＋国債費＊

〈“Abstract of British Historical Statistics”〉
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　　 北米での勢力争い　パリ条
約により，北米のフランス領が
いったん消

しょう
滅
めつ

した。ミシシッピ
川以西のルイジアナはスペイン
に譲

じょう
渡
と

されたが，1800年にフ
ランスに返

へん
還
かん

された。

2
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　　 奴隷船の内部全体図5
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　17 ～ 18世紀のヨーロッパの社会構造の変化に大きな影
えい

響
きょう

を与
あた

えたものは何か，あなたの
考えを説明しよう。

3 章の
振り返り

● 歴史事象の因果関係を丁寧に記述しているので、 
歴史の流れや社会構造がよくわかる。

ヨーロッパ各国は大きな利益を得た。特にイギリスは，この奴隷貿易を

基
き
盤
ばん
として，カリブ海と北アメリカ大陸を核

かく
とする広大な世界帝国を完

成したため，膨
ぼう
大
だい
な貿易の利益を得ることができた。またカリブ海と北

アメリカ大陸はイギリス製品の市場となり，一方で綿花のような原料の

供給地ともなった。こうした国際的なつながりは，イギリスで世界最初

の産業革命が起こる要因の一つとなった。人道的な立場から奴隷制度へ
➡p.194 2

条件を整えた。
そのためこのころのイギリス本

は，「重商主義帝
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大西洋三角貿易で得た膨
大な利益は、イギリスで
産業革命が起こる一因に
なったことがわかる。

因果関係を丁寧に記し た、理解しやすい「本文記述」
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●モンゴル帝国とユーラシア大交
こう
流
りゅう
圏
けん

12世紀までに徐
じょ

々
じょ

に進んできた各地域の結びつ

きは，13世紀のモンゴル帝国の登場によって一気

に加速した。14世紀前半にかけて，ユーラシア・

北アフリカにまたがり，陸と海で結ばれた巨
きょ

大
だい

な交

流圏が形成され，ユーラシア規模で人・もの・情報

の移動・交流が空前の発展を遂げた。

「草原の道」から登場し，早くに「オアシスの道」を

押
お

さえたモンゴルは国際商業の重要性をよく認識し

ており，交
こう

通
つう

網
もう

を整備し貿易の保護・振
しん

興
こう

に努めた。

モンゴルがユーラシアの主要部分を統合したため，

通行税などの負担や隊商が襲
しゅう

撃
げき

を受ける危険が少な

くなったことも，活発な商業活動を後押しした。南
なん

宋
そう

の征
せい

服
ふく

によって「海の道」も押さえると，交易網は

海路とも結びついた。西方に伝わった東方の繁
はん

栄
えい

の

様子は，ヨーロッパ人に豊かなアジアへの憧
あこが

れを抱
いだ

かせ，「大航海時代」の原動力にもなった。 

●14世紀の危機

1310年ごろから数十年間，北半球では寒冷な気

候が続いた。長期の好
こう

況
きょう

で人口が増え，やせた土地

の無理な開発や森林破
は

壊
かい

が進んでいたこともあり，

各地で深刻な不作や飢
き

饉
きん

が起こった。それに伴
ともな

い，

社会不安や感
かん

染
せん

症
しょう

がモンゴル帝国の交通網とネット

ワークを通じて急速に広がった。この時期にペスト�
（黒

こく
死
し

病
びょう

）が，中国から中央ユーラシアを経て西アジア・

ヨーロッパに短期間で伝わり，西ヨーロッパの人口の

３分の１を奪
うば

ったことは，そのわかりやすい例である。

こうしたなか盗
とう

賊
ぞく

や反乱が発生し，モンゴル帝国

の諸政権は次々と解体した。日本でも14世紀には

南北朝の動乱が続き，朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿岸の人々は

倭
わ
寇
こう

の恐
きょう

怖
ふ

におびえた。こうしてユーラシア・北ア

フリカのネットワークは，一時的に寸断された。

モンゴル時代の大規模な交流は，このように強
きょう

烈
れつ

な負の側面をもっていた。しかし，「14世紀の危機」

を乗り越
こ

えた各地域では，モンゴル時代の多くの遺

産が活用された。第１に，広域のネットワークが復

活して海上でさらに活性化し，15世紀には鄭
てい

和
わ

の

大航海やヨーロッパ人のアメリカ大陸「発見」などの

海外進出が実現した。第２に，モンゴル以後にユー

ラシア各地を支配した諸帝国は，オスマン・ムガル�
やロシア，時代は下るが清

しん
朝など，いずれも支配下

においた多くの民族や宗教を，独自性を認めながら

効率的に統治するシステムにより，広大な領土を長

期間，安定的に支配した。� p.155p.128

➡p.129

➡p.32

➡p.132

➡p.55

➡p.133

➡p.151

➡p.12,117

➡p.136

QR

➡p.136

➡p.152

➡p.159 ➡p.162

➡p.121,182 ➡p.143

時代の
特徴

モンゴル帝国の下
もと

で，13世紀に全ユーラシアが結びついた。その交流は「14世紀の危
機」で一時断絶したが，モンゴル時代のシステムは多くの点で後の時代に影

えい

響
きょう

した。

13〜14世紀　ユーラシア大交流圏の成立と危機結びつく
世界
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　「14世紀の危機」とよばれる災害・疫
えき

病
びょう

の続発は，東アジアの社会に

も深刻な打
だ

撃
げき

を与
あた

え，各地で政府の支配が揺
ゆ

らいだ。大
だい

元
げん

ウルス（元朝）

の下
もと

では，白
びゃく

蓮
れん

教
きょう

徒
と

の起こした反乱が広まった（紅
こう

巾
きん

の乱）。反乱の指導

者の一人であった朱
しゅ

元
げん

璋
しょう

（太祖，洪
こう

武
ぶ

帝）は1368年に南
ナン

京
キン

を都として明
みん

を建て，大元ウルスの朝
ちょう

廷
てい

は明軍に大
だい

都
と

を奪
うば

われてモンゴル高原に退い

た（北元）。明は江
こう

南
なん

からおこって南北を統合した初めての王朝であり，

これは江南地方が経済・文化だけでなく政治においても中心地となるほ

どに成長したことを意味した。

　洪武帝は経済の混乱や農村の荒
こう

廃
はい

に対処するため，銀や貿易に依
い

存
そん

せ

ず，農村を立て直してそこから穀物や労働力を直接徴
ちょう

発
はつ

するしくみを築

いた。そのために全国的な検地を行って土地と農民を把
は

握
あく

し，里
り

甲
こう

制
せい

を

しいて徴税や治安業務にあたらせた。軍制では衛
えい

所
しょ

制
せい

をしいて，防衛や

運輸を担
にな

わせた。社会統合にあたっては，さまざまな人々や価値観が共

存したモンゴル時代から一変して，儒
じゅ

教
きょう

を重んじ小農民が基
き

盤
ばん

となった

社会に皇帝が君臨する体制を目指し，官
かん

僚
りょう

・地主・大商人に対しても，

また農民に対しても，厳しい統制を行った。中央では，中書省と宰
さい

相
しょう

職
しょく

を廃
はい

止
し

し，六
りく

部
ぶ

などの中央官庁や地方長官を皇帝に直属させて権力を集

中した。官僚登用にあたっては，秩
ちつ

序
じょ

を重んじる朱
しゅ

子
し

学
がく

を公式解
かい

釈
しゃく

に定

明の成立とユーラシア東方
江南を基盤に成立した明は，皇帝独裁制を確立し強固な国内支配を打ち立てたが，
対外的には，北方に撤退したモンゴルと長城を境界として南北で並存した。 
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　　白
びゃく

蓮
れん

教
きょう

　仏教系の宗教結社
で，弥

み
勒
ろく

仏
ぶつ

が救世主としてこの
世に現れるという信

しん
仰
こう

をもつ。
歴代王朝によって禁じられたが，
民間で勢力を伸

の
ばし，しばしば

反乱に関わった（→p.236）。

1

　　一
いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制の始まり　明
みん

以降，皇帝一代に一元号となり，
洪
こう

武
ぶ

帝・永
えい

楽
らく

帝など元号で皇帝
を通

つう
称
しょう

するようになった。日本
では，明治（→p.240）からとり
入れられた。

2

　　民
みん

戸
こ

と軍
ぐん

戸
こ

　衛
えい

所
しょ

に属する
人々は軍戸，それ以外の大半は
民戸とされ，税と労

ろう
役
えき

を負担した。

4

　　土地と戸
こ

籍
せき

の把
は

握
あく

　土地は
魚
ぎょ

鱗
りん

図
ず

冊
さつ

とよばれる台帳に記録
され，戸

こ
籍
せき

台帳である賦
ふ

役
えき

黄
こう

冊
さつ

に基
もと

づいて税役が課された。

3

　　　　モンゴルと明の統治
の相

そう

違
い

点
てん

を要約しよう。
問 い

　　 朱
しゅ
元
げん
璋
しょう

　異様な風
ふう

貌
ぼう

だったといわれ，
「一人にして聖

せい
賢
けん

・豪
ごう

傑
けつ

・盗
とう

賊
ぞく

の性を併
あわ

せもっ
ていた」と評される。 読み解き なぜ印象の
異なる肖

しょう
像
ぞう
画
が
が残っているのだろうか。

1

　　 15世紀の東アジア　モンゴルは依
い

然
ぜん

として強大であり，明
みん

は東北に進出すると
ともに，朝

ちょう
鮮
せん

・日本・琉
りゅう

球
きゅう

，東南アジア諸
国などと外交関係を結んで対

たい
抗
こう

した。

2
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永楽帝の対外政策
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ー
ラ
シ
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東
ア
ジ
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明の国際秩序と東・東南アジア 明と世界の諸地域は，どのように結
びついていたのだろうか。

節の
課題1節

アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出2章
交易の拡大は世界の諸地域をどのように変えていったのだろうか。章の見通し

　　 14世紀の交易とペストの広がり1
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう

辛
しん

料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう

座
ざ

仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰
すい

退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい

朝が，朝
ちょう

鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

1351 ～ 1767

➡p.51

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん

西
せい

商人・�
き

州
しゅう

商人は塩の専売や軍
ぐん

需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう

磁
じ

器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 

➡p.134

➡p.151

チャンチヤン

4

5

QR 日本

➡p.156

3

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん

料
りょう

，ジャワの胡
こ

椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう

周辺
の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう

球
きゅう

までの商人が集まり，「マ
ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

1

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと 
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ 
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 ～ 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 ～ 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

　　　　明から輸出された商
品を，輸出先の国とともに抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

　各種の税や労
ろう

役
えき

を一
いっ

括
かつ

して銀で納入する方法。
江
こう

南
なん

地方で行われるようになり，
しだいに全国へ広がった。

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。
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　　 薬用人
にん
参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

　
明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。

5

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州

西安西安
南京南京

マカオ
（ポルトガル）

マカオ
（ポルトガル）

寧波寧波

上海上海
蘇州蘇州

杭州杭州

成都成都

北京（順天府）北京（順天府）

大越

明

朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

�州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

� �����

B 

東
ア
ジ
ア

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

B
東
ア
ジ
ア

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

３部２章　アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出136

5

10

15

20

25

め，民
みん

衆
しゅう

に対
たい

しても儒
じゅ

教
きょう

に基
もと

づく教
きょう

化
か

を図
はか

った。一
いっ

方
ぽう

で，洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は息
むす

子
こ

たちを全
ぜん

国
こく

に王
おう

として配
はい

置
ち

するなどモンゴルにならった制
せい

度
ど

もとり入
い

れ

ており，明
みん

初
はつ

の体
たい

制
せい

は，モンゴル帝
てい

国
こく

を継
けい

承
しょう

する側
そく

面
めん

と，中
ちゅう

国
ごく

の農
のう

村
そん

社
しゃ

会
かい

に基
き

盤
ばん

をおく側
そく

面
めん

の両
りょう

面
めん

をもっていた。 

　洪
こう

武
ぶ

帝
てい

の没
ぼつ

後
ご

，息
むす

子
こ

の一
ひ と り

人である燕
えん

王
おう

が反
はん

乱
らん

を起
お

こし（靖
せい

難
なん

の役
えき

），南
ナン

京
キン

を攻
せ

め落
お

として即
そく

位
い

した（永
えい

楽
らく

帝
てい

）。彼
かれ

は自
じ

分
ぶん

の本
ほん

拠
きょ

地
ち

であった北
ペ

京
キン

へ

遷
せん

都
と

し，積
せっ

極
きょく

的
てき

な対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

を展
てん

開
かい

した。北
ほっ

方
ぽう

ではみずからモンゴル遠
えん

征
せい

を繰
く

り返
かえ

し，また黒
こく

竜
りゅう

江
こう
（アムール川

がわ
）方

ほう
面
めん

に進
しん

出
しゅつ

して女
じょ

真
しん

人
じん

を従
したが

えた。

南
なん

方
ぽう

では，ベトナムへ出
しゅっ

兵
ぺい

して一
いち

時
じ

占
せん

領
りょう

し，さらにムスリムの宦
かん

官
がん

鄭
てい

和
わ

の船
せん

団
だん

を東
とう

南
なん

アジア・インド洋
よう

に派
は

遣
けん

した。船
せん

団
だん

の一
いち

部
ぶ

はアラビア半
はん

島
とう

や東
ひがし

アフリカにまで達
たっ

し，一
いち

時
じ

的
てき

に多
おお

くの南
なん

海
かい

諸
しょ

国
こく

が朝
ちょう

貢
こう

した。 

　モンゴルの北
ほく

元
げん

では，14世
せい

紀
き

末
まつ

にクビライ家
け

の直
ちょっ

系
けい

が断
だん

絶
ぜつ

してほか

のチンギス家
け

の王
おう

族
ぞく

が大
だい

ハーン位
い

を継
つ

いだが，その力
ちから

は弱
よわ

く，西
せい

方
ほう

のオ

イラト部
ぶ

が実
じっ

権
けん

を握
にぎ

って明
みん

にも圧
あつ

力
りょく

をかけた。守
しゅ

勢
せい

に立
た

つようになった

明
みん

は，長
ちょう

城
じょう

を堅
けん

固
ご

に修
しゅう

築
ちく

して，これを事
じ

実
じつ

上
じょう

の境
きょう

界
かい

とするようになった。

　宋
そう

・元
げん

代
だい

に海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

が発
はっ

展
てん

していた東
ひがし

シナ海
かい

では，「14世
せい

紀
き

の危
き

機
き

」

のなかで日
に

本
ほん

で鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が倒
たお

れ南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動
どう

乱
らん

が広
ひろ

がると，海
かい

商
しょう

や武
ぶ

士
し

団
だん

などの勢
せい

力
りょく

が自
じ

立
りつ

的
てき

な活
かつ

動
どう

を強
つよ

め，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

・中
ちゅう

国
ごく

沿
えん

海
かい

部
ぶ

で襲
しゅう

撃
げき

・略
りゃく

奪
だつ

行
こう

為
い

を働
はたら

くようになった。彼
かれ

らは倭
わ

寇
こう
（前

ぜん
期
き

倭
わ

寇
こう

）とよばれ，高
こう

麗
らい

・元
げん

の

沿
えん

岸
がん

住
じゅう

民
みん

や武
ぶ

装
そう

勢
せい

力
りょく

も合
ごう

流
りゅう

して，諸
しょ

国
こく

の政
せい

府
ふ

を苦
くる

しめた。

　明
みん

が成
せい

立
りつ

すると，洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は倭
わ

寇
こう

を力
ちから

で抑
おさ

え込
こ

む方
ほう

針
しん

をとり，沿
えん

海
かい

部
ぶ

の

治
ち

安
あん

維
い

持
じ

のために民
みん

間
かん

の海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

し（海
かい

禁
きん

），対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

を国
こっ

家
か

間
かん

の

朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

関
かん

係
けい

に限
げん

定
てい

するという，厳
きび

しい対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

をしいた

（海
かい

禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体
たい

制
せい

）。これにより，明
みん

と貿
ぼう

易
えき

するには朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

を受
う

け入
い

れなければならなくなったため，長
なが

い間
あいだ

朝
ちょう

貢
こう

を避
さ

けていた日
に

本
ほん

も，室
むろ

町
まち

1

1399 ～ 1402

位 1402 ～ 24
てん

位 1402 ～ 24
てんかい

位 1402 ～ 24
かい

1421

ヘイロンチヤン

1371 ～ 1434 ごろはん1371 ～ 1434 ごろはんとう1371 ～ 1434 ごろとう

Oyirad

イラト部
Oyirad

イラト部
2

1

明
みん

の海
かいかい1かい1

禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体
たい

制
せい

とアジア海
かい

域
いき

明
みん

は朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

関
かん

係
けい

と海
かい

禁
きん

を結
けつ

合
ごう

させた厳
きび

しい対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

をしき，沿
えん

海
かい

部
ぶ

の
治
ち
明
ち
明

安
あん
は朝
あん
は朝

回
かい

は朝
かい

は朝
復
ふく
貢
ふく
貢

を図
はか

・冊
はか

・冊
った。日

に

本
ほん

もこの秩
ちつ

序
じょ

を受
う

け入
い

れ，朝
ちょう
外
ちょう
外

貢
こう
関
こう
関

貿
ぼう
係
ぼう
係

易
えき

係
えき

係
に踏

ふ
体
ふ
体

み切
き
をしき，
き
をしき，

った。 

QR ➡p.127

QR

3

　　明
みん

初
はつ

のモンゴル的
てき

制
せい

度
ど

　民
みん

戸
こ

・軍
ぐん

戸
こ

のように，職
しょく

業
ぎょう

別
べつ

の戸
こ

籍
せき

に分
ぶん

類
るい

するのはモンゴルの制
せい

度
ど

だった。百
ひゃっ

戸
こ

所
しょ

・千
せん

戸
こ

所
しょ

・衛
えい

からなる衛
えい

所
しょ

制
せい

，戸
こ

を甲
こう

が，甲
こう

を里
り

が束
たば

ねる里
り

甲
こう

制
せい

も，千
せん

戸
こ

制
せい

（→p.129）の階
かい

層
そう

型
がた

組
そ

織
しき

にならっ
たものであった。

1

　　オイラト　オイラト部
ぶ

は，
モンゴル西

せい
部
ぶ

のチンギス家
け

では
ない首

しゅ
長
ちょう

が統
とう

率
そつ

する遊
ゆう

牧
ぼく

部
ぶ

族
ぞく

の
連
れん

合
ごう

である。15世
せい

紀
き

の指
し

導
どう

者
しゃ

エ
センは明

みん
軍
ぐん

を破
やぶ

って皇
こう

帝
てい

を捕
と

ら
え（土

ど
木
ぼく

の変
へん

），みずからハーン
を称

しょう
するなど勢

せい
力
りょく

を誇
ほこ

った。

2

　　陸
りく

の対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

　厳
きび

しい交
こう

通
つう

・交
こう

易
えき

管
かん

理
り

は陸
りく

上
じょう

でも
同
おな

じで，モンゴルや女
じょ

真
しん

との交
こう

易
えき

は，朝
ちょう

貢
こう

の形
けい

式
しき

をとらせたう
え経

けい
路
ろ

・人
にん

数
ずう

・回
かい

数
すう

などに制
せい

限
げん

が課
か

されており，しばしば貿
ぼう

易
えき

の拡
かく

大
だい

を求
もと

める勢
せい

力
りょく

との衝
しょう

突
とつ

が
起
お

こった。朝
ちょう

鮮
せん

・ベトナムも陸
りく

路
ろ

での朝
ちょう

貢
こう

が指
し

定
てい

されていた。

3

　日
に

本
ほん

は，形
けい

式
しき

とはいえ中
ちゅう

国
ごく

皇
こう

帝
てい

の臣
しん

下
か

になることを嫌
きら

い，
遣
けん

隋
ずい

使
し

・遣
けん

唐
とう

使
し

は朝
ちょう

貢
こう

のみで冊
さく

封
ほう

は受
う

けず（→p.44），宋
そう

・
元
げん

時
じ

代
だい

は朝
ちょう

貢
こう

も行
おこな

わなかった。明
みん

による日
に

けず（→p.44），宋
に

けず（→p.44），宋
本
ほん

けず（→p.44），宋
ほん

けず（→p.44），宋
国
こく

けず（→p.44），宋
こく

けず（→p.44），宋
王
おう

けず（→p.44），宋
おう

けず（→p.44），宋
の冊

さく
けず（→p.44），宋

さく
けず（→p.44），宋

封
ほう

けず（→p.44），宋
ほう

けず（→p.44），宋
は，

実
じつ

に５世
せい

紀
き

の倭
わ

の五
ご

王
おう

以
い

来
らい

のことである。勘
かん

合
ごう

貿
ぼう

易
えき

とは，
日
に

本
ほん

が明
みん

と行
おこな

った朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

の通
つう

称
しょう

で，正
せい

規
き

の貿
ぼう

易
えき

船
せん

である
ことを確

かく
認
にん

するために，割
わり

印
いん

を押
お

した証
しょう

明
めい

書
しょ
（勘

かん
合
ごう

）を用
もち

い
たことからこのようによばれる。

世界史の
中の日本

　　 万
ばん
里
り
の長

ちょう
城
じょう

　明
みん

が万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

を防
ぼう

衛
えい

線
せん

とした結
けっ

果
か

，モンゴ
ルの遊

ゆう
牧
ぼく

世
せ

界
かい

と中
ちゅう

国
ごく

の農
のう

耕
こう

世
せ

界
かい

が分
ぶん

離
り

された。長
ちょう

城
じょう

以
い

北
ほく

ではし
だいに言

げん
語
ご

・文
ぶん

化
か

・生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

の
共
きょう

通
つう

性
せい

が高
たか

まり，それまで多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な人
ひと

々
びと

の集
しゅう

団
だん

であったモン
ゴル（→p.130）が「民

みん
族
ぞく

」として
まとまっていくようになった。

1

世界
遺産

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本
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中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
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幕
ばく

府
ふ

の足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

に踏
ふ

み切
き

った（勘
かん

合
ごう

貿
ぼう

易
えき

）。 

　モンゴルの影
えい

響
きょう

の強
つよ

かった朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

でも，倭
わ

寇
こう

撃
げき

退
たい

に功
こう

績
せき

のあった李
り

成
せい

桂
けい
（太祖）が1392年

ねん
に高

こう
麗
らい

を倒
たお

して朝
ちょう

鮮
せん

を建
た

て，明
みん

の冊
さく

封
ほう

を受
う

けた。

朝
ちょう

鮮
せん

は漢
かん

陽
よう
（現

げん
ソウル）に都

みやこ
をおき，朱

しゅ

子
し

学
がく

を導
どう

入
にゅう

して科
か

挙
きょ

を整
せい

備
び

するな

ど明
みん

の制
せい

度
ど

にならった国
こっ

家
か

建
けん

設
せつ

を進
すす

めた。15世
せい

紀
き

前
ぜん

半
はん

の世
せい

宗
そう

のとき，

表
ひょう

音
おん

文
も

字
じ

の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん
（ハングル）が制

せい
定
てい

されたが，漢
かん

字
じ

・漢
かん

文
ぶん

の伝
でん

統
とう

は揺
ゆ

るがず，金
きん

属
ぞく

活
かつ

字
じ

や木
もく

版
はん

印
いん

刷
さつ

による漢
かん

籍
せき

の出
しゅっ

版
ぱん

が盛
さか

んに行
おこな

われた。

　一
いっ

方
ぽう

，明
みん

にとってもこれら諸
しょ

外
がい

国
こく

の朝
ちょう

貢
こう

は，皇
こう

帝
てい

の権
けん

威
い

を高
たか

めるうえ

でも海
かい

外
がい

物
ぶっ

産
さん

の入
にゅう

手
しゅ

のうえでも不
ふ

可
か

欠
けつ

だった。永
えい

楽
らく

帝
てい

が鄭
てい

和
わ

を派
は

遣
けん

して

各
かく

地
ち

で朝
ちょう

貢
こう

を勧
かん

誘
ゆう

したのも，海
かい

禁
きん

を維
い

持
じ

しながら貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うためであっ

た。しかし，経
けい

費
ひ

が増
ぞう

大
だい

して財
ざい

政
せい

を圧
あっ

迫
ぱく

したため，明
みん

の対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

はその

後
ご

消
しょう

極
きょく

化
か

した。このように明
みん

の海
かい

禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体
たい

制
せい

は特
とく

異
い

なものだった。

　明
みん

への朝
ちょう

貢
こう

には，国
くに

ごとに間
かん

隔
かく

が定
さだ

められるなど，制
せい

限
げん

が多
おお

かったが，

15世
せい

紀
き

には，アジア海
かい

域
いき

の各
かく

地
ち

で，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

のしくみを利
り

用
よう

する動
うご

き

が広
ひろ

がった。琉
りゅう

球
きゅう

は，明
みん

の冊
さく

封
ほう

を受
う

けたうえにほぼ無
む

制
せい

限
げん

の朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

を

許
ゆる

され，福
ふっ

建
けん

商
しょう

人
にん

などのネットワークを利
り

用
よう

しながら，東
とう

南
なん

アジア・日
に

本
ほん

などの商
しょう

品
ひん

を集
あつ

めて明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，手
て

に入
い

れた中
ちゅう

国
ごく

商
しょう

品
ひん

を各
かっ

国
こく

に運
はこ

んだ。

併
あわ

せて，東
とう

南
なん

アジアと朝
ちょう

鮮
せん

・日
に

本
ほん

などを結
むす

ぶ中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

も行
おこな

った。 

　一
いっ

方
ぽう

，東
とう

南
なん

アジアでは15世
せい

紀
き

に，マラッカ王
おう

国
こく

が急
きゅう

成
せい

長
ちょう

した。マラッ

カは，鄭
てい

和
わ

の船
せん

団
だん

の寄
き

港
こう

地
ち

を提
てい

供
きょう

するほか，国
こく

王
おう

みずから明
みん

に赴
おもむ

くこと

で，明
みん

の優
ゆう

遇
ぐう

を勝
か

ちとり，マラッカ海
かい

峡
きょう

を中
ちゅう

心
しん

とするインド洋
よう

・東
とう

南
なん

ア

任 1368 ～ 94 日本

（イソンギェ）たい（イソンギェ）たい そ（イソンギェ）そ

位 1392 ～ 98
かん

位 1392 ～ 98
かん
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みやこ

➡p.127
みやこ

1392～1910 4 日本QR

QR 史料

2

海
うみ

の王
おう

国
こく

と陸
りく

の王
おう

国
こく

 
明
みん

の国
こく

際
さい

秩
ちつ

序
じょ

とアジア海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

の復
ふっ

興
こう

は，琉
りゅう

球
きゅう

・マラッカなどの中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

拠
きょ

点
てん

を繁
はん

栄
えい
明
えい
明

させる一
いっ

方
ぽう
序
ぽう
序

で，東
とう

南
なん

アジア大
たい
易
たい
易

陸
りく
の復
りく
の復

部
ぶ

の復
ぶ

の復
に強

きょう
は，琉
きょう
は，琉

力
りょく

は，琉
りょく

は，琉
な国

こっ

家
か

を成
せい

立
りつ

させた。 

15 世紀～ 1879
けん
15 世紀～ 1879
けんしょう
15 世紀～ 1879

しょうにん
15 世紀～ 1879

にん
QR
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2
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14 世紀末～ 1511
こく

14 世紀末～ 1511
こくおう

14 世紀末～ 1511
おう 　　　　明

みん

初
はつ

の対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

の特
とく

徴
ちょう

とその背
はい

景
けい

，結
けっ

果
か

について
説
せつ

明
めい

しよう。

問 い

　　李
り

成
せい

桂
けい

と李
り

氏
し

朝
ちょう

鮮
せん

　朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

北
ほく

部
ぶ

の出
しゅっ

身
しん

の武
ぶ

将
しょう

で，女
じょ

真
しん

人
じん

を率
ひき

いて台
たい

頭
とう

した。国
こく

号
ごう
「朝

ちょう
鮮
せん

」
は明

みん
の洪

こう
武
ぶ

帝
てい

によって命
めい

名
めい

され
たもので，古

こ
朝
ちょう

鮮
せん
（→p.29）と区

く

別
べつ

して李
り

氏
し

朝
ちょう

鮮
せん

という。

4

世界史の
中の日本

　日
に

本
ほん

と朝
ちょう

鮮
せん

の間
あいだ

でも，貿
ぼう

易
えき

のための証
しょう

明
めい

書
しょ

を交
こう

付
ふ

し，
窓
まど

口
ぐち

を限
げん

定
てい

して交
こう

流
りゅう

する方
ほう

式
しき

がとられた。室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

と
朝
ちょう

鮮
せん

は対
たい

等
とう

の関
かん

係
けい

で，西
にし

日
に

本
ほん

の大
だい

名
みょう

・商
しょう

人
にん

は朝
ちょう

鮮
せん

に対
たい

し 朝
ちょう

貢
こう

す る 形
けい

式
しき

で， 対
つ し ま

馬
の宗

そう
氏
し

を窓
まど

口
ぐち

として貿
ぼう

易
えき

を
行
おこな

った。人
ひと

の交
こう

流
りゅう

は活
かっ

発
ぱつ

で，
15世

せい
紀
き

には，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

南
なん

部
ぶ

の釜
プ

山
サン

に日
に

本
ほん

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

も設
もう

けられていた。

　　 15世
せい
紀
き
のアジア交

こう
易
えき
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大越
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琉球王国
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毛織物
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絹織物

金
象牙
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宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
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金
日本刀
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ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

　国
くに
の語

ご
音
おん
は中

ちゅう
国
ごく
と異

こと
なり，

漢
かん
字
じ
と相

あい
通
つう
じない。それゆえ

民
たみ
は言

い
いたいことがあっても

結
けっ
局
きょく
その意

い
志
し
を表

ひょう
現
げん
できない

者
もの
が多

おお
い。予

よ
はこれを憐

あわ
れみ，

新
あら
たに28字

じ
を作

つく
った。人

ひと
々
びと
が

習
しゅう
熟
じゅく
しやすく日

にち
用
よう
に便

べん
利
り
であ

るようにと願
ねが
うのみである。

〈六反田豊訳 一部改変〉

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序
じょ

文
ぶん史史史史

 料 料 料 料 料

読み解き 世
せい
宗
そう
が訓

くん
民
みん
正
せい
音
おん
を制

せい

定
てい
した理

り
由
ゆう
を説

せつ
明
めい
しよう。また，

なぜこの後
のち
も漢

かん
字
じ
・漢

かん
文
ぶん
の伝

でん
統
とう

は揺
ゆ
るがなかったのか，考

かんが
えよう。
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東
ア
ジ
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南
・

東
南
ア
ジ
ア

●世界史の大きな流れがわかる本文記述

14 世紀の東・東南アジア
明は、倭寇を抑えるために対外関係を国家間に限定する海
禁�朝貢体制をしいたことがわかる。その結果、日本は朝貢・
冊封を受け入れて勘合貿易に踏み切らざるを得なかったこ
とがわかる。

⬇教科書 p.136-137 より

15 世紀 ~16 世紀の 東・東南アジア
海禁 � 朝貢体制のなかで、 中継貿易で琉球・マラッカ
王国が繁栄したことがわか る。また、明では著しい国
内経済の回復や国際商業の 活発化の結果、経済発展が
見られたことがわかる。
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が定
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いっ

方
ぽう

，東
とうなん せい き

カは，鄭
てい

和
わ

の船
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団
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の寄
き

港
こう

地
ち

を提
てい

供
きょう

するほか，国

で，明
みん

の優
ゆう

遇
ぐう

を勝
か

ちとり，マラッカ海
かいきょう
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう

辛
しん

料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう

座
ざ

仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰
すい

退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい

朝が，朝
ちょう

鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

1351 ～ 1767

➡p.51

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん

西
せい

商人・�
き

州
しゅう

商人は塩の専売や軍
ぐん

需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう

磁
じ

器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 
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　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん

料
りょう

，ジャワの胡
こ

椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう

周辺
の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう

球
きゅう

までの商人が集まり，「マ
ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

1

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと 
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ 
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 ～ 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 ～ 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

　　　　明から輸出された商
品を，輸出先の国とともに抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

　各種の税や労
ろう

役
えき

を一
いっ

括
かつ

して銀で納入する方法。
江
こう

南
なん

地方で行われるようになり，
しだいに全国へ広がった。

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。
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にん
参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

　
明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
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した。
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう

辛
しん

料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう

座
ざ

仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰
すい

退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい

朝が，朝
ちょう

鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1
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1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん

西
せい

商人・�
き

州
しゅう

商人は塩の専売や軍
ぐん

需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう

磁
じ

器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ
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し

払
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いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 
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みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。

5

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州

西安西安
南京南京

マカオ
（ポルトガル）

マカオ
（ポルトガル）

寧波寧波

上海上海
蘇州蘇州

杭州杭州

成都成都

北京（順天府）北京（順天府）

大越

明

朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

�州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

� �����

B 

東
ア
ジ
ア

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代

的な商業の活発化と結びついて，経済が著

⬇教科書 p.139 より

⬇教科書 p.135 ⬇教科書 p.136-137 ⬇教科書 p.138-139
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め，民衆に対しても儒
じゅ

教
きょう

に基
もと

づく教化を図
はか

った。一方で，洪
こう

武
ぶ

帝は息子

たちを全国に王として配置するなどモンゴルにならった制度もとり入れ

ており，明
みん

初の体制は，モンゴル帝国を継
けい

承
しょう

する側面と，中国の農村社

会に基
き

盤
ばん

をおく側面の両面をもっていた。 

　洪武帝の没
ぼつ

後
ご

，息子の一人である燕
えん

王
おう

が反乱を起こし（靖
せい

難
なん

の役
えき

），南
ナン

京
キン

を攻
せ

め落として即
そく

位
い

した（永
えい

楽
らく

帝）。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地
ち

であった北
ペ

京
キン

へ

遷
せん

都
と

し，積極的な対外政策を展開した。北方ではみずからモンゴル遠
えん

征
せい

を繰
く

り返し，また黒
こく

竜
りゅう

江
こう
（アムール川）方面に進出して女

じょ
真
しん

人を従えた。

南方では，ベトナムへ出兵して一時占
せん

領
りょう

し，さらにムスリムの宦
かん

官
がん

鄭
てい

和
わ

 

の船団を東南アジア・インド洋に派
は

遣
けん

した。船団の一部はアラビア半島

や東アフリカにまで達し，一時的に多くの南海諸国が朝
ちょう

貢
こう

した。 

　モンゴルの北
ほく

元
げん

では，14世紀末にクビライ家の直系が断絶してほか

のチンギス家の王族が大ハーン位を継
つ

いだが，その力は弱く，西方のオ

イラト部が実権を握
にぎ

って明にも圧力をかけた。守勢に立つようになった

明は，長城を堅
けん

固
ご

に修築して，これを事実上の境界とするようになった。

　宋
そう

・元代に海上貿易が発展していた東シナ海では，「14世紀の危機」

のなかで日本で鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が倒
たお

れ南北朝の動乱が広がると，海商や武士団

などの勢力が自立的な活動を強め，朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿海部で襲
しゅう

撃
げき

・略
りゃく

奪
だつ

行
こう

為
い

を働くようになった。彼らは倭
わ

寇
こう
（前期倭寇）とよばれ，高

こう
麗
らい

・元の

沿岸住民や武装勢力も合流して，諸国の政府を苦しめた。

　明が成立すると，洪武帝は倭寇を力で抑
おさ

え込
こ

む方針をとり，沿海部の

治安維
い

持
じ

のために民間の海上貿易を禁止し（海
かい

禁
きん

），対外関係を国家間の

朝貢・冊
さく

封
ほう

関係に限定するという，厳しい対外関係管理体制をしいた

（海禁＝朝貢体制）。これにより，明と貿易するには朝貢・冊封を受け入

れなければならなくなったため，長い間朝貢を避
さ

けていた日本も，室
むろ

町
まち

1

1399 ～ 1402

位 1402 ～ 24

1421

ヘイロンチヤン

1371 ～ 1434 ごろ

Oyirad

2

1

明の海禁＝朝貢体制とアジア海域
明は朝貢・冊封関係と海禁を結合させた厳しい対外関係管理体制をしき，沿海部の
治安回復を図った。日本もこの秩序を受け入れ，朝貢貿易に踏み切った。 

QR ➡p.127

QR

3

幕府の足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が朝貢貿易に踏
ふ

み切った（勘
かん

合
ごう

貿易）。 

　モンゴルの影
えい

響
きょう

の強かった朝鮮半島でも，倭寇撃退に功績のあった李
り

成
せい

桂
けい
（太祖）が1392年に高麗を倒

たお
して朝鮮を建て，明の冊封を受けた。

朝鮮は漢
かん

陽
よう
（現ソウル）に都をおき，朱

しゅ

子
し

学
がく

を導入して科挙を整備するな

ど明の制度にならった国家建設を進めた。15世紀前半の世
せい

宗
そう

のとき，

表音文字の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん
（ハングル）が制定されたが，漢字・漢文の伝統は揺

ゆ

るがず，金属活字や木版印刷による漢
かん

籍
せき

の出版が盛
さか

んに行われた。

　一方，明にとってもこれら諸外国の朝貢は，皇帝の権
けん

威
い

を高めるうえ

でも海外物産の入手のうえでも不可欠だった。永楽帝が鄭和を派遣して

各地で朝貢を勧
かん

誘
ゆう

したのも，海禁を維持しながら貿易を行うためであっ

た。しかし，経費が増大して財政を圧
あっ

迫
ぱく

したため，明の対外政策はその

後消極化した。このように明の海禁＝朝貢体制は特異なものだった。

　明への朝貢には，国ごとに間
かん

隔
かく

が定められるなど，制限が多かったが，

15世紀には，アジア海域の各地で，朝貢貿易のしくみを利用する動き

が広がった。琉
りゅう

球
きゅう

は，明の冊封を受けたうえにほぼ無制限の朝貢貿易を

許され，福
ふっ

建
けん

商人などのネットワークを利用しながら，東南アジア・日

本などの商品を集めて明に朝貢し，手に入れた中国商品を各国に運んだ。

併
あわ

せて，東南アジアと朝鮮・日本など結ぶ中
ちゅう

継
けい

貿易も行った。 

　一方，東南アジアでは15世紀に，マラッカ王国が急成長した。マラッ

カは，鄭和の船団の寄港地を提供するほか，国王みずから明に赴
おもむ

くこと

で，明の優
ゆう

遇
ぐう

を勝ちとり，マラッカ海
かい

峡
きょう

を中心とするインド洋・東南ア

任 1368 ～ 94 日本

（イソンギェ）

位 1392 ～ 98 ➡p.127 1392～1910 4  日本QR

QR 史料

2

海の王国と陸の王国 
明の国際秩序とアジア海上貿易の復興は，琉球・マラッカなどの中継貿易拠点を繁
栄させる一方で，東南アジア大陸部に強力な国家を成立させた。 

15 世紀～ 1879QR

➡p.138 1  3

2
Malacca

14 世紀末～ 1511 　　　　明初の対外政策の特
とく

徴
ちょう

とその背景，結果について
説明しよう。

問 い

　　李
り

成
せい

桂
けい

と李氏朝
ちょう

鮮
せん

　朝鮮半
島北部の出身の武将で，女

じょ
真
しん

人
を率いて台頭した。国号「朝鮮」
は明の洪

こう
武
ぶ

帝によって命名され
たもので，古朝鮮（→p.29）と区
別して李氏朝鮮という。

4

　　明
みん

初のモンゴル的制度　民
みん

戸
こ

・軍
ぐん

戸
こ

のように，職業別の戸
こ

籍
せき

に分類するのはモンゴルの制
度だった。百戸所・千戸所・衛
からなる衛

えい
所
しょ

制
せい

，戸を甲
こう

が，甲
を里が束ねる里

り
甲
こう

制
せい

も，千戸制
（→p.129）の階層型組織にならっ
たものであった。

1

　　オイラト　オイラト部は，
モンゴル西部のチンギス家では
ない首長が統

とう
率
そつ

する遊牧部族の
連合である。15世紀の指導者エ
センは明軍を破って皇帝を捕

と
ら

え（土
ど

木
ぼく

の変
へん

），みずからハーン
を称

しょう
するなど勢力を誇

ほこ
った。

2

　　陸の対外関係管理体制　厳
しい交通・交易管理は陸上でも
同じで，モンゴルや女

じょ
真
しん

との交
易は，朝

ちょう
貢
こう

の形式をとらせたう
え経路・人数・回数などに制限
が課されており，しばしば貿易
の拡大を求める勢力との衝

しょう
突
とつ

が
起こった。朝

ちょう
鮮
せん

・ベトナムも陸
路での朝貢が指定されていた。

3

世界史の
中の日本

　日本と朝
ちょう

鮮
せん

の間でも，貿
易のための証明書を交付し，
窓口を限定して交流する方
式がとられた。室町幕

ばく
府
ふ

と
朝鮮は対等の関係で，西日
本の大名・商人は朝鮮に対
し 朝

ちょう
貢
こう

す る 形 式 で， 対
つ し ま

馬
の宗

そう
氏を窓口として貿易を

行った。人の交流は活発で，
15世紀には，朝鮮半島南部
の釜

プ
山
サン

に日本人居留地も設
けられていた。

　日本は，形式とはいえ中国皇帝の臣下になることを嫌
きら

い，
遣
けん

隋
ずい

使
し

・遣
けん

唐
とう

使
し

は朝貢のみで冊封は受けず（→p.44），宋
そう

・
元
げん

時代は朝貢も行わなかった。明による日本国王の冊封は，
実に５世紀の倭

わ
の五王以来のことである。勘

かん
合
ごう

貿易とは，
日本が明

みん
と行った朝貢貿易の通

つう
称
しょう

で，正規の貿易船である
ことを確認するために，割印を押

お
した証明書（勘合）を用い

たことからこのようによばれる。

世界史の
中の日本

　　 15世紀のアジア交易2

南南

東東

シシ

シシ

ナナ

ナナ

海海

海海

イ　ン　ド　洋イ　ン　ド　洋

ベンガル湾ベンガル湾

アラビア海アラビア海

ペペルルシシアア湾湾

地地 中中 海海

海海

紅紅

ヴェネツィアヴェネツィア

ジェノヴァジェノヴァ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

アレクサンドリアアレクサンドリア

カイロカイロ バスラバスラ

カリカットカリカット
コーチンコーチン
クイロンクイロン

アユタヤアユタヤ

広州広州
福州福州

景徳鎮景徳鎮

十三湊十三湊

蘇州蘇州

寧波寧波

博多博多
堺堺

北京北京

マラッカマラッカ

マジャパヒトマジャパヒト

マスカットマスカット

アデンアデン

メッカメッカ

モガディシュモガディシュ

マリンディマリンディ

キルワキルワ
ザンジバルザンジバル

ジッダジッダ

ホルムズホルムズ 那覇那覇

スマトラ島

ジャワ島

アラビア半島

マルク
諸島

マムルーク朝

シャム
大越

ヴィジャヤナガル王国

マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
ガラス・銀
毛織物

馬・武器
じゅうたん

絹織物

金
象牙

サイ角

宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

　　 万
ばん
里
り
の長城　明

みん
が万里の長

城を防衛線とした結果，モンゴ
ルの遊牧世界と中国の農耕世界
が分

ぶん
離
り

された。長城以北ではし
だいに言語・文化・生活様式の
共通性が高まり，それまで多種
多様な人々の集団であったモン
ゴル（→p.130）が「民族」として
まとまっていくようになった。

1

世界
遺産

　国の語音は中国と異なり，
漢字と相通じない。それゆえ
民は言いたいことがあっても
結局その意志を表現できない
者が多い。予はこれを憐

あわ
れみ，

新たに28字を作った。人々が
習熟しやすく日用に便利であ
るようにと願うのみである。
� 〈六反田豊訳 一部改変〉

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序文
史
 料

読み解き 世
せい
宗
そう
が訓民正音を制

定した理由を説明しよう。また，
なぜこの後も漢字・漢文の伝統
は揺

ゆ
るがなかったのか，考えよう。

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
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ており，明
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せん

領
りょう

し，さらにムスリムの宦
かん

官
がん

鄭
てい

和
わ
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した。船団の一部はアラビア半島

や東アフリカにまで達し，一時的に多くの南海諸国が朝
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貢
こう

した。 

　モンゴルの北
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元
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では，14世紀末にクビライ家の直系が断絶してほか

のチンギス家の王族が大ハーン位を継
つ

いだが，その力は弱く，西方のオ

イラト部が実権を握
にぎ

って明にも圧力をかけた。守勢に立つようになった

明は，長城を堅
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固
ご

に修築して，これを事実上の境界とするようになった。

　宋
そう

・元代に海上貿易が発展していた東シナ海では，「14世紀の危機」

のなかで日本で鎌
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幕
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を働くようになった。彼らは倭
わ
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・元の

沿岸住民や武装勢力も合流して，諸国の政府を苦しめた。

　明が成立すると，洪武帝は倭寇を力で抑
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え込
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む方針をとり，沿海部の
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い

持
じ

のために民間の海上貿易を禁止し（海
かい

禁
きん

），対外関係を国家間の

朝貢・冊
さく

封
ほう

関係に限定するという，厳しい対外関係管理体制をしいた

（海禁＝朝貢体制）。これにより，明と貿易するには朝貢・冊封を受け入

れなければならなくなったため，長い間朝貢を避
さ

けていた日本も，室
むろ

町
まち

1

1399 ～ 1402

位 1402 ～ 24

1421

ヘイロンチヤン

1371 ～ 1434 ごろ

Oyirad

2

1

明の海禁＝朝貢体制とアジア海域
明は朝貢・冊封関係と海禁を結合させた厳しい対外関係管理体制をしき，沿海部の
治安回復を図った。日本もこの秩序を受け入れ，朝貢貿易に踏み切った。 

QR ➡p.127

QR

3

幕府の足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が朝貢貿易に踏
ふ

み切った（勘
かん

合
ごう

貿易）。 

　モンゴルの影
えい

響
きょう

の強かった朝鮮半島でも，倭寇撃退に功績のあった李
り

成
せい

桂
けい
（太祖）が1392年に高麗を倒

たお
して朝鮮を建て，明の冊封を受けた。

朝鮮は漢
かん

陽
よう
（現ソウル）に都をおき，朱

しゅ

子
し

学
がく

を導入して科挙を整備するな

ど明の制度にならった国家建設を進めた。15世紀前半の世
せい

宗
そう

のとき，

表音文字の訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん
（ハングル）が制定されたが，漢字・漢文の伝統は揺

ゆ

るがず，金属活字や木版印刷による漢
かん

籍
せき

の出版が盛
さか

んに行われた。

　一方，明にとってもこれら諸外国の朝貢は，皇帝の権
けん

威
い

を高めるうえ

でも海外物産の入手のうえでも不可欠だった。永楽帝が鄭和を派遣して

各地で朝貢を勧
かん

誘
ゆう

したのも，海禁を維持しながら貿易を行うためであっ

た。しかし，経費が増大して財政を圧
あっ

迫
ぱく

したため，明の対外政策はその

後消極化した。このように明の海禁＝朝貢体制は特異なものだった。

　明への朝貢には，国ごとに間
かん

隔
かく

が定められるなど，制限が多かったが，

15世紀には，アジア海域の各地で，朝貢貿易のしくみを利用する動き

が広がった。琉
りゅう

球
きゅう

は，明の冊封を受けたうえにほぼ無制限の朝貢貿易を

許され，福
ふっ

建
けん

商人などのネットワークを利用しながら，東南アジア・日

本などの商品を集めて明に朝貢し，手に入れた中国商品を各国に運んだ。

併
あわ

せて，東南アジアと朝鮮・日本など結ぶ中
ちゅう

継
けい

貿易も行った。 

　一方，東南アジアでは15世紀に，マラッカ王国が急成長した。マラッ

カは，鄭和の船団の寄港地を提供するほか，国王みずから明に赴
おもむ

くこと

で，明の優
ゆう

遇
ぐう

を勝ちとり，マラッカ海
かい

峡
きょう

を中心とするインド洋・東南ア

任 1368 ～ 94 日本

（イソンギェ）
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QR 史料

2

海の王国と陸の王国 
明の国際秩序とアジア海上貿易の復興は，琉球・マラッカなどの中継貿易拠点を繁
栄させる一方で，東南アジア大陸部に強力な国家を成立させた。 

15 世紀～ 1879QR

➡p.138 1  3

2
Malacca

14 世紀末～ 1511 　　　　明初の対外政策の特
とく

徴
ちょう

とその背景，結果について
説明しよう。

問 い

　　李
り

成
せい

桂
けい

と李氏朝
ちょう

鮮
せん

　朝鮮半
島北部の出身の武将で，女

じょ
真
しん

人
を率いて台頭した。国号「朝鮮」
は明の洪

こう
武
ぶ

帝によって命名され
たもので，古朝鮮（→p.29）と区
別して李氏朝鮮という。

4

　　明
みん

初のモンゴル的制度　民
みん

戸
こ

・軍
ぐん

戸
こ

のように，職業別の戸
こ

籍
せき

に分類するのはモンゴルの制
度だった。百戸所・千戸所・衛
からなる衛

えい
所
しょ

制
せい

，戸を甲
こう

が，甲
を里が束ねる里

り
甲
こう

制
せい

も，千戸制
（→p.129）の階層型組織にならっ
たものであった。

1

　　オイラト　オイラト部は，
モンゴル西部のチンギス家では
ない首長が統

とう
率
そつ

する遊牧部族の
連合である。15世紀の指導者エ
センは明軍を破って皇帝を捕

と
ら

え（土
ど

木
ぼく

の変
へん

），みずからハーン
を称

しょう
するなど勢力を誇

ほこ
った。

2

　　陸の対外関係管理体制　厳
しい交通・交易管理は陸上でも
同じで，モンゴルや女

じょ
真
しん

との交
易は，朝

ちょう
貢
こう

の形式をとらせたう
え経路・人数・回数などに制限
が課されており，しばしば貿易
の拡大を求める勢力との衝

しょう
突
とつ

が
起こった。朝

ちょう
鮮
せん

・ベトナムも陸
路での朝貢が指定されていた。

3

世界史の
中の日本

　日本と朝
ちょう

鮮
せん

の間でも，貿
易のための証明書を交付し，
窓口を限定して交流する方
式がとられた。室町幕

ばく
府
ふ

と
朝鮮は対等の関係で，西日
本の大名・商人は朝鮮に対
し 朝

ちょう
貢
こう

す る 形 式 で， 対
つ し ま

馬
の宗

そう
氏を窓口として貿易を

行った。人の交流は活発で，
15世紀には，朝鮮半島南部
の釜

プ
山
サン

に日本人居留地も設
けられていた。

　日本は，形式とはいえ中国皇帝の臣下になることを嫌
きら

い，
遣
けん

隋
ずい

使
し

・遣
けん

唐
とう

使
し

は朝貢のみで冊封は受けず（→p.44），宋
そう

・
元
げん

時代は朝貢も行わなかった。明による日本国王の冊封は，
実に５世紀の倭

わ
の五王以来のことである。勘

かん
合
ごう

貿易とは，
日本が明

みん
と行った朝貢貿易の通

つう
称
しょう

で，正規の貿易船である
ことを確認するために，割印を押

お
した証明書（勘合）を用い

たことからこのようによばれる。

世界史の
中の日本

　　 15世紀のアジア交易2

南南

東東

シシ

シシ

ナナ

ナナ

海海

海海

イ　ン　ド　洋イ　ン　ド　洋

ベンガル湾ベンガル湾

アラビア海アラビア海

ペペルルシシアア湾湾

地地 中中 海海

海海

紅紅

ヴェネツィアヴェネツィア

ジェノヴァジェノヴァ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

アレクサンドリアアレクサンドリア

カイロカイロ バスラバスラ

カリカットカリカット
コーチンコーチン
クイロンクイロン

アユタヤアユタヤ

広州広州
福州福州

景徳鎮景徳鎮

十三湊十三湊

蘇州蘇州

寧波寧波

博多博多
堺堺

北京北京

マラッカマラッカ

マジャパヒトマジャパヒト

マスカットマスカット

アデンアデン

メッカメッカ

モガディシュモガディシュ

マリンディマリンディ

キルワキルワ
ザンジバルザンジバル

ジッダジッダ

ホルムズホルムズ 那覇那覇

スマトラ島

ジャワ島

アラビア半島

マルク
諸島

マムルーク朝

シャム
大越

ヴィジャヤナガル王国

マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
ガラス・銀
毛織物

馬・武器
じゅうたん

絹織物

金
象牙

サイ角

宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

　　 万
ばん
里
り
の長城　明

みん
が万里の長

城を防衛線とした結果，モンゴ
ルの遊牧世界と中国の農耕世界
が分

ぶん
離
り

された。長城以北ではし
だいに言語・文化・生活様式の
共通性が高まり，それまで多種
多様な人々の集団であったモン
ゴル（→p.130）が「民族」として
まとまっていくようになった。

1

世界
遺産

　国の語音は中国と異なり，
漢字と相通じない。それゆえ
民は言いたいことがあっても
結局その意志を表現できない
者が多い。予はこれを憐

あわ
れみ，

新たに28字を作った。人々が
習熟しやすく日用に便利であ
るようにと願うのみである。
� 〈六反田豊訳 一部改変〉

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序文
史
 料

読み解き 世
せい
宗
そう
が訓民正音を制

定した理由を説明しよう。また，
なぜこの後も漢字・漢文の伝統
は揺

ゆ
るがなかったのか，考えよう。

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

を働くようになった。彼らは倭
わ

寇
こう
（前期倭寇）とよばれ，高

こう
麗
らい

・元の

沿岸住民や武装勢力も合流して，諸国の政府を苦しめた。

　明が成立すると，洪武帝は倭寇を力で抑
おさ

え込
こ

む方針をとり，沿海部の

治安維
い

持
じ

のために民間の海上貿易を禁止し（海
かい

禁
きん

），対外関係を国家間の

朝貢・冊
さく

封
ほう

関係に限定するという，厳しい対外関係管理体制をしいた

（海禁＝朝貢体制）。これにより，

QR ➡p.127

QR

3

幕府の足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が朝貢貿易に踏
ふ

み切った（勘
かん

合
ごう

貿易）。 
任 1368 ～ 94 日本

れなければならなくなったため，長い間朝貢を避
さ

けていた日本も，室
むろ

町
まち

15世
せい

紀
き

には，アジア海
かい

域
いき

の各
かく

地
ち

で，朝
ちょう

が広
ひろ

がった。琉
りゅう

球
きゅう

は，明
みん

の冊
さく

封
ほう

を受
う

けたうえにほぼ無

許
ゆる

され，福
ふっ

建
けん

商
しょう

人
にん

などのネットワークを利

本
ほん

などの商
しょう

品
ひん

を集
あつ

めて明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，手
て

に入

併
あわ

せて，東
とう

南
なん

アジアと朝
ちょう

鮮
せん

・日
に

本
ほん

などを結

15 世紀～ 1879
けん
15 世紀～ 1879
けんしょう
15 世紀～ 1879

しょうにん
15 世紀～ 1879

にん
QR

，東
とう

南
なん

アジアでは15世
せい

紀
き

に，マラッカ王
14 世紀末～ 1511

ちとり，マラッカ海
かいきょう

ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

特色
１ 因果関係を丁寧に記し た、理解しやすい「本文記述」

例）３部２章１節   明の国際秩序と東・東南アジア
➡明・日本・琉球・東南アジア・満洲の歴史を、相互に関連づけて理解できる。

8

⇒  本冊子p.45-53（試し読みページ）
に、原寸で掲載しています。
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう
辛
しん
料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう
座
ざ
仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰

すい
退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい
朝が，朝

ちょう
鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

1351 ～ 1767

➡p.51

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん
西
せい
商人・徽

き
州
しゅう
商人は塩の専売や軍

ぐん
需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう
磁
じ
器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 

➡p.134

➡p.151

チャンチヤン

4

5

QR 日本

➡p.156

3

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん
料
りょう
，ジャワの胡

こ
椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう
周辺

の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう
球
きゅう
までの商人が集まり，「マ

ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

1

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと 
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ 
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 ～ 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 ～ 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

　　　　明から輸出された商
品を，輸出先の国とともに抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
　各種の税や労

ろう
役
えき

を一
いっ
括
かつ
して銀で納入する方法。

江
こう
南
なん
地方で行われるようになり，

しだいに全国へ広がった。

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。
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海
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日 本 海

ア

黄
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江
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メ
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川

黒
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銀
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銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

　　 薬用人
にん
参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

　
明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。

5

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州
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大越
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朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

徽州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物
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　宋
そう

代以降の中国は，人々が能力や経済力に応じて科
か

挙
きょ

受験・商業・土

地経営や出
で

稼
かせ

ぎ，小作などを選
せん

択
たく

する流動的な社会であった。科挙によっ

て官
かん

僚
りょう

の資格を得た名士は明
みん

代には郷
きょう
紳
しん

とよばれ，地域社会で勢
せい

威
い

を

もった。郷紳は，経済的には地主であることが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だったが，科挙合

格は難しいうえに特権は一代限りだったため，世
せ

襲
しゅう

的
てき

な領主や地主貴族

は生まれず，有力者の顔
かお

触
ぶ

れは常に入れ替
か

わった。農業の中心は，小作

をしながら副業として手工業を営む小農民の家族経営であり，一か所で

大人数を使
し

役
えき

するような地主の大規模経営は一般的ではなかった。

　16世紀から17世紀にかけて，江
こう

南
なん

地方の都市の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

を中心に，華
か

美
び

な文化が栄えた。木版印刷による出版や大衆芸能が盛
さか

んになり，「四

大奇
き

書
しょ

」などの小説が人気を博した。民衆の間でも茶の飲用や陶
とう

磁
じ

器
き

の

使用が広まり，衣類も麻
あさ

から保温性に優
すぐ

れる綿に変わった。思想面では，

科挙試験のための学問となって形式化した朱
しゅ

子
し

学
がく

への批判の動きが現れ，

王
おう

守
しゅ

仁
じん
（王

おう
陽
よう
明
めい

）が説いた陽明学は，個人の心情を重んじ実
じっ

践
せん

を重視して

明後期の社会と文化
経済が活況を呈した明後期，江南地方などの都市部では郷紳ら富裕層の間で華美な
文化が栄えた。出版や芸能は民衆にも浸透し，ヨーロッパの知識も伝来した。

➡p.125

QR

1 3

4

➡p.126

1472 ～ 1528 1

人々の心をとらえた。また，科学技術への関心が高まり，農学・産業技

術など多くの分野で実用書が著
あらわ

された。イエズス会をはじめとするキリ

スト教宣教師が来航し，ヨーロッパの天文学・暦
れき

学
がく

・地理学・数学・砲
ほう

術
じゅつ

などの知識や技術をもたらしたことも，科学技術への関心を刺
し

激
げき

した。

　16世紀に国際貿易が盛んになると，明の周
しゅう

縁
えん

部
ぶ

では，規制を破って

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

ルタンが侵
しん

入
にゅう

を繰
く

り返し，南方では海
かい

禁
きん

を破って海上での私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動が再び激化し（後期倭
わ
寇
こう

），南北からの圧力は1550年代に頂点に達

した。これらは単なる略
りゃく

奪
だつ

行動ではなく，明の海禁=朝
ちょう

貢
こう

体制に対
たい

抗
こう

し

て貿易を求める南北共通の動きであり，国際貿易の主導権をめぐる抗争

であった。対応を迫
せま

られた明は，1570年前後についに政策を転
てん

換
かん

し，

南方では海禁を緩
ゆる

めて日本以外との民間貿易（互
ご
市
し

）を認め，北方でもア

ルタンと講和して国境貿易に応じた。 

　このような貿易の活発化によって政府の統制が崩
くず

れると，利益を求め

2 ➡p.170

5 6

16～17世紀の貿易をめぐる動きと政治・社会変動
国際貿易が活発化すると，さまざまな勢力が貿易の利益を求めて衝突した。海禁�
朝貢体制が崩れて互市貿易が開かれ，軍事と商業が結びついた新興勢力が成長した。

Altan

1507～82

2 1

7

QR

　明
みん
代には，ヨーロッパのイエズス会宣教師が訪

おとず
れ，キリスト教の

布教のため，西洋の科学知識を広めることを利用した。その知識が
明の人々に与

あた
えた影

えい
響
きょう
を，資料から読み取ろう。

イエズス会宣教師が明に伝えた世界

読み解き 図　のなかで，ヨーロッパから中国に伝来したものは何だろうか。また図　では，ヨーロッパのどのような考
え方が伝わっているといえるだろうか。p.71なども踏

ふ
まえて考えよう。

5 6

　　陽
よう
明
めい
学
がく
の思想　朱

しゅ
子
し
学
がく
も陽

明学も，人には誰
だれ
でもあるべき

道徳（理）が生来備わっていると
する点では共通している。朱子
学では学問や修養に励

はげ
むことで

それに到
とう
達
たつ
できるとするが，陽

明学は，人には本来，理が備わっ
ているのだから心のままに実

じっ
践
せん

すること（知
ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
）を説いた。

1

　　倭
わ
寇
こう
　明

みん
の海

かい
禁
きん
政策を破っ

て私貿易を行う武装海商たちで，
後期倭寇は，中国東南沿海部の
人々が数多く加わった。本

ほん
拠
きょ
地
ち

は福
ふっ
建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九

州西部にかけて広がっていた。

2

　　　　私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動の
増加に対する明の対応につい
て，抜

ぬ

き出そう。

問 い

　明
みん
代は，経済の発展によって社会全体で生活水準が向上し，都市の

富
ふ
裕
ゆう
層
そう
だけでなく庶

しょ
民
みん
も文化を享

きょう
受
じゅ
するようになった。ここでは特に

絵巻や本の挿
さし
絵
え
に焦

しょう
点
てん
を当て，明代の社会の特

とく
徴
ちょう
を見てみよう。

絵巻・挿絵から読み解く明代の社会

読み解き 図　はどのような人が作
成させたのだろうか。図　と図　は
どのような人々が読んでいたのだろ
うか。これら資料から読み取った明
代の社会の特

とく
徴
ちょう
はどのようなものか，

本文も踏
ふ
まえて考えよう。

1

3 4

文化から見る
当時の社会

　　 16世紀の明を取り巻く状
じょう

況
きょう

　16世紀中ごろの明の南北の
動乱は，海

かい
禁
きん

=朝
ちょう

貢
こう

体制に対して
貿易の開放を求める動きだった。
貿易で流入した銀は，税として
集められて都と北方防衛のため
に送られた。

7

北京北京

女真

日本

銀

銀

交易

南京明

倭
寇

モンゴル

大
運

河

銀の動き

　　 『坤
こん
輿
よ
万
ばん
国
こく
全
ぜん
図
ず
』　世界図の伝来は，中国がアジアの一国にすぎ

ないこと，地球が球形であることを教え，衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。一方で，
中国に合わせてアジアを中央に描

えが
いている。〈宮城県図書館蔵〉

6

　　 イエズス会宣教師　16世紀半ばにフランシスコ=ザビエルが布
教のために日本・明

みん
を訪れた。明末に来訪したマテオ=リッチは,世

界地図の『坤
こん

輿
よ

万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

』を作製し，またエウクレイデス（→p.71）の
幾
き

何
か

学
がく

を徐
じょ

光
こう

啓
けい

とともに漢訳して『幾
き

何
か

原
げん

本
ぽん

』として紹
しょう

介
かい

した。

５

　　 明
みん
代の主な書物2

へんさん

編纂
事業

実用書

ほんぞうこうもく り じ ちん

『本草綱目』�李時珍　薬学書
『天工開物』�宋応星　産業技術書
『農政全書』�徐光啓　農業書
『崇禎暦書』�徐光啓など　
��イエズス会士の協力を得た暦法書

てんこうかいぶつ

のうせいぜんしょ

そうおうせい

じょこうけい

すうていれきしょ

えいらくたいてん

『永楽大典』�古今の文献の集成

しょみん

庶民
文学

すい こ でん

きんぺいばい

し えん ぎさんごく

『西遊記』�玄奘の旅が題材の読み物
『金瓶梅』�社会風俗を描く読み物
『水滸伝』�宋代の豪傑を描く読み物
『三国志演義』歴史をもとにした
　　　　　　　読み物　四大奇書

きさいゆう げんじょう

　　 『天
てん
工
こう
開
かい
物
ぶつ
』　花

はな
模
も

様
よう

を
織り出している。挿

さし
絵
え

と説明
を組み合わせる書物が流行し，
さまざまな分野の技術書が木
版印刷で商業出版された。

3

　　 『西
さい
遊
ゆう
記
き
』　娯

ご
楽
らく

として
本が読まれるようになり，さ
まざまなジャンルの作品が出
版された。口語で書かれ挿

さし
絵
え

の入った小説(読み物)が人気
を博し，士

し
大
たい

夫
ふ

から庶
しょ

民
みん

まで
多くの読者を得た。

4

　　 『倭
わ
寇
こう
図
ず
巻
かん
』　1558

年の明
みん

軍と倭
わ

寇
こう

の戦いを
描いた絵巻。撃

げき
退
たい

にあたっ
た明の高官が功績を顕

けん
彰
しょう

するためにつくらせたも
ので，合戦の情景が高価
な絹

けん
布
ぷ

に豊かな色
しき

彩
さい

で描
えが

かれている。江
こう

南
なん

の都市
では，ニュース的な役割を
もつ豪

ごう
華
か

な絵巻や名画の
複製品が盛

さか
んにつくられ，

富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間で流行した。

1

〈『倭寇図巻』東京大学史料編纂所蔵〉
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て競争も激化し，そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力

が台頭した。北方では，アルタン王家に加えて東北の女
じょ

真
しん

人の間でも統

合が進み，また東シナ海でも海上勢力が再編されていった。日本では，

強固な家臣団を編制し領域支配を広げた戦国大名が登場し，織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

・

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が鉄
てっ

砲
ぽう

をとり入れて貿易港・銀山を掌
しょう

握
あく

し全国制
せい

覇
は

を進めた。

統一を果たした秀吉は，倭
わ

寇
こう

を禁止する一方で，海外への直接進出を

図
はか

って朝
ちょう
鮮
せん
出兵を行った。このため明

みん
との関係が決定的に悪化し，公式

貿易の再開は困難になった。豊臣氏に代わって政権を握
にぎ

った徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 

は，認可を与
あた

えた朱
しゅ

印
いん

船
せん

を台
たい

湾
わん

・マカオや東南アジアに渡
と

航
こう

させて現地

の中国商人と交易させた。日本との貿易は利益が大きかったため，マカ

オのポルトガル人や，台湾に拠
きょ

点
てん

を築いたオランダ人も日本貿易に参入

した。 

　このような変動に対し，明では張
ちょう

居
きょ

正
せい

が政治の立て直しに努め，検地

と一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

の全国的施
し

行
こう

や官
かん

僚
りょう

の統制強化を進めた。しかし，中央集権

的な改革は地方の郷
きょう

紳
しん

層
そう

の反発を買い，とりわけ政治活動が盛
さか

んだった

江
こう

南
なん

は，政府批判の中心地となった。地方から税として吸い上げられた

銀は官僚・軍隊の維
い

持
じ

や北方防衛に投じられたため，貿易の活
かっ

況
きょう

や都市

の繁
はん

栄
えい

にもかかわらず，農村の窮
きゅう

乏
ぼう

が進んだ。1620年代以降，地球規

模の寒冷化で災害が多発し，農村は疲
ひ

弊
へい

したが，政争のため有効な手は

打たれず，暴動・反乱が続発した。1644年，その一つである李
り
自
じ
成
せい
の

乱によって北
ペ

京
キン

が攻
こう

略
りゃく

され，明は滅
めつ

亡
ぼう

した。
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1631 ～ 45

　16世紀，明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間で中国東北の特産品である毛皮や薬用人
にん

参
じん

の需
じゅ

要
よう

が高まると，それまで明の間接支配下にあった女真人の間で，貿

易の利益をめぐって抗
こう

争
そう

が激化した。女真の統合に成功したヌルハチ 

（太
たい

祖
そ

）は，八
はっ
旗
き

を基
き

盤
ばん

とした強固な支配体制を打ち立て，1616年に後
こう

金
きん

を建てて明に挑
ちょう

戦
せん

した。跡
あと

を継
つ

いだホンタイジ（太
たい

宗
そう

）は内モンゴルに

進出し，北
ほく

元
げん

のハーン家を従えた。これを機に，彼
かれ

は民族名を女真から

満
まん

洲
しゅう

に改め，1636年に国号を大
だい

清
しん
（清）と定めて皇帝を称

しょう
した。ここに

チンギス・クビライ以来のモンゴル大ハーンの地位は満洲人に引き継が

れることになった。1644年に李自成の乱で明が倒
たお

れると，清は長城を

越
こ

えて北京に遷
せん

都
と

し，李自成や明の残存勢力を次々に平定した。こうし

て清皇帝は中
ちゅう

華
か

皇帝の地位も受け継いだ。 

　このころ中央ユーラシア東方では，チベット仏教が急速に拡大した。

16世紀後半にアルタンが帰
き

依
え

したことをきっかけに，モンゴル人が広

く信
しん

奉
ぽう

するようになり，次いで西方のオイラト部や東北の満洲人にも広

がった。このため，チベット仏教の指導者であるダライ=ラマの宗教的

権
けん

威
い

は，パミール高原以東の内陸地域の大半を覆
おお

うことになった。パミー

ル高原以西ではイスラームが優勢だったため，17世紀以降，中央ユー

ラシアは東のチベット仏教と西のイスラームという二つの宗教文
ぶん

化
か

圏
けん

に

分かれることとなった。ダライ=ラマ政権は軍事力や寄進の提供を受け

るために世
せ

俗
ぞく

勢力と提
てい

携
けい

したことから，モンゴル・オイラト諸部族や清

はダライ=ラマの提携相手になろうとして競
きそ

い合った。17世紀後半，オ

イラト部の一部族ジュンガルが勢力を広げると，清はジュンガルとチ

ベット仏教の保護者の座を争うこととなった。

清の形成とチベット仏教世界
明との貿易による利益で台頭した女真（満洲）人の後金は清へ発展し，明に代わって
中国を支配するとともに，モンゴルを抑えてチベット仏教圏の盟主となった。 
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世界史の
中の日本

　朱
しゅ

印
いん

船
せん

貿易の時代には，
マニラ（フィリピン）・ホイ
アン（ベトナム）・アユタヤ

（シャム）などの日本町が栄
え，商人だけでなく浪

ろう
人
にん

や
日本を追われたカトリック
教徒が活

かつ
躍
やく

した。アユタヤ
日本町の長であった山

やま
田
だ

長
なが

政
まさ

は，貿易のかたわら日本
人部隊を率いて戦い，王を
助けて活躍したが，政争で
殺された。

　　朝
ちょう
鮮
せん
出兵　日本では文

ぶん
禄
ろく
・

慶
けい
長
ちょう
の役

えき
，朝鮮では壬

じん
辰
しん
・丁

てい
酉
ゆう

の倭
わ
乱
らん
という。日本軍は当初快

かい

進
しん
撃
げき
を続けたが，李

り
舜
しゅん
臣
しん
の朝鮮

水軍や明
みん
の援

えん
軍
ぐん
の反撃で苦戦し，

秀
ひで
吉
よし
の死によって撤

てっ
兵
ぺい
した。

1

　　満
まん
洲
しゅう
（満州）　マンジュとい

う語の発音を写したもので，そ
れまでの女

じょ
真
しん
に代わって民族名

とされた。後に彼
かれ
らの原住地で

ある中国東北部を指す地域名と
しても用いられるようになった。

3

　　パミール高原以東のイス
ラーム　東トルキスタンは16世
紀までにほぼイスラーム化した
が，17世紀以降，チベット仏教
勢力のジュンガル，次いで清

しん
に

支配された。中国内地でも，イ
スラームは甘

かん
粛
しゅく
・陝

せん
西
せい
など西北

部中心に広まった（回
かい
民
みん
）。

4

　　朱
しゅ
印
いん
船
せん
　中国・ベトナム・

インド産の生
き
糸
いと
などを買い入れ，

銀・銅を輸出した。貿易拠
きょ
点
てん
の

港市には居留地ができ，東南ア
ジアでは日本町が，九州では唐

とう

人
じん
町
まち
が栄えた。

2

　　　　豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

と徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の対外政策について，それぞ
れ要約しよう。

問 い

　チベット仏教（→p.36）で
は，高徳の僧

そう
は菩

ぼ

�
さつ

の化
け

身
しん

とされ（化
け

身
しん

僧
そう

），死去すると，
生まれ変わりと認定された
男児を転生者として養育し
て継

けい
承
しょう

させる転生相続制度
がとられた。多数いる化身
僧の頂点が最大宗派のゲル
ク派のダライ�ラマであり，
17世紀にはチベット仏教の
最高指導者となった。

　明と世界各地の結びつきに
はどのような特徴があるか，
あなたの考えを説明しよう。

のまとめ1節

スマトラ島

カリマンタン島
（ボルネオ）

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

セイロン島
南
イ
ン
ド
へ

（阮氏） 江南

別子

石見（→p.139）

佐渡
甲斐

生野

台湾

スラバヤ

アチェ

マラッカ
（1641～オランダ領）
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（1619～）
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南京
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リコール

パタニ
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瀋陽

堺

長崎
坊津

平戸

松前

釜山

アンボイナ

マカッサル

マニラ

ゼーランディア
（1624～61）バンテン

プノンペンプノンペン
ホイアン

マカオ

ハノイ

吉林

天津
山海関

漢城

ブルネイ

明

バンテン王国

タウングー朝

大越シャム

フィリピン
（スペイン領）

琉球王国

朝鮮

マタラム王国

日本
蝦夷地

（�氏）

後金
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南 シ ナ 海

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長チャオプラヤ川

江

ーム ル川

黒
竜 江（

）

オホーツク海

メコン川

インド洋

マ
ラッカ

海
峡

海産物
金

金

銀銅
銀

銀

貂の
毛皮

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸
絹織物

薬用
人参

1609年　�摩藩の
支配下になる

1616年
女真人のヌルハチ
が後金を建てる

1603年
江戸幕府成立

生糸

朱印船の航路
その他の交易ルート
銀の流れ
朝鮮出兵

（1592～93, 97～98）

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
オランダの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地金

　　 17世紀初めの東アジア交易　毛皮・人
にん

参
じん

貿易を握
にぎ

る後
こう

金
きん

と金銀銅を豊富にもつ
豊
とよ

臣
とみ

・徳
とく

川
がわ

政権が勢力を確立し，海上では鄭
てい

氏一族とポルトガル・オランダなどが
貿易を競

きそ
った。明

みん
と直接貿易できない日本も，朱

しゅ
印
いん

船
せん

を派
は

遣
けん

して中
ちゅう

継
けい

貿易を行った。 
読み解き 朱印船の航路からわかる日本と海外との貿易品は何だろうか。

1

　　 ポタラ宮　チベットのラサにある歴代ダライ=ラ
マの宮

きゅう
殿
でん

で，名前は観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の聖地「補
ふ

陀
だ

落
らく

」に由来す
る。17世紀にダライ=ラマ５世が造営した。

4

世界
遺産

　　 整列して乾
けん
隆
りゅう
帝の観

かん
閲
えつ
を受ける八

はっ
旗
き

　八旗は八つの軍団から
なる軍事・行政組織で，各軍団は満

まん
洲
しゅう

・蒙
もう

古
こ

・漢
かん

軍
ぐん

の３軍で構成
される。色分けした旗印で区別したので八旗とよばれ，すべての
家臣・領民はいずれかの旗に所属して兵

へい
役
えき

・労
ろう

役
えき

・納税などの義
務を負った。中国征

せい
服
ふく

後
ご

は，農・工・商業に従事せず軍人・官
かん

僚
りょう

を出す特権階級を形成した。

3

乾隆帝
　　 渡

と
航
こう

を許可す
る朱

しゅ
印
いん
状
じょう

2

〈相国寺蔵〉

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

● 地域を超えた歴史事象のつながりがわかり、 
世界史の大きな流れが理解できる。

15 世紀 ~16 世紀の 東・東南アジア
海禁 � 朝貢体制のなかで、 中継貿易で琉球・マラッカ
王国が繁栄したことがわか る。また、明では著しい国
内経済の回復や国際商業の 活発化の結果、経済発展が
見られたことがわかる。

が定
さだ

められるなど，制
せい

限
げん

が多
おお

かったが，
ちょうこうぼうえき り よう うご

った。 
おうこく きゅうせいちょう

した。マラッ

供
きょう

するほか，国
こく

王
おう

みずから明
みん

に赴
おもむ

くこと
かいきょう ちゅうしん よう とうなん

日本

4 日本QR
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14 世紀末～ 1511
こく
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問 い
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シャム
大越
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マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
ガラス・銀
毛織物

馬・武器
じゅうたん

絹織物

金
象牙

サイ角

宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序文

読み解き

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう
辛
しん
料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう
座
ざ
仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰

すい
退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい
朝が，朝

ちょう
鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

1351 ～ 1767

➡p.51

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん
西
せい
商人・徽

き
州
しゅう
商人は塩の専売や軍

ぐん
需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう
磁
じ
器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 

➡p.134

➡p.151

チャンチヤン

4

5

QR 日本

➡p.156

3

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん
料
りょう
，ジャワの胡

こ
椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう
周辺

の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう
球
きゅう
までの商人が集まり，「マ

ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

1

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと 
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ 
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 ～ 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 ～ 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

　　　　明から輸出された商
品を，輸出先の国とともに抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
　各種の税や労

ろう
役
えき

を一
いっ
括
かつ
して銀で納入する方法。

江
こう
南
なん
地方で行われるようになり，

しだいに全国へ広がった。

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。

１
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スマトラ島

バリ島

カリマンタン島
（ボルネオ）ジャワ島

台湾

江南
女真

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

フィリピン諸島

セイロン島

マラッカ（1511～）

蝦夷ヶ島

南
イ
ン
ド
へ

石見
生野

マカオ
（1557～）

明

琉球王国

チャンパー

アチェ王国

シャム 大越（黎朝）

朝鮮

モンゴル
（韃靼）

日本

スラバヤ

ジョホール

パレンバン

アユタヤ

ペグ－

ブルネイ

マカッサル

バンテン

プノンペンプノンペン
パタニパタニ ホイアン

ハノイアチェ

広州
杭州

南京

寧波 蘇州

北京

瀋陽

那覇

福州

マニラ（1571～スペイン領）

天津

堺
坊津

博多

釜山
南 シ ナ 海

インド洋

マ
ラッカ

海
峡

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長
江

ーム ル川

メ

ヤラプオャチ

コン川

川

黒
竜 江（

）

オホーツク海

銀
銀

銀

貂の
毛皮薬用

人参

生糸
絹織物

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸

琉球王国の交易ルート
その他の交易ルート
銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

　　 薬用人
にん
参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

　
明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。

5

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州

西安西安
南京南京

マカオ
（ポルトガル）

マカオ
（ポルトガル）

寧波寧波

上海上海
蘇州蘇州

杭州杭州

成都成都

北京（順天府）北京（順天府）

大越

明

朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

徽州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

� �����

B 

東
ア
ジ
ア

D  
南
・

東
南
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

⬇教科書 p.137-138 より

16 世紀 ~17 世紀半ばの東・東南アジア
国際貿易の発展が、南北で貿易統制への対抗（北虜南倭）
につながったことがわかる。1570 年前後に明の統制が緩
和された結果、周縁部で軍事 - 商業勢力が台頭したことが
わかる。

⬇教科書 p.141-142 より
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て競争も激化し，そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力

が台頭した。北方では，アルタン王家に加えて東北の女
じょ

真
しん

人の間でも統

合が進み，また東シナ海でも海上勢力が再編されていった。日本では，

強固な家臣団を編制し領域支配を広げた戦国大名が登場し，織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

・

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が鉄
てっ

砲
ぽう

をとり入れて貿易港・銀山を掌
しょう

握
あく

し全国制
せい

覇
は

を進めた。

統一を果たした秀吉は，倭
わ

寇
こう

を禁止する一方で，海外への直接進出を

図
はか

って朝
ちょう
鮮
せん
出兵を行った。このため明

みん
との関係が決定的に悪化し，公式

貿易の再開は困難になった。豊臣氏に代わって政権を握
にぎ

った徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

 

は，認可を与
あた

えた朱
しゅ

印
いん

船
せん

を台
たい

湾
わん

・マカオや東南アジアに渡
と

航
こう

させて現地

の中国商人と交易させた。日本との貿易は利益が大きかったため，マカ

オのポルトガル人や，台湾に拠
きょ

点
てん

を築いたオランダ人も日本貿易に参入

した。 

　このような変動に対し，明では張
ちょう

居
きょ

正
せい

が政治の立て直しに努め，検地

と一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

の全国的施
し

行
こう

や官
かん

僚
りょう

の統制強化を進めた。しかし，中央集権

的な改革は地方の郷
きょう

紳
しん

層
そう

の反発を買い，とりわけ政治活動が盛
さか

んだった

江
こう

南
なん

は，政府批判の中心地となった。地方から税として吸い上げられた

銀は官僚・軍隊の維
い

持
じ

や北方防衛に投じられたため，貿易の活
かっ

況
きょう

や都市

の繁
はん

栄
えい

にもかかわらず，農村の窮
きゅう

乏
ぼう

が進んだ。1620年代以降，地球規

模の寒冷化で災害が多発し，農村は疲
ひ

弊
へい

したが，政争のため有効な手は

打たれず，暴動・反乱が続発した。1644年，その一つである李
り
自
じ
成
せい
の

乱によって北
ペ

京
キン

が攻
こう

略
りゃく

され，明は滅
めつ

亡
ぼう

した。
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　16世紀，明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間で中国東北の特産品である毛皮や薬用人
にん

参
じん

の需
じゅ

要
よう

が高まると，それまで明の間接支配下にあった女真人の間で，貿

易の利益をめぐって抗
こう

争
そう

が激化した。女真の統合に成功したヌルハチ 

（太
たい

祖
そ

）は，八
はっ
旗
き

を基
き

盤
ばん

とした強固な支配体制を打ち立て，1616年に後
こう

金
きん

を建てて明に挑
ちょう

戦
せん

した。跡
あと

を継
つ

いだホンタイジ（太
たい

宗
そう

）は内モンゴルに

進出し，北
ほく

元
げん

のハーン家を従えた。これを機に，彼
かれ

は民族名を女真から

満
まん

洲
しゅう

に改め，1636年に国号を大
だい

清
しん
（清）と定めて皇帝を称

しょう
した。ここに

チンギス・クビライ以来のモンゴル大ハーンの地位は満洲人に引き継が

れることになった。1644年に李自成の乱で明が倒
たお

れると，清は長城を

越
こ

えて北京に遷
せん

都
と

し，李自成や明の残存勢力を次々に平定した。こうし

て清皇帝は中
ちゅう

華
か

皇帝の地位も受け継いだ。 

　このころ中央ユーラシア東方では，チベット仏教が急速に拡大した。

16世紀後半にアルタンが帰
き

依
え

したことをきっかけに，モンゴル人が広

く信
しん

奉
ぽう

するようになり，次いで西方のオイラト部や東北の満洲人にも広

がった。このため，チベット仏教の指導者であるダライ=ラマの宗教的

権
けん

威
い

は，パミール高原以東の内陸地域の大半を覆
おお

うことになった。パミー

ル高原以西ではイスラームが優勢だったため，17世紀以降，中央ユー

ラシアは東のチベット仏教と西のイスラームという二つの宗教文
ぶん

化
か

圏
けん

に

分かれることとなった。ダライ=ラマ政権は軍事力や寄進の提供を受け

るために世
せ

俗
ぞく

勢力と提
てい

携
けい

したことから，モンゴル・オイラト諸部族や清

はダライ=ラマの提携相手になろうとして競
きそ

い合った。17世紀後半，オ

イラト部の一部族ジュンガルが勢力を広げると，清はジュンガルとチ

ベット仏教の保護者の座を争うこととなった。

清の形成とチベット仏教世界
明との貿易による利益で台頭した女真（満洲）人の後金は清へ発展し，明に代わって
中国を支配するとともに，モンゴルを抑えてチベット仏教圏の盟主となった。 
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世界史の
中の日本

　朱
しゅ

印
いん

船
せん

貿易の時代には，
マニラ（フィリピン）・ホイ
アン（ベトナム）・アユタヤ

（シャム）などの日本町が栄
え，商人だけでなく浪

ろう
人
にん

や
日本を追われたカトリック
教徒が活

かつ
躍
やく

した。アユタヤ
日本町の長であった山

やま
田
だ

長
なが

政
まさ

は，貿易のかたわら日本
人部隊を率いて戦い，王を
助けて活躍したが，政争で
殺された。

　　朝
ちょう
鮮
せん
出兵　日本では文

ぶん
禄
ろく
・

慶
けい
長
ちょう
の役

えき
，朝鮮では壬

じん
辰
しん
・丁

てい
酉
ゆう

の倭
わ
乱
らん
という。日本軍は当初快

かい

進
しん
撃
げき
を続けたが，李

り
舜
しゅん
臣
しん
の朝鮮

水軍や明
みん
の援

えん
軍
ぐん
の反撃で苦戦し，

秀
ひで
吉
よし
の死によって撤

てっ
兵
ぺい
した。

1

　　満
まん
洲
しゅう
（満州）　マンジュとい

う語の発音を写したもので，そ
れまでの女

じょ
真
しん
に代わって民族名

とされた。後に彼
かれ
らの原住地で

ある中国東北部を指す地域名と
しても用いられるようになった。

3

　　パミール高原以東のイス
ラーム　東トルキスタンは16世
紀までにほぼイスラーム化した
が，17世紀以降，チベット仏教
勢力のジュンガル，次いで清

しん
に

支配された。中国内地でも，イ
スラームは甘

かん
粛
しゅく
・陝

せん
西
せい
など西北

部中心に広まった（回
かい
民
みん
）。

4

　　朱
しゅ
印
いん
船
せん
　中国・ベトナム・

インド産の生
き
糸
いと
などを買い入れ，

銀・銅を輸出した。貿易拠
きょ
点
てん
の

港市には居留地ができ，東南ア
ジアでは日本町が，九州では唐

とう

人
じん
町
まち
が栄えた。

2

　　　　豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

と徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

の対外政策について，それぞ
れ要約しよう。

問 い

　チベット仏教（→p.36）で
は，高徳の僧

そう
は菩

ぼ

�
さつ

の化
け

身
しん

とされ（化
け

身
しん

僧
そう

），死去すると，
生まれ変わりと認定された
男児を転生者として養育し
て継

けい
承
しょう

させる転生相続制度
がとられた。多数いる化身
僧の頂点が最大宗派のゲル
ク派のダライ�ラマであり，
17世紀にはチベット仏教の
最高指導者となった。

　明と世界各地の結びつきに
はどのような特徴があるか，
あなたの考えを説明しよう。

のまとめ1節

スマトラ島

カリマンタン島
（ボルネオ）

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

セイロン島
南
イ
ン
ド
へ

（阮氏） 江南

別子

石見（→p.139）

佐渡
甲斐

生野

台湾

スラバヤ

アチェ

マラッカ
（1641～オランダ領）

バタヴィア
（1619～）

ジョホール

広州
杭州

南京

寧波 蘇州

アユタヤ
リコール

パタニ

ペグ－

北京

瀋陽

堺

長崎
坊津

平戸

松前

釜山

アンボイナ

マカッサル

マニラ

ゼーランディア
（1624～61）バンテン

プノンペンプノンペン
ホイアン

マカオ

ハノイ

吉林

天津
山海関

漢城

ブルネイ

明

バンテン王国

タウングー朝

大越シャム

フィリピン
（スペイン領）

琉球王国

朝鮮

マタラム王国

日本
蝦夷地

（�氏）

後金

���°���° ���°���°�°�° ��°��°��°��° ��°��° ���°���° ��°��°

���°���°

��°��°

南 シ ナ 海

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長チャオプラヤ川

江

ーム ル川

黒
竜 江（

）

オホーツク海

メコン川

インド洋

マ
ラッカ

海
峡

海産物
金

金

銀銅
銀

銀

貂の
毛皮

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸
絹織物

薬用
人参

1609年　�摩藩の
支配下になる

1616年
女真人のヌルハチ
が後金を建てる

1603年
江戸幕府成立

生糸

朱印船の航路
その他の交易ルート
銀の流れ
朝鮮出兵

（1592～93, 97～98）

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
オランダの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地金

　　 17世紀初めの東アジア交易　毛皮・人
にん

参
じん

貿易を握
にぎ

る後
こう

金
きん

と金銀銅を豊富にもつ
豊
とよ

臣
とみ

・徳
とく

川
がわ

政権が勢力を確立し，海上では鄭
てい

氏一族とポルトガル・オランダなどが
貿易を競

きそ
った。明

みん
と直接貿易できない日本も，朱

しゅ
印
いん

船
せん

を派
は

遣
けん

して中
ちゅう

継
けい

貿易を行った。 
読み解き 朱印船の航路からわかる日本と海外との貿易品は何だろうか。

1

　　 ポタラ宮　チベットのラサにある歴代ダライ=ラ
マの宮

きゅう
殿
でん

で，名前は観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の聖地「補
ふ

陀
だ

落
らく

」に由来す
る。17世紀にダライ=ラマ５世が造営した。

4

世界
遺産

　　 整列して乾
けん
隆
りゅう
帝の観

かん
閲
えつ
を受ける八

はっ
旗
き

　八旗は八つの軍団から
なる軍事・行政組織で，各軍団は満

まん
洲
しゅう

・蒙
もう

古
こ

・漢
かん

軍
ぐん

の３軍で構成
される。色分けした旗印で区別したので八旗とよばれ，すべての
家臣・領民はいずれかの旗に所属して兵

へい
役
えき

・労
ろう

役
えき

・納税などの義
務を負った。中国征

せい
服
ふく

後
ご

は，農・工・商業に従事せず軍人・官
かん

僚
りょう

を出す特権階級を形成した。

3

乾隆帝
　　 渡

と
航
こう

を許可す
る朱

しゅ
印
いん
状
じょう

2

〈相国寺蔵〉

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア
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　宋
そう

代以降の中国は，人々が能力や経済力に応じて科
か

挙
きょ

受験・商業・土

地経営や出
で

稼
かせ

ぎ，小作などを選
せん

択
たく

する流動的な社会であった。科挙によっ

て官
かん

僚
りょう

の資格を得た名士は明
みん

代には郷
きょう
紳
しん

とよばれ，地域社会で勢
せい

威
い

を

もった。郷紳は，経済的には地主であることが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だったが，科挙合

格は難しいうえに特権は一代限りだったため，世
せ

襲
しゅう

的
てき

な領主や地主貴族

は生まれず，有力者の顔
かお

触
ぶ

れは常に入れ替
か

わった。農業の中心は，小作

をしながら副業として手工業を営む小農民の家族経営であり，一か所で

大人数を使
し

役
えき

するような地主の大規模経営は一般的ではなかった。

　16世紀から17世紀にかけて，江
こう

南
なん

地方の都市の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

を中心に，華
か

美
び

な文化が栄えた。木版印刷による出版や大衆芸能が盛
さか

んになり，「四

大奇
き

書
しょ

」などの小説が人気を博した。民衆の間でも茶の飲用や陶
とう

磁
じ

器
き

の

使用が広まり，衣類も麻
あさ

から保温性に優
すぐ

れる綿に変わった。思想面では，

科挙試験のための学問となって形式化した朱
しゅ

子
し

学
がく

への批判の動きが現れ，

王
おう

守
しゅ

仁
じん
（王

おう
陽
よう
明
めい

）が説いた陽明学は，個人の心情を重んじ実
じっ

践
せん

を重視して

明後期の社会と文化
経済が活況を呈した明後期，江南地方などの都市部では郷紳ら富裕層の間で華美な
文化が栄えた。出版や芸能は民衆にも浸透し，ヨーロッパの知識も伝来した。

➡p.125

QR

1 3

4

➡p.126

1472 ～ 1528 1

人々の心をとらえた。また，科学技術への関心が高まり，農学・産業技

術など多くの分野で実用書が著
あらわ

された。イエズス会をはじめとするキリ

スト教宣教師が来航し，ヨーロッパの天文学・暦
れき

学
がく

・地理学・数学・砲
ほう

術
じゅつ

などの知識や技術をもたらしたことも，科学技術への関心を刺
し

激
げき

した。

　16世紀に国際貿易が盛んになると，明の周
しゅう

縁
えん

部
ぶ

では，規制を破って

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

ルタンが侵
しん

入
にゅう

を繰
く

り返し，南方では海
かい

禁
きん

を破って海上での私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動が再び激化し（後期倭
わ
寇
こう

），南北からの圧力は1550年代に頂点に達

した。これらは単なる略
りゃく

奪
だつ

行動ではなく，明の海禁=朝
ちょう

貢
こう

体制に対
たい

抗
こう

し

て貿易を求める南北共通の動きであり，国際貿易の主導権をめぐる抗争

であった。対応を迫
せま

られた明は，1570年前後についに政策を転
てん

換
かん

し，

南方では海禁を緩
ゆる

めて日本以外との民間貿易（互
ご
市
し

）を認め，北方でもア

ルタンと講和して国境貿易に応じた。 

　このような貿易の活発化によって政府の統制が崩
くず

れると，利益を求め

2 ➡p.170

5 6

16～17世紀の貿易をめぐる動きと政治・社会変動
国際貿易が活発化すると，さまざまな勢力が貿易の利益を求めて衝突した。海禁�
朝貢体制が崩れて互市貿易が開かれ，軍事と商業が結びついた新興勢力が成長した。

Altan

1507～82

2 1

7

QR

　明
みん
代には，ヨーロッパのイエズス会宣教師が訪

おとず
れ，キリスト教の

布教のため，西洋の科学知識を広めることを利用した。その知識が
明の人々に与

あた
えた影

えい
響
きょう
を，資料から読み取ろう。

イエズス会宣教師が明に伝えた世界

読み解き 図　のなかで，ヨーロッパから中国に伝来したものは何だろうか。また図　では，ヨーロッパのどのような考
え方が伝わっているといえるだろうか。p.71なども踏

ふ
まえて考えよう。

5 6

　　陽
よう
明
めい
学
がく
の思想　朱

しゅ
子
し
学
がく
も陽

明学も，人には誰
だれ
でもあるべき

道徳（理）が生来備わっていると
する点では共通している。朱子
学では学問や修養に励

はげ
むことで

それに到
とう
達
たつ
できるとするが，陽

明学は，人には本来，理が備わっ
ているのだから心のままに実

じっ
践
せん

すること（知
ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
）を説いた。

1

　　倭
わ
寇
こう
　明

みん
の海

かい
禁
きん
政策を破っ

て私貿易を行う武装海商たちで，
後期倭寇は，中国東南沿海部の
人々が数多く加わった。本

ほん
拠
きょ
地
ち

は福
ふっ
建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九

州西部にかけて広がっていた。

2

　　　　私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動の
増加に対する明の対応につい
て，抜

ぬ

き出そう。

問 い

　明
みん
代は，経済の発展によって社会全体で生活水準が向上し，都市の

富
ふ
裕
ゆう
層
そう
だけでなく庶

しょ
民
みん
も文化を享

きょう
受
じゅ
するようになった。ここでは特に

絵巻や本の挿
さし
絵
え
に焦

しょう
点
てん
を当て，明代の社会の特

とく
徴
ちょう
を見てみよう。

絵巻・挿絵から読み解く明代の社会

読み解き 図　はどのような人が作
成させたのだろうか。図　と図　は
どのような人々が読んでいたのだろ
うか。これら資料から読み取った明
代の社会の特

とく
徴
ちょう
はどのようなものか，

本文も踏
ふ
まえて考えよう。

1

3 4

文化から見る
当時の社会

　　 16世紀の明を取り巻く状
じょう

況
きょう

　16世紀中ごろの明の南北の
動乱は，海

かい
禁
きん

=朝
ちょう

貢
こう

体制に対して
貿易の開放を求める動きだった。
貿易で流入した銀は，税として
集められて都と北方防衛のため
に送られた。

7

北京北京

女真

日本

銀

銀

交易

南京明

倭
寇

モンゴル

大
運

河

銀の動き

　　 『坤
こん
輿
よ
万
ばん
国
こく
全
ぜん
図
ず
』　世界図の伝来は，中国がアジアの一国にすぎ

ないこと，地球が球形であることを教え，衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。一方で，
中国に合わせてアジアを中央に描

えが
いている。〈宮城県図書館蔵〉

6

　　 イエズス会宣教師　16世紀半ばにフランシスコ=ザビエルが布
教のために日本・明

みん
を訪れた。明末に来訪したマテオ=リッチは,世

界地図の『坤
こん

輿
よ

万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

』を作製し，またエウクレイデス（→p.71）の
幾
き

何
か

学
がく

を徐
じょ

光
こう

啓
けい

とともに漢訳して『幾
き

何
か

原
げん

本
ぽん

』として紹
しょう

介
かい

した。

５

　　 明
みん
代の主な書物2

へんさん

編纂
事業

実用書

ほんぞうこうもく り じ ちん

『本草綱目』�李時珍　薬学書
『天工開物』�宋応星　産業技術書
『農政全書』�徐光啓　農業書
『崇禎暦書』�徐光啓など　
��イエズス会士の協力を得た暦法書

てんこうかいぶつ

のうせいぜんしょ

そうおうせい

じょこうけい

すうていれきしょ

えいらくたいてん

『永楽大典』�古今の文献の集成

しょみん

庶民
文学

すい こ でん

きんぺいばい

し えん ぎさんごく

『西遊記』�玄奘の旅が題材の読み物
『金瓶梅』�社会風俗を描く読み物
『水滸伝』�宋代の豪傑を描く読み物
『三国志演義』歴史をもとにした
　　　　　　　読み物　四大奇書

きさいゆう げんじょう

　　 『天
てん
工
こう
開
かい
物
ぶつ
』　花

はな
模
も

様
よう

を
織り出している。挿

さし
絵
え

と説明
を組み合わせる書物が流行し，
さまざまな分野の技術書が木
版印刷で商業出版された。

3

　　 『西
さい
遊
ゆう
記
き
』　娯

ご
楽
らく

として
本が読まれるようになり，さ
まざまなジャンルの作品が出
版された。口語で書かれ挿

さし
絵
え

の入った小説(読み物)が人気
を博し，士

し
大
たい

夫
ふ

から庶
しょ

民
みん

まで
多くの読者を得た。

4

　　 『倭
わ
寇
こう
図
ず
巻
かん
』　1558

年の明
みん

軍と倭
わ

寇
こう

の戦いを
描いた絵巻。撃

げき
退
たい

にあたっ
た明の高官が功績を顕

けん
彰
しょう

するためにつくらせたも
ので，合戦の情景が高価
な絹

けん
布
ぷ

に豊かな色
しき

彩
さい

で描
えが

かれている。江
こう

南
なん

の都市
では，ニュース的な役割を
もつ豪

ごう
華
か

な絵巻や名画の
複製品が盛

さか
んにつくられ，

富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間で流行した。

1

〈『倭寇図巻』東京大学史料編纂所蔵〉

B 

東
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

　16世紀に国際貿易が盛んになると，明の周
しゅう

縁
えん

部
ぶ

では，規制を破って

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

て競争も激化し，そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力

が台頭した。北方では，アルタン王家に加えて東北の女

した。これらは単なる略
りゃく

奪
だつ

行動ではなく，明の海禁=朝
ちょう

貢
こう

体制に対
たい

抗
こう

し

て貿易を求める南北共通の動きであり，国際貿易の主導権をめぐる抗争

であった。対応を迫
せま

られた明は，1570年前後についに政策を転
てん

換
かん

し，

南方では海禁を緩
ゆる

めて日本以外との民間貿易（互
ご
市
し

）を認め，北方でもア

ルタンと講和して国境貿易に応じた。 

　このような貿易の活発化によって政府の統制が崩
くず

れると，利益を求め
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ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう
辛
しん
料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう
座
ざ
仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰

すい
退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい
朝が，朝

ちょう
鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

1351 ～ 1767

➡p.51

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん
西
せい
商人・徽

き
州
しゅう
商人は塩の専売や軍

ぐん
需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう
磁
じ
器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう

が広まった。

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 

➡p.134

➡p.151

チャンチヤン

4

5

QR 日本

➡p.156

3

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん
料
りょう
，ジャワの胡

こ
椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう
周辺

の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう
球
きゅう
までの商人が集まり，「マ

ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

1

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと 
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ 
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 ～ 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 ～ 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

　　　　明から輸出された商
品を，輸出先の国とともに抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
　各種の税や労

ろう
役
えき

を一
いっ
括
かつ
して銀で納入する方法。

江
こう
南
なん
地方で行われるようになり，

しだいに全国へ広がった。

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。

１

���°���° ���°���°�°�°��°��° ��°��° ��°��° ���°���°
��°��°

���°���°

��°��°

スマトラ島

バリ島

カリマンタン島
（ボルネオ）ジャワ島

台湾

江南
女真

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島
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南
イ
ン
ド
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明
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マニラ（1571～スペイン領）

天津

堺
坊津
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釜山
南 シ ナ 海

インド洋

マ
ラッカ

海
峡

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長
江

ーム ル川

メ

ヤラプオャチ

コン川

川

黒
竜 江（

）

オホーツク海

銀
銀

銀

貂の
毛皮薬用

人参

生糸
絹織物

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸

琉球王国の交易ルート
その他の交易ルート
銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

　　 薬用人
にん
参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

　
明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。

5

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州
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南京南京
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大越

明

朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

徽州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物
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東
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ジ
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東
ア
ジ
ア
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日
本

世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。
➡p.151

⬇教科書 p.139 より

⬇教科書 p.138-139 ⬇教科書 p.140-141 ⬇教科書 p.142-143

で，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

のしくみを利
り

用
よう

する動
うご

き

を受
う

けたうえにほぼ無
む

制
せい

限
げん

の朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

を

などのネットワークを利
り

用
よう

しながら，東
とう

南
なん

アジア・日
に

し，手
て

に入
い

れた中
ちゅう

国
ごく

商
しょう

品
ひん

を各
かっ

国
こく

に運
はこ

んだ。

本
ほん

などを結
むす

ぶ中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

も行
おこな

った。 
➡p.138 1 3

2

に，マラッカ王
おう
国
こく

が急
きゅう

成
せい

長
ちょう

した。マラッ
Malacca

14 世紀末～ 1511

ちとり，マラッカ海
かい

峡
きょう

を中
ちゅう

心
しん

とするインド洋
よう

・東
とう

南
なん

ア

ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。

因果関係を丁寧に記し た、理解しやすい「本文記述」

9

特
色
１



42

5

10

15

5

10

15

して，魏
ぎ
・晋

しん
以来試みられてきた王朝による土地管理と大土地所有制限

という方針は放
ほう
棄
き
され，貧

ひん
富
ぷ
の格差を前提としたうえで徴

ちょう
税
ぜい
・兵力調達

を行う体制に切り替
か
わり，以後の王朝にも受け継

つ
がれた。

　魏
ぎ
・晋代に始まり，南

なん
朝
ちょう
・北

ほく
朝
ちょう
で発展し隋

ずい
・唐

とう
に至る文化の流れを晋

唐文化という。この一連の文化は，朝
ちょう
貢
こう
使節や僧

そう
侶
りょ
・商人の往来を通して

各地に広がっていき，日本を含
ふく
む東アジア共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。

　魏・晋以降，中央ユーラシアに連なる華
か ほく しつじつごうけん

また，緑豊かな江
こう
南
なん
では貴族中心の優

ゆう
雅
が
な六

りく
朝
ちょう
文化が栄え，世

せ
俗
ぞく
を離

はな
れ

た趣
しゅ
味
み
や幅

はば
広
ひろ
い教養が貴族たちに好まれ，清

せい
談
だん
とよばれる哲

てつ
学
がく
的
てき
談議が

流行した。東
とう
晋
しん
の陶

とう
潜
せん
（陶

とう
淵
えん
明
めい
）の詩や王

おう
羲
ぎ
之
し
の書，顧

こ
愷
がい
之
し
の絵画は，当

時にとどまらず後世まで広く愛された。

　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき，さらにソグ

主に華北で発展した漢訳仏教や仏

南北文化の融合　晋唐文化
魏・晋以来，江南の優雅な文化と華北の質実な文化の二つの流れが成長し，隋・唐
で融合した。仏教をはじめ西域文化も流入し，唐代には国際色豊かな文化が栄えた。

6

5

365 ～ 427 307 ごろ～ 365ごろ 344ごろ～ 405ごろ

せいいき

1 ２ 3 史料

像，江南で発達した詩文や書・画は，遊牧民と漢人，華北と江南といっ

た違
ちが
いを超

こ
えて広く受け入れられ，さらに時代や地域をも超えて後世ま

で重んじられた。李
り
白
はく

まらず日本をはじめ漢字文

　多様な文化に寛
かんよう

４世紀以降，中央アジア出身の僧仏

で盛
さか
んになり，江南でも貴族たちに広まった。北朝から唐にかけて，巨

大
だい
な石

せっ
窟
くつ
寺院がつくられるなど仏教は国家的保護を受けて栄え，仏典の

伝来・翻
ほん

訳
やく

が進んで天
てん

方，外来の仏教の普
ふ きゅう

せん

　やがて唐代後半になると，このような国際色豊かで普

から，古文の復興を主張した韓

に根ざし，漢代に模
も
範
はん

7

701 ～ 762 712 ～ 770 772 ～ 846 4

1

➡p.15 8

2

QR

コラム

文化から見る
当時の社会

　唐
とう
の時代には，南北の統合と西

さい
域
いき
文化の流入により，国際色豊かな文化が形づくら

れた。さまざまな資料から，唐の文化の国際性を見てみよう。

国際色豊かな唐の文化

読み解き 史料に記された「胡
ここ
曲
きょくきょく
」「胡食」「胡服」を，図　～　からそれぞれ選ぼう。また，図　～　や史料を根

こんこん
拠
きょきょ
に，交通

の発展は文化に対してどのような影
えい
響
きょう
を及

およ
ぼしたのか考えよう。

1 3 1 3

2

2

　　世界宗教の伝
でん
播
ぱ

　この時期，
特定の民族や地域を超

こ
えて信

しん
仰
こう

される世界宗教が広まった。仏
教に加え，新たに西方からマニ
教・ゾロアスター教（祆

けん
教
きょう

，→p. 
63）・ネストリウス派キリスト
教（景

けい
教
きょう

，→p.79）・イスラーム
（後に回

かい
教
きょう

とよばれる，→p.93）
が伝来した。

1

問 い

　仏教は南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
から隋

ずい
唐
とう
に

かけて王室・貴族に広まっ
たが，外来宗教であること
からたびたび廃

はい
仏
ぶつ
事件が起

こった。一方で仏教のもつ
整然とした経典・教義・教
団組織は，儒教・道教にも
体系化，組織化を促

うなが
した。

やがて中国社会では，儒教
を公認の政治思想としつつ，
道教を信じ仏教も学ぶとい
うあり方が定着していった。

　宮中音楽では胡
こ
曲
きょく
が好まれ，貴人

の食事はことごとく胡食が供され，
身分のある男性も女性も皆

みな
胡服を着

るまでになった。� 〈『旧唐書』より要約〉

玄
げん

宗
そう

時代の長
ちょう

安
あん

の流行
史史史史
 料 料 料 料 料

読み解き 史料　の漢詩のうち，
引こう。また，史料　は日本の貴族にとってどのような存在だっ
たのか，考えよう。

4 5

4

　晋
しん
唐
とう
文化は，漢字文

ぶん
化
か
圏
けん
共通の文化的土

日本でどのように唐の文化が受容されていたのか見てみよう。

アジア各地に広まる文化

　　 外出する宮
きゅう
廷
てい
の人々　女性たちの間では，胡

こ
服
ふく

とよばれる，筒
つつ

袖
そで

で体にぴったり
沿う西方趣

しゅ
味
み

の服装が流行した。胡とは，当時ソグドを指した。
1

　雪のたいそう高くつもった日
「少

しょう
納
な
言
ごん
よ，香

こう
炉
ろ
峰
ほう
の雪はどんなふうかしら。」とおっしゃるの

で，格
こう
子
し
をあげ，みすを

「…白
はく
氏
し
文
もん
集
じゅう
の詩は知っていても，なかなか，あなたのように

機転はききませんわ。やっぱりこちらの
るにふさわしい方よ。」と，みんなにいわれた。�

『枕
まくらの

草
そう

子
し

』（1000年ごろ）
史史史史
 料 料 料 料 料

　 『枕草子』　日本の
平安時代の作品。藤

ふじ
原
わらの

道
みち

隆
たか

の娘
むすめ

，中
ちゅう

宮
ぐう

定
てい

子
し

に仕え
る清

せい
少
しょう

納
な

言
ごん

が，宮
きゅう

廷
てい

生活
を記した随

ずい
筆
ひつ

。

5

　　 白
はく
居
きょ
易
い
の唐

とう
詩
し

　唐
の詩人である白居易が，
長
ちょう

安
あん

から地方へ左
さ

遷
せん

され，
廬
ろ

山
ざん

のふもとに草
そう

庵
あん

を建
てたときによんだ詩。

4

　　 発
はっ
掘
くつ
された小麦粉食品

小麦の製粉技術は西方由来であ
る。小麦粉を使った食品は漢代
に現れ，「胡

こ
餅
へい

」「胡食」とよばれ
た。唐

とう
代には民衆にとっても日

常的な食物となっていた。

2

　　 唐
とう
三
さん
彩
さい

　前面の人物が持つ
弦
げん

楽
がっ

器
き

は琵
び

琶
わ

とよばれ，日本にも
伝わった。

3

西域からきたと
思われるラクダ

楽団

7

魏 晋 南 北 朝 時 代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

思　想 清談が流行…「竹林の七賢」

画
書

詩

　
文

仏

　
教

道
教

顧愷之（東晋）…画聖 「女史箴図」

王羲之（東晋）…書聖　楷書・行書・草書を芸術化　

　田園詩人…陶潜（陶淵明）（東晋）『帰去来辞』
　四六騈儷体（4字・6字の対句・韻を用いた華麗な文章）
　が流行…昭明太子（梁）『文選』を編集

　渡来僧　仏図澄（ブドチンガ）…亀茲（クチャ）出身
　　　　　鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳
　　　　　達磨（ダルマ）…インド僧，禅宗の始祖
　渡印僧…法顕（東晋）『仏国記』
　石窟寺院…敦煌（莫高窟）・雲崗・竜門

神仙思想・儒家・道家・仏教・民間信仰を取り入れた宗教
　寇謙之（北魏）が道教教団を確立，北魏の保護を受ける

隋　唐　時　代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

画
書

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏

　
教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓�・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

　宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真�

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

しん�ずこ�がい�し

おう�ぎ���し

き�きょらいのじ

し�ろくべんれいたい

とうせん���とうえんめい とうしん

とんこう ばっこうくつせっくつ

ほっけん

く　ま　ら�じゅう

ぶっ�と� ちょう

うんこう りゅうもん

こうけん�し

しんせん

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう��ど��しゅうぜんしゅう

げんじょう

く��ようだつ ご�きょうせい��ぎ

ご��どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り�はくとう�し と���ほ おう��い

かん�ゆ りゅうそうげん

はくきょ��い

6
A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

●文化を生んだ社会背景まで丁寧に記した
　本文記述

　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき，さらにソグ

ド文化やインド系・イラン系文化などの入り混じった西
さい
域
いき
文化が流入・

融合したのが，隋唐の文化である。
➡p.36 ➡p.53 ➡p.81 せいいき

1 ２ 3 史料

　魏・晋以降，中央ユーラシアに連なる華
か
北
ほく
では，質

しつ
実
じつ
剛
ごう
健
けん
な遊牧系政

権の下
もと
で，仏教をはじめとする外来文化が漢

かん
代までの文化と融

ゆう
合
ごう
した。

　多様な文化に寛
かん
容
よう
な遊牧民が主導権を握

まな宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した
1

方，外来の仏教の普
ふ
及
きゅう

仙
せん
思想などを取り入れた

儒教でも経典の整理・研究が進み，唐代に太

がつくられ，科
か
挙
きょ
試験のための公式解釈となった。

２部１章　東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質魏晋以来の民族（北・南）の融合を背景に、新しい文化が生まれ
たことがわかる。また、隋唐が成立した結果、西域文化が流入
し、文化の融合がさらに進んだことがわかる。

⬇教科書 p.42-43

特色
２ 文化と社会のつながりがわ かる「文化から見る当時の社会」

10

⇒  本冊子p.38-39（試し読みページ）
に、原寸で掲載しています。

５節　ユーラシアの変動と東アジア 43

南北文化の融合　晋唐文化

6

5

1 ２ 3 史料

江南で発達した詩文や書・画は，遊牧民と漢人，華北と江南といっ

えて広く受け入れられ，さらに時代や地域をも超えて後世ま

んじられた。李
り
白
はく
や杜

と
甫
ほ
，白

はく
居
きょ
易
い
（白

はく
楽
らく
天
てん
）らの唐

とう
詩
し
は，中国にとど

まらず日本をはじめ漢字文
ぶん

化
か

圏
けん

共通の教養として広く親しまれた。
かんよう にぎ

宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した仏教は，

紀以降，中央アジア出身の僧仏
ぶっ
図
と
澄
ちょう
・鳩

く
摩
ま
羅
ら
什
じゅう
によって華北の諸国

んになり，江南でも貴族たちに広まった。北朝から唐にかけて，巨
きょ

寺院がつくられるなど仏教は国家的保護を受けて栄え，仏典の

が進んで天
てん
台
だい
宗
しゅう
・禅

ぜん
宗
しゅう
・浄

じょう
土
ど
宗
しゅう
などの諸宗派が成立した。一

ふ きゅう しんこう じゅきょう し げき ろうそう しん

　やがて唐代後半になると，このような国際色豊かで普
ふ
遍
へん
性
せい
の高い文化

から，古文の復興を主張した韓
かん
愈
ゆ
・柳

りゅう
宗
そう
元
げん
らのように，中国内地の風土

ざし，漢代に模
も
範
はん
を求める動きが盛んになった。

7

701 ～ 762 712 ～ 770 772 ～ 846 4

1 ➡p.51

？～ 348 344 ～ 413

8

2

QR

コラム

768～ 824 773 ～ 819

文化から見る
当時の社会 国際色豊かな唐の文化

読み解き 1 3 1 3

　　求
ぐ
法
ほう
僧
そう
の取経の旅　東

とう
晋
しん
の

僧法
ほっ
顕
けん
は，仏典を求めて陸路で

インドまで赴
おもむ
き，海路で帰国し

て『仏
ぶっ
国
こく
記
き
』を著

あらわ
した。また，唐

とう
代

には玄
げん
奘
じょう
が陸路，義

ぎ
浄
じょう
が海路で

インドを訪
おとず
れ，経典を持ち帰っ

た（→p.40 ）。

2

2

1

　　　　晋
しん

唐
とう

文化について，
魏
ぎ

・晋代から唐代までの文化
の流れを要約しよう。

問 い

玄
げん

宗時代の長
ちょう

安
あん

の流行

読み解き 　の漢詩のうち，史料　と関係する箇
かか
所
しょしょ
に線を

こう。また，史料　は日本の貴族にとってどのような存在だっ
たのか，考えよう。

4 5

4

文化は，漢字文
ぶん
化
か
圏
けん
共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。資料から，

でどのように唐の文化が受容されていたのか見てみよう。

アジア各地に広まる文化

1
のたいそう高くつもった日，…話をしていると，宮さまが，

炉峰
ほう
の雪はどんなふうかしら。」とおっしゃるの

をあげ，みすを高くまきあげるとおわらいになった。
の詩は知っていても，なかなか，あなたのように

はききませんわ。やっぱりこちらの宮さまにお仕えなさ
るにふさわしい方よ。」と，みんなにいわれた。� 〈大庭みな子訳〉

『枕
まくらの

草子』（1000年ごろ）

　日本の
代の作品。藤

ふじ
原
わらの

道
みち

子に仕え
が，宮

きゅう
廷
てい

生活

5

日ひ

高た
か

く
睡ね

む
り
足た

る
も
猶な

お
起お

く
る
に
慵も

の
う

し

小し
ょ
う

閤こ
う
①

衾き
ん
②
を
重か

さ
ね
て
寒さ

む
き
を
怕お

そ
れ
ず

遺い

愛あ
い

寺じ

の
鐘か

ね
は
枕ま

く
ら

を
欹そ

ば
だ

て
て
聴き

き

香こ
う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪ゆ

き
は
簾す

だ
れ

を
撥は

ね
て
看み

る

匡き
ょ
う

廬ろ
③
は
便す

な
わ

ち
是こ

れ
名な

を
逃の

が
る
る
地ち

司し

馬ば
④
は
仍な

お
老お

い
を
送お

く
る
官か

ん
為た

り

心こ
こ
ろ

泰や
す
ら

か
に
身み

寧や
す

き
は
是こ

れ
帰き

処し
ょ

故こ

郷き
ょ
う

は
独ひ

と
り
長ち

ょ
う

安あ
ん

に
在あ

る
可べ

け
ん
や

①
小
部
屋

②
布ふ

団と
ん

③
廬ろ

山ざ
ん

の
こ
と

④
役
職
名

〈
川
合
康
三
書
き
下
し
〉

の唐詩
し

　唐
白居易が，

地方へ左遷
せん

され，
草
そう

庵
あん

を建
てたときによんだ詩。

4

2

3

西域からきたと
思われるラクダ

楽団

　　 顔
がん
真
しん
卿
けい
の書　東アジア各地

で広く模
も

範
はん

として重んじられた。
7

魏 晋 南 北 朝 時 代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

思　想 清談が流行…「竹林の七賢」

画
書

詩

　
文

仏

　
教

道
教

顧愷之（東晋）…画聖 「女史箴図」

王羲之（東晋）…書聖　楷書・行書・草書を芸術化　

　田園詩人…陶潜（陶淵明）（東晋）『帰去来辞』
　四六騈儷体（4字・6字の対句・韻を用いた華麗な文章）
　が流行…昭明太子（梁）『文選』を編集

　渡来僧　仏図澄（ブドチンガ）…亀茲（クチャ）出身
　　　　　鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳
　　　　　達磨（ダルマ）…インド僧，禅宗の始祖
　渡印僧…法顕（東晋）『仏国記』
　石窟寺院…敦煌（莫高窟）・雲崗・竜門

神仙思想・儒家・道家・仏教・民間信仰を取り入れた宗教
　寇謙之（北魏）が道教教団を確立，北魏の保護を受ける

隋　唐　時　代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

画
書

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏

　
教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓�・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

　宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真�

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

しん�ずこ�がい�し

おう�ぎ���し

き�きょらいのじ

し�ろくべんれいたい

とうせん���とうえんめい とうしん

とんこう ばっこうくつせっくつ

ほっけん

く　ま　ら�じゅう

ぶっ�と� ちょう

うんこう りゅうもん

こうけん�し

しんせん

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう��ど��しゅうぜんしゅう

げんじょう

く��ようだつ ご�きょうせい��ぎ

ご��どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り�はくとう�し と���ほ おう��い

かん�ゆ りゅうそうげん

はくきょ��い

　　 晋
しん
唐
とう
文化6

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

●本文で、文化を生んだ社会背景まで丁寧に解説。
●なぜそのような文化が生まれたのかがわかり、文化史の理解が深まる。

様な文化に寛
かん
容
よう
な遊牧民が主導権を握

にぎ
っていたこの時代は，さまざ

宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した

外来の仏教の普
ふ
及
きゅう
は在来の民間信

しん
仰
こう
や儒

じゅ
教
きょう
を刺

し
激
げき
し，老

ろう
荘
そう
思想や神

しん

想などを取り入れた道
どう
教
きょう
が成立して，唐代には王朝の保護を受けた。

でも経典の整理・研究が進み，唐代に太
たい
宗
そう
の命で注

ちゅう
釈
しゃく
書
しょ
『五

ご
経
きょう
正
せい
義
ぎ
』

がつくられ，科挙
きょ
試験のための公式解釈となった。

➡p.28 ➡p.25

QR

コラム

本文と関連づける形で、文化史の
資料を配置。「読み解き」の問いに
取り組むことで、文化への理解が
さらに深まる。（資料については本
冊子p.12-13で解説）

魏晋から隋唐にかけて、他文化に
も寛容な遊牧民が一貫して主導権
を握っていたために、当時は多様
な宗教・思想が展開したことがわ
かる。

仏教が普及した結果、在来の思想
が刺激され、道教の成立や儒教の
体系化が起こり、中国で三つの宗
教が共存する形が生まれたことが
わかる。

文化と社会のつながりがわ かる「文化から見る当時の社会」

11

特
色
２



４部４章　世界の一体化の完成とその影響244

5

10

15

　自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

界
かい

でさまざまな法
ほう

則
そく

が発
はっ

見
けん

されたことは，社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

にも影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。社
しゃ

会
かい

を考
こう

察
さつ

するときに，統
とう

計
けい

資
し

料
りょう

を用
もち

いたり，何
なん

らかの法
ほう

則
そく

を探
たん

求
きゅう

しようとしたりする機
き

運
うん

が強
つよ

まったのである。18世
せい

紀
き

末
まつ

に『人
じん

口
こう

論
ろん

』を著
あらわ

し，貧
ひん

困
こん

の原
げん

因
いん

を人
じん

口
こう

増
ぞう

加
か

と食
しょく

料
りょう

生
せい

産
さん

の不
ふ

均
きん

衡
こう

に求
もと

めたイギリ

スのマルサスがその先
せん

駆
く

者
しゃ

だった。19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

に，自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

的
てき

思
し

考
こう

を

重
じゅう

視
し

する傾
けい

向
こう

がますます強
つよ

まり，イギリスのダーウィンが『種
しゅ
の起

き
源
げん

』

（1859年
ねん

）のなかで唱
とな

えた
しん か ろん しゅうきょうかん しゃかいかん おお えいきょう およ

しん か ろん しゃかい りゅう

や，劣

になっていった。

　歴
れき

史
し

学
がく

の分
ぶん

野
や

でも，史
し

料
りょう

批
ひ

判
はん

による科
か

学
がく

的
てき

研
けん

究
きゅう

方
ほう

法
ほう

が重
じゅう

視
し

されるよう

になり，ここに近
きん
代
だい
歴
れき
史
し
学
がく

が始
はじ

まった。また，史
し

料
りょう

館
かん

の整
せい

備
び

と史
し

料
りょう

集
しゅう

の

刊
かん

行
こう

が各
かっ

国
こく

で進
すす

み，ナショナリズムの風
ふう

潮
ちょう

と相
あい

まって，「国
こく

民
みん

」の実
じつ

在
ざい

を

前
ぜん

提
てい

にその成
せい

立
りつ

・発
はっ

展
てん

を叙
じょ

述
じゅつ

する国
こく

民
みん

史
し

の流
りゅう

行
こう

につながった。一
いっ

方
ぽう

で，

ナショナリズムに批
ひ

判
はん

的
てき

なマルクスが唱
とな

えた史
し

的
てき

唯
ゆい

物
ぶつ

論
ろん
（唯

ゆい
物
ぶつ

史
し

観
かん

）も，

歴
れき

史
し

学
がく

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

した。

19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

の社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

が発
はっ

が発
はっ

が発展
てん

するにつれ，社
しゃ

会
かい

科
か

学
がく

分
ぶん

野
や

でも自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

的
てき

思
し

考
こう

への関
かん

心
しん

が高
たか

が高
たか

が高まった。
進
しん

化
か

論
ろん
科
ろん
科
が提
てい

が提
てい

が提起
き

が発
き

が発
され，従

じゅう
するにつれ，

じゅう
するにつれ，

来
らい

するにつれ，
らい

するにつれ，
の宗

しゅう
するにつれ，

しゅう
するにつれ，

教
きょう
社
きょう
社
観
かん

が揺
ゆ

が揺
ゆ

が揺さぶられた。

Malthus

1766 ～ 1834
Darwin

1809 ～ 82 史料

QR

1

史料

➡p.256

➡p.216

文化から見る
当時の社会 科

か
学
がく
だけではなく社

しゃ
会
かい
に影

えい
響
きょう
を与

あた
えた進

しん
化
か
論
ろん

読み解き 当
とうとう
時
じじ
，進

しんしん
化
かか
論
ろんろん
が批

ひひ
判
はんはん
されたのはな

ぜか，図
ず
1や本

ほん
文
ぶん
をもとに考

かんが
えよう。また，

後
のち
に社

しゃ
会
かい
進
しん
化
か
論
ろん
は進

しん
化
か
論
ろん
を用

もち
いてどのような

主
しゅ
張
ちょう
をしたのだろうか。

　19世
せい
紀
き
後
こう
半
はん
に科

か
学
がく
的
てき
見
けん
地
ち
から『種

しゅ
の起

き
源
げん
』が書

か
かれ，当

とう
時
じ
の社

しゃ
会
かい
とそれ以

い
降
こう
の人

ひと
々
びと
の考

かんが
え方

かた
に大

おお
きな影

えい

響
きょう
を与

あた
えた。『種

しゅ
の起

き
源
げん
』とそれに対

たい
する当

とう
時
じ
の批

ひ
判
はん
や，進

しん
化
か
論
ろん
に影

えい
響
きょう
を受

う
けた社

しゃ
会
かい
進
しん
化
か
論
ろん
を読

よ
み解

と
き，

当
とう
時
じ
の社

しゃ
会
かい
の様

よう
相
そう
を見

み
てみよう。

　…たとえわずかなものであれ，他
ほか
の個

こ
体
たい
よりも有

ゆう
利
り
な変

へん
異
い
を備

そな
えた

個
こ
体
たい
は，生

い
き延

の
びて同

おな
じ性

せい
質
しつ
の子

こ
どもを残

のこ
す可

か
能
のう
性
せい
が大

おお
きいと考

かんが
えら

れないだろうか。その一
いっ
方
ぽう
で，少

すこ
しでも不

ふ
利
り
な変

へん
異
い
は確

かく
実
じつ
に排

はい
除
じょ
され

ることもまた，確
たし
かなような気

き
がする。

　このように，有
ゆう
利
り
な変

へん
異
い
は保

ほ
存
ぞん
され，不

ふ
利
り
な変

へん
異
い
は排

はい
除
じょ
される過

か
程
てい
を，

私
わたし
は自

し
然
ぜん
淘
とう
汰
た
と呼

よ
んでいる。� 〈渡辺政隆訳〉

ダーウィン『種
しゅ

の起
き

源
げん

』（進
しん

化
か

論
ろん

　1859 年
ねん

）
史史史
 料 料 料 料 料

　…差
さ
異
い
は，ヨーロッパの進

しん
歩
ぽ
的
てき
諸
しょ
民
みん
族
ぞく
と

非
ひ
ヨーロッパ諸

しょ
民
みん
族
ぞく
とを比

ひ
較
かく
した場

ば
合
あい
に

いっそう顕
けん
著
ちょ
である。合

がっ
衆
しゅう
国
こく
や西

にし
インドに

おける不
ぶ
精
しょう
で不

ぶ
用
よう
心
じん
で吞

のん
気
き
な黒

こく
人
じん
の存

そん
在
ざい
を，

その黒
こく
人
じん
が住

す
む場

ば
を支

し
配
はい
する民

みん
族
ぞく
の存

そん
在
ざい
と

比
ひ
較
かく
する時

とき
，その差

さ
異
い
はいっそう明

めい
瞭
りょう
となる。

〈松永友有訳〉

『社
しゃ

会
かい

進
しん

化
か

論
ろん

』（キッド著
ちょ

 1894 年
ねん

）
史史史史
 料 料 料 料 料

　　 ダーウィンの進
しん
化
か
論
ろん

を風
ふう
刺
し
する絵

え
（1874年

ねん
）

1

　　 19世
せい
紀
き
後
こう
半
はん
の文

ぶん
化
か

2

文

　
　

学

美

　
術

学

　
　

術

ヴェルヌ（仏）『海底二万里』
ウェルズ（英）『タイムマシン』

ボードレール（仏）『悪の華』
ヴェルレーヌ（仏）『秋の歌』

写
実
主
義
・
自
然
主
義

写実主義
・

自然主義

印象派

ポスト
印象派

その他 彫刻

耽美主義
たん び

象徴主義

S　F

スタンダール（仏）『赤と黒』　バルザック（仏）『人間喜劇』
フロベール（仏）『ボヴァリー夫人』　ディケンズ（英）『二都物語』
トゥルゲーネフ（露）『父と子』　ドストエフスキー（露）『罪と罰』
トルストイ（露）『戦争と平和』　ゾラ（仏）『居酒屋』
モーパッサン（仏）『女の一生』　イプセン（ノルウェー）『人形の家』

クールベ（仏）『オルナンの埋葬』
ミレー（仏）『落ち穂拾い』

マネ（仏）『草上の昼食』 ロダン（仏）『考える人』

モネ（仏）『印象・日の出』
ルノワール（仏）『ムーラン�ド�ラ�ギャレット』

セザンヌ（仏）『サント�ヴィクトワール山』
ゴーギャン（仏）『タヒチの女』　ゴッホ（蘭）『ひまわり』

ニーチェ
マルクス
ミ　　ル
ラ ン ケ
ダーウィン

（独）
（独）
（英）
（独）
（英）

哲学者　『ツァラトゥストラはかく語りき』
哲学・経済学者『共産党宣言』『資本論』
哲学・経済学者　功利主義・自由主義を擁護
歴史家　近代歴史学の基礎をつくる
博物学者　進化論 『種の起源』

音
楽

ドヴォルザーク（チェコ）「新世界より」

ドビュッシー（仏）「海」印象派・象徴派
国民楽派

電
気
・
電
力

通
信

交
通

そ

　
の

　
他

モールス（米） 電信機
ベル（米）�電話機
マルコーニ（伊）�無線電信

ダイムラー，ディーゼル（独）�エンジン
ライト兄弟（米）

動力飛行機での初飛行に成功

ファラデー（英）�電磁誘導の法則
マイヤー（独）・ヘルムホルツ（独）

エネルギー保存の法則
ジーメンス（独）�発電機とモーター
エディソン（米）�電灯・蓄音機・映画

ノーベル（スウェーデン）�ダイナマイト
レントゲン（独）�Ｘ（エックス）線
キュリー夫妻（仏・ポーランド）�ラジウム
パストゥール（仏）�細菌学

（ワクチン予防接種，殺菌法）
コッホ（独）�細菌学

（結核菌，ツベルクリン，コレラ菌）

　　 19世
せい
紀
き
自
し
然
ぜん
科
か
学
がく
の発

はっ
見
けん
・

発
はつ
明
めい
3

G 

ア
メ
リ
カ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

5

10

15

　19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

は，文
ぶん

学
がく

や絵
かい

画
が

的
てき

に描
びょう

写
しゃ

しようとする写
しゃ
実
じつ
主
しゅ
義
ぎ

た自
し
然
ぜん
主
しゅ
義
ぎ

の文
ぶん

学
がく

では，人
じん

物
ぶつ

の行

をとり入
い

れる傾
けい

向
こう

が強
つよ

まった。また，光

光
ひかり

の変
へん

化
か

を絵
え

筆
ふで

で表
ひょう

現
げん

しようとする画

科
か

学
がく

知
ち

識
しき

を応
おう

用
よう

するSF小
しょう

説
せつ

も誕
たん

　これまで専
もっぱ き ぞく じょうそう

た。第
だい じ さんぎょうかくめい しんてん こく

がく ぎ

　こうしたマスメディアの登
とう

場
じょう

識
しき

字
じ

率
りつ

が向
こう

上
じょう

したことが相
あい

まって，マスコミュニケーションにより画

的
てき

な世
よ

論
ろん

が形
けい

成
せい

される大
たい

衆
しゅう

社
しゃ

会
かい

大
たい

衆
しゅう

が文
ぶん

化
か

を支
ささ

える新
しん

時
じ

代
だい

芸
げい

術
じゅつ

分
ぶん

野
や

にも自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

の影
えい

響
きょう

が及
およ

が及
およ

が及
なものになると同

どう
然
どう
然
時
じ
科
じ
科
に，マスメディアの出

realismじつrealismじつしゅrealismしゅ

naturalismぜんnaturalismぜんしゅnaturalismしゅ

4

1

5

2

➡p.287

問 い

1

二
ふた
つのジャンルの絵

かい
画
が
に描かれたフランス社会

読み解き 第
だいだい
二
にに
帝
ていてい
政
せいせい
下
かか
の農

のうのう
村
そんそん
社
しゃしゃ
会
かいかい
の様

ろうか。また，どのような要
よう
因
いん
で図

ず
5

　19世
せい
紀
き
後
こう
半
はん
のヨーロッパ美

び
術
じゅつ
を牽

けん

通
とお
して，当

とう
時
じ
のフランス民

みん
衆
しゅう
社
しゃ
会
かい
の様

　　 ミレー作
さく
『落

お
ち穂

ぼ
拾
ひろ
い』　第

だい
二
に

帝
てい

社
しゃ

会
かい

を描
えが

いている。聖
せい

書
しょ

では，農
のう

地
ち

収
しゅう

穫
かく

時
じ

に生
しょう

じる落
お

ち穂
ぼ

は貧
ひん

者
じゃ

のために
れていた。
〈オルセー美術館蔵�1857年ごろ�83cm×110cm〉

4 5

G 

ア
メ
リ
カ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

●�本文と関連づけることで、文化と社会に　
ついての理解がさらに深まる資料群

た。第
だい

２次
じ

産
さん

業
ぎょう

革
かく

命
めい

の進
しん

展
てん

で国
こく

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の発
はっ

展
てん

が印
いん

刷
さつ

術
じゅつ

にも及
およ

んだ結

可
か

能
のう

になり，書
しょ

籍
せき

や雑
ざっ

誌
し

の価
か

格
かく

各
かっ

国
こく

で創
そう

刊
かん

されたためだった。新

えて名
めい

画
が

の複
ふく

製
せい

画
が

が人
にん

気
き

を博
はく

した。

進
しん
化
か
論
ろん

が，宗
しゅう

教
きょう

観
かん

と社
しゃ

会
かい

観
かん

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼした。進
しん

化
か

論
ろん

を社
しゃ

会
かい

に流
りゅう

用
よう

したイギリスのスペンサーは「適
てき

者
しゃ

生
せい

存
ぞん

」論
ろん

（社
しゃ
会
かい
進
しん
化
か
論
ろん

）を唱
とな

え，これが1870年
ねん

代
だい

に入
はい

ると，社
しゃ

会
かい

的
てき

弱
じゃく

者
しゃ

や，劣
れっ

等
とう

とみなされた民
みん

族
ぞく

・人
じん

種
しゅ

への迫
はく

害
がい

を正
せい

当
とう

化
か

する論
ろん

理
り

になっていった。

史料

QR

1

Spencer

したイギリスのスペンサー
Spencer

したイギリスのスペンサー
1820 ～ 1903
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　これまで専
もっぱ

ら貴
き

族
ぞく

や上
じょう

層
そう

ブルジョワジーのものだった文

19世
せい

紀
き

後
こう

半
はん

になると，職
しょく

人
にん

・労

た。第
2

⬇教科書 p.244-245

本文から、進化論が社会観・宗教観にも深い影響を及ぼした
ことがわかる。さらに、史料の『進化論』と『社会進化論』とを
比較することで、本文の内容を具体的に理解できる。

特色
２ 文化と社会のつながりがわ かる「文化から見る当時の社会」

12

１節　帝国主義と世界分割競争 245

学
がく
や絵

かい
画
が
でも自

し
然
ぜん
科
か
学
がく
の影

えい
響
きょう
が表

あらわ
れ，人

じん
物
ぶつ
を客

きゃっ
観
かん

写
しゃ
実
じつ
主
しゅ
義
ぎ
が台

たい
頭
とう
した。写

しゃ
実
じつ
主
しゅ
義
ぎ
をさらに推

お
し進

すす
め

では，人
じん
物
ぶつ
の行

こう
動
どう
を遺

い
伝
でん
で説

せつ
明
めい
するなど，科

か
学
がく
的
てき
知
ち
見
けん

まった。また，光
ひかり
に関

かん
する研

けん
究
きゅう
が深

ふか
まるにつれて，

しようとする画
が
家
か
たち（印

いん
象
しょう
派
は
）が現

あらわ
れた。さらに，

するSF小
しょう
説
せつ
も誕

たん
生
じょう
した。

じょうそう ぶんがく かい が

しんてん こくみんぜんぱん せいかつすいじゅん こうじょう か

　こうしたマスメディアの登
とう
場
じょう
と，同

どう
時
じ
期
き
に初

しょ
等
とう
教
きょう
育
いく
の義

ぎ
務
む
化
か
が進

すす
んで

したことが相
あい
まって，マスコミュニケーションにより画

かく
一
いつ

される大
たい
衆
しゅう
社
しゃ
会
かい
へのきざしも，19世

せい
紀
き
末
まつ
に現

あらわ
れ始

はじ
めた。

大衆が文化を支える新
しん

時
じ

代
だい

の影
えい

響
きょう

が及
およ

が及
およ

が及んだ。印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

により，芸
げい

術
じゅつ

が大
たい

が大
たい

が大衆
しゅう

の身
み

近
ぢか

に，マスメディアの出
しゅつ

んだ。印
しゅつ

んだ。印
に，マスメディアの出

しゅつ

に，マスメディアの出現
げん
刷
げん
刷
で大
たい
術
たい
術
衆
しゅう

社
しゃ

会
かい
歩
かい
歩
のきざしが見

み

のきざしが見
み

のきざしが見え始
はじ

めた。

realismじつrealismじつしゅrealismしゅ

4

1
impressionists

たち（
impressionists

たち（印
impressionists

印
いんimpressionistsいん
象

impressionists

象
しょうimpressionistsしょう
派

impressionists

派
はimpressionistsは
）が

impressionists

）が
5

2
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　　　　この時
じ

代
だい

に芽
め

生
ば

え
た，後

のち

の大
たい

衆
しゅう

社
しゃ

会
かい

をつくる要
よう

因
いん

について要
よう

約
やく

しよう。

問 い

　　新
あら
たな芸

げい
術
じゅつ
運
うん
動
どう
　写

しゃ
実
じつ
主
しゅ
義
ぎ
・

自
し
然
ぜん
主
しゅ
義
ぎ
の隆

りゅう
盛
せい
に反

はん
発
ぱつ
して，善

ぜん

悪
あく
の価

か
値
ち
判
はん
断
だん
を避

さ
けて美

び
を追

つい
求
きゅう

する耽
たん
美
び
主
しゅ
義
ぎ
や，形

けい
式
しき
を軽

けい
視
し
し

て暗
あん
示
じ
に富

と
む表

ひょう
現
げん
を目

め
指
ざ
す象

しょう
徴
ちょう

主
しゅ
義
ぎ
など，新

あたら
しい芸

げい
術
じゅつ
運
うん
動
どう
も同

どう

時
じ
に起

お
きていた。

1

二つのジャンルの絵
かい
画
が
に描

えが
かれたフランス社

しゃ
会
かい

読み解き の農
のうのう
村
そんそん
社
しゃしゃ
会
かいかい
の様

ようよう
子
すす
と，帝

ていてい
国
こくこく
主
しゅしゅ
義
ぎぎ
時
じじ
代
だいだい
の都

とと
市
しし
民
みんみん
衆
しゅうしゅう
生
せいせい
活
かつかつ
の様

ようよう
子
すす
は，それぞれどのようだったと言

いい
えるだ

ろうか。また，どのような要
よう
因
いん
で図

ず
5のような都

と
市
し
民
みん
衆
しゅう
生
せい
活
かつ
が発

はっ
達
たつ
したのか，本

ほん
文
ぶん
の記

き
述
じゅつ
も踏

ふ
まえて考

かんが
えよう。

のヨーロッパ美
び
術
じゅつ
を牽

けん
引
いん
したのはフランスだった。写

しゃ
実
じつ
主
しゅ
義
ぎ
・自

し
然
ぜん
主
しゅ
義
ぎ
と印

いん
象
しょう
派
は
をそれぞれ代

だい
表
ひょう
する絵

かい
画
が
を

衆
しゅう
社
しゃ
会
かい
の様

よう
相
そう
を見

み
てみよう。

い』　第
だい

二
に

帝
てい

政
せい

下
か

(→p.217)の農
のう

村
そん

では，農
のう

地
ち

所
しょ

有
ゆう

者
しゃ

に対
たい

して，穀
こく

物
もつ

は貧
ひん

者
じゃ

のために捨
す

て置
お

くように記
しる

さ

1857年ごろ�83cm×110cm〉

4 　　 ルノワール作
さく
『ムーラン＝ド＝ラ＝ギャレット』　普

ふ
仏
ふつ

戦
せん

争
そう

敗
はい

北
ぼく

(→p.221)から５年
ねん

後
ご

，パリ市
し

内
ない

のダンスホールは，職
しょく

人
にん

・労
ろう

働
どう

(→p.221)から５年
どう

(→p.221)から５年
者
しゃ

・商
しょう

店
てん

員
いん

・女
じょ

工
こう

たちで賑
にぎ

わっていた。
〈オルセー美術館蔵�1876年�131cm×175cm〉

5

G 

ア
メ
リ
カ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

● 本文と関連づける形で、ページ上部に文化史の資料を配置。
● 「読み解き」の問いに取り組むことで、文化に表れている当時の社会の

様相まで理解できる。

の進
しん
展
てん
で国

こく
民
みん
全
ぜん
般
ぱん
の生

せい
活
かつ
水
すい
準
じゅん
が向

こう
上
じょう
したことや，科

か

にも及
およ
んだ結

けっ
果
か
，カラー印

いん
刷
さつ
も含

ふく
めて大

たい
量
りょう
生
せい
産
さん
が

誌
し
の価

か
格
かく
が低

てい
下
か
して，安

あん
価
か
な大

たい
衆
しゅう
向
む
け新

しん
聞
ぶん
も欧

おう
米
べい

されたためだった。新
しん
聞
ぶん
では連

れん
載
さい
小
しょう
説
せつ
が，雑

ざっ
誌
し
では小

しょう
説
せつ
に加

くわ

気
き
を博

はく
した。

や上
じょう
層
そう
ブルジョワジーのものだった文

ぶん
学
がく
と絵

かい
画
が
は，

職
しょく
人
にん
・労

ろう
働
どう
者
しゃ
・商

しょう
店
てん
員
いん
・農

のう
民
みん
らにも身

み
近
ぢか
になっ

「文学と絵画は、19世紀後半になると、
職人・労働者・商店員・農民らにも身近
になった」という本文記述と、農民や都
市の民衆をテーマに描いた絵画資料とを
関連づけることで、社会と文化の関係を
具体的に理解できる。

大衆向けの書籍や雑誌、新聞が誕生
した背景には、生活水準の向上や印
刷技術の発展があったことがわかる。

!
●「文化から見る当時の社会」一覧
　（全12箇所）
ページ 本文の小見出し
24-25 諸子百家の思想と漢字文化

42-43 南北文化の融合　晋唐文化

69-71 古代ギリシアと
ヘレニズムの文化と社会

76-77 地中海周辺に広がるローマ文化

107-109 都市に支えられたイスラーム文化
イスラームの学問と芸術

115-116 中世ヨーロッパの文化

140-141 明後期の社会と文化

165-168 ルネサンスの開花
ルネサンスと科学

184-186 華麗な宮廷文化の隆盛と
市民文化の芽生え

215-216 19 世紀前半の文化的潮流
～ロマン主義

244-245 19 世紀後半の社会科学
大衆が文化を支える新時代

288-289 現代文化の芽生え（20 世紀前半の文化）

文化と社会のつながりがわ かる「文化から見る当時の社会」

13

特
色
２
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●イスラーム=ネットワークと中国商人の海上進出

イスラーム世界では10世紀

ネットワークの中心となり，インド洋や南シナ海で

のムスリム商人の活動もますます活発化した。

同じ10世紀前後から，中国商人が，

ンク船などの新技術も用いながら，南シナ海をはじ

めとする諸地域への進出を開始した。中国経済の重

心が黄
こう
河
が
中流域から長

ちょう
江
こう
下流域（江

とや，宋
そう
代以降の全国的な経済成長も，この動きを

後
あと
押
お
しした。また，宋から元

げん

外国からの朝
ちょう
貢
こう
や商人の来航も続き，江南や福

広
カン
東
トン
などで多数の港

こう
市
し
が繁

はん
栄
えい

紀には，インド洋まで進出した。

●辺境の貿易ブーム

に北半球で温暖な気候が続き，各地の農業生産力が

上
じょう
昇
しょう
したことも，交易の拡大を助けていた。例えば

ユーラシアの東方では，琉
りゅう
球
きゅう
諸島や北海道周辺を含

む日本列島，朝
ちょう
鮮
せん
半島や中国東北から極東ロシア，

東南アジアなどの地域でも，手工業品を含む商品の

生産・輸出，各地の商人の活動，さらに琉球のよう

な交易を基
き
盤
ばん
とした国家・文化の形成が進展した。

●

➡p.104

2

➡p.130
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10世紀前後から，中国商人の海上進出
どが起こり，12～ 13世紀にはそれらの全域をつなぐ緩

10〜12世紀結びつく
世界
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　　 10~12世紀のユーラシア1
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３～５世紀は，環
かん

境
きょう

の変化を背景としたユーラシア規模の民族移動によって，古代の世
界帝国とその文明が解体・変容し，新たな文化や社会が出来上がっていく転

てん

換
かん

期
き

であった。

３~５世紀　ユーラシアの再編と交易ネットワーク結びつく
世界

●「３世紀の危機」と民族大移動

３世紀，北半球の気候が急激に寒冷化し，ユーラ

シアの農耕地域では農業が大
だい
打
だ
撃
げき
を受け，各地の古

代帝国に動
どう
揺
よう
が広がった。また内陸部では乾

かん
燥
そう
化
か
が

進んで牧草地が枯
こ
渇
かつ
したため，遊牧民や牧

ぼく
畜
ちく
民
みん
が周

しゅう

縁
えん
の農耕地域に進出していった。東方での鮮

せん
卑
ぴ
の南

下・拡散や，西方におけるフンの出現とゲルマン人

の大移動はその表れであった。このような異文化集

団の移動と定着が何波にもわたって起こるなかで，

後
ご
漢
かん
や魏

ぎ
・晋

しん
の統一は崩

くず
れていき，ローマ帝国も混

乱を深めて西ローマ帝国の滅
めつ
亡
ぼう
に至る。　　

一方，遊牧民・牧畜民の移動と拡散は，古代帝国

が栄えた地域に，牧畜やオアシス農法の伝
でん
播
ぱ
，世界

宗教や学術・知識の拡散といった新しい刺
し
激
げき
をもた

らした。ユーラシアの「陸の道」は衰
おとろ
えたわけではな

く，むしろその担
にな
い手であった遊牧勢力が各地に進

出したことで，農耕地域もより深く交通ネットワー

クと結びついた。

●「海の道」と周辺部の国家形成

「海の道」は３世紀以降，ますます活
かっ
況
きょう
に向かった。

３世紀から続いた中国の分
ぶん
裂
れつ
の下

もと
で，江

こう
南
なん
に成立し

た諸王朝は，人口や国力で勝
まさ
る北方の王朝に対

たい
抗
こう
す

るため，海上交易や南方への勢力拡大を推進した。

南アジアでも同様に，インド南部での社会の発展と

国家形成が進んだ。こうしたなか，日本列島を含
ふく
む

周辺地域の国家形成も進み，５世紀になると，倭
わ
の

五王や東南アジア諸国が，さかんに南朝へ朝
ちょう
貢
こう
した。

東南アジアから朝貢したのは，同時期に拡大してい

たインド洋での貿易・交流を通じて，インドの文明

を取り入れて形成された諸国家であった。

●世界宗教の広がり

言語も生業も異なる人々が恒
こう
常
じょう
的
てき
に接

せっ
触
しょく
すること

になったこの時代は，出身や習
しゅう
俗
ぞく
にかかわらず奉

ほう
じ

ることのできる信
しん
仰
こう
や規

き
範
はん
が求められ，普

ふ
遍
へん
性
せい
をも

つ世界宗教がネットワークに沿って各地に広がった。
中国・東南アジア・インドの間では，「海の道」を通

じて仏
ぶっ
僧
そう
やバラモンが往来するなど，インド洋の宗

教ネットワークも広がった。仏教は魏
ぎ
晋
しん
南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
時代

の中国で受容され，とりわけ華
か
北
ほく
の遊牧系政権にお

いて，人々を統合し王権を正統化する役割を担った。

西方では，キリスト教とマニ教が競い合いながら

ローマ帝国や西アジアに広まった。マニ教は，イス

ラームに取って代わられるまで，仏教・キリスト教

と並ぶ世界宗教として各地で強い影
えい
響
きょう
を与

あた
えた。
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ヨーロッパの風土と社会

3 1

1

2

1

3

10ﾟ

0ﾟ 10ﾟ 20ﾟ 30ﾟ

50ﾟ

60ﾟ

40ﾟ

20ﾟ

大

西

洋

北　海
バ

ア
ド
リ
ア
海

ル
ト

海

黒　海

中
地

海

ジブラルタル海峡

ボスポラス海峡

エエ
ルル
ベベ
川川

ララ
イイ
ンン
川川

ドド

ドドニニエエププルル川川

ナナウウ川川

ドーヴァー
海峡
ドーヴァー
海峡

ダーダネルス
　海峡
ダーダネルス
　海峡

セセ
ヌヌ
川川
ーー

ピピ アアルルププスス山山脈脈

レレネネ

ーー山山脈脈

ハハンンガガリリ ーー 平平原原

南南ロロシシアア
草草原原

カカルルパパテティィアア
山山

脈脈

東東ヨヨ ーー ロロッッパパ平平原原
リューベク

ヴィスビュ

ブルッヘ
ケルン大聖堂

プラハ

ワルシャワ

クラクフ聖ソフィア大聖堂

シェーンブルン宮殿
ブダペスト

パリ

シャルトル大聖堂

ロンドン塔

エディンバラ

ストーンヘンジ

アヴィニョン

アルハンブラ宮殿

イスタンブル

ロードス島

アテネ

リラ修道院
ドゥブロヴニク

ヴェネツィア
フィレンツェ

ローマ

パレルモ

トレド

サンティアゴ=
デ=コンポステーラ

ラヴェンナ

ピサ

偏西風の向き（通年）
北大西洋海流（暖流）
主な世界遺産

1

2

世界
遺産

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

節4節

　　 3 ～ 4世紀のユーラシア　中央ユーラシアの遊牧民・牧
ぼく

畜
ちく

民
みん

の移動が活発化し，動乱のなかで古代帝国が解体していった。1
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●�ネットワーク論をベースに展開。
　地域間の結びつきがわかる前近代史

⬇教科書 p.84 ⬇教科書 p.128

「３世紀の危機」をきっかけとする政治・経済・社

会にわたる変動は，数世紀をかけて，各地域の文明

の再編と交流の緊
きん
密
みつ
化
か
を促

うなが
すことになった。

前後の「結びつく世界」の
ページにリンクできる。

「3世紀の危機」の結果、諸地域の再編
と交流が促され、世界史は大きな変
動期を迎えたことが理解できる。

10世紀前後の数百年間は，交易拡大の影

ラシアの辺境部に及
およ
んだ時代だった。10～13世紀

特色
３ 世界全体のつながりが わかる「結びつく世界」

14

●イスラーム=ネットワークと中国商人の海上進出

世界では10世紀になると，カイロが

ネットワークの中心となり，インド洋や南シナ海で

商人の活動もますます活発化した。

紀前後から，中国商人が，羅
ら
針
しん
盤
ばん
やジャ

などの新技術も用いながら，南シナ海をはじ

地域への進出を開始した。中国経済の重

流域から長
ちょう
江
こう
下流域（江

こう
南
なん
）に移動したこ

以降の全国的な経済成長も，この動きを

しした。また，宋から元
げん
にかけての時代には，

や商人の来航も続き，江南や福
ふっ
建
けん
・

市
し
が繁

はん
栄
えい
した。中国船は12世

には，インド洋まで進出した。

●
えいきょう

時代だった。10～13世紀

温暖な気候が続き，各地の農業生産力が

したことも，交易の拡大を助けていた。例えば

ユーラシアの東方では，琉
りゅう
球
きゅう
諸島や北海道周辺を含

ふく

半島や中国東北から極東ロシア，

アジアなどの地域でも，手工業品を含む商品の

，各地の商人の活動，さらに琉球のよう

とした国家・文化の形成が進展した。

また，北海道を中心とする地域での，日本の本州や
大陸との貿易の活発化は，アイヌ文化の形成につな
がった。ほかの地域でも，ヨーロッパ北方のノルマ
ン人（ヴァイキング）の活

かつ
躍
やく
，アフリカ東海岸でのス

ワヒリ文化の誕生など，同種の動きがみられた。

●ネットワークの連
れん
鎖
さ

はん い

貿易を担う各集団の間では，対立と協力の両方が

みられ，混血や複数の言語・文化をもつ人々もよく

現れた。日本列島の商人の中国渡
と
航
こう
，十字軍を含む

ヨーロッパのイスラーム世界との交流など，周辺か

ら中心を目指す動きも活発化した。

➡p.104

➡p.126

2

➡p.125

➡p.130

QR

➡p.91

➡p.105

➡p.104,113

p.134p.134p.99p.99

時代の
特徴

10世紀前後から，中国商人の海上進出，ユーラシア・アフリカの辺境部での交易拡大な
どが起こり，12～ 13世紀にはそれらの全域をつなぐ緩

ゆる

やかな結びつきが成立した。

10〜12世紀　「海の道」の活性化結びつく
世界

モンゴル世界帝国の出現
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しず
みにくい構造をもつ。
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世紀のユーラシア1

QR

●地域を超える結びつきの視点から世界史をみる特設を、全12箇所設置。
●前近代史は、ネットワーク論をベースに展開。
●地域間の結びつきを俯瞰することで、世界史への理解が深まる。

⬇教科書 p.128

ページ上部に大きな世界地図を掲載。
当時の地域間の結びつきを地図から
具体的に確認できる。

こうしてユーラシアやアフリカの広い範
はん
囲
い
で，古

くからの幹線ルートだけでなく，周辺の海域や陸上

にもネットワークが張りめぐらされた。インド商人

が，綿布と交
こう
換
かん
に東南アジアから持ち帰った香

こう
辛
しん
料
りょう

を，エジプトから来た商人に売り渡
わた
し，後者がこれ

をイタリア商人に転売してドイツ産の銀を受けとる

といったリレー式の貿易も発達し，12～13世紀ま

でに各地域のネットワークが緩
ゆる
やかにつながった。

➡p.54

➡p.111

10世紀前後にユーラシアの辺境部まで交
易が拡大し、陸海のネットワークが地域間
をさらに緊密に結びつけたことがわかる。

「結びつく世界」の全体構成

1世紀〜15世紀
陸海の交易ネットワークによって地
域間の結びつきが緊密化していった
過程や、地域を超える人や物の移動
が世界の諸地域の歴史に与えた影響
を「ネットワーク論」を軸に構成。

16世紀〜18世紀
地球をめぐる交易ネットワークが成
立して「世界の一体化」が始まるな
か、工業生産が集中する地域と原材
料・食料を生産する地域との分化が
進み、垂直的な分業が生じたことを
記述。

19世紀〜現代
垂直的な分業が世界規模に拡大し、
中核 -周辺の構造化が進展したこと
を「世界システム論」を軸に構成。
19世紀はイギリス、20世紀はアメ
リカの覇権の時代として描き、現代
は従来の「世界システム」に見られ
なかった現象が生じている時代とし
て捉えている。

「結びつく世界」の掲載ページは、�
本冊子p.17の一覧をご覧ください。（ ）

後の数百年間は，交易拡大の影
えい
響
きょう
がユー

んだ時代だった。10～13世紀

世界全体のつながりが わかる「結びつく世界」
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特
色
３
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●世界システムの動き

19世紀の覇
は
権
けん
国家はイギリスである。

を通じて「中
ちゅう
核
かく
」・「周辺」関係はアジア・アフリカに

大きく拡大した。「半周辺」国家としてのアメリカ・

ロシア・日本が急速に上
じょう
昇
しょう
を遂

と
げた。

19世紀

20世紀

世界史において，地域を横断する遠

や交易は，古代にさかのぼって常にみられる。し

かし19世紀になると，工業化に先んじたヨーロッ

パ諸国と,アフリカやアジアなどその

の間で，垂直的な分業関係が地球規模で形成され

た。ヨーロッパ諸国は，アフリカやアジア・ラテ

ンアメリカの諸地域を安価な原料や食料の供給地

とし，他方で製品の市場・資本の投資先として自

国経済に組み込
こ
むことで発展を遂

と

み込まれた地域は，輸出用の一次産品の生産に特

化させられ(低開発)，従属的な立場になった。

世界システム論とよばれる考え方では，原料や

食料を生産する地域と，工業製品を生産する地域

との間の垂直的な分業関係に基
もと
づく世界経済を，

一つの「世界システム」とみる。そして工業化に先

んじた地域を「中
ちゅう
核
かく
」，原料や食料生産に特化させ

られた地域を「周辺」とよぶ。

世界システムの資本主義的な構造においては，

「中核」がより広く深く「周辺」を世界経済に組み込

んでいくほど，格差が深まる。「中核

進み，軽工業から重工業へ，さらに

子産業へとより新しく，利
り
潤
じゅん
率
りつ
が高い産業へ移行

世界システム論歴史の
見方

一次産品（モノカルチャー）

西ヨーロッパ

イギリス

工業製品

アメリカ・ロシア・
日本

垂直的な分業

ラテンアメリカ（カリブ海地域を含む）・
東ヨーロッパ・アフリカ・南アジア・

東南アジア・西アジア

中　核

覇　権

半周辺

周　辺
一次産品（モノカルチャー）

西ヨーロッパ

アメリカ

工業製品

東アジア（日本を含む）・
南ヨーロッパ・東ヨーロッパ・

ラテンアメリカ

カリブ海地域・アフリカ・
南アジア・東南アジア・西アジア

半周辺

周　辺

中　核

覇　権
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●覇
は
権
けん
国家イギリス

国際関係において，ほかの大国を圧
あっ
倒
とう
する国力を

有し，国際関係全体のあり方を決める影
えい
響
きょう
力
りょく
をもつ

国家を覇権国家とよぶ。

イギリスは，植民地と世界商業において優位をめ

ぐるフランスとの抗
こう
争
そう
に勝ち，19世紀の世界にお

ける覇権国家となった。産業革命をいち早く成し遂
と

げたイギリスは，「世界の工場」となって，圧倒的な

生産力を擁
よう
し，製品の輸出市場や原材料の供給地を

世界中に求め，広大な植民地帝国を確立した。政治

的には支配されなかったラテンアメリカなどの地域
も，経済的にはイギリス向けの工業用原材料や穀物

の輸出に依
い
存
そん
するほかなくなった。

1851年にロンドンで開かれた第１回万
ばん
国
こく
博覧会

は，イギリスの覇権を人々の目に誇
こ
示
じ
するもので

あった。工業化の進展と交通の拡大によって，石
せっ
鹸
けん

など日用工業製品の流通は国際的に拡大し，茶など

植民地の物産も庶
しょ
民
みん
の生活にまで普

ふ
及
きゅう
した。

●イギリスの覇権と世界システム

イギリスの覇権は「イギリスの平和（パクス＝ブリ

タニカ）」ともよばれるようにヨーロッパにおける大

国間関係をある程度安定させる効果をもった。一方

でイギリスは，アジアやアフリカでほかのヨーロッ

パ列強と権益を争ってその勢
せい
力
りょく
圏
けん
を確保しようとし

た。その結果，これまで自立的な交易を行っていた

東アジアや東南アジアの諸地域でも，伝統的な手工

業の多くが衰
おとろ
え，原材料や食料など，世界市場に輸

出するための一次産品を生産する経済・社会につく

り変えられていった。

少数の一次産品の生産に特化した産業の構造はモ

ノカルチャー経済とよばれる。一次産品の大量生産

には大量の労働力が必要になり，劣
れつ
悪
あく
な労働環境の

プランテーションが広がった。イギリスの覇権の下
もと

で世界経済は垂直的な分業の結びつきを強めた（世
界システム）。モノカルチャー経済による低開発は，
20世紀に植民地が独立したのちも，先進国の経済
に従属させられたままで経済発展が進まず，先進国
と開発途

と
上
じょう

国
こく

の格差が拡大する南北問題の遠因と
なった。
一方，人の移動は，イギリスの植民地帝国による

奴
ど
隷
れい
制
せい
の廃

はい
止
し
（1833年）や，北

ペ
京
キン
条約（1860年）など

を通じた清
しん

朝の海
かい

禁
きん

の最終的廃止などを契
けい
機
き
として

変化した。それまでアジア各地へ向かっていたイン

ド人（印
いん
僑
きょう
）や中国人（華

か
僑
きょう
）が，ハワイや奴隷解放後

のカリブ海地域，さらには金鉱の発見されたアメリ

カ西部やオーストラリアへ向かうようになった。

また植民地化の圧力は，アジアの伝統国家に自己

改革を促
うなが
す契機ともなった。オスマン帝国のタンジ

マートや清朝における戊
ぼ
戌
じゅつ
の変

へん
法
ぽう
，日本の明

めい
治
じ
維
い
新
しん

 
などがその例に挙げられる。� p.257p.190
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➡p.227 ➡p.258 ➡p.240

時代の
特徴

いち早く産業革命を成し遂
と

げたイギリスは，19世紀になると世界で圧
あっ

倒
とう

的
てき

な力をもつ覇
は

権
けん

国家となった。世界はイギリスの覇権の下
もと

で世界システムに組み込
こ

まれることとなった。

19世紀　イギリスの覇権と世界システム結びつく
世界

万ポンド
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2111 31 41 51 61 71年

農業・林業・漁業

工業（製造業・
鉱業・建設業）

商業・運輸業

〈P.ディーン，W.A.コール
『イギリスの経済成長1688～1959』〉

　　 イギリスの産業別国民
所得の変化
1

　　 「世界の工場」イギリス2
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●世界システム論をベースに展開。
　世界のつながりを構造化して理解できる近現代史

⬇教科書p.211 ⬇教科書 p.212

少数の一次産品の生産に特化した産業の構造はモ

ノカルチャー経済とよばれる。一次産品の大量生産

には大量の労働力が必要になり，劣
れつ
悪
あく
な労働環境の

プランテーションが広がった。イギリスの覇権の下
もと

で世界経済は垂直的な分業の結びつきを強めた（世
界システム）。モノカルチャー経済による低開発は，
20世紀に植民地が独立したのちも，先進国の経済
に従属させられたままで経済発展が進まず，先進国
と開発途

と
上
じょう

国
こく

の格差が拡大する南北問題の遠因と
なった。

➡p.212 QR ➡p.191

➡p.329

19世紀には、イギリスの覇権の下で垂直的な分業体制が
世界規模で構造化された(世界システム)ことがわかる。

特色
３ 世界全体のつながりが わかる「結びつく世界」
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●

はイギリスである。帝国主義

周辺」関係はアジア・アフリカに

半周辺」国家としてのアメリカ・

を遂
と
げた。

20世紀の覇権国家はアメリカである。「中核」・

「周辺」関係はさらに地球規模に広がった。東・南ヨー

ロッパ，ラテンアメリカ，東アジアなど半周辺的な

立場におかれた国家は少なくないが，最も力強い上

昇を遂げたのは東アジアの「半周辺」国家である。

19世紀

20世紀

において，地域を横断する遠
えん
距
きょ
離
り
の交通

にさかのぼって常にみられる。し

になると，工業化に先んじたヨーロッ

と,アフリカやアジアなどその他の地域と

な分業関係が地球規模で形成され

諸国は，アフリカやアジア・ラテ

地域を安価な原料や食料の供給地

品の市場・資本の投資先として自

むことで発展を遂
と
げた。他方，組

は，輸出用の一次産品の生産に特

)，従属的な立場になった。

とよばれる考え方では，原料や

地域と，工業製品を生産する地域

な分業関係に基
もと
づく世界経済を，

システム」とみる。そして工業化に先

原料や食料生産に特化させ

」とよぶ。

システムの資本主義的な構造においては，

周辺」を世界経済に組み込

が深まる。「中核」で工業化が

へ，さらに化学工業や電

新しく，利
り
潤
じゅん
率
りつ
が高い産業へ移行

すると，相対的に古い産業が「周辺」に移転し，そ

れにより工業化が進むことで，「中核」的な経済に

近づく国も現れる（「半周辺」)。19世紀末から20

世紀にかけての日本やロシア，20世紀末の東ア

ジア諸国の経済発展はそのような例とみることが

できる。

世界システムの「中核」のなかでも，生産・商

業・金
きん
融
ゆう
の全てにおいて他国を圧

あっ
倒
とう
する力をもつ

国を「覇
は
権
けん
国家」とよぶ。覇権国家は高い競争力を

有し，自由貿易が自国の利益となるため自由貿易

を主張し，貿易以外の分野でも自由主義を唱える

ようになる。しかし覇権国家が独
どく
占
せん
的
てき
に保有して

いた技術や機会は，自由貿易を通じてしだいに他

国にも開かれるため，その優位は時間の経過とと

もに失われ，「覇権」は衰
すい
退
たい
する。覇権の衰退期に

おいて最も長く維
い
持
じ
されるのは金融上の優位であ

り，ロンドンのシティのように覇権国家の金融セン

ターとしての役割が，長期的に持続する傾
けい
向
こう
がある。

「結びつく世界」のページでは，世界の同時代的

な見方を交易ネットワークや垂直的な分業体制の

構造に着目して紹
しょう
介
かい
してきた。19世紀以降は，

この世界システム論の視点で世界史をみていく。

システム論でみる世界史歴史の
見方

一次産品（モノカルチャー）

西ヨーロッパ

イギリス

工業製品

アメリカ・ロシア・
日本

垂直的な分業

ラテンアメリカ（カリブ海地域を含む）・
東ヨーロッパ・アフリカ・南アジア・

東南アジア・西アジア

中　核

覇　権

半周辺

周　辺
一次産品（モノカルチャー）

西ヨーロッパ

アメリカ

工業製品

東アジア（日本を含む）・
南ヨーロッパ・東ヨーロッパ・

ラテンアメリカ

カリブ海地域・アフリカ・
南アジア・東南アジア・西アジア

半周辺

周　辺

中　核

覇　権

●世界システム論をベースに展開。
　世界のつながりを構造化して理解できる近現代史

●19世紀以降は、世界システム論をベースに世界全体を記述。
●複雑な近現代史を、「中核 - 周辺」の構造で理解できる。

⬇教科書 p.212 世界システム論による歴史の見方を、
丁寧に解説するコラムを設置。
「中核」「周辺」「覇権国家」といった概念
用語の説明と、構造図により、この歴史
の見方をわかりやすく理解できる。

!
●「結びつく世界」一覧（全12箇所）
ページ テーマ（タイトル）

34 1~2 世紀
諸地域を結ぶ「陸の道」と「海の道」

84 3~5 世紀  NEW!!
ユーラシアの再編と交易ネットワーク

99 8~9 世紀  NEW!!
イスラーム = ネットワークの形成

128 10~12 世紀  NEW!!
「海の道」の活性化

134 13~14 世紀
ユーラシア大交流圏の成立と危機

155 16 世紀
「世界の一体化」の始まり

190 17~18 世紀
「17 世紀の危機」とその後の諸地域の発展

211 19 世紀
イギリスの覇権と世界システム

257 19 世紀後半 ~20 世紀初頭
世界大戦前夜の世界システム

304 20 世紀前半
二つの世界大戦と資本主義の変容

338 20 世紀後半
アメリカの覇権とその変容

349 現代
世界システムの変容とグローバル化の行方

世界全体のつながりが わかる「結びつく世界」
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特
色
３
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なぜ，人々はナチズムを支持したのか？Question

「普通の人々」とナチズム
―ナチ党の大衆運動と異分子の排除

探 究
TRY
探 究
TRYTRY

　ナチズムの政権掌
しょう

握
あく

とユダヤ人迫
はく

とユダヤ人迫
はく

とユダヤ人迫害
がい

はなぜ生じたのだろうか。資料を読み解いて考えてみよう。

STEP3STEPSTEPSTEP333 議 論 STEP2でまとめた内容
見が変わった場合は，STEP2でまとめた内容を変

STEP2STEPSTEPSTEP222 説 明 人々がユダヤ人迫害を止
諸課題でこれらのことに類STEP2STEPSTEPSTEP222 説 明 ナチズムが支持を広げた背景を，次の用語を使用して説明しよう。

ヴェルサイユ体制　中間層　大衆運動　社会主義勢力　労働者　人種主義

ナチ党の動きと得票率・支持層の変化，当時の人々の反応資料１

なぜ，人々はユダヤ人迫害を止めなかったのか？Question
ナチ党によるユダヤ人迫資料２

1）ナチ党がユダヤ B C
まえて考えよう。

２）なぜ人々は迫害を止めなかったのか， D

4STEP1STEPSTEPSTEP111 読 解１）図　と　から，ナチ党はいつ，どのような層に支持を拡大していったと言えるだろうか。
２）�史料 A で，人々はナチズムの魅

み
力
りょく
はどのようなものだと言っているだろうか。

３）�ナチズムが人々に支持を広げた理由として最も大きいと考える資料や人々の証言はどれだとあなたは考え
るだろうか。また，なぜそのように考えたのか，根

こん
拠
きょ
も説明しよう。

1 2STEP1STEPSTEPSTEP111 読 解

収容所での体験談C

　　 ナチ党の動きと得票率の推移1

1932年7月

1933年3月

1928年5月

1920年6月

1924年5月

1929年
世界恐慌開始
1930年9月

1932年11月

10.6%

49.8%

13.1%

12.6%

14.3%

37.9%

2.6%

33.1%

43.9%

16.8%
36.9%

12.3%

33.3%

37.3%
初めて第１党

42.8%

18.3%

0%

ナチ党の動き 選挙での得票率
1920.2  
  23.11

26     
32.7  
33.1  

.2  

.3  

.7  

.10
33     
34.8  
36.8  
38.3  

.8  

.9  

.11
39.6  

.8  
 

.9  

ヒトラー，ナチ党を改編
ミュンヘン一揆
ヒトラーユーゲントの設立
総選挙でナチ党第１党に
ヒトラー首相就任
国会議事堂放火事件
　→共産党の非合法化
初の強制収容所設置
全権委任法成立
ナチ党による一党独裁の開始
国際連盟脱退を通告
歓喜力行団の活動開始
ヒトラー，総統となる
ベルリンオリンピック
オーストリア併合
ヒトラーユーゲントの来日
ミュンヘン会談

「水晶の夜」
反たばこ政策本格化
障がい者に対する安楽死作戦
の開始
独ソ不可侵条約
ポーランド侵攻
　→第二次世界大戦

47.7%

2.0%

43.6%

6.5%

ナチ党
共産党
社会民主党
の連立
その他

　　 ナチ党員の職業別構成2

1923年

1933年
10.4 34.2

旧中間階層�44.6％
農民 手工業者・商人農民 手工業者・商人農民 手工業者・商人農民 手工業者・商人農民 手工業者・商人

30.9％
10.7 20.210.7 20.210.7 20.210.7 20.210.7 20.2 ホワイトカラー 官吏

33.6

新中間階層
24.6

労働者
21.3

その他・不明

32.1

3.4

9.5

20.6 13.0

〈『ヒトラー・1932～34』〉

　　 ナチ党
の収

しゅう
穫
かく
祭
さい
で

参加者に握
あく

手
しゅ
をするヒ

トラー
（1937年）

3

QR
動 画

　　 枢
すう
軸
じく
国
こく
の勢

せい
力
りょく
圏
けん
と収容所の分布4

ベルリン

アウシュヴィッツ

オランダ
10.6万人

ベルギー
2.4万人

フランス
8.3万人

ドイツ 16万人

イタリア
0.8万人

オーストリア
6.5万人 ハンガリー

26万人

ソ連
100万人ポーランド

30万人

リトアニア
13.5万人

ラトヴィア8万人

エストニア0.1万人

ユーゴスラヴィア
6万人

ルーマニア
46.9万人

チェコスロヴァキア
21.7万人

主な強制収容所
絶滅政策・大量虐殺
の行われた収容所
虐殺されたユダヤ
人の推定数
（1939～45年）
1939年の枢軸国
1942年までの　
枢軸国の勢力圏

青字

0 250km0 250km0 250km0 250km0 250km0 250km

ナチ党による宣伝B

5

ユダヤ人迫
はく

害
がい

に対する人々の反応
史史史史
 料 料 料 料 料 D

　最後の学年のころには，ユダヤ人を目
る教師が担任になった。彼

かれ
は，聖書の時間

問題をとりあげて，午前中いっぱいをこの
やし，ユダヤ人をののしった。 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉

　彼
かれ

ら（ユダヤ人）は，もう20年もわれわれのところ
や叔

お
父
じ

さんの農場に出入りしていた。ところが，…
「農場主で退

たい
役
えき

軍人のX（叔父）は，
ユダヤ人の奴

ど
隷
れい

である」と書かれたプレートが（
示
じ

板
ばん

に）立てかけてあった。� 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉

　…シナゴーク放火事件とその後の事件
人びとに事態をわからせようとすることをあきらめま
した。…理解してもらえる余地や，理解
ないし，事態がこのまま進行して，はじめに
つぎに体制の建設者が，そして，残
するにちがいないことがわかっていたからです。

〈マイヤー著�田中浩�金井和子訳『彼らは自由だと思っていた』〉

（ある労働者の回想）

（ある農家の回想）

（ある徒
と
弟
てい
の回想）（ある大学教員の証言）

6

人々のナチ党への反応
史史史史
 料 料 料 料 料

　1933年以降，子供たちを大勢もてるようになり，未来が開
けました。貧

ひん
富
ぷ

の差がちぢまりました。どこでもそれがわか
りました。チャンスが与

あた
えられたのです。

〈マイヤー著�田中浩�金井和子訳『彼らは自由だと思っていた』〉

　ボリシェヴィズム＊は，奴
ど

隷
れい

状態や魂
たましい

の死を意味するような
気がしました。ナチズムに賛成するかどうかなど，問題では
ありませんでした。ナチズムが，唯

ゆい
一
いつ

の防
ぼう

壁
へき

のような気がし
たのです。そこでの選

せん
択
たく

でした。 ＊ここでは共産主義を指す
〈マイヤー著�田中浩�金井和子訳『彼らは自由だと思っていた』〉

　民族同
どう

胞
ほう

の大部分は，歓
かん

喜
き

力
りっ

行
こう

団
だん＊をナチズムのほんとうに

素晴らしい成果として評価している。歓喜力行団のスポーツ・
コースは，年配者のあいだでも，ますます人気を集めている。
だれでもそれに参加できる。 ＊国民に余

よ
暇
か

活動を提供した組織

〈ポイカート著�木村靖二�山本秀行訳『ナチス・ドイツ�ある近代の社会史』〉

　わたしにとって決定的だったのは，ラインラントの占
せん

領
りょう

と
国防軍の復活だった。第一次世界大戦に出

しゅっ
征
せい

した兵士たちは，
当時，全員が勝利をわかちあった。わたしの父親であろうと，
だれであろうと，みな心から感激した。 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉
（ある職人の回想）

（元銀行員の回想）

（ある社会民主主義者の報告）

（ある青年の回想）

A

●資料読解を通じて思考力・判断力・表現力
　を養う特設「探究TRY」

⬇教科書p.302-303

異なる立場からの史料を読み解く
ことで、歴史にはさまざまな解釈
が成り立ち得ることがわかる。

特色
４ 探究する力が身につく 「探究TRY」「読み解き」
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303

なぜ，人々はナチズムを支持したのかQuestion

探 究
TRY

STEP3 議 論 STEP2でまとめた内容について，グループで発表し合い，議論してみよう。議論を経て，自分の意
が変わった場合は，STEP2でまとめた内容を変

へん
更
こう

しよう。

STEP2 説 明 がユダヤ人迫害を止めなかった最大の理由は何か，あなたの考えを説明しよう。また，現代の
課題でこれらのことに類

るい
似
じ

する事例はあるか，考えてみよう。STEP2 説 明

資料１

なぜ，人々はユダヤ人迫害を止めなかったのかQuestion
ナチ党によるユダヤ人迫

はく
害
がい
の実態資料２

党がユダヤ人迫
はく

害
がい

を行った理由は何だろうか。図　や史料 B と C ，教科書p.293も踏
ふ

めなかったのか，史料 D からどのような状
じょう

況
きょう

や人々の考えがあったのか，分類しよう。

4STEP1 読 解

A

1 2STEP1 読 解

　出
で

迎
むか

えるとは，人々の手荷物を，そのなかに入って
いるというか，隠

かく
されている値打ち品，つまり当時貴

重になっていた日用品や，こっそり持ちこまれた宝石
のたぐいもろとも取りあげることだった。戦争末期の
当時，ヨーロッパでアウシュヴィッツほど金銀，プラ
チナ，ダイヤモンドがごっそり集積していたところは
なかった。 〈フランクル著�池田香代子訳�『夜と霧』〉

収容所での体験談
史史史史
 料 料 料 料 料 C

1

1932年7月

1933年3月

1928年5月

1920年6月

1924年5月

1929年
世界恐慌開始
1930年9月

1932年11月

10.6%

49.8%

13.1%

12.6%

14.3%

37.9%

2.6%

33.1%

43.9%

16.8%
36.9%

12.3%

33.3%

37.3%
初めて第１党

42.8%

18.3%

0%

ナチ党の動き 選挙での得票率
1920.2  
  23.11

26     
32.7  
33.1  

.2  

.3  

.7  

.10
33     
34.8  
36.8  
38.3  

.8  

.9  

.11
39.6  

.8  
 

.9  

ヒトラー，ナチ党を改編
ミュンヘン一揆
ヒトラーユーゲントの設立
総選挙でナチ党第１党に
ヒトラー首相就任
国会議事堂放火事件
　→共産党の非合法化
初の強制収容所設置
全権委任法成立
ナチ党による一党独裁の開始
国際連盟脱退を通告
歓喜力行団の活動開始
ヒトラー，総統となる
ベルリンオリンピック
オーストリア併合
ヒトラーユーゲントの来日
ミュンヘン会談

「水晶の夜」
反たばこ政策本格化
障がい者に対する安楽死作戦
の開始
独ソ不可侵条約
ポーランド侵攻
　→第二次世界大戦

47.7%

2.0%

43.6%

6.5%

ナチ党
共産党
社会民主党
の連立
その他

2

1923年

1933年

〈『ヒトラー・1932～34』〉

3

QR
動 画

と収容所の分布4

ベルリン

アウシュヴィッツ

オランダ
10.6万人

ベルギー
2.4万人

フランス
8.3万人

ドイツ 16万人

イタリア
0.8万人

オーストリア
6.5万人 ハンガリー

26万人

ソ連
100万人ポーランド

30万人

リトアニア
13.5万人

ラトヴィア8万人

エストニア0.1万人

ユーゴスラヴィア
6万人

ルーマニア
46.9万人

チェコスロヴァキア
21.7万人

主な強制収容所
絶滅政策・大量虐殺
の行われた収容所
虐殺されたユダヤ
人の推定数

（1939～45年）
1939年の枢軸国
1942年までの　
枢軸国の勢力圏

青字

　彼
かれ

ら（ユダヤ人）は国家を形成する力もなく，文化創
造力，労働意欲もなく，労力なくして利益をむさぼり，
いたるところで利益を吸い上げ，国際的な結びつきに
より，国家経済の支配をもくろみ，国家を破

は
壊
かい

しよう
としている。そのためには手段を選ばない。

〈『ヒトラーとナチス第三帝国』〉

ナチ党による宣伝
史史史史
 料 料 料 料 料 B

　　 ナチ党による宣伝　ナチ党は反ユダヤキャンペーン
を，新聞やポスターなどのほか，大衆運動を通じて展開した。
5

ユダヤ人迫
はく

害
がい

に対する人々の反応D

のころには，ユダヤ人を目のかたきにす
彼
かれ

は，聖書の時間にユダヤ人
午前中いっぱいをこの問題につい

人をののしった。 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉

人）は，もう20年もわれわれのところ
りしていた。ところが，…

軍人のX（叔父）は，民族の裏切り者で，
書かれたプレートが（村の掲

けい

てかけてあった。� 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉

　ナチスが彼
かれ

らにどんなことをしたのか，わたしたちみんな
は知りませんでしたが，時とともにもれて伝わってきました。
…彼らが強制収容所に送られて，ガスで殺され，大量にうめ
られた，ということはあと＊になって知りました。…そんな
ことがおよそ可能だったということを認めたくないので，頭
の外に追いやっているのだと，わたしは思います。
＊戦争の終結より前 〈山本秀行『ナチズムの記憶』〉

とその後の事件からあとは，
をわからせようとすることをあきらめま
してもらえる余地や，理解させる能力が

進行して，はじめに犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

が，
が，そして，残った私たちが破

は
滅
めつ

するにちがいないことがわかっていたからです。
〈マイヤー著�田中浩�金井和子訳『彼らは自由だと思っていた』〉

（ある労働者の回想）

（ある農家の回想）

（ある徒
と
弟
てい
の回想）（ある大学教員の証言）

　　 見せしめと
なったユダヤ人
を見物する群衆

（1938年 ）　 首
から下げたプラ
カードには「私
は民族共同体か
ら除外されまし
た」と書かれて
ある。

6

人々のナチ党への反応

（ある職人の回想）

（元銀行員の回想）

（ある社会民主主義者の報告）

（ある青年の回想）

A

!
●「探究TRY」一覧（全6箇所）
ページ テーマ（タイトル）

46-47 ユーラシア東部の国際関係
　―「中華」の王朝とその周辺

82-83 古代ローマと世界帝国
　―古代ローマの国家体制

156-157 銀にみる世界の一体化
　―16 世紀の世界の結びつき

209-210 工業化による世界の変化
　―労働・環境・国際分業体制

266-267 国民と国民国家の誕生
　―国民統合と国家形成

302-303 「普通の人々」とナチズム
　―ナチ党の大衆運動と異分子の排除

●資料読解を通じて思考力・判断力・表現力
　を養う特設「探究TRY」

● 複数の資料を読解しながら、自分の考えを説明したり、 
議論したりする探究活動のためのページ。

●多面的・多角的な視点で歴史事象を考察できる。

　�複数の資料の読解を通じて、�
自分の考えをまとめる。

　�STEP1をうけて、�
自分の考えを説明する。

　�STEP2の内容をグループで発表�
し合い、　議論をもとに自分の考えを�
再検討する。

「探究TRY」の三段階の問い

STEP3 議 論

STEP2 説 明

STEP1STEPSTEPSTEP111 読 解

STEP3 議 論

STEP2STEPSTEPSTEP222 説 明

STEP1 読 解

STEP3STEPSTEPSTEP333 議 論

STEP2 説 明

STEP1 読 解

１部２章にあたるp.10-11では「家族
の形態の変化と歴史」を、p.12-13で
は「感染症への対応の歴史」をテーマ
に探究的な学習ができます。

自分の考えを説明したり、
議論したりする探究活動を通
じて、より深い考察ができる。

探究する力が身につく 「探究TRY」「読み解き」

19

特
色
４



唐末五代の変動　唐宋変革

3

1 ２

QR

1

QR

中央ユーラシア諸勢力の自立　キタイ・女真・西夏

2 4

3

4

5

5問 い

2

3

4
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1

　　�12世紀のユーラシア東方
の多国家体制　遊牧国家のキタ
イ帝国はモンゴル高原にも進出
し，女

じょ
真
しん

人の金
きん

は高原の遊牧勢
力を間接支配した。西

せい
夏
か

は東西
貿易を押

お
さえて繁

はん
栄
えい

した。
読み解き 図　と図　を比

ひ
較
かく
し，

キタイ（カラ＝キタイ）と金の支配
地域で異なる点を二つ挙げよう。
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　　 キタイ帝国と北
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宋
そう
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節3節

匈奴の解体と遊牧民の移動・拡散

1 QR

史料 1

2

2　

2

1

問 い

　（この手紙は）ヴァルザック様へ，…私ナナイ＝ヴァン
ダクから送られました。
　…最後の天子は，飢

き
饉
きん
のために洛

らく
陽
よう
から逃

とう
亡
ぼう
し，宮

きゅう

殿
でん
と城には火が放たれて焼け落ちました。洛陽も鄴

ぎょう

も�もうだめです。その上，匈
きょう
奴
ど ＊１たち……長

ちょう
安
あん
……まで，

そして鄴までを，昨日まで天子の家来であったこの匈
奴たちが……。…私たちには，残った中国人が長安から，
中国から，匈奴を追い払

はら
うことができたのか，あるい

は残りの国々を取り返したのか分かりません。…
　私は敦

とん
煌
こう
に向け…32個の麝

じゃ
香
こう＊２を送りました，…（サ

マルカンドに）届けられましたら，それを５等分し，そ
の５分の３は私の息子が取り，５分の１はペーサックが，
そしてもう５分の１はあなた様が（おとり下さい）。
＊１�匈奴はこの手紙ではKhun（フン）とよばれている　
＊２�香料・薬材の原料
（…は中略部，……は破損で読めない箇所） 〈吉田豊 荒川正晴訳 一部改変〉

中国にいたソグド人が
サマルカンドに出した手紙（313年）

史史史史
 料 料 料 料 料

読み解き この手紙は，中国でどのような出来事があったと伝え
ているだろうか。また，手紙を書いたソグド人はどのような仕
事に従事しているだろうか。

　　 遊牧民の南下の動き1
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大韓民国
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311 南匈奴，洛陽を陥落
316 南匈奴，長安に移った晋を
　　 滅亡させる（  　 　）　➡p.38
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●各種資料から、資料読解の技能を養う
　「読み解き」の問い

⬇ ⬇教科書 p.35 

⬇ ⬇教科書 p.123

地図を比較することで、金はキタイ帝国とは違い
モンゴル高原を支配していないことや、12世紀は
ユーラシア東方の多極化が進んでいたことが読み
取れる。

史料と地図から、五胡十六国時代の始まりの具体的な様相が読み取れる。
また、史料に出てくるソグド人は商業に従事していたことが読み取れる。

特色
４ 探究する力が身につく 「探究TRY」「読み解き」

地図地図

文章史料
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問 い

野戦郵便から見る人々の心情

　　 第一次世界大戦中に作成されたポスター（左 ドイツ，右 イギリス）2

祖国は危機にある

君もなろう！

4

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

（一八
〇
五
〜一五
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南
北
戦
争

（一八
六一〜
六
五
）

普
仏
戦
争

（一八
七
〇
〜
七一）

第一次
世
界
大
戦

（一九一四
〜一八
）

198.1

62.3 18.8

855.6
〈『戦争と国際システム』ほか〉

5

　　 フランスの絵入り新聞　
（1914年10月4日 ）　 ド イ ツ 軍
の砲

ほう
撃
げき

で炎上するランス大聖堂
(→p.89)が描

えが
かれている。ヨー

ロッパではヴァンダル人(→p.86)
が野

や
蛮
ばん

な破
は

壊
かい

者
しゃ

とされてきた。 
読み解き 図１と 2 は，それぞ
れどのような効果を生むことを
ねらいとしているだろうか。

１

ランス大聖堂

ヴィルヘルム2世

ヴァンダル人の皇帝

読み解き 3
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動 画
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ロ
ッ
パ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ

労働運動と社会主義運動の高まり
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3

4

イギリスの覇権の動揺

1873年の大不況と「帝国主義の時代」の始まり

コラム
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問 い
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読み解き１

2

3

　　 工業生産の国別割合の変化 読み解き アメ
リカとドイツがイギリスの工業生産を追い抜

ぬ
いた

のは，それぞれどの時期だろうか。

4

アメリカ
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〈『近代国際経済要覧』〉
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ッ
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●各種資料から、資料読解の技能を養う
　「読み解き」の問い

●B5判型を活かし、本文の周囲にさまざまな資料を掲載。
●多数の資料に「読み解き」の問いを設置。
●資料を見る視点など、資料読解の技能が身につく。

⬇教科書 p.247

⬇ ⬇教科書 p.270

総力戦となった第一次世界大戦では、兵士
を大量に動員する必要があったため、国家
は新聞やポスターで国民の愛国心に訴えて
いたことがわかる。

第１次産業革命において「世界の工場」
であったイギリスが、第２次産業革命
の進行につれてアメリカとドイツに追
い抜かれていくことが読み取れる。

探究する力が身につく 「探究TRY」「読み解き」

祖国は危機にある

ポスター ポスター新聞

〈『近代国際経済要覧』〉

グラフ
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特
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えいきょう

　前８世紀ごろになると，人々はアクロポリスとよばれる丘
おか
に神殿を建

て，そこを拠
きょ
点
てん
に集

しゅう
住
じゅう
するようになった。丘のふもとには集会の場とし

ての広場（アゴラ）が設けられた。こうした都市国家（ポリス）は各地に生

まれた。このころには海上交易が活発化し，アルファベットが用いられ

るようになった。人口が増加するとギリシア人は耕地を求めて植民活動

を行い，地中海・黒海沿岸に多数の植民市を建設した。ポリスは互
たが
いに

エーゲ文明

1 QR

1

2 QR

ポリスの形成
長く続いた混乱のなかでギリシア人は，市民が政治を担うポリスという新しいかた
ちの都市国家を生み出していった。

acropolis

　前８世紀ごろになると，人々はアクロポリスとよばれる丘
acropolis

　前８世紀ごろになると，人々はアクロポリスとよばれる丘

3
agora

ての広場（アゴラ
agora

ての広場（アゴラ
polis

QR

➡p.61
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　　 クノッソス宮
きゅう
殿
でん
の壁

へき
画
が
（復元）　

読み解き  壁画には，どのような文化
的特

とく
徴
ちょう

が表れているだろうか。
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地中海周辺の国家形成 古代ギリシアの社会，国家，文化・思想
にはどのような特徴があるだろうか。

節の
課題2節

●歴史の流れがつかみやすい
　要約文･本文･側注の三段構成��

⬇教科書p.64-65

エーゲ文明
エーゲ海の島々では海上交易を基盤とする文明が成立し，やや遅れてギリシア本土
ではギリシア人による最初の文明が成立した。

　エーゲ海の島々やギリシア本土南部では，オリエントの影
えい
響
きょう
を受けて，

小規模ではあったが独自の青
せい
銅
どう
器
き
文明が発達した。このいくつかの文明

は，総
そう
称
しょう
してエーゲ文明とよばれる。

　クレタ島では，前2000年ごろからクノッソスを中心に複雑な構造を

もつ宮
きゅう
殿
でん
が建設された。このクレタ文明は，城

じょう
壁
へき
がない宮殿や鮮

あざ
やかな

彩色壁画から，平和で海洋的な性格であったと考えられている。一方ギ

リシア本土では，前1600年ごろインド＝ヨーロッパ系のギリシア人が，

ミケーネ・ティリンス・ピュロスなどに堅
けん
固
ご
な城

じょう
塞
さい
を王宮とする小規模

な専制国家を成立させた。これがミケーネ文明である。彼
かれ
らは前1400

年ごろにクレタ島に進出し，後には小アジアのトロイア（トロヤ）にも遠
えん

征
せい
した。

　エーゲ文明は前12世紀ごろ滅
めつ
亡
ぼう
した。一説には「海の民

たみ
」の侵

しん
入
にゅう
によ

るともいわれる。その後ギリシアは約400年間にわたって文字史料がな

い暗黒時代に突
とつ
入
にゅう
したが，戦乱のなかで鉄器が広く用いられていった。

Aegean

1 QR
Knossos

1

Kreta

2 QR

Mycenae

文明
Mycenae

文明

➡p.61

　　エーゲ文明の発見　ドイツ
のシュリーマン（1822〜90年）は，
ホメロスの英

えい
雄
ゆう
叙
じょ
事
じ
詩
し
（→p.69）

に描
えが
かれたトロイア戦争を史実

と信じてトロイアやミケーネの
遺
い
跡
せき
を発

はっ
掘
くつ
し，エーゲ文明の存

在を証明した。一方クレタ文明
の中心地クノッソス宮

きゅう
殿
でん
を発掘

したのはイギリスのエヴァンズ
（1851〜1941年）である。クレ
タで発見された絵文字と線文字
Ａは未解読だが，線文字Ｂはイ

1

ギリスのヴェントリス（1922〜
56年）によって解読され，古い
ギリシア語を記したものである
ことが明らかにされた。

　　ギリシア人　古代ギリシア
人は方言の違

ちが
いにより，イオニ

ア人・ドーリス人・アイオリス
人に分かれる。

2

　　植民市　植民市は独立した
ポリスで，近代の植民地とは異
なり，植民者を出した母

ぼ
市
し
に従

属することはなかった。

3

　　共通の民族意識　ギリシア
人は同じ言語を話し，同じ神々
を信

しん
仰
こう
する自分たちのことをヘ

レネスとよび，異民族をバルバ
ロイ（不可解な言語を話す人々）
とよんで区別した。また，デル
フォイの神

しん
託
たく
やオリュンピアの

祭典（→p.70）などで，共通意識
が深まった。

4

　　 

的特

本文の要点をまと
めた要約文
➡�本冊子p.24で
解説

56年

　　

因果関係や社会構
造、歴史事象の流
れを丁寧に記した
本文
➡�本冊子p.6-9で
解説

F
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　　
人は同じ言語を話し，同じ神々

本文の詳細や補足
を記した側注
➡�本冊子p.25で
解説

特色
５ 理解がさらに深まる「紙 面の三段構成」
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エーゲ文明

1 QR

1

2 QR

ポリスの形成

3

QR

3 2

抗
こう
争
そう
を繰

く
り返したが，同じギリシア人であるという共通の民族意識を失

うことはなかった。西アジアや中国では都市国家から世界帝国へと国家

が発達していったが，ギリシアでは都市国家の形態を維
い
持
じ
しつつ国家が

発展した。

　ポリスには初め，王がおかれていることが多かったが，後に貴族によ

る支配が強まった。しかし戦争において重
じゅう
装
そう
歩
ほ
兵
へい
の密

みっ
集
しゅう
隊
たい
戦術が優勢に

なってくると，同等の資格で戦場に立ち，同じ責任を負うことから，政

治参加を求める平民の声が強まり，参政権を有する市民が登場した。市

民は成年男子に限られ，貴族・平民の違
ちが
いはあったが土地を所有し，か

つ自費で武具を用意する戦士であった。女性，ほかのポリスの出身者，

奴
ど
隷
れい
は政治から排

はい
除
じょ
され，特に奴隷は本人の意思を無視して市場で売買

された。奴隷は主に戦争捕
ほ
虜
りょ
や債

さい
務
む
によって自由を失った者で，家事・

農業・鉱山などで労働を強制された。

　ギリシアで最も典型的なポリスはスパルタとアテネであった。ドーリ

ス人のスパルタでは，征
せい
服
ふく
した先住民をヘイロータイ（隷

れい
属
ぞく
農民）とし，

またペリオイコイ（周辺民）を支配した。市民の10倍以上の人口のヘイ

ロータイを抱
かか
えたスパルタは，反乱に備え強力な軍事力を維持する必要

があった。そのため市民は一
いっ
切
さい
の生産労働をせずに，少年期から集団生

活をして厳格な軍事訓練を行った。また市民間の平等を維持するため，

土地の売買を禁じ，他のポリスと交易を行わなかった。

　イオニア人のアテネでは，商工業の発展に伴
ともな
って貧

ひん
富
ぷ
の差が拡大し，

裕
ゆう
福
ふく
な貴族が政治を独

どく

占
せん

する貴族政となった。貴族政の下
もと
では，債務を

負って財産を手放し，奴隷に転落する平民が後を絶たなかった。平民の

没
ぼつ
落
らく
は軍事力の低下を意味したため，前594年にソロンは，債務の帳消

しを行い，債務によって奴隷とされることを禁止して平民を保護した。

さらに血統でなく財産額によって市民の政治的権利・義務に差をつけた

4

4

キーワードQR

QR

スパルタとアテネ（アテナイ）
二つの典型的なポリスのうち，スパルタは閉鎖的で強固な軍事体制を成立させ，商
工業の発達したアテネは試行錯誤の末，民主政を成立させていった。

Sparta

スパルタ
Sparta

スパルタ
heilotai

perioikoi

5

Athenai

QR

Solon

前 640ごろ～前 560ごろ

　　　　アテネとスパルタの
共通点と相

そう

違
い

点
てん

を要約しよう。
問 い

　　スパルタの被
ひ
支
し
配
はい
民
みん
　ヘイ

ロータイは家族をもち集落をつ
くって生活したが，厳しい監

かん
視
し

の下
もと
でスパルタ市民の農地を耕

作し，徹
てっ
底
てい
した収

しゅう
奪
だつ
を受けた。

またペリオイコイは商工業に関
わり，従軍と貢

こう
納
のう
の義務を負い，

また参政権は与
あた
えられなかった。

5

1

2

3

4

ギリシアやローマ（→p.72）
などの古代都市国家では，戦

せん
ギリシアやローマ（→p.72）

せん
ギリシアやローマ（→p.72）

闘
とう

に参加する戦士だけが，民
会（→p.67）に参加し国政に関
わる資格をもつ「市民」と考え
られていた。中世になると「農
民」に対し，城

じょう

壁
へき

で囲まれた都
市に住む人という意味で，「市
民」は主に商人や手工業者を指
した。ただし，そのなかで市政
を担

にな

ったのは少数の富
ふ

裕
ゆう

な大商
人や親方に限られた（→p.112）。

市民（ギリシア・ローマ）
 

読み解き
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中
海
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エ
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　　 重
じゅう
装
そう
歩
ほ
兵
へい
の兵士4

　　 アテネのアクロポリス　ア
クロポリスには守護神をまつる
神
しん

殿
でん
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●歴史の流れがつかみやすい
　要約文･本文･側注の三段構成��

● 因果関係がわかりやすい本文と、地図や写真などの図版・資料に加え、 
要約文と側注を設置。

重要な概念用語
については、

「Key Word」で
さらに深める。

地域インデック
スで、学習地域
が一目でわかる。

理解がさらに深まる「紙 面の三段構成」
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例）教科書２部３章５節「イスラームの誕生」の要約文
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て，社会的役割を担う体制がつくり出された。
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●学習場面に応じて�さまざまな活用ができる
　要約文と側注　

要約文
● 小見出しごとに、本文の要点を２行程度で端的にまとめた要約文を設置。

要約文の活用法（例）
・予習で大まかな流れを把握する。 ・授業で前時の内容をおさらいする。
・受験前に通史をおさらいする。 ・論述の文例として活用する。

特色
５ 理解がさらに深まる「紙 面の三段構成」

教科書

p.94

p.93

p.95

p.95

p.97

p.97
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例）教科書 p.162-163 の側注

●学習場面に応じて�さまざまな活用ができる
　要約文と側注　

● 要約文では、歴史の大まかな流れと全体像をつかめる。
●側注では、詳細な知識を補充できる。

側注
● 本文に出てくる用語やさらに詳細な事項について、側注で解説。

側注の活用法（例）
・学習内容をさらに詳しく理解する。 ・受験対策として、細かな知識を補充する。

本文で学習するサファヴィー朝や
ムガル帝国に関して、より詳細な
知識をおさえられる。

３部２章　アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出 ４節　イスラーム世界の成熟162 163
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メニア出身の騎
き

兵
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や宮
きゅう

廷
てい

官
かん

僚
りょう

を積極的に登用するとともに，火器を中心

とした軍備の改革を進めて，オスマン帝国やポルトガルに対して軍事的

な成果を上げた。さらにイスファハーンへ首都の移転を行った。 

イスファハーンには「王のモスク」をはじめとする壮
そう

麗
れい

な建築物が建て

られた。またアルメニア教徒居住区がつくられ，アルメニア商人によっ

て国際商業の活性化が図
はか

られた。こうして，多くの人や物が集まり，「イ

スファハーンは世界の半分」といわれるほどの繁
はん

栄
えい

を極
きわ

めた。多くのヨー

ロッパ商人が生
き

糸
いと

と絹製品を求めて到
とう

来
らい

したことでも知られる。

　南アジアでは，16世紀にティムールの末
まつ

裔
えい

バーブルが北インドに侵
しん

入
にゅう

し，ムガル帝国を建てた。その後，第３代皇帝のアクバルは帝国の中

央集権的機構を整えた。検地が行われ，地税額が確定したことによって

財政基
き

盤
ばん

が確立した。また，官僚制度（マンサブダール制）が整備され，

官僚は官位に応じて土地の徴
ちょう

税
ぜい

権
けん

を与
あた

えられた一方で，その役職や給
きゅう

与
よ

地
ち

は世
せ

襲
しゅう

化
か

を防ぐために短期間で変
へん

更
こう

された。他方でラージプートの王

女を妃
きさき

に迎
むか

え，同時に多くのラージプートの王族を高級官僚として迎え

入れた。さらに非ムスリムに対する人
じん

頭
とう

税
ぜい
（ジズヤ）を廃

はい
止
し

して融
ゆう

和
わ

に努

めた。こうして集権化とともにヒンドゥー勢力との協力関係を築くこと

で，帝国はかつてないほどに安定した。

　ところが第６代アウラングゼーブは人頭税を復活させるなどして，イ

スラームから逸
いつ

脱
だつ

していた帝国運営をイスラームによる統治に戻
もど

そうと
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ムガル帝国の繁栄
南アジアでは，16世紀にティムールの子孫が侵入して建てたイスラーム王朝のム
ガル帝国が，ヒンドゥー勢力を取り込み，17世紀にかけて繁栄した。
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試みた。彼
かれ

は南インドにまで領土を広げて最大領域を築いた一方で，領

土の拡大により官僚の急増と給与地不足を招いて財政を悪化させ，また

イスラーム的政策がラージプートやシク教徒の反乱を誘
ゆう

発
はつ

した。こうし

たなかで有力官僚たちが地方勢力として徐
じょ

々
じょ

に自立化へと動き始め，彼

の没
ぼつ

後
ご

，帝国は急速に解体へと向かった。それと交代するように，デカ

ン地方から勃
ぼっ

興
こう

したヒンドゥー勢力マラータ王国が，18世紀における

南アジアの最大勢力へと成長していった。

　16世紀には，ナーナクがシク教を創始するなど，ヒンドゥー教とイ

スラームを融合させた新興宗教が現れた。背景には両宗教の信
しん

仰
こう

形態の

接近があり，ヒンドゥー教では神への信愛を説く一神教的な信仰が隆
りゅう

盛
せい

する一方，イスラームでは神との一体感を求めるスーフィズムが盛
さか

んに

なり，その聖者崇
すう

拝
はい

はヒンドゥーにまで浸
しん

透
とう

していった。言語面では北

インドの日常語であるヒンディー語に，公用語であるペルシア語の語
ご

彙
い

を数多くとり入れたウルドゥー語が形成された。建築においても，ター

ジ＝マハルに代表されるインド独特のイスラーム建築が発展し，またム

ガル宮廷ではイランの細
さい

密
みつ

画
が

にインドの絵画文化が融合した絵画が生み

出されるなどインド＝イスラーム文化が栄えた。

Marāt.hā

1674 ～ 1818

ヒンドゥーとイスラームの文化融合
ムガル帝国時代までに，思想・言語・芸術などさまざまな分野でヒンドゥーとイス
ラームが融合し，インド＝イスラーム文化が形成されていった。
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　　グルジア・アルメニア系の
軍人・宮

きゅう
廷
てい
官
かん
僚
りょう
　王の近

この
衛
え
軍団

として用いられたが，やがて自
分の出身地との強いきずなをつ
くりあげ，文官としても，独自
の宮廷勢力を築きあげるように
なった。

1

　　ラージプート　７，８世紀に
現れた北インドの王

おう
侯
こう
・戦士

ジャーティ（→p.53）。ムガル帝
国時代には帝国官

かん
僚
りょう
として，英

領時代には藩
はん
王
おう
（→p.231）とし

て北インドの最も優勢な土着ヒ
ンドゥー勢力であり続けた。

2

　　　　ムガル帝国はなぜ，
安定した統治を行うことがで
きたのか，説明しよう。

問 い

　　シク教　ヒンドゥー教とイ
スラームとを批判的に統合した
宗教。業

ごう
・輪

りん
廻
ね
の思想を基

き
礎
そ
に

する一方で，偶
ぐう
像
ぞう
崇
すう
拝
はい
を批判し，

カースト制に反対する。パン
ジャーブ地方に勢力を広げた後，
教団としてアウラングゼーブに
反旗をひるがえしたため迫

はく
害
がい
さ

れたが，19世紀初頭には独立王
国（シク王国）を築いた（→p.231）。
現在でもパンジャーブ地方では
最大宗教である。

3

　　インドにおけるスーフィズ
ム　両宗教の詳

くわ
しい思想体系の

違
ちが
いを知らない民衆は，修

しゅ
行
ぎょう
に

よって神との合一を目指すスー
フィズムの姿を，修行によって
解
げ
脱
だつ
しようとするヒンドゥーの

修
しゅ
行
ぎょう
僧
そう
の姿と重ね，彼

かれ
らを共に

崇
すう
敬
けい
した。このことがまた，スー

フィーを通じてヒンドゥー教徒
がイスラームへと改宗する背景
となった。

4

　　ウルドゥー語　現在のパキ
スタンでの国語となっている。
5

　多数派のヒンドゥー勢力を前に展開されたムガル帝国の融
ゆう

和
わ

政策は，帝国の安定化
をもたらした。それは同時に急速に支配領域を拡大する方策でもあり，さらにはイン
ドの帝国権力としての正当性にもつながった。なおムガル帝国は，非ムスリムを改宗
させずに帝国指導層に迎

むか
え入れたが，これは他地域のイスラーム国家にはみられない。

他方，ヒンドゥー王権も融和的であり，例えばヴィジャヤナガル王国（→p.164）の宮
きゅう

廷
てい

ではムスリム風衣
い

装
しょう

の着用や王のスルタン称
しょう

号
ごう

など，イスラーム文化を受容してい
た。この傾

けい
向
こう

が逆転するのは18世紀以降，特にイギリス領となってからである。

　　 16~17世紀のムガル帝国　ムガル帝国は北インド
から勃

ぼっ
興
こう

し，しだいに南へ勢力を伸
の

ばした。
2
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アクバルが
アグラに遷都

1526　バーブルが
ロディー朝を破る

∴

アクバル即位時の
領土（1556年）
アクバル時代に
拡大した領土（1605年）
アウラングゼーブ時代までに
拡大した領土（1700年）
マラータ王国初期の
領土（1680年）
ヒンドゥー系諸国国名

0 500km 　　 ムガル皇帝に謁
えっ
見
けん
する人々

17世紀に描
えが

かれたこの細
さい

密
みつ

画
が

に
は，第４代ムガル皇帝ジャハー
ンギールに謁見する人々として，
上から順にスーフィー，オスマ
ン皇帝のスルタン，イングラン
ド王ジェームズ1世（→p.178）な
どが描かれている。

3

　　 サファヴィー朝とムガ
ル帝国の関係　両王朝の温和
な関係が表された細

さい
密
みつ

画
が

。共
にペルシア語を公用語として
おり，このため官

かん
僚
りょう

や学者の
人材交流も盛

さか
んであった。
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教団としてアウラングゼーブに
反旗をひるがえしたため迫

はく
害
がい
さ

れたが，19世紀初頭には独立王
国（シク王国）を築いた（→p.231）。
現在でもパンジャーブ地方では
最大宗教である。
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⬇教科書 p.162-163

理解がさらに深まる「紙 面の三段構成」
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例）４部５章　世界大戦の時代 の見通し・振り返り

●章・節ごとの「見通し」・「振り返り」
●章には「見通し」「振り返り」を、節には「課題」「まとめ」を設置。
● 章の「見通し」(課題)を受けて、各節で「課題」→「まとめ」を積み重ねなが

ら、課題を追究。最後に章の「振り返り」で自分の考えを説明する。
●自身の考えを説明することで、思考力・判断力・表現力が養われる。

その他 その他の特色

４部５章の見通し
なぜ世界は二度の大きな戦争を引き起こしてしまったのだろうか。（教科書 p.268）

４部５章の振り返り
なぜ第一次世界大戦の反省を踏まえた平和への取り組みは成功せず、第二次世界大戦が起こっ
てしまったのか、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.301）

1 節　第一次世界大戦と社会主義革命
課　題： 第一次世界大戦はヨーロッパの列強にどのような変化をもたらしただろうか。（教科書p.268）
まとめ： 第一次世界大戦によってヨーロッパ諸国とそれを取り巻く国際秩序はどのように変

化したか、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.276）

2 節　第一次世界大戦とアジアのナショナリズムの展開
課　題：民族自決の理念はアジア諸国にどのような影響と変化をもたらしただろうか。（教科書 p.277）
まとめ： 民族自決の理念はアジアの国民国家建設にどのように影響を与えたか、各地域の展

開を踏まえて、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.285）

3 節　大衆社会の到来とファシズムの出現
課　題： 第一次世界大戦後の世界経済と欧米の政治の動きはどのように変化したのだろうか。

（教科書 p.286）
まとめ： 世界恐慌への各国の対応はその後の世界の政治や経済にどのような影響をもたらし

たといえるか、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.293）

4 節　第二次世界大戦とその惨禍
課　題：どのようにして、各国は第二次世界大戦に突入していったのだろうか。（教科書 p.294）
まとめ： ヨーロッパでの戦争、アジア・太平洋での戦争の原因と結果はそれぞれどのような

ものか、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.301）
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が国民に広がった。そして，カトリックなどの宗教団体による公教育へ

の介
かい

入
にゅう
（学校経営）が排

はい
除
じょ

されるなど，政教分
ぶん

離
り

が強化された。

　歴代の共和派政権は1880年代から，第２次産業革命の進展で過
か

剰
じょう

に

なった商品・資本の輸出先を得る目的と，ドレフュス事件や政教分離に

よる国内対立を和
やわ

らげるため，アジアとアフリカで植民地拡張政策を推

進した。軍部は，軍事予算の増額と軍人の社会的地位の上
じょう

昇
しょう

を期待し，

カトリック教会は海外への布教を望み，それぞれ植民地拡張を支持した。

　南北戦争後のアメリカでは，鉄道の発展で西部への入植と農業開発が

進んだ。また西部が農業機械などの市場となったため，北部の工業地帯

が急速に成長した。1869年には最初の大陸横断鉄道が完成した。

　大量に到
とう

来
らい

した移民もアメリカの経済発展を支えた。1870年代まで

はドイツとアイルランドからの移民が主流だったが（旧移民），80年代

以降は，イタリアと東
とう

欧
おう

からの移民が年単位で多数派となり（新移民），

ユダヤ人もこの時期以降に大量に流入した。また，数は少なかったが，

中国やインドを中心にアジアからの移民（華
か

僑
きょう

・印
いん

僑
きょう

）もあった。

　広大な国内市場と豊富な移民労働力をもとに，アメリカは1880年代

に世界最大の工業国となった。そして1890年に内陸のフロンティアが

消
しょう

滅
めつ

したこともあり，海外進出の機運が高まっていった。アメリカは，

カリブ海域を中心にラテンアメリカ諸国を勢力下におこうとしたうえ，

太平洋方面にも進出を図
はか

り，マッキンリー大統領時代にハワイを併
へい

合
ごう

し

た。また，米
べい

西
せい
（アメリカ−スペイン）戦争に勝利し，フィリピン・グアム・

プエルトリコを奪
うば

い，さらにキューバを独立させて事実上の保護国とし

た（プラット条
じょう

項
こう

）。清
しん

朝についても，国務長官ジョン＝ヘイが，市場進

1

➡p.253

アメリカ合衆国の海外膨張
鉄道網の発達と移民労働力に支えられて，アメリカは1880年代に世界最大の工業
国になった。前後してフロンティアも消滅し，海外膨張の傾向を強めていった。

➡p.224

2 1

➡p.255

➡p.222

➡p.211

➡p.222

2
McKinley

り，マッキンリー大統領時代にハワイを併
McKinley

り，マッキンリー大統領時代にハワイを併
任 1897 ～ 1901

➡p.237

John Hay

ジョン＝ヘイ
John Hay

ジョン＝ヘイ
任 1898 ～ 1905

出を狙
ねら

い列強に対して門
もん

戸
こ

開
かい

放
ほう

通
つう

牒
ちょう

を発した。

　次の大統領セオドア＝ローズヴェルトは，国内ではトラストを批判し

自由競争の復活や労働者保護を求める革新主義をとる一方，カリブ海周

辺諸国に対しては，武力干
かん

渉
しょう

も辞さない棍
こん

棒
ぼう

外交を展開した。また，コ

ロンビアからのパナマ独立を画策し，独立後のパナマから1903年に，

カリブ海と太平洋を結ぶ運河および運河地帯の工事権と租
そ

借
しゃく

権
けん

を得た。

　帝国主義下のラテンアメリカは，アメリカとイギリスの資本輸出先

だった。イギリスが一次産品輸出のための鉄道・港
こう

湾
わん

整備に投資したの

に対し，アメリカは，一次産品を生産する農園や鉱山などに直接投資を

行った。こうしてラテンアメリカは，モノカルチャー経済を押
お

しつけら

れ，イギリスに加えてアメリカにも経済的に従属することになった。

　アメリカ大統領ウィルソンは，国内では革新主義政策を遂
すい

行
こう

する一

方，国外では，とりわけ中部アメリカへの影
えい

響
きょう

力
りょく

拡大に努めた。パナマ

運河を1914年に完成させ，次いでハイチとドミニカを軍事占
せん

領
りょう

した。

そして，社会革命が進行中のメキシコにも軍事介入したのである。

　メキシコでは大統領ディアスがアメリカ資本導入による経済発展を

図ったが，これはアメリカ資本に利益をもたらすだけに終わった。この

ため，ディアス政権は革命軍によって倒
たお

され，その後，革命は農地改革

と地下資源国有化を求めるサパタら急進派と，立憲政治確立を重視する

穏
おん

健
けん

派による対立から内乱となり，ウィルソンが1914年，アメリカ資

本保護を目的に軍事介入を行った。民主的憲法の制定後に内乱は収束し

たが，アメリカ資本の支配力は残り，農地改革も不
ふ

徹
てっ

底
てい

に終わった（メ

キシコ革命）。

3
Theodore Roosevelt

任 1901 ～ 09
progressivism

3 4

ラテンアメリカに及ぶ合衆国の支配力
アメリカは，資本輸出を通じてラテンアメリカ，とりわけ中米を経済的に従属させ，
軍事介入も行った。
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Wilson

任 1913 ～ 21 ➡p.275
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Díaz

任 1877 ～ 80, 84 ～ 1911

Zapata

と地下資源国有化を求めるサパタら急進派と，立憲政治確立を重視する
Zapata

と地下資源国有化を求めるサパタら急進派と，立憲政治確立を重視する
1879 ～ 1919 6

1917

　　ラテンアメリカ諸国への働
きかけ　アメリカは，南北アメ
リカ諸国間の関係強化を目指す
パン＝アメリカ会議を1889年に
主
しゅ
催
さい
した。

2

　　政教分
ぶん

離
り
　信教の自由を保

障するために，政治と宗教の相
そう

互
ご
介
かい
入
にゅう
を禁止すること。政教分

離法の制定（1905年）以降，公教
育の世

せ
俗
ぞく
化
か
（無宗教性）がフラン

ス共和国の国
こく
是
ぜ
となった。

1

　　投資先アルゼンチンの経済
発展　アルゼンチンは，イギリ
スからの投資を得て農

のう
畜
ちく
産
さん
物
ぶつ
の

輸出大国に成長し，1860年代か
ら第２次世界大戦前まで，ラテ
ンアメリカのなかにあって世界
屈
くっ
指
し
の経済大国となっていた。

4

　　中国市場　列強による日清
戦争後の中国進出に対し，門戸
開放通

つう
牒
ちょう
で門戸開放・機会均等

を要求し，1900年には清
しん
朝の領

土保全も提唱した。セオドア＝
ローズヴェルトを継

つ
いだ大統領

タフトは，反トラスト政策を継
けい

承
しょう
しつつ，四国借

しゃっ
款
かん
団（米英独仏）

の結成による清朝への鉄道建設
投資を後

あと
押
お
しするなど（→p.262），

ドル外交とよばれる経済権益拡
張政策を展開した。

3

　　　　アメリカ合衆国の国
内政治と対ラテンアメリカ政
策の特

とく

徴
ちょう

をそれぞれ説明しよ
う。

問 い

　　 最初の大陸横断鉄道接続記念式（1869年 ユタ準州）　
低賃金の中国人移民が，鉄道建設の重要な労働力だった。彼

かれ

らはクーリー（苦力）とよばれて差別され，式典参加の名
めい

誉
よ

も与
あた

えられなかった。
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　　 大陸横断鉄道とアメリカの工業化　鉄道建設は，イギリ
スを中心とするヨーロッパからの投資で促

そく
進
しん

された。
2

　　 カリブ海周辺諸国3
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開通（1914）
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アメリカ領
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アメリカが武力干渉した国

（1901～1930年代）

フランス領
独立年

（スペインが独立を承認）

0 500km

　　 カリブ海政策 読み解き セオドア=ローズヴェル
トは「優

やさ
しく語り，棍

こん
棒
ぼう
を持って行け」と語ったといわ

れるが，アメリカ合衆国のどのような外交政策を表し
ているのだろうか。

4

　　 パナマ運河の開通（1914年）5

サパタ
ビリャ

　　 急進派の指導者（1914年）6
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　16世紀にアメリカ大陸を含
ふく

めた世界の一体化が進み始めるまで，世

界史の主な舞
ぶ

台
たい

となってきたのは，ユーラシアと北アフリカである。ユー

ラシアの内陸部には，北から森林・草原・オアシスの三つの帯が東西に

広がっており，草原地帯とオアシス地帯では，季節・昼夜の気温差が大

きく，年間降水量が少ない厳しい環
かん

境
きょう

の下
もと

で，さまざまな生活様式を営

む人々が補い合って共存してきた。ヨーロッパとアジアにまたがり，中

央アジアや北アジアなど個々の地域区分を超
こ

えた，この広大な地域を中

央ユーラシアとよぶ。 

　中央ユーラシアの中心部は，天
てん

山
ざん

山脈とシル川を結ぶ線を境として南

北に分けられる。この線より北側の，モンゴル高原から南ロシア草原に

至る広大な草原地帯には遊牧民が展開し，南側のより乾
かん

燥
そう

した地帯では，

河
か

川
せん

や山
さん

麓
ろく

に沿って点在するオアシスに，都市や農村が形成された。中

央ユーラシアを東西に見
み

渡
わた

すと，これら草原地帯とオアシス地帯が東西

交通路の役割を果たし，一方で南北に目を向けると，北の遊牧勢力と南

のオアシス勢力が交流と衝
しょう

突
とつ

を重ねてきた。このように中央ユーラシア

は，草原の遊牧社会と砂
さ

漠
ばく

のなかのオアシス社会とから成り立つ複合的

な構造を核
かく

としつつ，東アジア・南アジア・西アジア・東ヨーロッパの

周
しゅう

縁
えん

部
ぶ

とも重なり合う広大な地域であり，近代以前においてそれらを結

びつけるとともに影
えい

響
きょう

を与
あた

え続けた。

中央ユーラシアの環境と社会
中央ユーラシアは遊牧社会とオアシス社会が共存する広大で複合的な地域であると
ともに，重なり合う周囲の諸地域を結びつけ，近代以前の世界史を動かしてきた。

➡p.155

➡p.33 3 4
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　広大な中央ユーラシアを結びつけるとともに，周囲の諸地域に影響を

与える中心的役割を担
にな

ったのは，騎
き

馬
ば

遊牧民であった。遊牧とは，羊・

やぎ・牛・らくだなどの家
か

畜
ちく

群
ぐん

と共に草地を替
か

えて定期的に移動する牧

畜のことである。家畜のなかで移動に適した馬は，当初戦車を引くのに

用いられたほか，直接またがって乗る騎乗も行われ，やがて前９〜前８

世紀ごろ，草原地帯に騎馬遊牧民が出現した。騎馬の機動力に加え，馬

上から矢を射る騎射の技術を身につけた彼
かれ

らは，軍事・交通の面でオア

シス社会や農耕民に対し圧
あっ

倒
とう

的
てき

優位に立った。以後，銃
じゅう

などの火器が発

達する18世紀までの約2500年間，世界史を動かし続けた。 

　移動生活を基本とする遊牧社会は，余分な蓄
たくわ

えをもたないため長期の

災害などに弱く，また家畜からは得られない穀物や金属製品といった物

資を交易などで補う必要があった。一方オアシスでは，農業生産と交易

の富に支えられて都市国家や都市国家連合がつくられた（オアシス国家）。

しかし，オアシス国家はそれぞれが地理的に孤
こ

立
りつ

している上，生活でき

る人口に限りがあるため，大規模な領域国家に発展することはなかった。

そこでオアシスの農民は農産品を，商工民は手工業産品や交易品を，ま

た草原の遊牧民は畜産品や移動手段・安全保障を提供し合い，さらに国

際商人がそれらの間で遠
えん

距
きょ

離
り

交易に従事した。騎馬軍事力をもつ遊牧民

が政治権力を掌
しょう

握
あく

し，経済力をもつオアシス民・国際商人がこれに協力

したとき，強力な遊牧国家が成立した。 

　厳しい環境のなかで移動生活を送る遊牧民は，牧地利用や交易などを

交
こう

渉
しょう

・調整し，外敵や災害などの危機を乗り切るため，常に有能な指導

者を必要とし，また状
じょう

況
きょう

に応じて集団を連合・分散させた。このため，

統
とう

率
そつ

力
りょく

のある指導者が現れると急速に国家を形成し，指導者が死んだり，

遊牧国家とオアシス国家
遊牧国家は，騎馬軍事力をもつ遊牧民がオアシス社会と国際商業を取り込んだ連合
体で，都市国家であるオアシス国家や定住農耕社会に対し長い間優位を占めた。

3 ➡p.62

4 2

➡p.230
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　　　　中央ユーラシアにお
いて強力な遊牧国家が生まれ
る条件を抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　騎
き

馬
ば

と騎射　馬は蒸気機関
（→ｐ.194）の普

ふ
及
きゅう
以前において

最も速い乗り物であり，操
あやつ
りや

すい小型の弓で馬上から射かけ
る騎射を身につけた遊牧民は，
精強な騎兵でもあった。騎射戦
術と統

とう
率
そつ
のとれた集団戦法を誇

ほこ

る遊牧騎兵は，近代以前におい
て陸上最強の軍隊であった。

2

　　中央アジア　パミール高原
の東西に広がる砂

さ
漠
ばく
・オアシス

地帯を中心とした，ユーラシア
内陸部の中央域を指す。現在の
カザフスタン・ウズベキスタン・
トルクメニスタン・タジキスタ
ン・キルギスにあたる西部を西
トルキスタン，中国の新

しん
疆
きょう
ウイ

グル自治区に相当する東部を東
トルキスタンという（→p.37）。

1

遊牧国家は遊牧民だけで構
成される国家ではない。政治
と軍事を遊牧民が握

にぎ

り，オア
シスや農耕地帯のさまざまな
定住民を支配し，国際商人が
貿易・外交を担

にな

うという，多
重的・混合的な構成をとる連
合体であった。

遊牧国家
 

　　 中央ユーラシアの構造　北
の遊牧勢力どうし，南のオアシ
ス都市どうしが並存・競合する
とともに，南北両社会の間で交
流・衝

しょう
突
とつ

が展開された。軍事・
交通の主導権を握

にぎ
る遊牧民の活

動は，さらにその外
がい

縁
えん

の地域に
も常に影

えい
響
きょう

を与
あた

えた。
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　　 遊牧社会とオアシス社会の
共生関係
5
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　　 中央ユーラシアの風土　東は中国東北部から西はハンガリーに及
およ

ぶ草原地帯と，その南方の砂
さ

漠
ばく

・オアシス地帯とが
南北に並

へい
行
こう

して広がる。北側には，草原地帯に沿って森林地帯が横たわる。
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∴ 主な遺跡
主な世界遺産

　　 遊牧民の暮らし（モンゴル）　遊牧民は家
か

畜
ちく

を財産とし，組
み立て式の天幕を住居とした。なかでも羊は衣食住すべてを支
える貴重な生活資源であり，肉・乳製品だけでなく，毛皮・フェ
ルト・革

かわ
袋
ぶくろ

・骨角器などの素材として余す所なく活用した。

3 　　 オアシスの様子（トゥルファン）　雪どけ水による河
か

川
せん

や地下水を利用して，砂
さ

漠
ばく

のなかに人工的に形成され
た耕地・集落がオアシスである。農業・牧

ぼく
畜
ちく

業
ぎょう

が営まれ
るとともに，交易や手工業の拠

きょ
点
てん

となった。

4
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中央ユーラシアと遊牧国家 中央ユーラシアの国家にはどのよう
な特徴があるだろうか。
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　ウマイヤ朝・アッバース朝の繁
はん

栄
えい

により，イスラーム帝国の支配域は

ほぼ確定したが，ムスリムの活動はその範
はん

囲
い

を越
こ

えて広がっていった。

特に通商や，それに伴
ともな

う宣教によって，ムスリムの活動範囲は中央アジ

ア，インド，東南アジア，またアフリカの東海岸やサハラ砂
さ

漠
ばく

を越えた

中央アフリカへと拡大した。当時のムスリムの先進的な文化と宗教は，

これらの地域の人々を魅
み

了
りょう

し，彼
かれ

らの改宗を促
うなが

した。また改宗すること

で，ムスリム商人との交易が有利になることもあった。こうして徐
じょ

々
じょ

に

イスラームが広がり，やがてそれぞれの地域にイスラーム諸王朝が成立

した。アッバース朝が衰
すい

退
たい

し始めるとイスラーム世界の政治的統一は失

われていったものの，文化と宗教，そして経済は，各地のムスリムを結

びつけ続けた。９世紀から16世紀にかけて，イスラーム世界はアジア・

アフリカの諸地域に拡大し，従来の地域文化や政治システムと融
ゆう

合
ごう

して，

独自のイスラーム文化を生んでいった。 

　９世紀になると，中央集権的なアッバース朝政府に対して，総
そう

督
とく

に任

じられた地方の有力者や派
は

遣
けん

された軍人は，カリフの政治的権
けん

威
い

を認め

つつ自立的な傾
けい

向
こう

を強め，北アフリカやエジプト，中央アジアなどにイ

スラーム諸王朝を開いた。シーア派のイマームをいただく北アフリカの

ファーティマ朝はアッバース朝カリフの権威そのものを認めず，みずか

らもカリフを名乗ってエジプトを征
せい

服
ふく

し，首都し，首都カイロを建設した。また，を建設した。また，

イスラーム世界の発展と拡大
アッバース朝の解体の後も，イスラーム世界は商業活動や宗教・文化活動によって
拡大を続け，各地に独自の特色をもったイスラーム王朝が生まれた。

➡p.107

アッバース朝の解体
地方政権の樹立などによってアッバース朝の解体が進むなかで，独自のカリフ権を
主張する王朝も生まれ，イスラーム帝国は分裂へと向かった。 

1
Fāt,

ファーティマ朝
,

ファーティマ朝
ima

909 ～ 1171

2

アッバース朝建設時にイベリア半島に逃
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ウマイ

ヤ朝を建てていたが，その君主もファー

ティマ朝に対
たい

抗
こう

してカリフを名乗った。こ

うして，３人のカリフが並び立ち，イスラー

ム帝国の分
ぶん

裂
れつ

が明確となった。 

　地方の独立やシーア派の反乱によって行

き詰
づ

まったアッバース朝カリフは，配下の

有力軍人を大アミール（大将軍）に任命して

軍事権と行政権を与
あた

え，体制の立て直しを

図
はか

ったが，その強大な権力をめぐって政治

に混乱が生じた。そのなかでイラン系軍人

の建てたブワイフ朝がバグダードに入城

し，大アミールの地位を得て，カリフから

実権を奪
うば

った。

　ウイグル帝国崩
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の時代に，中央アジア

のトルコ人は，戦争捕
ほ

虜
りょ

や傭
よう

兵
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などとして

西アジアに流入した。彼らはアッバース朝

に奴
ど

隷
れい

軍人として仕え，結果的に大きな権

力をもつに至った。このような奴隷軍人はアッバース朝解体以降の諸王

朝でも軍の主力として用いられることが多く，時には独自の王朝を建設

した。

　一方，トルコ系王朝カラ＝ハン朝は10世紀にイスラームを受容しサー

マーン朝を滅
ほろ

ぼした。西への道を開かれたトルコ系遊牧民セルジューク

族は，ガズナ朝やカラ＝ハン朝と対立しつつ，セルジューク朝を建設し，

アッバース朝カリフの要
よう

請
せい

に応えるかたちでブワイフ朝を倒
たお

してバグ

ダードに入城した。その指導者トゥグリル＝ベクは，カリフに公式にス

ルタンの称
しょう

号
ごう

を与えられた。これ以降，諸王朝の君主は大アミールに代

わってスルタンを称し，カリフの権威の下
もと

での支配権を行使した。セル

ジューク朝は中央アジアから小アジアに至る領域を支配し，スンナ派の

アッバース朝カリフを掲
かか

げてシーア派のファーティマ朝に対抗した。 
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トルコ系の進出と王朝建設
９世紀に始まったトルコ系諸集団の西方移動に
よって，イスラーム世界の多くの王朝でトルコ
人が重要な勢力となり，またトルコ系の諸王朝
が成立した。 
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　　　　カリフとスルタンは
どのような関係にあったの
か，要約しよう。
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　　奴
ど

隷
れい

軍人の王朝　エジプト
のトゥールーン朝はアッバース
朝の，アフガニスタンのガズナ
朝はサーマーン朝の，中央アジ
アのホラズム朝はセルジューク
朝の奴隷軍人がつくり上げた。

4

　　スルタン　スルタンとは権
けん

威
い
者
しゃ
を意味し，もともとはカリ

フに対して使われる敬
けい
称
しょう
であっ

た。イスラーム社会全体の指導
者であるカリフと異なり，宗教
的な権威はもたなかった。
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　　イスラーム諸王朝　中央ア
ジアではサーマーン朝が，エジ
プトではトゥールーン朝が独立
王朝を建設した。

1

　　イベリア半島のイスラーム
社会　後

こう
ウマイヤ朝の支配の下

もと

でキリスト教徒・ユダヤ教徒・
ムスリムが共存し，独特の文化
が繁

はん
栄
えい
した。

2

　　シーア派の時代　10世紀以
降，地方の反アッバース朝勢力
がシーア派を受け入れ，各地で
シーア派の国家建設運動が激し
くなった。しかし彼

かれ
らの活動は

統一されてはいなかった。例えば，
ブワイフ朝の君主たちはシーア
派に属していたが，スンナ派の
アッバース朝カリフを廃

はい
位
い
せず，

その権
けん
威
い
を利用して，シーア派

のファーティマ朝カリフに対
たい
抗
こう

した。またシーア派王朝の下
もと
でも，

住民にはあまりシーア派が浸
しん
透
とう

しないことも多かった。
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　　 アズハル＝モスク（カイ
ロ）　ファーティマ朝時代に
シーア派のモスクとして建
設され，マドラサ（→p.107）
も併

へい
設
せつ

された。アイユーブ
朝時代（→p.104）にはスン
ナ派教学の中心となった。

2

世界
遺産

　　 コルドバのメスキータ
後
こう

ウマイヤ朝が建設したモ
スク。キリスト教勢力のイベ
リア半島進出（→p.105）の後，
キリスト教会になった。
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イスラーム世界の拡大 イスラームは，どのような地域に広
がったのだろうか。
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ユーラシア大交流圏の成立1章
ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは，どのように広がったのだろうか。章の見通し

●�見開きの「問い」
● 多くの見開きに章の「振り返り」・節の「まとめ」に関連する「問い」を設置。
●教科書のページが進むほど、難易度の高い「問い」が増えていく。
● 着実な知識の習得とともに、思考力・判断力・表現力の育成にも 

つながる。
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カラ=ハン
朝

カラ=ハン
朝

後ウマイヤ朝後ウマイヤ朝
イベリア半島 サーマーン朝

ブワイフ朝アッバース朝アッバース朝

アラブ系

アラブ系アラブ系
アラブ系アラブ系

イラン系イラン系

イラン系イラン系

トルコ系トルコ系

トルコ系トルコ系

ビザンツ帝国ビザンツ帝国

神聖ローマ帝国

ガーナ王国ガーナ王国

エチオピアエチオピア

フランス
王国

王朝名　シーア派国家

3

アラル海アラル海

ナナ
イイ

ルル
川川

アラビア海アラビア海

カカ
スス
ピピ
海海

海海

紅紅

地地 中中 海海

黒黒 海海

コルドバコルドバ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

バグダードバグダードマラケシュマラケシュ
カイロカイロ イェルサレムイェルサレム

メッカメッカ
メディナメディナ

ベラサグンベラサグン

トンブクトゥトンブクトゥ

ムラービト朝ムラービト朝

ファーティマ朝ファーティマ朝

セルジューク朝セルジューク朝

カラ=ハン
朝

ガズナ朝ガズナ朝

イベリア半島
小アジア

アラブ系アラブ系

トルコ系トルコ系

トルコ系トルコ系

トルコ系トルコ系
ベルベル系ベルベル系

ビザンツ
帝国
ビザンツ
帝国

エチオピア

神聖ローマ
帝国

ガーナ王国

王朝名　シーア派国家

4

アラビア海アラビア海

地地 中中 海海

アラル海アラル海

カカ
黒黒 海海 スス

ピピ
海海

ナナ
イイ
ルル
川川

海海

紅紅
メッカメッカ
メディナメディナ

バグダードバグダード
カイロカイロ

ウルゲンチウルゲンチ

マラケシュマラケシュ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

イェルサレムイェルサレム

トンブクトゥトンブクトゥ

カラ=キタイ
（西遼）　

ムワッヒド朝ムワッヒド朝 アッバース朝アッバース朝
ゴール朝

アイユーブ朝アイユーブ朝

セル
ジューク朝

ホラズム朝ホラズム朝イベリア半島

アラブ系アラブ系ベルベル系ベルベル系

クルド・トルコ系クルド・トルコ系

トルコ系トルコ系
トルコ系トルコ系

アフガン系アフガン系

フランス
王国

ビザンツ
帝国
ビザンツ
帝国

エチオピア

5

2

世界
遺産

1世界
遺産

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

E 

西
ア
ジ
ア

Ｈ 

ア
フ
リ
カ

E 

西
ア
ジ
ア

Ｈ 

ア
フ
リ
カ

節1節

ユーラシア大交流圏の成立1章
章の見通し

「要約しよう」（難易度：中）
教科書の内容を自身で要約
する問い。

か，要約しよう。

1

アメリカ合衆国の海外膨張

2 1

2

3

3 4

ラテンアメリカに及ぶ合衆国の支配力

QR

4

5

6

2

1

4

3

　　　　アメリカ合衆国の国
内政治と対ラテンアメリカ政
策の特

とく

徴
ちょう

をそれぞれ説明しよ

問 い

1

ミミズズ ーーリリ
川川

ココロロ
ララ
ドド
川川

リリオオ
ググ
ララ

ンン
デデ
川川

ミミ
シシ
シシ
ピピ川川
ッッ

太太
平平

洋洋 洋洋

大大

西西

メキシコ湾メキシコ湾

オマハオマハ ワシントンワシントン

シアトルシアトル

サンフランシスコサンフランシスコ
サクラメントサクラメント

ロサンゼルスロサンゼルス

デンヴァーデンヴァー
ソルトレイクシティソルトレイクシティ

デトロイトデトロイト
シカゴシカゴ

ニューオーリンズニューオーリンズ

アトランタアトランタ

ニューヨークニューヨーク
フィラデル
フィア
フィラデル
フィア

ボストンボストン

リッチモンドリッチモンド

サンアントニオサンアントニオ

ヒューストンヒューストン

セントルイスセントルイス

ダラスダラス

ダルースダルース

ミネアポリスミネアポリス

ポートランドポートランド ノーザ ンパシフィック鉄道

ノーザ ンパシフィック鉄道

ユニオンセントラルパシフィック鉄道
ユニオンセントラルパシフィック鉄道（最初の大陸横断鉄道）

（最初の大陸横断鉄道）

サンタフェ鉄道サンタフェ鉄道

サザンパシフィック鉄道サザンパシフィック鉄道

接続地点

英領カナダ（1867 自治領）

メキシコ
主な工業都市
主要鉄道（1860年までに開通）
主要鉄道（1900年までに開通）

2

3

カ リ ブ 海カ リ ブ 海

大　西　洋大　西　洋メキシコ湾メキシコ湾

太　平　洋太　平　洋

1821

1821

1821　

1821

18441804

1903
パナマ

ハイチ ドミニカ

キューバ
メキシコ

ホンジュラス

ニカラグア

コスタリカ
ベネズエラ

コロンビア

1898

数字
アメリカ領
イギリス領
アメリカが武力干渉した国

（1901～1930年代）

フランス領
独立年

（スペインが独立を承認）

読み解き4

5

サパタ
ビリャ

6
G 

ア
メ
リ
カ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

G 

ア
メ
リ
カ

「説明しよう」（難易度：高）
教科書の内容を解釈し、自身
の言葉で説明する問い。

をそれぞれ説明しよ
う。

その他の特色
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そ
の
他



2

サハラ砂漠以南のアフリカにおけるイスラームの拡大

3

4

5 QR

十字軍・モンゴルとの対立

視点

1

QR

5

2 QR QR

3

4

イベリア半島・北アフリカにおけるイスラーム

視点を
変えて

　イェルサレムは，ユダヤ教にとっては神
しん

殿
でん

があった神の町であり，キリスト教にとっ
てはイエスが処

しょ
刑
けい

された聖地である。イスラームでは，ムハンマドの天国訪問の奇
き

跡
せき

を象
しょう

徴
ちょう

する土地とされた。三つの宗教の聖地とされたこの町では，それぞれの信者が
共存していたが，しばしば，争

そう
奪
だつ

戦争の対象ともなった。十字軍運動はその代表的な
ものであり，ヨーロッパ西部のキリスト教徒は，ムスリムの手からこの地を奪

うば
うため

軍事遠
えん

征
せい

を繰
く

り返した。 

教皇ウルバヌス２世の演説（1095年）
　これは，神のご意志による緊

きん
急
きゅう

の任
務で…東方のキリスト教徒たちを援

えん
護
ご

するため，ただちに出発し，あの下
げ

劣
れつ

な民族を同
どう

胞
ほう

の土地から根絶やしにす
るようにと。 〈阿部寿美代訳〉

サラディンの演説（1187年）
　エルサレムは91年間も敵の手にあり…
この地で神への礼拝を捧

ささ
げることがまっ

たくできなかった。…エルサレムを奪
だっ

回
かい

するという手
て

柄
がら

を，神は…取っておいて
くださったのだ。 〈阿部寿美代訳〉

1

4

5

3

問 い

2

2

3

モンバサモンバサ

カイロカイロ
メディナメディナ

メッカメッカ

トンブクトゥトンブクトゥ

マラケシュマラケシュ

マリンディマリンディ

キルワキルワ

ファーティマ朝ファーティマ朝
ソンガイ王国ソンガイ王国

ササ ハハ ララ 砂砂 漠漠

ココンンゴゴ盆盆地地

セルジューク朝セルジューク朝
ムラービト朝ムラービト朝

（15～16世紀）

マリ王国マリ王国
（13～15世紀）

ガーナ王国ガーナ王国
（８世紀以前～
 11世紀）

グレートジンバブエマダガスカル島

紅紅

ルルペペシシアア湾湾

海海

地地 中中 海海

大大西西洋洋 ンン
イイ

ドド
洋洋

タンガニーカ湖タンガニーカ湖

マラウイ湖マラウイ湖

ンンベベ
ジジ
川川ザザ

ナナ
イイ
ルル
川川

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川

ニ
ジ
ェ
ー
ル
川

∴
イスラームの伝播
11世紀後半までのイスラームの広がり
イスラーム化された地域（1200年ごろ）
現在の主なスワヒリ語使用圏

4

マンサ＝ムーサ
ムスリム商人

　　 イェルサレムの岩のドーム
イスラームの聖所にウマイヤ朝
が建設したもので，ほぼ同じ場
所にユダヤ教・キリスト教のそ
れぞれの聖所が存在する。 

１

世界
遺産

世界
遺産

E 

西
ア
ジ
ア

Ｈ 

ア
フ
リ
カ

E 

西
ア
ジ
ア

Ｈ 

ア
フ
リ
カ

視点を変えて（全21箇所）

さまざまな立場に焦点をあて、多面的・多角的に歴史事象を考えるコラム。

●本文の内容を深め、多様な視点を養う
　各種コラム�

⬅

教科書 p.104

モンゴル帝国の再編と構造 

QR

1 QR

1 2

3

コラム

大元ウルスとユーラシア東方

日本

4

問 い

4

1

2

3

　日本と大元ウルスの間では，文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

のため
政府間の関係は開かれなかったが，民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.136）の出

しゅつ
没
ぼつ

時
じ

な
どには，両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが，それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン

波
ポー

(明
めい

州
しゅう

，元代に
は慶

けい
元
げん

)と博
はか

多
た
（→p.127）であり，博多は元軍の攻

こう
撃
げき

目
標となったにもかかわらず，戦後はすぐに繁

はん
（→p.127）であり，博多は元軍の攻

はん
（→p.127）であり，博多は元軍の攻

栄
えい

（→p.127）であり，博多は元軍の攻
えい

（→p.127）であり，博多は元軍の攻
が戻

もど
（→p.127）であり，博多は元軍の攻

もど
（→p.127）であり，博多は元軍の攻

った。
戦争や外交を担

にな
った幕

ばく
府
ふ

や寺社なども，有力者が寺院
建設費の捻

ねん
出
しゅつ

の名目で貿易船を派
は

遣
けん

し，私的なかたち
で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧

そう
が便乗して

往来し，禅
ぜん

宗
しゅう

や宋
そう

学
がく

など新しい学問や文化がもたらさ
れた。喫

きっ
茶
さ

の風習が広まったのも，禅僧を通してである。

世界史の
中の日本

読み解き1

40° 20° 20°0°

40°

60°

80° 100°

0°

120°

20°

140°

160°

黒 海

海
本
日

カ
ス
ピ
海

ビオ

オ
ル
ホ
ン
川

ナ
イ
ル
川

川

ルシ 川

ムア

ペ
ル
シア湾

川

セニイ川

エ

バイカル湖

大

西

洋

地

中
海

紅

海

アラビア海 ベンガル湾

黄
河

長 江

平

太

洋

イ　ン　ド　洋

カ モンゴル高原

ウ
ラ
ル
山
脈

ザフ草原

イラン高原

大
興
安
嶺

ヒマラヤ山脈

南ロシア草原

ラサラサ

パガンパガン

上都上都

大都大都

奉元
（長安）

奉元
（長安） 慶元（寧波）慶元（寧波）

直沽直沽

杭州杭州

博多博多

福州福州

泉州泉州

成都成都 景徳鎮景徳鎮

広州広州

コンスタンティ
ノープル
コンスタンティ
ノープル

カイロカイロ イェルサレムイェルサレム

メッカメッカ

キエフキエフ
モスクワモスクワ

（新）サライ（新）サライ

（旧）サライ（旧）サライ

タブリーズタブリーズ

バグダードバグダード

アルマリクアルマリク

サマルカンドサマルカンド

カーブルカーブル

デリーデリー

カラコルムカラコルム

ポーランド

ノヴゴロド

デリー＝スルタン朝

パガン朝

チャンパー

日本

高麗

大越（陳朝）

フランス
王国 神聖ローマ

帝国

マムルーク朝

ビザンツ
帝国

ハンガリー
王国

大元ウルス
　（元朝）
大元ウルス
　（元朝）

モンゴルの最大領域
チンギス＝ハンの遠征路
バトゥの遠征路
フレグの遠征路
クビライの遠征路
駅伝制（ジャムチ）のルート
主な海上路

大元ウルス（元朝）
ジョチ＝ウルス（キプチャク＝ハン国）
チャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン国）
フレグ＝ウルス（イル＝ハン国）

　　 元軍と戦う日本の武士　元軍は，モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元
軍の集団戦法や火薬兵器に苦戦したが，元軍も日本側が築い
た防

ぼう
塁
るい

に上陸をはばまれた。〈『蒙古襲来絵詞』宮内庁三の丸尚蔵館蔵〉

2
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ー
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シ
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A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

E 

西
ア
ジ
ア

世界史の中の日本（全19箇所）

世界の動きと日本の動きが、どのように関連しているのかをみるコラム。

⬆教科書 p.131

その他 その他の特色
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社会主義経済圏の誕生と資本主義経済圏の変容

1

1 SDGs

2

3

4

南北問題の出現と国際分業体制への批判

QR

SDGs

3

5 QR

アラブ産油国の台頭と石油戦略

1

2

3

4

5

南北問題是
ぜ

正
せい

の取り組み

南北格差是正に取り組む国際協力機関が1960年代に二つつくられた。
まず，1961年に設立された経済協力開発機構（OECD）は先進工業国を
中心に構成され，主要活動の一つを，低金利の融

ゆう
資
し
を開発途

と
上
じょう
国
こく
に提供

することとし，日本も64年に加盟した。また，南側諸国の主導により
国連貿易開発会議（→p.305）が設置され，その第１回会議（1964年）では，
先進工業国による発展途上国への技術援

えん
国連貿易開発会議（→p.305）が設置され，その第１回会議（1964年）では，

えん
国連貿易開発会議（→p.305）が設置され，その第１回会議（1964年）では，

助
じょ

国連貿易開発会議（→p.305）が設置され，その第１回会議（1964年）では，
じょ

国連貿易開発会議（→p.305）が設置され，その第１回会議（1964年）では，
・資金援助（GNPの１％）や

特
とっ
恵
けい
関税制度適用などを求めた。こうした政府レベルの取り組みに加え

て，国家間の利害対立を超
こ
えて活動する非政府組織（NGO）などの非営

利団体（NPO）のなかに，南北問題是正に取り組むものがある。そうし
た活動のうち，私たちが日常の買い物を通じて貢

こう
献
けん
できるものとして，

近年注目されるようになったのがフェアトレードである。これは発展途
上国の産品を適正価格で継

けい
続
ぞく
的
てき
に購

こう
入
にゅう
することにより，途上国の生産者

や労働者の生活改善を目指す取り組みである。

SDGsを
考える世界史

問 い

読み解き
1

〈Historical Statistics of the World Economy :1-2008AD〉

アメリカ

日本 ソ連

SDGs

　　 日本で販
はん
売
ばい
されているフェアトレード認

証製品
2

3

〈UN Comtrade〉

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

E 

西
ア
ジ
ア

G 

ア
メ
リ
カ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

Ｈ 

ア
フ
リ
カ

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本
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・
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カ
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ア
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節1節

グローバル化する国際経済とその課題2章
章の見通し

SDGsを考える世界史（全18箇所）

歴史事象から、SDGsの 17の目標の視点について考えるコラム。

●本文の内容を深め、多様な視点を養う
　各種コラム�

●各種コラムを随所に設置。
●多面的・多角的な視点から歴史を考える。

⬅
教科書 p.329

冷戦の終結とソ連の解体

2 QR 1

現代

2

3

1

3

2

ケーススタディ
現代の諸課題を考える

　ソ連
れん
解
かい
体
たい
時
じ
に独

どく
立
りつ
したウクライナではクリミア自

じ
治
ち
共
きょう
和
わ
国
こく
が設

もう
けられたが，ロシア人

じん

とウクライナ人
じん
，クリミア＝タタール人

じん
の間

あいだ
で民

みん
族
ぞく
的
てき
軋
あつ
轢
れき
が高

たか
まり，ロシア人

じん
がロシア

連
れん
邦
ぽう
へのクリム（クリミア）半

はん
島
とう
編
へん
入
にゅう
を求

もと
める住

じゅう
民
みん
投
とう
票
ひょう
を求

もと
めた。ウクライナと欧

おう
米
べい
各
かっ
国
こく
，

日
に
本
ほん
は，この投

とう
票
ひょう
は加

か
盟
めい
国
こく
の領

りょう
土
ど
保
ほ
全
ぜん
を求

もと
める国

こく
連
れん
憲
けん
章
しょう
に違

い
反
はん
するとし，国

こく
連
れん
総
そう
会
かい
に

おいても中
ちゅう
止
し
を求

もと
める決

けつ
議
ぎ
が採

さい
択
たく
された。しかし2014年

ねん
に投

とう
票
ひょう
は強

きょう
行
こう
され，賛

さん
成
せい
票
ひょう
が

過
か
半
はん
数
すう
を得

え
たとして，ロシアはクリム半

はん
島
とう
を編

へん
入
にゅう
した。直

ちょく
後
ご
の演

えん
説
ぜつ
でロシア大

だい
統
とう
領
りょう
プー

チンは，ウラジーミル１世
せい
（→p.121）がこ

の地
ち
で正

せい
教
きょう
に改

かい
宗
しゅう
したことなど，歪

わい
（→p.121）がこ

わい
（→p.121）がこ

曲
きょく

（→p.121）がこ
きょく

（→p.121）がこ
さ

れがちな歴
れき
史
し
的
てき
記
き
憶
おく
をもとに編

へん
入
にゅう
を正

せい
当
とう

化
か
し，編

へん
入
にゅう
が国

こく
際
さい
法
ほう
違
い
反
はん
であることには

口
くち
をつぐんだ。これによりロシアはG8参

さん

加
か
資
し
格
かく
停
てい
止
し
の制

せい
裁
さい
（→p.331）を課

か
された

が，さらに2022年
ねん
，全

ぜん
（→p.331）を

ぜん
（→p.331）を

域
いき

（→p.331）を
いき

（→p.331）を
に侵

しん
（→p.331）を

しん
（→p.331）を

攻
こう

（→p.331）を
こう

（→p.331）を
したため，

紛
ふん
争
そう
はクリミアの枠

わく
を越

こ
えて深

しん
刻
こく
化
か
した。

　　 クリミアの歴
れき
史
し

2

13世紀 モンゴルによるクリム半島支配
（→p.130）

15世紀 クリム＝ハン国建国（→p.226）

21 クリミア自治共和国設立
（翌年，ソ連邦構成国へ）

54 ソ連，クリミアをウクライナ共和国
へ移管

91 ソ連解体
→ロシア人住民，ウクライナ人住民，
　クリミア=タタール人住民間の対立

2014 ロシアによる編入表明

1783 クリム＝ハン国，ロシアに併合される
（→p.183）
→セヴァストーポリ要塞の建設

1853 クリミア戦争（→p.218）
1917 ロシア革命により混乱（～21）

（→p.272）

　　 ウクライナに住
す
むロシア人

じん

の州
しゅう
別
べつ
割
わり
合
あい
（2001年

ねん
）

1
セヴァストーポリセヴァストーポリ

チョルノービリ
（チェルノブイリ）
チョルノービリ
（チェルノブイリ）
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黒 海

クリム半島
（クリミア）

ベラルーシ

ロ シ アポーランド

ルーマニア
モ
ル
ド
ヴ
ァ

州内ロシア人の割合
40%以上
30～40％
20～30％
10～20％
10%未満

0 200km

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ケーススタディ 現代の諸課題を考える（全8箇所）

現代世界の諸課題を歴史的経緯から読み解くコラム。

⬅

教科書 p.324

その他の特色
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匈奴の解体と遊牧民の移動・拡散
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京都大学名誉教授
杉本　淑彦

【近現代フランス史】

主な執筆箇所：近代以降のヨーロッパ史、現代史

主著：『ナポレオン―最後の専制君主、最初の近代政治家』岩波書店、2018年
　　　『教養のフランス近現代史』ミネルヴァ書房、2015年（共編著）

神戸市外国語大学名誉教授
指　昭博

【近世ヨーロッパ史】

主な執筆箇所：中世～近世のヨーロッパ史

主著：『図説イギリスの歴史 [ 増補新版 ]』河出書房新社、2015年
　　　『イギリス宗教改革の光と影～メアリとエリザベスの時代～』ミネルヴァ書房、2011年

名古屋大学助教
三田　昌彦

【インド古代中世史】

主な執筆箇所：南アジア史全般

主著：『アジア経済史研究入門』名古屋大学出版会、2015年
　　　『世界歴史大系 南アジア史 2』山川出版社、2007年（共著）

東京大学教授
吉澤　誠一郎

【中国近代史】

主な執筆箇所：近代以降の東アジア史

主著：『論点 東洋史学』ミネルヴァ書房、2022年（監修、共著）
　　　『清朝と近代世界―19 世紀 ( シリーズ中国現代史１)』岩波書店、2010年

東京大学教授
杉山　清彦

【大清帝国史】

主な執筆箇所：古代～近世の東アジア史・中央ユーラシア史 

主著：『中国と東部ユーラシアの歴史 ( 放送大学教材 )』NHK 出版、2020年（共編著）
　　　『大清帝国の形成と八旗制』名古屋大学出版会、2015年

大阪大学名誉教授
桃木　至朗

【東南アジア・海域アジア史】

主な執筆箇所：東南アジア史全般、現代史、各部扉

主著：『市民のための歴史学』大阪大学出版会、2022年
　　　『市民のための世界史』大阪大学出版会、2014年（共編著）

早稲田大学高等学院教諭
青野　公彦

【中世ヨーロッパ史】

主な執筆箇所：古代～中世のヨーロッパ史

主著：「教会改革とナツィオ ( 国民 ) : 一四一八年のコンコルダートをめぐって」
　　　（森原隆編著『ヨーロッパ・エリート支配と政治文化』成文堂、2010年所収）

九州大学教授
清水　和裕

【初期イスラーム史】

主な執筆箇所：古代～近世のイスラーム関係箇所

主著：『イスラーム史のなかの奴隷』山川出版社、2015年
　　　『軍事奴隷・官僚・民衆：アッバース朝解体期のイラク社会』山川出版社、2005年）

立命館大学教授
山下　範久

【歴史社会学】

主な執筆箇所：16 世紀以降の「結びつく世界」

主著：『教養としてのワインの世界史』筑摩書房、2018年
　　　『世界システム論で読む日本史』講談社、2003年

立命館大学教授
末近　浩太

【中東・イスラーム地域研究】

主な執筆箇所：近代以降のイスラーム関係箇所

主著：『中東政治入門』筑摩書房、2020年
　　　『イスラーム主義 ― もう一つの近代を構想する』岩波書店、2018年

その他 本文執筆者紹介
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20

　前２世紀後半以降，匈
きょう

奴
ど

は漢
かん

と共存関係に入ったが，内
ない

紛
ふん

や災害に

よってしだいに統合を失い，まず東西，次いで南北に分
ぶん

裂
れつ

した。南匈奴

は後
ご

漢
かん

に臣属して長城以南の華
か

北
ほく

へ移住し，代わってそれまで匈奴に

従っていた遊牧集団の一つである鮮
せん
卑
ぴ

が台頭した。鮮卑は君主号として

カガンを用い，モンゴル高原に進出したが，３世紀にはいくつかの集団

に分かれて華北へ南下した。

　草原と耕地が入り交じる華北には，漢代以来さまざまな遊牧集団が移

り住み，王朝や地元豪
ごう

族
ぞく

の軍隊となっていた。４世紀初め，後漢滅
めつ

亡
ぼう

後

の動乱を収めた晋
しん
（西

せい
晋
しん

）の内紛をきっかけに，南匈奴が匈奴帝国の再興

を図
はか

って自立し，鮮卑もこれに続いた。これが遊牧勢力の割
かっ

拠
きょ

の時代

（五
ご

胡
こ

十
じゅう

六
ろっ

国
こく

時代）の始まりとなり，以後隋
ずい

・唐
とう

に至るまで，華北に遊牧

系王朝が次々と建てられることとなった。 

　３～６世紀は世界的に気候が寒冷化し，ユーラシア各地の農業や牧
ぼくちく

匈奴の解体と遊牧民の移動・拡散
３世紀以降，気候が寒冷化するなかで遊牧勢力の農耕地帯への進出・移住が活発化
した。鮮卑やフンの活動によって，ユーラシアの東西で勢力図が塗り替わった。

➡p.26

➡p.38
Qaghan

カガンを用い，モンゴル高原に進出したが，３世紀にはいくつかの集団
Qaghan

カガンを用い，モンゴル高原に進出したが，３世紀にはいくつかの集団
1 QR

史料 1

➡p.38

➡p.39

2

2　

➡p.86

　　フン　匈
きょう
奴
ど
をはじめとする

さまざまな集団からなる遊牧勢
力で，西方に拡大して４～５世
紀にヨーロッパに侵

しん
入
にゅう
した。

2

　　カガン（可
か
汗
がん
）　最高君主の

称
しょう
号
ごう
で，以後，単

ぜん
于
う
に代わって

中央ユーラシアで広く使われた。
後に発音が変化してカーン，ハー
ンというようになった。

1

問 い

　（この手紙は）ヴァルザック様へ，…私ナナイ＝ヴァン
ダクから送られました。
　…最後の天子は，飢

き
饉
きん

のために洛
らく

陽
よう

から逃
とう

亡
ぼう

し，宮
きゅう

殿
でん

と城には火が放たれて焼け落ちました。洛陽も鄴
ぎょう

も もうだめです。その上，匈
きょう

奴
ど ＊１たち……長

ちょう
安
あん

……まで，
そして鄴までを，昨日まで天子の家来であったこの匈
奴たちが……。…私たちには，残った中国人が長安から，
中国から，匈奴を追い払

はら
うことができたのか，あるい

は残りの国々を取り返したのか分かりません。…
　私は敦

とん
煌
こう

に向け…32個の麝
じゃ

香
こう＊２を送りました，…（サ

マルカンドに）届けられましたら，それを５等分し，そ
の５分の３は私の息子が取り，５分の１はペーサックが，
そしてもう５分の１はあなた様が（おとり下さい）。
＊１ 匈奴はこの手紙ではKhun（フン）とよばれている　
＊２ 香料・薬材の原料
（…は中略部，……は破損で読めない箇所） 〈吉田豊 荒川正晴訳 一部改変〉

中国にいたソグド人が
サマルカンドに出した手紙（313年）

史史史史
 料 料 料 料 料

読み解き この手紙は，中国でどのような出来事があったと伝え
ているだろうか。また，手紙を書いたソグド人はどのような仕
事に従事しているだろうか。

　　 遊牧民の南下の動き1
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　　 滅亡させる（  　 　）　➡p.38
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遊牧帝国の興亡と移動 ３~４世紀のユーラシアの変動で，国家や諸
地域はどのように変化していっただろうか。
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　３～６世紀は世界的に気候が寒冷化し，ユーラシア各地の農業や牧
ぼく

畜
ちく

が打
だ

撃
げき

を受けた時期であった。元来寒冷な草原地帯はとりわけ環
かん

境
きょう

の悪

化の影
えい

響
きょう

を受けやすく，各地で遊牧民や牧畜民が周囲の農耕地帯に進出

する動きをみせた。匈奴や鮮卑の華北への南下はその一環でもあった。

また，中央ユーラシアの遊牧民の動きは東西で連動しており，ユーラシ
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なり，数世紀を経てトルキスタン（ペルシア語で「トルコ人の土地」の意）

へと変
へん

貌
ぼう

していった。一方，パミール高原以西の西トルキスタンにおい

ては，７世紀にアラビア半島で誕生したイスラームの勢力が拡大してお

り，９世紀以降，オアシス住民や西進してきたトルコ系遊牧民のイスラー

ムへの改宗が進行した。改宗したトルコ人は，奴
ど

隷
れい

軍人や部族集団のか

たちで西アジアに流入し，さらにみずから王朝も開いて，西アジア・北

アフリカの政治・軍事に大きな影響を与
あた

えた。 

　このように９世紀に始まるトルコ人の西方移動は，数世紀をかけて，

西へ向かうトルコ化（住民の言語のトルコ語化）と東へ向かうイスラーム

化（住民のイスラーム受容）の波を引き起こし，世界史に大きな影響を与

えた。一方，モンゴル高原にウイグルに代わる統一勢力が現れなかった
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遊牧国家はオアシス都市に代官をおいて統治していたが，遊牧民による

　中央ユーラシアでは，それまでは主に東部にトルコ・モンゴル系，西

部にイラン系の言語を話す人々が広がっており，特にオアシス地帯にお

　　 トルコ系王朝の西方展開
大規模な民族移動や住民の入れ
替
か

わりが起きたのではなく，ト
ルコ系遊牧集団による王朝建設
の結果，領内の住民がトルコ語
を使うようになっていった。
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数世紀にわたるトルコ人の
西方移動とイスラーム勢力
の東進が、その後の歴史に
大きな影響を与えたことが
わかる。地図により、位置
関係の確認もできる。
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　２世紀末の黄
こう
巾
きん
の乱の後，各地に割

かっ
拠
きょ
した勢力のなかから曹

そう
操
そう
・孫

そん
権
けん
・

劉
りゅう
備
び
が台頭した。220年に曹操の子曹

そう
丕
ひ
が後

ご
漢
かん
の皇帝から禅

ぜん

譲
じょう

を受けて

華
か

北
ほく

で魏
ぎ
を建てると，これに対

たい
抗
こう
して劉備は四

し
川
せん
で蜀

しょく
を，孫権は江

こう
南
なん
で

呉
ご
を建て，それぞれ皇帝を称

しょう
した（三

さん
国
ごく

時代）。最も勢力が大きかった魏

が蜀を滅
ほろ
ぼしたが，その魏でも重臣の司

し

馬
ば

氏が実権を握
にぎ
り，司

し
馬
ば
炎
えん
（武

ぶ

帝）が帝位を奪
うば
って晋

しん
（西

せい
晋
しん
）を建てた。

　晋は280年に呉を滅ぼし，南北を統一した。しかし，晋が王族の内
ない
紛
ふん

で混乱に陥
おちい
ると，後漢以来服属していた南匈

きょう
奴
ど
が４世紀初めに自立し，

洛
らく
陽
よう
，長

ちょう
安
あん
を攻

こう
略
りゃく
して晋を滅ぼした（永

えい
嘉
か
の乱）。これをきっかけに，華

北にいた遊牧民の自立と新たな集団の流入が相次ぎ，遼
りょう
東
とう
地方から甘

かん
粛
しゅく

地方に至る華北一帯で次々と遊牧系王朝がおこった。これらの遊牧民た

ちは「五
ご
胡
こ
」と総称され，以後100年余りにわたって彼

かれ
らの建てた諸国家

が興亡を繰
く
り広げた（五

ご
胡
こ
十
じゅう
六
ろっ
国
こく
時代）。そのなかから台頭した鮮

せん
卑
ぴ
の拓

たく

跋
ばつ
部
ぶ
が北

ほく
魏
ぎ
を建て，439年に華北を統一した。

一方，晋が滅びると，江南にいた王族が建
けん
康
こう
（現在の南

ナン
京
キン
）で晋を再建

した（東
とう

晋
しん
）。華北では戦乱が続き，東晋も北方に反

はん
攻
こう
する力はなかった

ため，華北と江南で政権が並び立つ情勢が固定していった。

するなど，積極的な漢化政策をとった。しかし，鮮卑本来の言語・

服装の禁止や洛陽中心の政治は，北方に残った同族の反発を買い，長城

中華の分裂と遊牧民の進出
華北で遊牧民の活動が活発化するなか，後漢が滅びると中国大陸は政治的分裂の時
代に入る。遊牧民と漢人の諸勢力が抗争を繰り広げる一方，文化の融合が進んだ。
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想的王朝交替とされる禅譲（→p. 
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そう
（→p.122）まで続いた。実

態は，実力者が前王朝の皇帝に
自分への譲位を強要するものだ
が，大規模な戦乱を伴

ともな
わずに済

む王朝交替方法ともいえる。
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なので動物を表す差別的な文字
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と農民を把
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し，税収を確保す
ることをねらいとした。
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ユーラシアの変動と東アジア 中央ユーラシアの遊牧民の進出で，東アジ
アはどのように変化しただろうか。
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さん
西
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遷
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4 　華北を統一した北魏は，多数の漢人農民・都市住民を支配するため，
きん

遊牧系王朝であった北魏が、
漢人支配のために均田制を
生み出したことがわかる。
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地帯での軍隊の反乱をきっかけに北魏は東西に分
ぶん
裂
れつ
した。北魏から，華

北を再統一した北
ほく
周
しゅう
までの諸王朝は北

ほく
朝
ちょう
と総称され，いずれも鮮卑の拓

跋部出身の有力者たちが支配層であった。

　一方，江南に建てられた東晋の下
もと
には，華北から多数の漢人貴族・農

民が移ってきたため，長
ちょう
江
こう
下流域の農業開発が進み，また長安・洛陽一

帯で育まれた文化がもたらされた。しかし，北方との軍事的緊
きん
張
ちょう
が続く

なかで武将が実権を握るようになり，東晋は宋
そう
に取って代わられた。以

後，南
なん

朝
ちょう
と総称される諸王朝が相次いで興亡した。

　後漢滅
めつぼう ぎ しんなんぼくちょう

重構造をなして並び立った。華北ではさまざまな遊牧勢力と漢人が，江

南では華北からの移住者と江南住民が混じり合うことになり，それぞれ

の地域で新たな政治体制や文化が形づくられていった。

　後漢末以来，戦乱と飢
き
饉
きん
が相次ぐなか，多くの農民が土地を捨てて流

る

浪
ろう
し，豪

ごう
族
ぞく
はそれらの農地・農民を支配下に収めて大土地経営を広げた。

歴代王朝は，大土地所有を抑
よく
制
せい
し，農民を把

は
握
あく
・保護して税収を確保す

るための土地制度・税制を打ち出した。しかし，豪族・貴族の支配層と

しての地位は揺
ゆ
るがず，魏が創始した官

かん
僚
りょう
登用制度の九

きゅう
品
ひん

官
かん
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じん

法
ほう
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きゅう
品
ひん

中
ちゅう
正
せい
）によって，かえって彼らによる要職の独

どく
占
せん
が進んだ。特に南朝に

おいては，要職を世
せ
襲
しゅう
していく門

もん
閥
ばつ

貴族を生むことになった。彼らは大

土地経営を行いつつ，漢・魏以来の伝統的な制度や教養の継
けい
承
しょう
者
しゃ
を自負

し，王朝の興亡に関わりなく政治・社会の上層を占
し
め続けた。

　一方，華北では，鮮卑をはじめとした遊牧勢力が漢人知識人・貴族と
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とう
晋
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と南

なん
朝
ちょう
を，併

あわ
せて六朝とよぶ。

首都はいずれも現在の南
ナン
京
キン
で，

呉の時代は建業，東晋以降は建
けん

康
こう
とよばれた。
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きゅう
田
でん
制
せい
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者に土地を分配して課税するも
のであった。戦乱や飢

き
饉
きん
によっ

て放
ほう
棄
き
された土地が増加してい

たことが背景にあった。
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時代の王朝の変

へん

遷
せん

　三重構造のうち，北
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威
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牧国家であり，南

なん
朝
ちょう
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である。
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　一方，華北では，鮮卑をはじめとした遊牧勢力が漢人知識人・貴族と

連合して支配層となり，遊牧民・漢人農民など多様な人々を統治する試

みが積み重ねられた。律
りつ
令
りょう
や均田制などの民族・風土の違

ちが
いを超

こ
えて適

用できる諸制度がつくられ，後の隋
ずい
・唐

とう
に受け継

つ
がれた。
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亡
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以降の約370年にわたる分裂時代を魏
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晋
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南
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北
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朝
ちょう

時代という。

この時代，モンゴル高原の遊牧国家，遊牧勢力が中国式の統治体制を採

用した華北の諸王朝，江南を基
き
盤
ばん
とする漢人政権である六

りく
朝
ちょう
が南北に三

重構造をなして並び立った。華北ではさまざまな遊牧勢力と漢人が，江

220 ～ 589 3
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北
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朝
ちょう

時代に豪
ごう

族
ぞく
　　　　魏
ぞく
　　　　魏

や門
もん

閥
ばつ

　　　　魏
ばつ

　　　　魏
貴族が力をもった理

由を抜
ぬ

き出そう。

問 い

して中央に推
すい
薦
せん
する制度。人物

本位の評価が目的だったが，結
果的には有力な豪

ごう
族
ぞく
の子

し
弟
てい
が上

位に推薦されることとなった。　一方，華北では，鮮卑をはじめとした遊牧勢力が漢人知識人・貴族と

連合して支配層となり，遊牧民・漢人農民など多様な人々を統治する試

えて適

多様な人々を統治するため
に、民族や風土を超えた諸
制度が必要になったことが
わかる。それが普遍的な制
度だったために、後の隋・
唐にも継承されたことがわ
かる。

この時代，モンゴル高原の遊牧国家，遊牧勢力が中国式の統治体制を採

北方遊牧民の南下と、それ
に押された漢人の南下の結
果、遊牧国家・華北・江南
の三重構造が生まれたこと
がわかる。
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　581年，北
ほく

周
しゅう

の有力者であった楊
よう

堅
けん
（文

ぶん
帝）が帝位について隋

ずい
を建てた。

文帝の分断策によって突
とっ

厥
くつ
（テュルク）帝国が東西分

ぶん
裂
れつ

して北方の脅
きょう

威
い

が

弱まると，589年に文帝は南
なん

朝
ちょう

の陳
ちん

を滅
ほろ

ぼし，南北を統合した。

　文帝とその子煬
よう
帝
だい

は，北
ほく

朝
ちょう

でつちかわれた画一的な諸制度を引き継
つ

ぎ

つつ，江
こう

南
なん

で育まれた文化と経済力を取り込
こ

むため，中央集権化と南北

統合を進めた。華
か

北
ほく

と江南をつなぐ交通・輸送の幹線として大運河を開

通させ，首都長
ちょう

安
あん
（大

だい
興
こう

城
じょう

）・洛
らく

陽
よう

と結びつけた。官
かん

僚
りょう

登用制度では，推
すい

薦
せん

制
せい

の九
きゅう

品
ひん

官
かん

人
じん

法
ほう

に代わって学科試験による科
か
挙
きょ
（選

せん
挙
きょ

）を導入し，また

地方には州
しゅう

県
けん

制
せい

をしいた。しかし，相次ぐ土木事業や外
がい

征
せい

に不満が募
つの

り，

高
こう

句
く

麗
り

遠征の失敗をきっかけに全土で反乱が起こって，隋は滅んだ。代

わって，北周・隋と同じ拓
たく

跋
ばつ

部
ぶ

出身の武将李
り
淵
えん
（高

こう
祖
そ

）が東突厥の支
し

援
えん

の

下
もと

長安に入り，618年に唐
とう

を建てた。

　中国内地を再統一した２代皇帝太
たい
宗
そう
（李

り
世
せい
民
みん

）は，さらに東突厥を従え， 

チベット（吐
と

蕃
ばん

）帝国と和親して，中央ユーラシアへも勢力を伸
の

ばした。

続く高宗の時代には西突厥も服属させ，朝
ちょう

鮮
せん

半島にも進出したため，唐

は一時期，東アジア・中央ユーラシアにまたがる世界帝国となった。

　唐は，律
りつ

・令
れい

・格
かく

・式
しき

からなる法制を整え，三
さん
省
しょう
・六

りく
部
ぶ

をはじめとす

る中央官制を整備して統治を行った。基本方針は，自作農の増加と土地
はか

隋唐世界帝国の形成
隋は南北を統一して大運河・都城・科挙など新たな帝国統治のしくみを生み出し，
これを受け継いで完成させた唐はユーラシア東方の世界帝国となった。
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に皇帝の命令（勅
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）は律令に優先

され，最上位の法令とされた。
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　　　　大運河の建設につい
て，成功点と失敗点をそれぞ
れ説明しよう。
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ずい
の運河　工事の負担は隋の滅

めつ
亡
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を早め
たが，大運河はその後19世紀まで南北の物流
の大動脈となった。
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る中央官制を整備して統治を行った。基本方針は，自作農の増加と土地

への定着を図
はか

り，それを王朝の財政・軍事の基
き

盤
ばん

のため隋の諸制度を引き継ぎ，戸
こ

籍
せき

をもとに民衆に土地を支給

制
せい

），負担として租
そ

税
ぜい

・労
ろう

役
えき
（租

そ
調
ちょう
役
えき
制
せい

）と兵役（府
ふ
兵
へい

制度・税制・兵制が一体となった制度をしいた。一方，征服地は現地の
4

25制度・税制・兵制が一体となった制度をしいた。一方，征服地は現地の

る中央官制を整備して統治を行った。基本方針は，自作農の増加と土地

盤
ばん

とすることだった。そ

民衆に土地を支給し（均
きん
田
でん

兵
へい
制
せい

）を課すという土地

制度・税制・兵制が一体となった制度をしいた。一方，征服地は現地の
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隋唐世界帝国の形成
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首長に引き続き委ね，六つの都
と

護
ご

府
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をおいて監

　北朝から隋，さらに唐に至る一連の王朝の支配層は，いずれも鮮

跋部出身者を中心としていたため，これらは拓跋国家と総

家のしくみも多くが受け継がれ，唐において完成された。

　隋唐帝国の首都長安は，中央ユーラシアと直結し，大運河によって海

の道ともつながった国際都市であった。人口は約70万を数え，唐の貴

族・官僚・軍人・市民だけでなく，諸外国から訪
つど

った。広大な領域を支えるため，穀物や絹が租

調役制を通して集められ，さらに西
さい

域
いき

経営のためソグド商人らによって

西方にも送られた。一方，大運河の開通以降，江南への移住・開発が本

格化し，また海路からアラブ系・イラン系のムスリム商人が到
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中
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南
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の海港が栄えた。経済の中心がしだいに江南

に移るにつれ，大運河に近い副都洛
らく

陽
よう

の比重が高まった。
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ぎ

晋
しん

南
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北
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朝
ちょう

時代以来，華北には遊牧民の牧
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畜
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透
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の栽
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した。

　しかし，農村では，租税や労役・兵役の負担のために没
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かれ
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唐代の社会と経済
首都長安は中央ユーラシアに開かれた国際都市であり，
運河で結ばれていた。やがて社会の変容が進むと，経済中心の統治体制に転換した。
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ウマイヤ朝
↓

アッバース朝

南詔

真臘 チャンパー

シュリー
ヴィジャヤ

日本

東突厥
西突厥

新羅

渤海

唐

➡p.98

単
于
単
于

●②
安
北

●②
安
北

安
北
安
北

安
西
安
西安

西
●②

安
西
●②

北庭北庭

安南安南

安
東
安
東

安
東
安
東

●①

●①●②

●①

建国当時の唐の領域（７世紀初め）
唐の最大領域（683年）
六都護府（①～②は設置順）
遣唐使の行路

赤字

3

皇帝

三
省

六
部

中
書
省

門
下
省

尚
書
省

吏
部

戸
部

礼
部

兵
部

刑
部

工
部

（
戸
籍
・
租
税
）

（
人
事
）

（
儀
礼
・
外
交
）

（
軍
事
）

（
司
法
）

（
土
木
・
建
築
）

（
詔
勅
の
施
行
）

（
起
草
さ
れ
た
詔
勅
の

　
審
議
・
拒
否
）

御
史
台
（
監
察
）

（
詔
勅
の
起
草
）

り
く り こ へ

い
け
い

　　 長
ちょう
安
あん
を訪

おとず
れる外国使節と唐

とう
の官

かん
吏
り

　到
とう

来
らい

した使節には，唐
の官吏による接待が行われ，その費用は唐がもっていた。
4

唐の官吏

東ローマ帝国
の使節か

新羅の
使節か

東北の
少数民族
の使節か

　日本に大陸の制度・文化をもたらした遣唐使は，
日本の国づくりには大きな役割を果たしたが，唐
からみると新

し ら ぎ
羅・渤

ぼっ
海
かい

などの数多い朝
ちょう

貢
こう

使節の一
つにすぎなかった。また，日本の遣唐留学生・留

りゅう

学
がく

僧
そう

も，国際都市の長
ちょう

安
あん

・洛
らく

陽
よう

にあっては多種多
様な外国人の一人でしかなかった。
　一方，鮮

せん
卑
ぴ

系
けい

の北朝の系
けい

譜
ふ

を引き継
つ

ぎ，世界帝
国となった唐では，人材登用も柔

じゅう
軟
なん

に行われ，ソ
グド・突

とっ
厥
くつ

・高
こう

句
く

麗
り

・インドなど多様な出身の人々
が活

かつ
躍
やく

していた。そのため，日本人も能力が認め
られれば登用されえた。留学生として唐に渡

わた
り，ベ

トナムの安
あん

南
なん

節
せつ

度
ど

使
し

となった阿
あ

倍
べの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

は，その
代表である。

世界史の
中の日本

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

族・官僚・軍人・市民だけでなく，諸外国から訪れる使節・商人・宗教
4

者・留学生ら数万人も集
つど

った。広大な領域を支えるため，穀物や絹が租
日本

　しかし，農村では，租税や労役・兵役の負担のために没
ぼつ

落
らく

する農民が

増え，彼
かれ

らを支配下に収めて使
し

役
えき

する貴族や新興地主の荘
しょう

園
えん

経営が広

をおいて監
かん

督
とく

する間接統治を行った。

　北朝から隋，さらに唐に至る一連の王朝の支配層は，いずれも鮮
せん

卑
ぴ

拓

跋部出身者を中心としていたため，これらは拓跋国家と総
そう

称
しょう

される。国

家のしくみも多くが受け継がれ，唐において完成された。

は，中央ユーラシアと直結し，大運河によって海

。人口は約70万を数え，唐の貴
おとず

5

であり，農業や貿易で富む江南と大
運河で結ばれていた。やがて社会の変容が進むと，経済中心の統治体制に転換した。

➡p.30, 34
　　拓

たく
跋
ばつ
国家　突

とっ
厥
くつ

やウイグル
は，唐

とう
をタブガチュ（拓跋の発音

のなまり）とよび，鮮
せん

卑
ぴ

拓跋部の

5

　　租
そ
調
ちょう
役
えき

　農民は税として租
(穀物)・調(絹などの布)を納める
とともに，官庁から物資輸送や
工事などの労働が割り当てられ
た。８世紀以降，労

ろう
役
えき

は絹など
で代納されるようになった（庸

よう
）。

4

の官吏による接待が行われ，その費用は唐がもっていた。

ユ
ー
ラ
シ
ア

族・官僚・軍人・市民だけでなく，諸外国から訪
おとず

れる使節・商人・宗教

「遣唐使」とは諸国から訪れ
る朝貢使節の一つであり、
日本の「遣唐使」だけが特別
ではなかったことが、唐か
らみることでわかる。
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25

された。これらを通
7 QR

　　　　８世紀前半からの唐
とう

の制度の変化について，土地
制度，税制，兵制から一つ選
び，どう変わったのか要約し
よう。

問 い

増え，彼らを支配下に収めて使役する貴族や新興地主の荘園経営が広

がった。こうして８世紀前半には土地制度・税制・兵制が一体となった

体制は崩
くず

れ，現実に対応して諸制度が切り替
か

えられていった。兵制は給
きゅう

与
よ

制
せい

の専従兵士からなる募
ぼ
兵
へい
制
せい

に移行し，税制も現住地で所有している

土地・財産に応じて課税する両
りょう
税
ぜい
法
ほう

が780年に採用された。これらを
7 QR

唐は、自作農の増加と土地
への定着を図る政策として、
均田制・租調役制・府兵制
をしいたが、農民の没落と
荘園が増加した結果、両税
法・募兵制に切り替わった
ことが理解できる。
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試
し
読
み



２部１章　東アジアと中央ユーラシアの歴史的特質42

5

10

15

して，魏
ぎ
・晋

しん
以来試みられてきた王朝による土地管理と大土地所有制限

という方針は放
ほう
棄
き
され，貧

ひん
富
ぷ
の格差を前提としたうえで徴

ちょう
税
ぜい
・兵力調達

を行う体制に切り替
か
わり，以後の王朝にも受け継

つ
がれた。

　魏
ぎ なんちょう ほくちょう ずい とう

唐文化という。この一連の文化は，朝
ちょう
貢
こう
使節や僧

そう
侶
りょ
・商人の往来を通して

各地に広がっていき，日本を含
ふく
む東アジア共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。

　魏・晋以降，中央ユーラシアに連なる華
か ほく しつじつごうけん

い教養が貴族たちに好まれ，清
せい
談
だん
とよばれる哲

てつ
学
がく
的
てき
談議が

流行した。東
とう
晋
しん
の陶

とう
潜
せん
（陶

とう
淵
えん
明
めい
）の詩や王

おう
羲
ぎ
之
し
の書，顧

こ
愷
がい
之
し
の絵画は，当

時にとどまらず後世まで広く愛された。

　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき，さらにソグ

主に華北で発展した漢訳仏教や仏

南北文化の融合　晋唐文化
魏・晋以来，江南の優雅な文化と華北の質実な文化の二つの流れが成長し，隋・唐
で融合した。仏教をはじめ西域文化も流入し，唐代には国際色豊かな文化が栄えた。

6

5

365 ～ 427 307 ごろ～ 365ごろ 344ごろ～ 405ごろ

せいいき

1 ２ 3 史料

7

4

1

8

2

QR

コラム

文化から見る
当時の社会

　唐
とう
の時代には，南北の統合と西

さい
域
いき
文化の流入により，国際色豊かな文化が形づくら

れた。さまざまな資料から，唐の文化の国際性を見てみよう。

国際色豊かな唐の文化

読み解き 史料に記された「胡
ここ
曲
きょくきょく
」「胡食」「胡服」を，図　～　からそれぞれ選ぼう。また，図　～　や史料を根

こんこん
拠
きょきょ
に，交通

の発展は文化に対してどのような影
えい
響
きょう
を及

およ
ぼしたのか考えよう。

1 3 1 3

2

2

　　世界宗教の伝
でん
播
ぱ

　この時期，
特定の民族や地域を超

こ
えて信

しん
仰
こう

される世界宗教が広まった。仏
教に加え，新たに西方からマニ
教・ゾロアスター教（祆

けん
教
きょう

，→p. 
63）・ネストリウス派キリスト
教（景

けい
教
きょう

，→p.79）・イスラーム
（後に回

かい
教
きょう

とよばれる，→p.93）
が伝来した。

1

問 い

　宮中音楽では胡
こ
曲
きょく
が好まれ，貴人

の食事はことごとく胡食が供され，
身分のある男性も女性も皆

みな
胡服を着

るまでになった。� 〈『旧唐書』より要約〉

玄
げん

宗
そう

時代の長
ちょう

安
あん

の流行
史史史史
 料 料 料 料 料

読み解き 4 5

4

アジア各地に広まる文化

　　 外出する宮
きゅう
廷
てい
の人々　女性たちの間では，胡

こ
服
ふく

とよばれる，筒
つつ

袖
そで

で体にぴったり
沿う西方趣

しゅ
味
み

の服装が流行した。胡とは，当時ソグドを指した。
1 『枕

まくらの
草子』（1000年ごろ）

5

4

　　 発
はっ
掘
くつ
された小麦粉食品

小麦の製粉技術は西方由来であ
る。小麦粉を使った食品は漢代
に現れ，「胡

こ
餅
へい

」「胡食」とよばれ
た。唐

とう
代には民衆にとっても日

常的な食物となっていた。

2

　　 唐
とう
三
さん
彩
さい

　前面の人物が持つ
弦
げん

楽
がっ

器
き

は琵
び

琶
わ

とよばれ，日本にも
伝わった。

3

西域からきたと
思われるラクダ

楽団

7

魏 晋 南 北 朝 時 代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

思　想 清談が流行…「竹林の七賢」

画
書

詩

　
文

仏

　
教

道
教

顧愷之（東晋）…画聖 「女史箴図」

王羲之（東晋）…書聖　楷書・行書・草書を芸術化　

　田園詩人…陶潜（陶淵明）（東晋）『帰去来辞』
　四六騈儷体（4字・6字の対句・韻を用いた華麗な文章）
　が流行…昭明太子（梁）『文選』を編集

　渡来僧　仏図澄（ブドチンガ）…亀茲（クチャ）出身
　　　　　鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳
　　　　　達磨（ダルマ）…インド僧，禅宗の始祖
　渡印僧…法顕（東晋）『仏国記』
　石窟寺院…敦煌（莫高窟）・雲崗・竜門

神仙思想・儒家・道家・仏教・民間信仰を取り入れた宗教
　寇謙之（北魏）が道教教団を確立，北魏の保護を受ける

隋　唐　時　代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

画
書

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏

　
教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓�・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

　宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真�

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

しん�ずこ�がい�し

おう�ぎ���し

き�きょらいのじ

し�ろくべんれいたい

とうせん���とうえんめい とうしん

とんこう ばっこうくつせっくつ

ほっけん

く　ま　ら�じゅう

ぶっ�と� ちょう

うんこう りゅうもん

こうけん�し

しんせん

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう��ど��しゅうぜんしゅう

げんじょう

く��ようだつ ご�きょうせい��ぎ

ご��どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り�はくとう�し と���ほ おう��い

かん�ゆ りゅうそうげん

はくきょ��い
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　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき，さらにソグ

ド文化やインド系・イラン系文化などの入り混じった西
さい
域
いき
文化が流入・

融合したのが，隋唐の文化である。
➡p.36 ➡p.53 ➡p.81 せいいき

1 ２ 3 史料

　魏
ぎ
・晋代に始まり，南

なん
朝
ちょう
・北

ほく
朝
ちょう
で発展し隋

ずい
・唐

とう
に至る文化の流れを晋

唐文化という。この一連の文化は，朝
6

　魏・晋以降，中央ユーラシアに連なる華
か
北
ほく
では，質

しつ
実
じつ
剛
ごう
健
けん
な遊牧系政

権の下
もと
で，仏教をはじめとする外来文化が漢

かん
代までの文化と融

ゆう
合
ごう
した。

また，緑豊かな江
こう
南
なん
では貴族中心の優

ゆう
雅
が
な六

りく
朝
ちょう
文化が栄え，世

せ
俗
ぞく
を離

はな
れ

た趣
しゅ
味
み
や幅

はば
広
ひろ
い教養が貴族たちに好まれ，清

　仏教は南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
から隋

ずい
唐
とう
に

かけて王室・貴族に広まっ
たが，外来宗教であること
からたびたび廃

はい
仏
ぶつ
事件が起

こった。一方で仏教のもつ
整然とした経典・教義・教
団組織は，儒教・道教にも
体系化，組織化を促

うなが
した。

やがて中国社会では，儒教
を公認の政治思想としつつ，
道教を信じ仏教も学ぶとい
うあり方が定着していった。

唐の文化は、外来文化と漢
代までの文化が融合した華
北の文化が、貴族中心の江
南の文化と結び付き、さら
に西域文化まで流入した多
層的な融合の文化であった
ことがわかる。
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南北文化の融合　晋唐文化

6

5

1 ２ 3 史料

像，江南で発達した詩文や書・画は，遊牧民と漢人，華北と江南といっ

た違
ちが
いを超

こ
えて広く受け入れられ，さらに時代や地域をも超えて後世ま

で重んじられた。李
り はく と ほ はくきょ い はくらくてん とう

　多様な文化に寛
かん
容
よう
な遊牧民が主導権を握

にぎ
っていたこの時代は，さまざ

まな宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した仏教は，

４世紀以降，中央アジア出身の僧仏
ぶっ
図
と
澄
ちょう
・鳩

く
摩
ま
羅
ら
什
じゅう
によって華北の諸国

で盛
さか
んになり，江南でも貴族たちに広まった。北朝から唐にかけて，巨

きょ

大
だい
な石

せっ
窟
くつ
寺院がつくられるなど仏教は国家的保護を受けて栄え，仏典の

伝来・翻
ほん

訳
やく

が進んで天
てん
台
だい
宗
しゅう
・禅

ぜん
宗
しゅう
・浄

じょう
土
ど
宗
しゅう
などの諸宗派が成立した。一

方，外来の仏教の普
ふ
及
きゅう
は在来の民間信

しん
仰
こう
や儒

じゅ
教
きょう
を刺

し
激
げき
し，老

ろう
荘
そう
思想や神

しん

仙
せん
思想などを取り入れた道

どう
教
きょう
が成立して，唐代には王朝の保護を受けた。

儒教でも経典の整理・研究が進み，唐代に太
たい
宗
そう
の命で注

ちゅう
釈
しゃく
書
しょ
『五

ご
経
きょう
正
せい
義
ぎ
』

がつくられ，科
か
挙
きょ
試験のための公式解釈となった。

　やがて唐代後半になると，このような国際色豊かで普
ふ
遍
へん
性
せい
の高い文化

から，古文の復興を主張した韓
かん
愈
ゆ
・柳

りゅう
宗
そう
元
げん
らのように，中国内地の風土

に根ざし，漢代に模
も
範
はん
を求める動きが盛んになった。

7

701 ～ 762 712 ～ 770 772 ～ 846 4

1 ➡p.51

？～ 348 344 ～ 413

➡p.15 8

2

➡p.28 ➡p.25

QR

コラム

768～ 824 773 ～ 819

文化から見る
当時の社会 国際色豊かな唐の文化

読み解き 1 3 1 3

　　求
ぐ
法
ほう
僧
そう
の取経の旅　東

とう
晋
しん
の

僧法
ほっ
顕
けん
は，仏典を求めて陸路で

インドまで赴
おもむ
き，海路で帰国し

て『仏
ぶっ
国
こく
記
き
』を著

あらわ
した。また，唐

とう
代

には玄
げん
奘
じょう
が陸路，義

ぎ
浄
じょう
が海路で

インドを訪
おとず
れ，経典を持ち帰っ

た（→p.40 ）。

2

2

1

　　　　晋
しん

唐
とう

文化について，
魏
ぎ

・晋代から唐代までの文化
の流れを要約しよう。

問 い

玄
げん

宗時代の長
ちょう

安
あん

の流行

読み解き 史料　の漢詩のうち，史料　と関係する箇
かか
所
しょしょ
に線を

引こう。また，史料　は日本の貴族にとってどのような存在だっ
たのか，考えよう。

4 5

4

　晋
しん
唐
とう
文化は，漢字文

ぶん
化
か
圏
けん
共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。資料から，

日本でどのように唐の文化が受容されていたのか見てみよう。

アジア各地に広まる文化

1
　雪のたいそう高くつもった日，…話をしていると，宮さまが，
「少

しょう
納
な
言
ごん
よ，香

こう
炉
ろ
峰
ほう
の雪はどんなふうかしら。」とおっしゃるの

で，格
こう
子
し
をあげ，みすを高くまきあげるとおわらいになった。

「…白
はく
氏
し
文
もん
集
じゅう
の詩は知っていても，なかなか，あなたのように

機転はききませんわ。やっぱりこちらの宮さまにお仕えなさ
るにふさわしい方よ。」と，みんなにいわれた。� 〈大庭みな子訳〉

『枕
まくらの

草
そう

子
し

』（1000年ごろ）
史史史
 料 料 料 料 料

　 『枕草子』　日本の
平安時代の作品。藤

ふじ
原
わらの

道
みち

隆
たか

の娘
むすめ

，中
ちゅう

宮
ぐう

定
てい

子
し

に仕え
る清

せい
少
しょう

納
な

言
ごん

が，宮
きゅう

廷
てい

生活
を記した随

ずい
筆
ひつ

。

5

日ひ

高た
か

く
睡ね

む
り
足た

る
も
猶な

お
起お

く
る
に
慵も

の
う

し

小し
ょ
う

閤こ
う
①

衾き
ん
②
を
重か

さ
ね
て
寒さ

む
き
を
怕お

そ
れ
ず

遺い

愛あ
い

寺じ

の
鐘か

ね
は
枕ま

く
ら

を
欹そ

ば
だ

て
て
聴き

き

香こ
う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪ゆ

き
は
簾す

だ
れ

を
撥は

ね
て
看み

る

匡き
ょ
う

廬ろ
③
は
便す

な
わ

ち
是こ

れ
名な

を
逃の

が
る
る
地ち

司し

馬ば
④
は
仍な

お
老お

い
を
送お

く
る
官か

ん
為た

り

心こ
こ
ろ

泰や
す
ら

か
に
身み

寧や
す

き
は
是こ

れ
帰き

処し
ょ

故こ

郷き
ょ
う

は
独ひ

と
り
長ち

ょ
う

安あ
ん
に
在あ

る
可べ

け
ん
や

①
小
部
屋

②
布ふ

団と
ん

③
廬ろ

山ざ
ん

の
こ
と

④
役
職
名

〈
川
合
康
三
書
き
下
し
〉

　　 白
はく
居
きょ
易
い
の唐

とう
詩
し

　唐
の詩人である白居易が，
長
ちょう

安
あん

から地方へ左
さ

遷
せん

され，
廬
ろ

山
ざん

のふもとに草
そう

庵
あん

を建
てたときによんだ詩。

4

2

3

西域からきたと
思われるラクダ

楽団

　　 顔
がん
真
しん
卿
けい
の書　東アジア各地

で広く模
も

範
はん

として重んじられた。
7

魏 晋 南 北 朝 時 代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

思　想 清談が流行…「竹林の七賢」

画
書

詩

　
文

仏

　
教

道
教

顧愷之（東晋）…画聖 「女史箴図」

王羲之（東晋）…書聖　楷書・行書・草書を芸術化　

　田園詩人…陶潜（陶淵明）（東晋）『帰去来辞』
　四六騈儷体（4字・6字の対句・韻を用いた華麗な文章）
　が流行…昭明太子（梁）『文選』を編集

　渡来僧　仏図澄（ブドチンガ）…亀茲（クチャ）出身
　　　　　鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳
　　　　　達磨（ダルマ）…インド僧，禅宗の始祖
　渡印僧…法顕（東晋）『仏国記』
　石窟寺院…敦煌（莫高窟）・雲崗・竜門

神仙思想・儒家・道家・仏教・民間信仰を取り入れた宗教
　寇謙之（北魏）が道教教団を確立，北魏の保護を受ける

隋　唐　時　代

文

　
　

芸

宗

　
　

教

画
書

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏

　
教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓�・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

　宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真�

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

しん�ずこ�がい�し

おう�ぎ���し

き�きょらいのじ

し�ろくべんれいたい

とうせん���とうえんめい とうしん

とんこう ばっこうくつせっくつ

ほっけん

く　ま　ら�じゅう

ぶっ�と� ちょう

うんこう りゅうもん

こうけん�し

しんせん

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう��ど��しゅうぜんしゅう

げんじょう

く��ようだつ ご�きょうせい��ぎ

ご��どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り�はくとう�し と���ほ おう��い

かん�ゆ りゅうそうげん

はくきょ��い

6
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中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
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東
ア
ジ
ア

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
アで重んじられた。李

り
白
はく
や杜

と
甫
ほ
，白

はく
居
きょ
易
い
（白

はく
楽
らく
天
てん
）らの唐

とう
詩
し
は，中国にとど

まらず日本をはじめ漢字文
ぶん

化
か

圏
けん

共通の教養として広く親しまれた。
701 ～ 762 712 ～ 770 772 ～ 846 4

像，江南で発達した詩文や書・画は，遊牧民と漢人，華北と江南といっ

えて広く受け入れられ，さらに時代や地域をも超えて後世ま
し

文

芸

宗

教

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏

詩
文

仏

詩
文

仏

詩
文

仏

詩
文

仏

画
書

詩
文

仏

画
書
画
書

詩
文

仏

画
書

教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓�・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真�

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう��ど��しゅうぜんしゅう

げんじょう

く��ようだつ ご�きょうせい��ぎ

ご��どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り�はくとう�し と���ほ おう��い

かん�ゆ りゅうそうげん

はくきょ��い

　　 晋
しん
唐
とう
文化6 ユ

ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

し

晋唐文化は、地域や時代を超えて愛好さ
れたことがわかる。例えば日本では、
『枕草子』が白居易の詩に影響を受けてい
たことがわかる。
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　３世紀以降，朝
ちょう

鮮
せん

半島・日本列島では国家形成が進展し，中国王朝と

さまざまな関係を展開した。４世紀に楽
らく

浪
ろう

郡を滅
ほろ

ぼした高
こう

句
く

麗
り

は，広
こう

開
かい

土
ど

王
おう

のときに勢力を拡大し，中国東北部の南方から朝鮮半島北部までを

支配下に収めた。このころ半島南部では百
くだら（ペクチェ）

済・新
しらぎ（シルラ）

羅が成立し，高句麗と

並び立つ形勢となった（三
さん

国
ごく

時代）。一方，日本列島では，近
きん

畿
き

地方を中

心とするヤマト王権が倭
わ

国の統合を進めた。５世紀には倭国の王（倭の

五王）がたびたび江
こう

南
なん

地方の南
なん

朝
ちょう

に朝
ちょう

貢
こう

し，また百済や加
か

耶
や
（加

か
羅
ら

）諸国

と結んで朝鮮半島南部にも介
かい

入
にゅう

した。

　隋
ずい

唐
とう

帝国の成立は，近
きん

隣
りん

の諸地域に大きな影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼした。朝鮮半島

では，唐と結んだ新羅が百済・高句麗を滅ぼし，次いで唐も排
はい

除
じょ

して，

676年に三国の統一を果たした。新羅は官位制・身分制を整え，都慶
キョン

州
ジュ

では仏教文化が栄えた。これに対し，その北方で７世紀末に高句麗の遺

民が渤
ぼっ

海
かい

を建て，日本とも通交した。また，唐の西南の雲
うん

南
なん

地方では８

世紀に南
なん

詔
しょう

が自立し，唐の影響を受けた国づくりを進めた。日本も遣
けん

隋
ずい

使
し

・遣
けん

唐
とう

使
し

を派遣して制度・文化のとり入れに努め，律
りつ

令
りょう

国家体制を整

えていった。奈良時代の天
てん

平
ぴょう

文化は，仏教色が濃
こ

く唐の文化の影響を強

く受けている。これら唐の東方・南方の諸国の多くは，隋唐帝国で完成

された律令・都
と

城
じょう

制
せい

・漢訳仏教という統治制度・思想体系を，漢字を媒
ばい

介
かい

としてとり入れた。こうして漢字文
ぶん

化
か

圏
けん

がほぼ輪
りん

郭
かく

を整えた。

　一方で，突
とっくつ と ばん

東アジア諸国家の形成
朝鮮半島・日本列島など唐の周縁諸地域では，漢字を媒体として律令・都城制・仏
教文化をとり入れた国家が整備され，現在に続く漢字文化圏が形成された。

コラム

コ グ リョ ➡p.29

4 世紀半ば～ 660 4世紀半ば～ 935

2

➡p.84
こう
➡p.84

こう

698 ～ 926 ユンナン

? ～ 902 1

➡p.46

QR1

2

唐の体制転換とユーラシア東方の変動

コラム

3 QR

5

4

のまとめ5節

　　南
なん

詔
しょう

　チベット＝ビルマ系の
文化をもつ王国で，インドや中
国の文化の影

えい
響
きょう

も受けた。

1

3

とう ちょうこうこく
2

　大
だい
興
こう
安
あん
嶺
れい
を経てモンゴル

高原につながる朝鮮半島北
部は中央ユーラシアとも密
接な関係にあり，しばしば
中
ちゅう
華
か
王朝と遊牧国家の争

そう
奪
だつ

の対象となった。匈
きょう
奴
ど
に反

はん

撃
げき
を図

はか
る漢

かん
や，突

とっ
厥
くつ
と対立

する隋
ずい
・唐

とう
が半島に遠

えん
征
せい
し

たのは，その一例である。
一方，半島南部では663年
の白

はく
村
すきの
江
え
の戦いで倭

わ
の介

かい
入
にゅう

は退けられたが，日本との
密接な交流は以後も続いた。

唐
とう

蕃
ばん

会盟碑
ひ

（823年）

読み解き

5

　　 東アジアの都
と
城
じょう
制
せい

　都城
制は北

ほく
朝
ちょう

の遊牧系政権の下
もと

で
発達した。長

ちょう
安
あん

は新たに建設
された計画都市であり，この
よ う な 都 城 制 は， 国 家 を 建
設・整備しつつあった諸国に
とって理想とされ，日本の平

へい

城
じょう

京
きょう

・平
へい

安
あん

京
きょう

，渤
ぼっ

海
かい

の上
じょう

京
けい

竜
りゅう

泉
せん

府
ふ

など，各国で模
も

倣
ほう

された。
読み解き 平安京と上京竜泉府
は，どのような点が長安の模
倣なのだろう。

1

長安城
大明宮

宮城

皇城

西市 東市

右京 左京

東市西市朱
雀
大
路

朱
雀
大
路

朱
雀
大
路

朱
雀
大
路

朱
雀
大
路

朱
雀
大
路

宮城
皇城

興慶宮

大内裏

平安京 上京竜泉府

0 2km

　　 三
さん
国
ごく
時代の朝

ちょう
鮮
せん
半島（5世紀）2

日
本
海

黄 海
漢山城漢山城

平壌平壌

金城
（慶州）
金城
（慶州）

丸都（国内城）丸都（国内城）
がん とがん と

熊津熊津

泗沘泗沘

高句麗

新 羅

加耶諸国

百 済

（加羅，伽耶，任那）
みま な

にん な
（加羅，伽耶，任那）

みま な

にん な

広開土王碑広開土王碑

対馬

濊濊濊濊濊
わいわい

0 200km200km200km
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太
平
洋

洛陽

上京竜泉府

長安

ラサ
成都 唐

渤海

チベット

ウイグル帝国

新
羅

南詔

日本

カンボジア
チャンパー

シュリーヴィジャヤ安禄山の進軍ルート
玄宗の避難ルート
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中
央

ユ
ー
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東
ア
ジ
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C 

日
本

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

1 章の
振り返り

　一方で，突
とっ

厥
くつ

やウイグル，チベット（吐
と

蕃
ばん

）は唐と対等，あるいは唐よ

り優位の関係にあり，唐の外交政策を決定する要因となったのは，常に

北方・西方の中央ユーラシア勢力の動向であった。唐は，優勢なときは

直
ちょっ

轄
かつ

支配や間接統治を拡大し，劣
れっ

勢
せい

になると婚
こん

姻
いん

や交易に応じた。片や

東方・南方の朝貢国に対しては，冊
さく

封
ほう

関係を結んで世界帝国としてふる

まい，唐は力関係や国際情勢に応じて多様な関係を展開した。
2 ➡p.29

　　唐
とう

の朝
ちょう

貢
こう

国
こく

　インド文化の
影
えい

響
きょう

が強いカンボジア・チャン
パー・シュリーヴィジャヤ（→ 
p.55）など東南アジア諸国も朝
貢使節を送った。遣

けん
唐
とう

使
し

を送っ
ていた日本は，朝貢は行ったが
冊
さく

封
ほう

は受けなかった。

2 り優位の関係にあり，唐の外交政策を決定する要因となったのは，常に

北方・西方の中央ユーラシア勢力の動向であった。唐は，優勢なときは

直
ちょっ

東方・南方の朝貢国に対しては，冊

まい，唐は力関係や国際情勢に応じて多様な関係を展開した。

唐の外交姿勢が、北方・西
方と東方・南方では異なっ
ており、とくに北方・西方
の中央ユーラシア勢力の動
向に左右されていたことが
わかる。
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東アジア諸国家の形成

コラム

2

1

QR1

2

　７世紀末，高
こう

宗
そう

の皇后であった則
そく

天
てん

武
ぶ

后
こう
（武

ぶ
則
そく

天
てん

）が皇帝となって国号

を周
しゅう

と改めた。その死後の混乱を収めて唐を復活させた玄
げん

宗
そう

は，政治を

引き締
し

め，国政改革に努めた（開
かい

元
げん

の治
ち

）。則天武后から玄宗の時代，唐

初期の統治体制の切り替
か

えが進んだ。科
か

挙
きょ

官
かん

僚
りょう

の登用が増えて，北
ほく

朝
ちょう

以

来の貴族と並んで政治を担
にな

うようになり，府
ふ

兵
へい

制
せい

に代わった募
ぼ

兵
へい

制
せい

の

下
もと

，節
せつ

度
ど

使
し

が指揮する軍隊が辺境防衛にあたった。

　唐の軍隊の主力は，服属したトルコ・ソグドなどの騎
き

馬
ば

軍団であり，

なかでも両者の血を引く節度使安
あん

禄
ろく

山
ざん

は強力な軍隊を指揮していた。玄

宗の晩年，楊
よう

貴
き

妃
ひ

の一族が実権を握
にぎ

ると，河
か

北
ほく

で自立を強めていた安禄

山は，ソグド系部将の史
し

思
し

明
めい

と共に挙兵した（安
あん

史
し

の乱）。唐は洛
らく

陽
よう

・長
ちょう

安
あん

を奪
うば

われ危機に陥
おちい

ったが，ウイグル帝国が援
えん

軍
ぐん

を送って乱を鎮
ちん

圧
あつ

した。

しく縮小した。中央政府の統

制も弱まり，安史の乱後，内地にもおかれるようになった節度使が，軍

事だけでなく行政・財政の権限も握って各地で勢力をもった（藩
はん

鎮
ちん

）。

　後半期の唐王朝の実体は，各地方の藩鎮の集合体にすぎず，ユーラシ

ア東方最大の軍事力をもつウイグル帝国との和親関係と，経済の中心に

成長した江南地方からの収入によって支えられていた。唐は両
りょう

税
ぜい

法
ほう

と塩

の専売を導入して財政の再建を図
はか

ったが，９世紀後半には塩の密売人に

よって黄
こう

巣
そう

の乱が起こった。唐は，840年のウイグル帝国崩
ほう

壊
かい

で後ろ盾
だて

を失っていた上，乱によって江南が混乱に陥るとその衰
すい

退
たい

は決定的とな

り，907年，節度使の朱
しゅ

全
ぜん

忠
ちゅう

に滅ぼされた。ウイグルと唐の崩壊により，

ユーラシア東方は変動期に入っていく。

唐の体制転換とユーラシア東方の変動
唐は安史の乱の後，財政改革で体制を立て直したが，共存していたウイグル帝国が
崩壊し，黄巣の乱で江南が混乱すると行き詰まり，ユーラシア東方は変動期となった。

➡p.40 624ごろ～705 コラム

690～ 705 位 712～ 756

➡p.41

3 QR

705 ～ 757

719 ～ 756

？～ 761 755 ～ 763 ルオヤン

➡p.36

5

4

➡p.41

➡p.27

875 ～ 884

852 ～ 912

　中国史上，政治を動かした女性は何人も
いるが，みずから皇帝となったのは則天武
后ただ一人である。高

こう
宗
そう
の妃

きさき
の一人だった

則天武后は，皇后に上り詰
つ
めると，病弱の

夫に代わって実権を握
にぎ
り，高宗の没

ぼつ
後
ご
，実

子の中
ちゅう
宗
そう
らを廃

はい
位
い
して皇帝となった。武后

の死後，復位した中宗の皇后韋
い
后
こう
もこれに

ならって帝位に就
つ
こうとしたが失敗した。

女性が主導した一連の政治変動は，後に
「武

ぶ
韋
い
の禍

か
」と否定的によばれるが，則天武

后の時代は，統治が安定し，科
か
挙
きょ
出身の官

かん

僚
りょう
の登用など改革の進んだ時期であった。

　隋
ずい
唐
とう
帝国で形成された諸制

度や文化が朝
ちょう

鮮
せん

半島や日本に
広がったのはなぜか，あなた
の考えを説明しよう。

のまとめ5節

1

せつ ど し
3

2

さしく大チベットの領域で…，
チベット人はチベットで安ら
かにし，中国人は中国で安ら
かにするという大いなる政事
を結んで一つにして…，誓

ちか
い

をなした。

唐
とう

蕃
ばん

会盟碑
ひ

（823年）

　　 唐蕃会盟碑　ラサに立てら
れた碑で，唐とチベット（吐

と
蕃
ばん

）
の講和条約の内容を記している。
読み解き 両国の関係はどのよ
うなものだろうか。

5

読み解き
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濊
わいわい

　　 則天武后　本名は武
ぶ

照
しょう

。政治において儒
じゅ

教
きょう

と
ともに仏教を重視した。
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　　 9世紀初めの唐
とう
・ウイグル・

チベット　安
あん

史
し

の乱で唐が衰
おとろ

え
た後，中央アジアはウイグル・
チベット両帝国が南北で分け
合った。唐は江

こう
南
なん

の税収と海上
貿易に依

い
存
そん

するようになった。
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ジ
ア

　東アジアと中央ユーラシアの歴史的な特質は，どのようなものだろうか。あなたの考えを
説明しよう。

1 章の
振り返り

弱体化した唐はウイグル・チベットに中央アジアを奪われ，南詔の独立

で雲南も失い，８世紀半ば以降，領域は著
いちじる

しく縮小した。中央政府の統
5

4

　　節
せつ

度
ど

使
し
　臨時の軍司令官で，

８世紀初めに10節度使がおかれ
たが，後に常設化して各地で割

かっ

拠
きょ
した。安

あん
史
し
の乱を起こした安

あん

禄
ろく
山
ざん
は，河

か
北
ほく
の３節度使を兼

か
ね

る大勢力だった。

3

　チベットと中国の両国は，
現在支配している領域と境界
を守り，その東方すべては大
中国の領域，西方すべてはま
さしく大チベットの領域で…，

唐
とう

蕃
ばん

会
かい

盟
めい

碑
ひ

（823年）
史史史史
 料 料 料 料 料

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

安史の乱以降、領土的にも
立場的にも弱体化した唐は、
チベットと対等の関係に
なったことが、唐蕃会盟碑
から読み取れる。

2部1章　東アジアと中 央ユーラシアの歴史的特質
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唐は，近隣諸国とどのような関係にあったのだろうか？Question

ユーラシア東部の国際関係
―「中華」の王朝とその周辺

探 究
TRY
探 究
TRYTRY

　中国の王朝は，自身の国が世界の中心たる「中
ちゅう
華
か
」であり（→p.25），周囲の国々は皇帝の徳や文化を慕

した
って朝

ちょう
貢
こう

してくるのだという思想をもっていた。だが，実際の近
きん

」であり（→p.25），周囲の国々は皇帝の徳や文化を慕
きん

」であり（→p.25），周囲の国々は皇帝の徳や文化を慕
隣
りん

」であり（→p.25），周囲の国々は皇帝の徳や文化を慕
りん

」であり（→p.25），周囲の国々は皇帝の徳や文化を慕
諸国との関係性はどのようなものだったのだろうか。

唐
とう
代の資料を読み解いて，ユーラシア東部の国際関係を考えよう。

唐
とう

と日本の関係資料１

STEP3 議 論STEP2STEPSTEPSTEP222 説 明 7~10世紀の日本と唐
とう
にとって，お互

たが
いはどのような存在だったのだろうか。資料　～　から読み

とったことを踏
ふ
まえて，あなたの考えを説明しよう。

1 5

STEP2 説 明
6 11

１）資料　～　から，日本は遣
けん
唐
とう
使
し
を重視していたといえるだろうか。

２）資料　と　から，日本が遣唐使を送ることにはどのようなメリットがあったのだろうか。
３）史料　と　から，唐にとって，日本はどのような国だったといえるだろうか。

1 3

3 4

4 5

STEP1STEPSTEPSTEP111 読 解

資料２

　遣唐使は日本から唐への公式の
朝
ちょう
貢
こう
使節で，630年に開始された。

4隻
せき
の船で編成され，1隻につき

100人が乗船した。生
せい
還
かん
率
りつ
は，すべ

ての遣唐使を通して計算すると，
約6割程度だったという。

　 遣
けん

唐
とう

使
し

について1

　　 第18回遣唐使の様子
〈『弘法大師行状絵詞』東寺蔵〉

2

玄
げん

宗
そう
「紀

き
泰
たい

山
ざん

銘
めい

」 
（726年）
6

　　 7~10世紀の唐
とう
と日本に関する年表3

年代 唐の情勢

拡
大・安
定

衰
退
続
く

遣唐使（数字は回） 日本の出来事

・遣唐使の派遣を開始

・白鳳文化（唐初期の影響
を受けた文化）

・大宝律令の整備
・平城京に遷都

・天平文化（国際色豊かな
文化，西域の文物も渡来）

・平安京に遷都（→p.44　）

・弘仁・貞観文化（唐から
帰国した最澄・空海によ
る密教の隆盛）

・遣唐使の停止

→国風文化の発達へ

①犬上御田鍬ら
②，③，④

⑤，⑥，⑦

⑧山上憶良ら
⑨阿倍仲麻呂ら
⑩
⑪（中止），⑫
⑬，⑭（中止）
⑮（中止）
⑯，⑰

⑱最澄，空海ら

⑲

⑳（中止）
→以降無し

＊回数は諸説ある。

建国（→p.40）

領域最大
（→p.40）

開元の治
（→p.45）

安史の乱
領域縮小
藩鎮の台頭
（→p.45）

黄巣の乱

滅亡（→p.45）
→民間商人の
　海上進出

７世紀

８世紀

９世紀

10世紀

1

7

年代 唐の出来事 中央ユーラシアの出来事

・東突厥が唐に服属，皇帝
に天可汗の称号を贈る

・ウイグル，東突厥を滅ぼす
・ウイグル，安史の乱で唐に
援軍を送る（→p.36）

・ウイグル，唐と絹馬貿易を
盛んに行う（→p.36）

・ウイグル帝国の崩壊

・唐の建国（→p.40）

・唐の領域最大に（→p.40）

・則天武后（→p.45）が，
周に国号を変更

・玄宗，開元の治（→p.45）

・安史の乱
・唐の領域縮小，藩鎮が
各地で台頭（→p.45）

・ウイグルとの絹馬貿易
が盛んに行われる

・唐蕃会盟碑（→p.45）

・黄巣の乱起こる

・唐の滅亡（→p.45）

７世紀

８世紀

９世紀

10世紀

6 8

9 10

9 11

7 11

STEP1 読 解

　玄
げん
宗
そう
の開元年間の初め，日本国は再び使者を遣

つか
わ

して来朝させた。その使者はその機会に儒
じゅ
者
しゃ
から経

けい

書
しょ
を教えてもらいたいと願い出た。そこで玄宗は…

趙
ちょう
玄
げん
黙
もく
に…教えさせた。日本の使者はそこで玄黙に

広
ひろ
幅
はば
の布を贈

おく
って入門料とした。その布には「白

はく
亀
き

元年の調
ちょう
布
ふ
」と書きつけてあったが，中国人は，日

本で調として布を納める制度があろうなどとは嘘
うそ
だ

ろうと疑った。その使者は，中国でもらった賜
たまわ
り物

のすべてを投じて書
しょ
籍
せき
を購

こう
入
にゅう
し，海を渡

わた
って帰って

いった。
　その時の副使の阿

あ
倍
べの
仲
なか
麻
ま
呂
ろ
は，中国の国ぶりを

慕
した
って…唐朝に仕えて…去ろうとしなかった。

〈藤堂明保 竹田晃 影山輝國訳『倭国伝』「旧唐書」 一部改変〉

　 第9回遣
けん

唐
とう

使
し
〈唐の記録〉（717年）4

史史史史
 料 料 料 料 料

　新羅は三
さん

国
ごく

統一の時期（→p.45）には日本との関係を
重視したが，その後は唐に接近して高く扱

あつか
われており，

日本はそれに反発した。

　…正月一日に…朝
ちょう
貢
こう
の諸外国の使節は朝賀を行な

いました。…唐の朝
ちょう
廷
てい
は古

こ
麻
ま
呂
ろ ＊の席次を，西側に

ならぶ組の第二番の吐
と
蕃
ばん
（チベット）の下におき，

新
し ら ぎ
羅の使いの席次を東側の組の第一番の大

たい
食
しょく
国
こく
（ペ

ルシャ）の上におきました。そこで古麻呂は次のよ
うに意見を述べました。「昔から今に至るまで，久
しく新羅は日本国に朝貢しております。ところが今，
新羅は東の組の第一の上座に列

つら
なり，我（日本）は逆

にそれより下位におかれています。これは義にかな
わないことです」と。…
＊遣唐使の副使 〈宇治谷孟訳『続日本紀』〉

　 第12回遣
けん

唐
とう

使
し
〈日本の記録〉（754年）5

史史史史
 料 料 料 料 料

突
とっ

厥
くつ
（テュルク）の碑

ひ
文（8世紀前半）8

安
あん

史
し

の乱〈唐
とう

の記録〉9

安
あん

史
し

の乱〈ウイグルの碑
ひ

文〉10

唐
とう

とウイグルの絹
けん

馬
ば

貿易〈唐の記録〉11

世界
遺産

紀
泰 

山
銘

試し
読み

探究TRY
ユーラシア東部の国際関係―「中華」の 王朝とその周辺

42

47

唐は，近隣諸国とどのような関係にあったのだろうかQuestion

探 究
TRY

資料１

STEP3STEPSTEPSTEP333 議 論 STEP2の２）でまとめた内容について，グループで発表し合い，議論してみよう。議論を経て，自分
の意見が変わった場合は，STEP２でまとめた内容を変

へん
更
こう
しよう。

STEP2 説 明 1 5

STEP2STEPSTEPSTEP222 説 明 １）�絹
けん
馬
ば
貿易について，ウイグルの側はこの貿易をどのようなものと考えていたと推測できるだろう

か。資料　～　から読みとったことを踏
ふ
まえて，あなたの考えを説明しよう。

２）�中国の王朝による，自身を「中
ちゅう
華
か
」とする国際関係の説明は，どの程度実態に即

そく
していたのだろう

か。唐
とう
と日本，また唐と遊牧国家の関係を踏

ふ
まえて，あなたの考えを説明しよう。

6 11
1 3

3 4

4 5

STEP1 読 解

唐
とう

と遊牧国家の関係資料２

遣
けん

唐
とう

使
し

について1

2

　東西南北の異民族が，通
訳を重ねて我が朝に来

らい
貢
こう
す

るのは，歴代帝王の重なる
徳化の賜

たま
物
もの
であって，朕

ちん
は

何にもまして敬
けい
慕
ぼ
する。
〈竹村則行訳〉

　  玄
げん

宗
そう
「紀

き
泰
たい

山
ざん

銘
めい

」 
（726年）
6

史史史史
 料 料 料 料 料

　唐
とう

の皇帝玄宗が，725年に泰山で儒
じゅ

教
きょう

儀
ぎ

礼
れい

を行った際に，
その経

けい
緯
い

や意義を刻んだ碑
ひ

文
ぶん

である。上記の史料はそのう
ちの，従来の皇帝の功績が述べられた部分。

3

年代 唐の情勢

拡
大・安
定

衰
退
続
く

遣唐使（数字は回） 日本の出来事

・遣唐使の派遣を開始

・白鳳文化（唐初期の影響
を受けた文化）

・大宝律令の整備
・平城京に遷都

・天平文化（国際色豊かな
文化，西域の文物も渡来）

・平安京に遷都（→p.44　）

・弘仁・貞観文化（唐から
帰国した最澄・空海によ
る密教の隆盛）

・遣唐使の停止

→国風文化の発達へ

①犬上御田鍬ら
②，③，④

⑤，⑥，⑦

⑧山上憶良ら
⑨阿倍仲麻呂ら
⑩
⑪（中止），⑫
⑬，⑭（中止）
⑮（中止）
⑯，⑰

⑱最澄，空海ら

⑲

⑳（中止）
→以降無し

＊回数は諸説ある。

建国（→p.40）

領域最大
（→p.40）

開元の治
（→p.45）

安史の乱
領域縮小
藩鎮の台頭
（→p.45）

黄巣の乱

滅亡（→p.45）
→民間商人の
　海上進出

７世紀

８世紀

９世紀

10世紀

1

　　 7~10世紀の唐
とう
と中央ユーラシアに関する年表7

年代 唐の出来事 中央ユーラシアの出来事

・東突厥が唐に服属，皇帝
に天可汗の称号を贈る

・ウイグル，東突厥を滅ぼす
・ウイグル，安史の乱で唐に
援軍を送る（→p.36）

・ウイグル，唐と絹馬貿易を
盛んに行う（→p.36）

・ウイグル帝国の崩壊

・唐の建国（→p.40）

・唐の領域最大に（→p.40）

・則天武后（→p.45）が，
周に国号を変更

・玄宗，開元の治（→p.45）

・安史の乱
・唐の領域縮小，藩鎮が
各地で台頭（→p.45）

・ウイグルとの絹馬貿易
が盛んに行われる

・唐蕃会盟碑（→p.45）

・黄巣の乱起こる

・唐の滅亡（→p.45）

７世紀

８世紀

９世紀

10世紀

１）史料　と　から，唐
とう
と突

とっ
厥
くつ
の互

たが
いの関係についての認識は，どのように異なるだろうか。

２）史料　と　から，安
あん
史
し
の乱についての唐とウイグルの記述は，どのように異なるだろうか。

３）史料　と　から，唐は，ウイグルと自
じ
身
しん
の立

たち
場
ば
関
かん
係
けい
をどのように記しているだろうか。

４）資料　～　から，唐と遊牧国家の経済関係はどのようなものだったと考えられるだろうか。

6 8

9 10

9 11

7 11

STEP1STEPSTEPSTEP111 読 解

第9回遣
けん

唐
とう

使〈唐の記録〉（717年）4

第12回遣
けん

唐
とう

使〈日本の記録〉（754年）5

　オルホン碑文（→p.36）と総
そう

称
しょう

されるトルコ語碑文の一つ。

　ウテュケン（モンゴル高原にある聖山）の山林よりよいと
ころはない。国を保つべき地はウテュケンの山林である。
この地に住んで，我々は唐

とう
の民と和

わ
睦
ぼく
した。彼

かれ
らは金・

銀・酒・絹を限りなく与
あた
える。唐の民の言葉は甘

あま
く，その

絹は柔
やわ
らかい。…甘いその言葉，柔らかいその絹に欺

あざむ
かれて，

多くのテュルク＊の民が死んだ。…その地に行くと，お前た
ちテュルクの民よ，死ぬぞ！�ウテュケンの地に住んで，隊
商を送るならば，お前たちにいかなる憂

ゆう
苦
く
もない。

＊突厥のこと 〈護雅夫『古代トルコ民族史研究 Ⅱ』 一部改変〉

　 突
とっ

厥
くつ
（テュルク）の碑

ひ
文
ぶん

（8世紀前半）8
史史史史
 料 料 料 料 料

　（都落ちした皇帝のもとに）ウイグル・チベットの使者が
次々と到

とう
着
ちゃく
し，和親を請

こ
い願って，唐を助けて反乱軍（安

あん
禄
ろく

山
ざん
・史

し
思
し
明
めい
）を討つことを願い出た。� 〈『旧唐書』より要約〉

　 安
あん

史
し

の乱〈唐
とう

の記録〉9
史史史史
 料 料 料 料 料

　…（ウイグルのカガンのもとに）「この苦難から救って下
さい。援

えん
助
じょ
して下さい」という（唐

とう
の天子の）言葉（＝請

せい
願
がん
書
しょ
）

が来た。神である王（ウイグルのカガン）がこの言葉を聞い
た時，自ら強力な軍隊とともに天子の居所（中国を指す）に
お進みになられた。

〈森安孝夫『シルクロードと唐帝国』 一部改変〉

　 安
あん

史
し

の乱〈ウイグルの碑
ひ

文
ぶん

〉10
史史史史
 料 料 料 料 料

　元来ウイグルは功名をたのみ，乾
けん
元
げん
（安

あん
史
し
の乱の時期にあ

たる元号）の後より，しばしば使節を派
は
遣
けん
して，馬をもって

絹と交易した。そこで毎年，交易しに来て，馬一頭で絹
四十匹

ぴき
を交

こう
換
かん
し，ややもすると数万頭の馬をもたらしてきた。

〈『旧唐書』より要約〉

　 唐
とう

とウイグルの絹
けん

馬
ば

貿易〈唐の記録〉11
史史史史
 料 料 料 料 料

世界
遺産

紀
泰 

山
銘

探究TRY
ユーラシア東部の国際関係―「中華」の 王朝とその周辺

それぞれの視点で書かれた史料などを読解した上で、
唐と周辺諸国の外交関係について考察する。

43

試
し
読
み
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●モンゴル帝国とユーラシア大交
こう
流
りゅう
圏
けん

12世紀までに徐
じょ

々
じょ

に進んできた各地域の結びつ

きは，13世紀のモンゴル帝国の登場によって一気

に加速した。14世紀前半にかけて，ユーラシア・

北アフリカにまたがり，陸と海で結ばれた巨
きょ

大
だい

な交

流圏が形成され，ユーラシア規模で人・もの・情報

の移動・交流が空前の発展を遂げた。

「草原の道」から登場し，早くに「オアシスの道」を

押
お

さえたモンゴルは国際商業の重要性をよく認識し

ており，交
こう

通
つう

網
もう

を整備し貿易の保護・振
しん

興
こう

に努めた。

モンゴルがユーラシアの主要部分を統合したため，

通行税などの負担や隊商が襲
しゅう

撃
げき

を受ける危険が少な

くなったことも，活発な商業活動を後押しした。南
なん

宋
そう

の征
せい

服
ふく

によって「海の道」も押さえると，交易網は

海路とも結びついた。西方に伝わった東方の繁
はん

栄
えい

の

様子は，ヨーロッパ人に豊かなアジアへの憧
あこが

れを抱
いだ

かせ，「大航海時代」の原動力にもなった。 

●14世紀の危機

1310年ごろから数十年間，北半球では寒冷な気

候が続いた。長期の好
こう

況
きょう

で人口が増え，やせた土地

の無理な開発や森林破
は

壊
かい

が進んでいたこともあり，

各地で深刻な不作や飢
き

饉
きん

が起こった。それに伴
ともな

い，

海外進出が実現した。第２に，モンゴル以後にユー

p.155p.155p.128p.128

➡p.129

➡p.32

➡p.132

➡p.55

➡p.133

➡p.151

QR

時代の
特徴

モンゴル帝国の下
もと

で，13世紀に全ユーラシアが結びついた。その交流は「14世紀の危
機」で一時断絶したが，モンゴル時代のシステムは多くの点で後の時代に影

えい

響
きょう

した。

13〜14世紀　ユーラシア大交流圏の成立と危機結びつく
世界

明の成立とユーラシア東方

1 QR

1 2 QR

2

3

4

1

2

4

3

問 い

読み解き

1

2

南京（応天府）南京（応天府）

漢城漢城

坊津坊津

博多博多

京都京都

首里首里福州福州

寧波寧波杭州杭州

北京
（順天府）

北京
（順天府）

開封開封

カラコルムカラコルム

西安西安

景徳鎮景徳鎮

広州広州

ラサラサ

トゥルファントゥルファン
イリイリ

ヌルガンヌルガン

山海関山海関粛州粛州

厦門厦門
ア モイア モイ

江南

朝鮮

日本

琉球

大越

オイラト

東チャガタイ＝ハン国

チベット

モンゴル（韃靼）
だったん

明

ヒ
マ

ラヤ山脈

太太

平平

洋洋

バイカル湖バイカル湖

海海

本本

日日

海海

東東
シシ
ナナ

海海南南 シシナナ

黒黒
竜竜
江江

黄黄 河河

長　江長　江

バルハシ湖バルハシ湖

前期倭寇（14世紀後半）
永楽帝の対外政策

わ こう

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

節1節

アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出2章
章の見通し

　　 14世紀の交易とペストの広がり1

20° 90°100° 120°

0°

20°

0°

0° 40°20°

20°

60°

40°

20°

80°
140°

東東
シシ
ナナ
海海

南南
シシ
ナナ
海海

海海
本本
日日

海海

海海

中中

地地

北北
海海

大 西 洋大 西 洋

黒黒

海海

カカ
スス
ピピ

アラル海アラル海

紅紅

海海

ペペ
ルル
シシャャ湾湾

トリポリトリポリ

ダマスクスダマスクス

メッカメッカ

リスボンリスボンマルセイユマルセイユ

ジェノヴァジェノヴァ

パリパリ リューベクリューベク
ケルンケルン

ヴェネツィアヴェネツィア
モスクワモスクワ

ストックホルムストックホルム

ブダブダ

アレクサンドリアアレクサンドリア

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

カッファカッファ

キエフキエフ

アレッポアレッポ

バグダードバグダード

タブリーズタブリーズ

イスファハーンイスファハーン
バスラバスラ

ホルムズホルムズ

ブハラブハラ

ロンドンロンドン

タシケントタシケント

サマルカンドサマルカンド
カシュガルカシュガル

カラコルムカラコルム 上都上都

洛陽洛陽西安西安

大都大都

開封開封

杭州杭州

泉州泉州

広州広州

パガンパガン

ホータンホータン

マムルーク朝

オスマン帝国

ティムール帝国

デリー =スルタン朝

ポーランド
王国 リトアニア

大公国
ハンガリー

王国

神聖
ローマ帝国

フランス
王国

ポルトガル
   王国

ジョチ=ウルス
（キプチャク=ハン国）

シ　ベ　リ　アシ　ベ　リ　ア

スカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンスカンデデデデデデデデデデデデデデデディナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナィナディナデディナデディナデディナデディナデディナデディナデ ヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴヴィアィアィアィアィアィアィアィアィアィアィアヴィアヴヴィアヴヴィアヴヴィアヴヴィアヴヴィアヴ
半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島半島

アラビア半島

イイラランン高高原原

タククララママカカン
砂漠

ヒマラヤ山脈

崑崙
山脈

天
山
山脈脈

カカザザフフ草草原原

（1347年）（1347年）

（1351年）（1351年）

（1349年）（1349年）

（1347年）（1347年） （1354年）（1354年）

（1348年）（1348年）

（1320年）（1320年）
（1348年）（1348年）

（1348年）（1348年）

（1349年）（1349年）

（1347年）（1347年）

（1348年）（1348年）

（1320年以前）（1320年以前）
（年）

ペストが発生した地域
ペストの伝播
記録されているペストの
発生年（主なもの）
14世紀の交易路

でん ぱ

QR

海外進出が実現した。第２に，モンゴル以後にユー

ラシア各地を支配した諸帝国は，オスマン・ムガル

やロシア，時代は下るが清
しん

朝など，いずれも支配下

においた多くの民族や宗教を，独自性を認めながら

効率的に統治するシステムにより，広大な領土を長

期間，安定的に支配した。

➡p.159 ➡p.162

➡p.121,182 ➡p.143

社会不安や感
かん

染
せん

症
しょう

がモンゴル帝国の交通網とネット

ワークを通じて急速に広がった。この時期にペスト

（黒
こく

死
し

病
びょう

）が，中国から中央ユーラシアを経て西アジア・

ヨーロッパに短期間で伝わり，西ヨーロッパの人口の

３分の１を奪
うば

ったことは，そのわかりやすい例である。

こうしたなか盗
とう

賊
ぞく

や反乱が発生し，モンゴル帝国

の諸政権は次々と解体した。日本でも14世紀には

南北朝の動乱が続き，朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿岸の人々は

倭
わ
寇
こう

の恐
きょう

怖
ふ

におびえた。こうしてユーラシア・北ア

フリカのネットワークは，一時的に寸断された。

モンゴル時代の大規模な交流は，このように強
きょう

烈
れつ

な負の側面をもっていた。しかし，「14世紀の危機」

を乗り越
こ

えた各地域では，モンゴル時代の多くの遺

産が活用された。第１に，広域のネットワークが復

活して海上でさらに活性化し，15世紀には鄭
てい

和
わ

の

大航海やヨーロッパ人のアメリカ大陸「発見」などの

海外進出が実現した。第２に，モンゴル以後にユー

➡p.12,117

➡p.136

QR

➡p.136

➡p.152

13〜14世紀　ユーラシア大交流圏の成立と危機

ナナナナナナ
海海海

パガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンパガンデリー =スルタン朝スルタン朝スルタン朝スルタン朝
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海外進出が実現した。第２に，モンゴル以後にユー
➡p.152

モンゴル以後のユーラシアの大帝国は、支配下の民
族や宗教を容認して効率的に統治する点で共通性が
あったことがわかる。
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結びつく世界　13~14世紀
ユーラシア大交流圏の成立と危機
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世界

１節　明の国際秩序と東・東南アジア 135
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　「14世紀の危機」とよばれる災害・疫
えき
病
びょう
の続発は，東アジアの社会に

も深刻な打
だ
撃
げき
を与

あた

え，各地で政府の支配が揺
ゆ
らいだ。大

だい
元
げん
ウルス（元朝）

の下
もと
では，白

びゃく
蓮
れん
教
きょう
徒
と
の起こした反乱が広まった（紅

こう
巾
きん
の乱）。反乱の指導

者の一人であった朱
しゅ

元
げん

璋
しょう

（太祖，洪
こう

武
ぶ

帝）は1368年に南
ナン
京
キン
を都として明

みん

を建て，大元ウルスの朝
ちょう

廷
てい

は明軍に大
だい
都
と
を奪

うば
われてモンゴル高原に退い

た（北元）。明は江
こう
南
なん
からおこって南北を統合した初めての王朝であり，

これは江南地方が経済・文化だけでなく政治においても中心地となるほ

どに成長したことを意味した。

　洪武帝は経済の混乱や農村の荒
こう
廃
はい
に対処するため，銀や貿易に依

い
存
そん
せ

ず，農村を立て直してそこから穀物や労働力を直接徴
ちょう
発
はつ
するしくみを築

いた。そのために全国的な検地を行って土地と農民を把
は
握
あく
し，里

り
甲
こう

制
せい
を

しいて徴税や治安業務にあたらせた。軍制では衛
えい

所
しょ

制
せい
をしいて，防衛や

運輸を担
にな
わせた。社会統合にあたっては，さまざまな人々や価値観が共

存したモンゴル時代から一変して，儒
じゅ
教
きょう
を重んじ小農民が基

き
盤
ばん
となった

社会に皇帝が君臨する体制を目指し，官
かん
僚
りょう
・地主・大商人に対しても，

また農民に対しても，厳しい統制を行った。中央では，中書省と宰
さい
相
しょう
職
しょく

を廃
はい
止
し
し，六

りく
部
ぶ
などの中央官庁や地方長官を皇帝に直属させて権力を集

中した。官僚登用にあたっては，秩
ちつ
序
じょ
を重んじる朱

しゅ
子
し
学
がく
を公式解

かい
釈
しゃく
に定

明の成立とユーラシア東方
江南を基盤に成立した明は，皇帝独裁制を確立し強固な国内支配を打ち立てたが，
対外的には，北方に撤退したモンゴルと長城を境界として南北で並存した。 
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3

4

　　白
びゃく

蓮
れん

教
きょう
　仏教系の宗教結社

で，弥
み
勒
ろく
仏
ぶつ
が救世主としてこの

世に現れるという信
しん
仰
こう
をもつ。

歴代王朝によって禁じられたが，
民間で勢力を伸

の
ばし，しばしば

反乱に関わった（→p.236）。

1

　　一
いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制の始まり　明
みん

以降，皇帝一代に一元号となり，
洪
こう
武
ぶ
帝・永

えい
楽
らく
帝など元号で皇帝

を通
つう
称
しょう
するようになった。日本

では，明治（→p.240）からとり
入れられた。

2

　　民
みん

戸
こ

と軍
ぐん

戸
こ
　衛

えい
所
しょ
に属する

人々は軍戸，それ以外の大半は
民戸とされ，税と労

ろう
役
えき
を負担した。

4

　　土地と戸
こ

籍
せき

の把
は

握
あく
　土地は

魚
ぎょ
鱗
りん
図
ず
冊
さつ
とよばれる台帳に記録

され，戸
こ
籍
せき
台帳である賦

ふ
役
えき
黄
こう
冊
さつ

に基
もと
づいて税役が課された。

3

　　　　モンゴルと明の統治
の相

そう

違
い

点
てん

を要約しよう。
問 い

　　 朱
しゅ
元
げん
璋
しょう

　異様な風
ふう

貌
ぼう

だったといわれ，
「一人にして聖

せい
賢
けん

・豪
ごう

傑
けつ

・盗
とう

賊
ぞく

の性を併
あわ

せもっ
ていた」と評される。 読み解き なぜ印象の
異なる肖

しょう
像
ぞう
画
が
が残っているのだろうか。

1

　　 15世紀の東アジア　モンゴルは依
い

然
ぜん

として強大であり，明
みん

は東北に進出すると
ともに，朝

ちょう
鮮
せん

・日本・琉
りゅう

球
きゅう

，東南アジア諸
国などと外交関係を結んで対

たい
抗
こう

した。

2
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明の国際秩序と東・東南アジア 明と世界の諸地域は，どのように結
びついていたのだろうか。

節の
課題1節

アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出2章
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め，民
みん

衆
しゅう

に対
たい

しても儒
じゅ

教
きょう

に基
もと

づく教
きょう

化
か

を図
はか

った。一
いっ

方
ぽう

で，洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は息
むす

子
こ

たちを全
ぜん

国
こく

に王
おう

として配
はい

置
ち

するなどモンゴルにならった制
せい

度
ど

もとり入
い

れ

ており，明
みん

初
はつ

の体
たい

制
せい

は，モンゴル帝
てい

国
こく

を継
けい

承
しょう

する側
そく

面
めん

と，中
ちゅう

国
ごく

の農
のう

村
そん

社
しゃ

会
かい

に基
き

盤
ばん

をおく側
そく

面
めん

の両
りょう

面
めん

をもっていた。 

　洪
こう

武
ぶ

帝
てい

の没
ぼつ

後
ご

，息
むす

子
こ

の一
ひ と り

人である燕
えん

王
おう

が反
はん

乱
らん

を起
お

こし（靖
せい

難
なん

の役
えき

），南
ナン

京
キン

を攻
せ

め落
お

として即
そく

位
い

した（永
えい
楽
らく
帝
てい

）。彼
かれ

は自
じ

分
ぶん

の本
ほん

拠
きょ

地
ち

であった北
ペ
京
キン

へ

遷
せん

都
と

し，積
せっ

極
きょく

的
てき

な対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

を展
てん

開
かい

した。北
ほっ

方
ぽう

ではみずからモンゴル遠
えん

征
せい

を繰
く

り返
かえ

し，また黒
こく

竜
りゅう

江
こう
（アムール川

がわ
）方

ほう
面
めん

に進
しん

出
しゅつ

して女
じょ

真
しん

人
じん

を従
したが

えた。

南
なん

方
ぽう

では，ベトナムへ出
しゅっ

兵
ぺい

して一
いち

時
じ

占
せん

領
りょう

し，さらにムスリムの宦
かん

官
がん
鄭
てい
和
わ

の船
せん

団
だん

を東
とう

南
なん

アジア・インド洋
よう

に派
は

遣
けん

した。船
せん

団
だん

の一
いち

部
ぶ

はアラビア半
はん

島
とう

や東
ひがし

アフリカにまで達
たっ

し，一
いち

時
じ

的
てき

に多
おお

くの南
なん

海
かい

諸
しょ

国
こく

が朝
ちょう

貢
こう

した。 

　モンゴルの北
ほく

元
げん

では，14世
せい

紀
き

末
まつ

にクビライ家
け

の直
ちょっ

系
けい

が断
だん

絶
ぜつ

してほか

のチンギス家
け

の王
おう

族
ぞく

が大
だい

ハーン位
い

を継
つ

いだが，その力
ちから

は弱
よわ

く，西
せい

方
ほう

のオ

イラト部
ぶ

が実
じっ

権
けん

を握
にぎ

って明
みん

にも圧
あつ

力
りょく

をかけた。守
しゅ

勢
せい

に立
た

つようになった

明
みん

は，長
ちょう
城
じょう

を堅
けん

固
ご

に修
しゅう

築
ちく

して，これを事
じ

実
じつ

上
じょう

の境
きょう

界
かい

とするようになった。

　宋
そう

・元
げん

代
だい

に海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

が発
はっ

展
てん

していた東
ひがし

シナ海
かい

では，「14世
せい

紀
き

の危
き

機
き

」

のなかで日
に

本
ほん

で鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

が倒
たお

れ南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動
どう

乱
らん

が広
ひろ

がると，海
かい

商
しょう

や武
ぶ

士
し

団
だん

などの勢
せい

力
りょく

が自
じ

立
りつ

的
てき

な活
かつ

動
どう

を強
つよ

め，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

・中
ちゅう

国
ごく

沿
えん

海
かい

部
ぶ

で襲
しゅう

撃
げき

・略
りゃく

奪
だつ

行
こう

為
い

を働
はたら

くようになった。彼
かれ

らは倭
わ
寇
こう
（前

ぜん
期
き

倭
わ

寇
こう

）とよばれ，高
こう

麗
らい

・元
げん

の

沿
えん

岸
がん

住
じゅう

民
みん

や武
ぶ

装
そう

勢
せい

力
りょく

も合
ごう

流
りゅう

して，諸
しょ

国
こく

の政
せい

府
ふ

を苦
くる

しめた。

　明
みん せいりつ こう ぶ てい わ こう ちから おさ こ ほうしん えんかい ぶ

ち

1

1399 ～ 1402

位 1402～ 24
てん

位 1402～ 24
てんかい

位 1402～ 24
かい

1421

ヘイロンチヤン

1371 ～ 1434ごろはん1371 ～ 1434ごろはんとう1371 ～ 1434ごろとう

Oyirad

イラト部
Oyirad

イラト部
2

1

明
みん

の海
かいかい1かい1

禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体
たい

制
せい

とアジア海
かい

域
いき

明
みん

は朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

関
かん

係
けい

と海
かい

禁
きん

を結
けつ

合
ごう

させた厳
きび

しい対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

をしき，沿
えん

海
かい

部
ぶ

の
治
ち
明
ち
明

安
あん
は朝
あん
は朝

回
かい

は朝
かい

は朝
復
ふく
貢
ふく
貢

を図
はか

・冊
はか

・冊
った。日

に

本
ほん

もこの秩
ちつ

序
じょ

を受
う

け入
い

れ，朝
ちょう
外
ちょう
外

貢
こう
関
こう
関

貿
ぼう
係
ぼう
係

易
えき

係
えき

係
に踏

ふ
体
ふ
体

み切
き
をしき，
き
をしき，

った。 

QR ➡p.127

QR

3

　　明
みん
初
はつ
のモンゴル的

てき
制
せい
度
ど
　民

みん

戸
こ
・軍

ぐん
戸
こ
のように，職

しょく
業
ぎょう
別
べつ
の戸

こ

籍
せき
に分

ぶん
類
るい
するのはモンゴルの制

せい

度
ど
だった。百

ひゃっ
戸
こ
所
しょ
・千

せん
戸
こ
所
しょ
・衛

えい

からなる衛
えい
所
しょ
制
せい
，戸

こ
を甲

こう
が，甲

こう

を里
り
が束

たば
ねる里

り
甲
こう
制
せい
も，千

せん
戸
こ
制
せい

（→p.129）の階
かい
層
そう
型
がた
組
そ
織
しき
にならっ

たものであった。

1

　　オイラト　オイラト部
ぶ
は，

モンゴル西
せい
部
ぶ
のチンギス家

け
では

ない首
しゅ
長
ちょう
が統

とう
率
そつ
する遊

ゆう
牧
ぼく
部
ぶ
族
ぞく
の

連
れん
合
ごう
である。15世

せい
紀
き
の指

し
導
どう
者
しゃ
エ

センは明
みん
軍
ぐん
を破

やぶ
って皇

こう
帝
てい
を捕

と
ら

え（土
ど
木
ぼく
の変

へん
），みずからハーン

を称
しょう
するなど勢

せい
力
りょく
を誇

ほこ
った。

2

易は，朝貢の形式をとらせたう
え経

けい
路
ろ
・人

にん
数
ずう
・回

かい
数
すう
などに制

せい
限
げん

が課
か
されており，しばしば貿

ぼう
易
えき

の拡
かく
大
だい
を求

もと
める勢

せい
力
りょく
との衝

しょう
突
とつ
が

起
お
こった。朝

ちょう
鮮
せん
・ベトナムも陸

りく

路
ろ
での朝

ちょう
貢
こう
が指

し
定
てい
されていた。

3

　日
に
本
ほん
は，形

けい
式
しき
とはいえ中

ちゅう
国
ごく
皇
こう
帝
てい
の臣

しん
下
か
になることを嫌

きら
い，

遣
けん
隋
ずい
使
し
・遣

けん
唐
とう
使
し
は朝

ちょう
貢
こう
のみで冊

さく
封
ほう
は受

う
けず（→p.44），宋

そう
・

元
げん
時
じ
代
だい
は朝

ちょう
貢
こう
も行

おこな
わなかった。明

みん
による日

に
けず（→p.44），宋

に
けず（→p.44），宋
本
ほん

けず（→p.44），宋
ほん

けず（→p.44），宋
国
こく

けず（→p.44），宋
こく

けず（→p.44），宋
王
おう

けず（→p.44），宋
おう

けず（→p.44），宋
の冊

さく
けず（→p.44），宋

さく
けず（→p.44），宋

封
ほう

けず（→p.44），宋
ほう

けず（→p.44），宋
は，

実
じつ
に５世

せい
紀
き
の倭

わ
の五

ご
王
おう
以
い
来
らい
のことである。勘

かん
合
ごう
貿
ぼう
易
えき
とは，

日
に
本
ほん
が明

みん
と行

おこな
った朝

ちょう
貢
こう
貿
ぼう
易
えき
の通

つう
称
しょう
で，正

せい
規
き
の貿

ぼう
易
えき
船
せん
である

ことを確
かく
認
にん
するために，割

わり
印
いん
を押

お
した証

しょう
明
めい
書
しょ
（勘

かん
合
ごう
）を用

もち
い

たことからこのようによばれる。

世界史の
中の日本

　　 万
ばん
里
り
の長

ちょう
城
じょう

　明
みん

が万
ばん

里
り

の長
ちょう

城
じょう

を防
ぼう

衛
えい

線
せん

とした結
けっ

果
か

，モンゴ
ルの遊

ゆう
牧
ぼく

世
せ

界
かい

と中
ちゅう

国
ごく

の農
のう

耕
こう

世
せ

界
かい

が分
ぶん

離
り

された。長
ちょう

城
じょう

以
い

北
ほく

ではし
だいに言

げん
語
ご

・文
ぶん

化
か

・生
せい

活
かつ

様
よう

式
しき

の
共
きょう

通
つう

性
せい

が高
たか

まり，それまで多
た

種
しゅ

多
た

様
よう

な人
ひと

々
びと

の集
しゅう

団
だん

であったモン
ゴル（→p.130）が「民

みん
族
ぞく

」として
まとまっていくようになった。
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キルワキルワ
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ジッダジッダ
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シャム
大越
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マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
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毛織物
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じゅうたん

絹織物

金
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サイ角
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胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序文

読み解き

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

　明
みん

が成
せい

立
りつ

すると，洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は倭
わ

寇
こう

を力
ちから

で抑
おさ

え込
こ

む方
ほう

針
しん

をとり，沿
えん

海
かい

部
ぶ

の

治
ち

安
あん

維
い

持
じ

のために民
みん

間
かん

の海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

を禁
きん

止
し

し（海
かい
禁
きん

），対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

を国
こっ

家
か

間
かん

の

朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

関
かん

係
けい

に限
げん

定
てい

するという，厳
きび

しい対
たい

外
がい

関
かん

係
けい

管
かん

理
り

体
たい

制
せい

をしいた

（海
かい
禁
きん
=朝

ちょう
貢
こう
体
たい
制
せい

）。これにより，明
みん

と貿
ぼう

易
えき

するには朝
ちょう

貢
こう

・冊
さく

封
ほう

を受
う

け入
い

れなければならなくなったため，長
なが

い間
あいだ

朝
ちょう

貢
こう

を避
さ

けていた日
に

本
ほん

も，室
むろ

町
まち

QRがいQRがい

3

を称するなど勢力を誇った。

　　陸
りく
の対

たい
外
がい
関
かん
係
けい
管
かん
理
り
体
たい
制
せい
　厳

きび

しい交
こう
通
つう
・交

こう
易
えき
管
かん
理
り
は陸

りく
上
じょう
でも

同
おな
じで，モンゴルや女

じょ
真
しん
との交

こう

易
えき
は，朝

ちょう
貢
こう
の形

けい
式
しき
をとらせたう

3

明が海禁=朝貢体制をしいた
結果、日本は明と交易する
ために朝貢を行わざるを得
なくなったことがわかる。
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　モンゴルの影
えい

響
きょう

の強
つよ

かった朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

でも，倭
わ

寇
こうこう

撃
げきげき

退
たい

に功
こう

績
せき

のあった李
り

成
せい
桂
けい
（太祖）が1392年

ねん
に高

こう
麗
らい

を倒
たお

して朝
ちょう
鮮
せん

を建
た

て，明
みん

の冊
さく

封
ほう

を受
う

けた。

朝
ちょう

鮮
せん

は漢
かん

陽
よう
（現

げん
ソウル）に都

みやこ
をおき，朱

しゅ

子
し

学
がく

を導
どう

入
にゅう

して科
か

挙
きょ

を整
せい

備
び

するな

ど明
みん

の制
せい

度
ど

にならった国
こっ

家
か

建
けん

設
せつ

を進
すす

めた。15世
せい

紀
き

前
ぜん

半
はん

の世
せい

宗
そう

のとき，

表
ひょう

音
おん

文
も

字
じ

の訓
くん
民
みん
正
せい
音
おん
（ハングル）が制

せい
定
てい

されたが，漢
かん

字
じ

・漢
かん

文
ぶん

の伝
でん

統
とう

は揺
ゆ

るがず，金
きん

属
ぞく

活
かつ

字
じ

や木
もく

版
はん

印
いん

刷
さつ

による漢
かん

籍
せき

の出
しゅっ

版
ぱん

が盛
さか

んに行
おこな

われた。

　一
いっ

方
ぽう

，明
みん

にとってもこれら諸
しょ

外
がい

国
こく

の朝
ちょう

貢
こう

は，皇
こう

帝
てい

の権
けん

威
い

を高
たか

めるうえ

でも海
かい

外
がい

物
ぶっ

産
さん

の入
にゅう

手
しゅ

のうえでも不
ふ

可
か

欠
けつ

だった。永
えい

楽
らく

帝
てい

が鄭
てい

和
わ

を派
は

遣
けん

して

各
かく

地
ち

で朝
ちょう

貢
こう

を勧
かん

誘
ゆう

したのも，海
かい

禁
きん

を維
い

持
じ

しながら貿
ぼう

易
えき

を行
おこな

うためであっ

た。しかし，経
けい

費
ひ

が増
ぞう

大
だい

して財
ざい

政
せい

を圧
あっ

迫
ぱく

したため，明
みん

の対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

はその

後
ご

消
しょう

極
きょく

化
か

した。このように明
みん

の海
かい

禁
きん

=朝
ちょう

貢
こう

体
たい

制
せい

は特
とく

異
い

なものだった。

　明
みん ちょうこう くに かんかく さだ せいげん おお

琉
りゅう
球
きゅう

は，明
みん

の冊
さく

封
ほう

を受
う

けたうえにほぼ無
む

制
せい

限
げん

の朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

を

許
ゆる

され，福
ふっ

建
けん

商
しょう

人
にん

などのネットワークを利
り

用
よう

しながら，東
とうなん に

ほん しょうひん あつ みん ちょうこう て い ちゅうごくしょうひん

した。マラッ

カは，鄭
てい

和
わ

の船
せん

団
だん

の寄
き

港
こう

地
ち

を提
てい

供
きょう

するほか，国
こく

王
おう

みずから明
みん

に赴
おもむ

くこと

で，明
みん

の優
ゆう

遇
ぐう

を勝
か

ちとり，マラッカ海
かい

峡
きょう

を中
ちゅう

心
しん

とするインド洋
よう

・東
とう

南
なん

ア

任 1368～ 94 日本

（イソンギェ）たい（イソンギェ）たい そ（イソンギェ）そ

位 1392～ 98
かん

位 1392～ 98
かん

➡p.127
みやこ

➡p.127
みやこ

1392～1910 4 日本QR

QR 史料

2

海
うみ

の王
おう

国
こく

と陸
りく

の王
おう

国
こく

 
明
みん

の国
こく

際
さい

秩
ちつ

序
じょ

とアジア海
かい

上
じょう

貿
ぼう

易
えき

の復
ふっ

興
こう

は，琉
りゅう

球
きゅう

・マラッカなどの中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

拠
きょ

点
てん

を繁
はん

栄
えい
明
えい
明

させる一
いっ

方
ぽう
序
ぽう
序

で，東
とう

南
なん

アジア大
たい
易
たい
易

陸
りく
の復
りく
の復

部
ぶ

の復
ぶ

の復
に強

きょう
は，琉
きょう
は，琉

力
りょく

は，琉
りょく

は，琉
な国

こっ

家
か

を成
せい

立
りつ

させた。 

15 世紀～ 1879
けん
15 世紀～ 1879
けんしょう
15 世紀～ 1879

しょうにん
15 世紀～ 1879

にん
QR

1 3

2

14世紀末～1511
こく

14世紀末～1511
こくおう

14世紀末～1511
おう 　　　　明

みん

初
はつ

の対
たい

外
がい

政
せい

策
さく

の特
とく

徴
ちょう

とその背
はい

景
けい

，結
けっ

果
か

について
説
せつ

明
めい

しよう。

問 い

　　李
り
成
せい
桂
けい
と李

り
氏
し
朝
ちょう
鮮
せん

　朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

北
ほく

部
ぶ

の出
しゅっ

身
しん

の武
ぶ

将
しょう

で，女
じょ

真
しん

人
じん

を率
ひき

いて台
たい

頭
とう

した。国
こく

号
ごう
「朝

ちょう
鮮
せん

」
は明

みん
の洪

こう
武
ぶ

帝
てい

によって命
めい

名
めい

され
たもので，古

こ
朝
ちょう

鮮
せん
（→p.29）と区

く

別
べつ

して李
り

氏
し

朝
ちょう

鮮
せん

という。

4

世界史の
中の日本

　日
に

本
ほん

と朝
ちょう

鮮
せん

の間
あいだ

でも，貿
ぼう

易
えき

のための証
しょう

明
めい

書
しょ

を交
こう

付
ふ

し，
窓
まど

口
ぐち

を限
げん

定
てい

して交
こう

流
りゅう

する方
ほう

式
しき

がとられた。室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

と
朝
ちょう

鮮
せん

は対
たい

等
とう

の関
かん

係
けい

で，西
にし

日
に

本
ほん

の大
だい

名
みょう

・商
しょう

人
にん

は朝
ちょう

鮮
せん

に対
たい

し 朝
ちょう

貢
こう

す る 形
けい

式
しき

で， 対
つ し ま

馬
の宗

そう
氏
し

を窓
まど

口
ぐち

として貿
ぼう

易
えき

を
行
おこな

った。人
ひと

の交
こう

流
りゅう

は活
かっ

発
ぱつ

で，
15世

せい
紀
き

には，朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

南
なん

部
ぶ

の釜
プ

山
サン

に日
に

本
ほん

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

も設
もう

けられていた。

　　 15世
せい
紀
き
のアジア交

こう
易
えき
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アレクサンドリアアレクサンドリア

カイロカイロ バスラバスラ

カリカットカリカット
コーチンコーチン
クイロンクイロン

アユタヤアユタヤ

広州広州
福州福州

景徳鎮景徳鎮

十三湊十三湊

蘇州蘇州

寧波寧波

博多博多
堺堺

北京北京

マラッカマラッカ

マジャパヒトマジャパヒト

マスカットマスカット

アデンアデン

メッカメッカ

モガディシュモガディシュ

マリンディマリンディ

キルワキルワ
ザンジバルザンジバル

ジッダジッダ

ホルムズホルムズ 那覇那覇

スマトラ島スマトラ島スマトラ島スマトラ島スマトラ島

ジャワ島ジャワ島ジャワ島

アラビア半島

マルクマルクマルクマルクマルク
諸島諸島諸島

マムルーク朝

シャム
大越

ヴィジャヤナガル王国

マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
ガラス・銀
毛織物

馬・武器
じゅうたん

絹織物

金
象牙

サイ角

宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

　国
くに
の語

ご
音
おん
は中

ちゅう
国
ごく
と異

こと
なり，

漢
かん
字
じ
と相

あい
通
つう
じない。それゆえ

民
たみ
は言

い
いたいことがあっても

結
けっ
局
きょく
その意

い
志
し
を表

ひょう
現
げん
できない

者
もの
が多

おお
い。予

よ
はこれを憐

あわ
れみ，

新
あら
たに28字

じ
を作

つく
った。人

ひと
々
びと
が

習
しゅう
熟
じゅく
しやすく日

にち
用
よう
に便

べん
利
り
であ

るようにと願
ねが
うのみである。

〈六反田豊訳 一部改変〉

『訓
くん

民
みん

正
せい

音
おん

』序
じょ

文
ぶん史史史史

 料 料 料 料 料

読み解き 世
せい
宗
そう
が訓

くん
民
みん
正
せい
音
おん
を制

せい

定
てい
した理

り
由
ゆう
を説

せつ
明
めい
しよう。また，

なぜこの後
のち
も漢

かん
字
じ
・漢

かん
文
ぶん
の伝

でん
統
とう

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

幕
ばく

府
ふ

の足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

に踏
ふ

み切
き

った（勘
かん
合
ごう
貿
ぼう
易
えき

）。 
任 1368～ 94 日本

　明
みん

への朝
ちょう

貢
こう

には，国
くに

ごとに間
かん

隔
かく

が定
さだ

められるなど，制
せい

限
げん

が多
おお

かったが，

15世
せい

紀
き

には，アジア海
かい

域
いき

の各
かく

地
ち

で，朝
ちょう

貢
こう

貿
ぼう

易
えき

のしくみを利
り

用
よう

する動
うご

き

が広
ひろ

がった。
15 世紀～ 1879

しながら，東
とう

南
なん

アジア・日
に

本
ほん

などの商
しょう

品
ひん

を集
あつ

めて明
みん

に朝
ちょう

貢
こう

し，手
て

に入
い

れた中
ちゅう

国
ごく

商
しょう

品
ひん

を各
かっ

国
こく

に運
はこ

んだ。

併
あわ

せて，東
とう

南
なん

アジアと朝
ちょう

鮮
せん

・日
に

本
ほん

などを結
むす

ぶ中
ちゅう

継
けい

貿
ぼう

易
えき

も行
おこな

った。 

　一
いっ

方
ぽう

，東
とう

南
なん

アジアでは15世
せい

紀
き

に，マラッカ王
おう
国
こく

が急
きゅう

成
せい

長
ちょう

した。マラッ

➡p.138 1 3

2
Malacca

14世紀末～1511

なぜこの後も漢字・漢文の伝統
は揺

ゆ
るがなかったのか，考

かんが
えよう。明が海禁=朝貢体制をし

いた結果、琉球やマラッ
カ王国が中継貿易で繁栄
したことがわかる。
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試
し
読
み
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5

10

15

ジア海域の交易ネットワークと，明
みん

や琉
りゅう

球
きゅう

を結びつける役割を果たした。
こうしんりょう の

島部各地にイスラームが広がり始めた。 

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対
たい

抗
こう

しつつ，内陸から

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで，チャオプラヤ川デ

ルタに進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し，明への朝
ちょう

貢
こう

貿易や琉

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お

されてカンボジアの勢

力は後退し，15世紀にはアンコールの都を捨てて，メコン川流域に中

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含
ふく

む広

い範
はん

囲
い

に上
じょう
座
ざ
仏教が広まり，ヒンドゥー教・大乗仏教は衰

すい
退
たい

した。一方

ベトナム（大
だい

越
えつ

）では，明の支配を撃
げき

退
たい

した黎
れい
朝が，朝

ちょう
鮮
せん

と同様に，明の

制度や火器技術をとり入れて国家体制を強化し，南進政策をとってチャ

ンパーに大打撃を与
あた

えた。大越も，明への朝貢など貿易を盛
さか

んに行った。

1

2

➡p.56
Ayuthaya

アユタヤ朝
Ayuthaya

アユタヤ朝
1351 ～ 1767

➡p.51
えつ
➡p.51

えつ

1428 ～ 1527, 1532 ～ 1789

明後期の産業・商業の発展
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5

QR 日本

3

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカは，マルク（モルッ
カ）諸島の香

こう
辛
しん
料
りょう
，ジャワの胡

こ
椒
しょう

など東南アジア全域の商品の集
散地となり，マラッカ海

かい
峡
きょう
周辺

の胡椒など地元の輸出品もあっ
た。このため西はマムルーク朝

1

島のヒンドゥー教を除き，諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも，諸島部のイスラーム
には，土着の慣習（アダット）と
並び，ヒンドゥー教の要素が混
在している。

2

日本

問 い

3

　　 16世紀の東アジア交易　1530年代に日本銀，1570年代にメキシコ銀が流通するようになると，生
き

糸
いと

・絹織物・陶
とう

磁
じ

器
き

などの国際商品を買いつけるために，明
みん

に大量の銀が流れ込
こ

んでいった。明の富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間では，毛皮や薬用人
にん

参
じん

などのぜ
いたく品が流行した。 読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。

１

120°120° 135°135°0°0°15°15° 15°15° 30°30° 150°150°
45°45°

105°105°

90°90°

スマトラ島スマトラ島スマトラ島

バリ島

カリマンタン島
（ボルネオ）ジャワ島ジャワ島ジャワ島

台湾台湾台湾

江南
女真

ベンガルベンガルベンガルベンガルベンガルベンガルベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

フィリピン諸島フィリピン諸島フィリピン諸島

セイロン島

マラッカ（1511～）

蝦夷ヶ島蝦夷ヶ島蝦夷ヶ島蝦夷ヶ島

南
イ
ン
ド
へ

石見
生野

マカオ
（1557～）

明

琉球王国

チャンパー

アチェ王国

シャム 大越（黎朝）

朝鮮

モンゴル
（韃靼）

日本

スラバヤ

ジョホール

パレンバン

アユタヤ

ペグ－

ブルネイ

マカッサル

バンテン

プノンペンプノンペン
パタニパタニ ホイアン

ハノイアチェ

広州
杭州

南京

寧波 蘇州

北京

瀋陽

那覇

福州

マニラ（1571～スペイン領）

天津

堺
坊津

博多

釜山
南 シ ナ 海

インド洋

マ
ラッカ

海
峡

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長
江

ーム ル川

メ

ヤラプオャチ

コン川

川

黒
竜 江（

）

オホーツク海

銀
銀

銀

貂の
毛皮薬用

人参

生糸
絹織物

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸

琉球王国の交易ルート
その他の交易ルート
銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

　　 薬用人薬用人薬用人
にん
参参参
じん

2

　　 進
しん
貢
こう
船
せん
が並ぶ那

な
覇
は
港
こう

明
みん

は朝貢形式以外の貿易を
認めなかったため，朝貢国
である琉

りゅう
球
きゅう

王国は独
どく

占
せん

的
てき

に
対明貿易を行うことができ
た。王城の首

しゅ
里
り

城
じょう

とその外
港那覇は，明と東南アジア・
日本・朝

ちょう
鮮
せん

半島を結ぶ交易
センターとして繁

はん
栄
えい

した。
〈『琉球交易港図屛風』浦添市美術館蔵〉

3

5

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州

西安西安
南京南京

マカオ
（ポルトガル）

マカオ
（ポルトガル）

寧波寧波

上海上海
蘇州蘇州

杭州杭州

成都成都

北京（順天府）北京（順天府）

大越

明

朝鮮

長長 江江 �州商人

山西商人

こ こう

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

B 

東
ア
ジ
ア

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

明の対外政策が消極化した後は，代わりに西方への香
こう
辛
しん
料
りょう

輸出を伸
の

ばし，

綿布をもたらすインドのムスリム商人などを通じて，イスラームを受け

入れた。その結果，マラッカが支配する貿易ネットワークを通じて，諸

島部各地にイスラームが広がり始めた。 
2

　一方，東南アジア大陸部では，明の軍事圧力に対

新しい強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部

で13 ～ 14世紀に成立

ルタに進出した

球との貿易を活発に行った。南下するタイ人に押

力は後退し，15世紀

心を移した。ビルマ人やタイ人を通じて，ラオス・カンボジアを含

い範
はん

た。このため西はマムルーク朝
やオスマン帝国から東は中国・
琉
りゅう
球
きゅう
までの商人が集まり，「マ

ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると，古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は，バリ
島のヒンドゥー教を除き，諸島

2

南
・

明の対外政策が消極化した
ことで、マラッカ王国は西
方とのつながりを深め、そ
の結果、東南アジア諸島部
にイスラームが広がったこ
とがわかる。

薬用人薬用人薬用人参参参
大きな地図で各国の
位置関係がわかる。
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１節　明の国際秩序と東・東南アジア 139
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2

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村の保護と現

物調達の方策がとられ，人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし，

　人口は16世紀には１億を超
こ

えたが，その約半分を占
し

める江
こう

南
なん

地方が

経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころほ

ぼ開発し尽
つ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

田に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さい
培
ばい

が広

がり，生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り，商品作物

の栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。一

方，農業に限界のある地域では，それを補うため商業に特化する動きが

現れた。内陸部出身の山
さん
西
せい
商人・徽

き
州
しゅう
商人は塩の専売や軍

ぐん
需
じゅ

を担
にな

って巨
きょ

大
だい

な富を築き，沿海部の福建の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗りだし

た。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており，各地の都市に会
かい

館
かん

・公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 
とう じ き

用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると，貿易を通して大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，
いっぱん か

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に，明の経済は16世紀に江南地方を中心にめ
ざましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって，銀の使用が浸透した。 

➡p.134

➡p.151

チャンチヤン

4

5

QR 日本

➡p.156

3

1

2

　古来，ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は，小額で不便な銅銭や信用の維
い

持
じ

が難しい紙
し

幣
へい

と違
ちが

って，額面が大きく価値が安定していたので，高額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによっ
て価値が決められて通用し，モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.133）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は，16世紀に再び拡大した。第一の波は，1530年代を画期と
する日本銀の増産である。中心となったのは，現在，世界遺産にも登録されている石

いわ
見
み

銀山であり（→p.156），朝
ちょう

鮮
せん

か
らの精

せい
錬
れん

技術の導入によって，銀の産出量が爆
ばく

発
はつ

的
てき

に増加した。17世紀初めには世界の銀の約３分の１を産出したと
いわれ，日本はアジア最大の産銀国となった。第二の波は，スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であ
り，1570年代以降，貿易の代価として東アジアにもたらされた。明

みん
に流れ込

こ
む銀の量は，17世紀初頭の時点で年間 

75 〜 150トン程度と見積もられ，当時の世界の年間産銀量の20 〜 40％を占
し

めたとみられる。
　メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう

貨幣だったので，各地で「円」，または漢語で同じ発音の「元
げん

」とよばれた。現在，通貨単位と
して使われている日本の「円」，韓

かん
国
こく

の「ウォン（元）」，中国の「元」は，いずれも同じ語源に由来している。

世界史の
中の日本

品を，輸出先の国とともに抜
ぬ

き出そう。

問 い

3

読み解き
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120°120° 135°135°0°0°15°15° 15°15° 30°30° 150°150°
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アチェ王国

シャム 大越（黎朝）

朝鮮

モンゴル
（韃靼）

日本
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ジョホール

パレンバン

アユタヤ

ペグ－

ブルネイ

マカッサル

バンテン

プノンペンプノンペン
パタニパタニ ホイアン

ハノイアチェ

広州
杭州

南京

寧波 蘇州

北京

瀋陽

那覇

福州

マニラ（1571～スペイン領）

天津

堺
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絹織物

生糸
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綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸
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その他の交易ルート
銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

2

3

　　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
5

4

景徳鎮景徳鎮

開封開封
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大越
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長長 江江 徽州商人

山西商人

こ こう

山西

福建

浙江浙江浙江

安徽安徽安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

B 

東
ア
ジ
ア

D  

南
・

東
南
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと，明においても農業

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ，さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて，経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。
➡p.151

陶
とう
磁
じ
器
き

と生糸は，代表的な世界商品として日本や西アジア，ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香辛料の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が，ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため，

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に

5

QR

を流通させようとしたが失敗しており，海外から多量の銀が流入すると，

銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化
か

した。納税でも銀で納める一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう

が広まった。
3

地方が

の水田地帯はこのころほ

くされ，新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水

が広

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって

　　 明
みん
代の産業　長

ちょう
江
こう

中流域が
食料供給地となり，「湖

こ
広
こう

熟すれ
ば天下足る」といわれた。

4

広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州広州
マカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオマカオ

（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）（ポルトガル）大越大越大越

湖広熟すれば
天下足る

こ こう

広東

0 400km0 400km0 400km0 400km0 400km0 400km

東
ア
ジ
ア

15世紀末の国内経済の回
復と、国際商業の活発化の
結果として、明は著しく経
済発展したことがわかる。

の産出・流通

幣
へい

　　　　明から輸出された商
ぬ

問 い

　　一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
　各種の税や労

ろう
役
えき

を一
いっ
括
かつ
して銀で納入する方法。

江
こう
南
なん
地方で行われるようになり，

しだいに全国へ広がった。

3

色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので，明

みん
代後期に流行した。パにまで輸出された。アジア海域の貿易では，ヨーロッパ向けの東南ア

んだった

16世紀に入ると、中国か
ら世界各地に陶磁器や生糸
が輸出された結果、その対
価として明に大量の銀が流
入し、税制が変化したこと
がわかる。
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15

　宋
そう
代以降の中国は，人々が能力や経済力に応じて科

か
挙
きょ
受験・商業・土

地経営や出
で
稼
かせ
ぎ，小作などを選

せん
択
たく
する流動的な社会であった。科挙によっ

て官
かん
僚
りょう
の資格を得た名士は明

みん
代には郷

きょう
紳
しん
とよばれ，地域社会で勢

せい
威
い
を

もった。郷紳は，経済的には地主であることが一
いっ
般
ぱん
的
てき
だったが，科挙合

格は難しいうえに特権は一代限りだったため，世
せ
襲
しゅう
的
てき
な領主や地主貴族

は生まれず，有力者の顔
かお
触
ぶ
れは常に入れ替

か
わった。農業の中心は，小作

をしながら副業として手工業を営む小農民の家族経営であり，一か所で

大人数を使
し
役
えき
するような地主の大規模経営は一般的ではなかった。

　16世紀から17世紀
こうなん ふ ゆうそう か

び

明後期の社会と文化
経済が活況を呈した明後期，江南地方などの都市部では郷紳ら富裕層の間で華美な
文化が栄えた。出版や芸能は民衆にも浸透し，ヨーロッパの知識も伝来した。

➡p.125
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1472 ～ 1528 1

2

5 6

16〜17世紀の貿易をめぐる動きと政治・社会変動

2 1

7

QR

イエズス会宣教師が明に伝えた世界

読み解き 5 6

1

　　倭
わ
寇
こう
　明

みん
の海

かい
禁
きん
政策を破っ

て私貿易を行う武装海商たちで，
後期倭寇は，中国東南沿海部の
人々が数多く加わった。本

ほん
拠
きょ
地
ち

は福
ふっ
建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九

州西部にかけて広がっていた。

2

問 い

　明
みん
代は，経済の発展によって社会全体で生活水準が向上し，都市の

富
ふ
裕
ゆう
層
そう
だけでなく庶

しょ
民
みん
も文化を享

きょう
受
じゅ
するようになった。ここでは特に

絵巻や本の挿
さし
絵
え
に焦

しょう
点
てん
を当て，明代の社会の特

とく
徴
ちょう
を見てみよう。

絵巻・挿絵から読み解く明代の社会

読み解き 図 はどのような人が作
成させたのだろうか。図 と図 は
どのような人々が読んでいたのだろ
うか。これら資料から読み取った明
代の社会の特

とく
徴
ちょう
はどのようなものか，

本文も踏
ふ
まえて考えよう。

1

3 4

文化から見る
当時の社会

7

北京北京

女真

日本

銀

銀

交易

南京明

倭
寇

モンゴル

大
運
河

銀の動き

6

５

　　 明
みん
代の主な書物2

へんさん

編纂
事業

実用書

ほんぞうこうもく り じ ちん

『本草綱目』�李時珍　薬学書
『天工開物』�宋応星　産業技術書
『農政全書』�徐光啓　農業書
『崇禎暦書』�徐光啓など　
��イエズス会士の協力を得た暦法書

てんこうかいぶつ

のうせいぜんしょ

そうおうせい

じょこうけい

すうていれきしょ

えいらくたいてん

『永楽大典』�古今の文献の集成

しょみん

庶民
文学

すい こ でん

きんぺいばい

し えん ぎさんごく

『西遊記』�玄奘の旅が題材の読み物
『金瓶梅』�社会風俗を描く読み物
『水滸伝』�宋代の豪傑を描く読み物
『三国志演義』歴史をもとにした
　　　　　　　読み物　四大奇書

きさいゆう げんじょう

　　 『天
てん
工
こう
開
かい
物
ぶつ
』　花

はな
模
も

様
よう

を
織り出している。挿

さし
絵
え

と説明
を組み合わせる書物が流行し，
さまざまな分野の技術書が木
版印刷で商業出版された。

3

　　 『西
さい
遊
ゆう
記
き
』　娯

ご
楽
らく

として
本が読まれるようになり，さ
まざまなジャンルの作品が出
版された。口語で書かれ挿

さし
絵
え

の入った小説(読み物)が人気
を博し，士

し
大
たい

夫
ふ

から庶
しょ

民
みん

まで
多くの読者を得た。

4

　 『倭
わ
寇
こう
図
ず
巻
かん
』　1558

年の明
みん

軍と倭
わ

寇
こう

の戦いを
描いた絵巻。撃

げき
退
たい

にあたっ
た明の高官が功績を顕

けん
彰
しょう

するためにつくらせたも
ので，合戦の情景が高価
な絹

けん
布
ぷ

に豊かな色
しき

彩
さい

で描
えが

かれている。江
こう

南
なん

の都市
では，ニュース的な役割を
もつ豪

ごう
華
か

な絵巻や名画の
複製品が盛

さか
んにつくられ，

富
ふ

裕
ゆう

層
そう

の間で流行した。

1

〈『倭寇図巻』東京大学史料編纂所蔵〉
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東
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ジ
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　16世紀から17世紀にかけて，江
こう
南
なん
地方の都市の富

ふ
裕
ゆう
層
そう
を中心に，華

か

美
び
な文化が栄えた。木版印刷による出版や大衆芸能が盛

さか
んになり，「四

大奇
き
書
しょ
」などの小説が人気を博した。民衆の間でも茶の飲用や陶

とう
磁
じ
器
き
の

使用が広まり，衣類も麻
あさ
から保温性に優

すぐ
れる綿に変わった。思想面では，

科挙試験のための学問となって形式化した朱
しゅ
子
し
学
がく
への批判の動きが現れ，

王
おう
守
しゅ
仁
じん
（王

おう
陽
よう
明
めい
）が説いた陽明学は，は，個人の心情を重んじ実

じっ
践
せん
を重視して

1 3

4

➡p.126
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　宋

　16世紀から17世紀　16世紀から17世紀

　　陽
よう
明
めい
学
がく
の思想　朱

しゅ
子
し
学
がく
も陽

明学も，人には誰
だれ
でもあるべき

道徳（理）が生来備わっていると
する点では共通している。朱子
学では学問や修養に励

はげ
むことで

それに到
とう
達
たつ
できるとするが，陽

明学は，人には本来，理が備わっ
ているのだから心のままに実

じっ
践
せん

すること（知
ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
）を説いた。

1

明経済の活況の結果、大
衆芸能・大衆小説が誕生
し、思想面では実践が重
視されて多数の実用書が
著されたことがわかる。

試し
読み 3部2章　アジア諸地域 の成熟とヨーロッパの進出

50

１節　明の国際秩序と東・東南アジア 141

5

10

15

明後期の社会と文化

QR

1 3

4

1

　16世紀に国際貿易が盛
しゅうえん ぶ

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

ルタンが侵
しん

入
にゅう

を繰
く

り返し，南方では海
かい

禁
きん

を破って海上での私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動が再び激化し（後期倭
わ
寇
こう

），南北からの圧力は1550年代に頂点に達

した。これらは単なる略
りゃく

奪
だつ

行動ではなく，
ちょうこう たいこう

ルタンと講和して国境貿易に応じた。 

　このような貿易の活発化によって政府の統制が崩
くず

れると，利益を求め

2

5 6

16〜17世紀の貿易をめぐる動きと政治・社会変動
国際貿易が活発化すると，さまざまな勢力が貿易の利益を求めて衝突した。海禁＝
朝貢体制が崩れて互市貿易が開かれ，軍事と商業が結びついた新興勢力が成長した。

Altan

1507～82

2 1
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QR

　明
みん
代には，ヨーロッパのイエズス会宣教師が訪

おとず
れ，キリスト教の

布教のため，西洋の科学知識を広めることを利用した。その知識が
明の人々に与

あた
えた影

えい
響
きょう
を，資料から読み取ろう。

イエズス会宣教師が明に伝えた世界

読み解き 図　のなかで，ヨーロッパから中国に伝来したものは何だろうか。また図　では，ヨーロッパのどのような考
え方が伝わっているといえるだろうか。p.71なども踏

ふ
まえて考えよう。

5 6

1

2

問 い

絵巻・挿絵から読み解く明代の社会

読み解き 1

3 4

文化から見る
当時の社会

況　16世紀中ごろの明の南北の
動乱は，海

かい
禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体制に対して
貿易の開放を求める動きだった。
貿易で流入した銀は，税として
集められて都と北方防衛のため
に送られた。
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大
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銀の動き

　　 『坤
こん
輿
よ
万
ばん
国
こく
全
ぜん
図
ず
』　世界図の伝来は，中国がアジアの一国にすぎ

ないこと，地球が球形であることを教え，衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた。一方で，
中国に合わせてアジアを中央に描

えが
いている。〈宮城県図書館蔵〉

6

　　 イエズス会宣教師　16世紀半ばにフランシスコ＝ザビエルが布
教のために日本・明

みん
を訪れた。明末に来訪したマテオ＝リッチは,世

界地図の『坤
こん

輿
よ

万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

』を作製し，またエウクレイデス（→p.71）の
幾
き

何
か

学
がく

を徐
じょ

光
こう

啓
けい

とともに漢訳して『幾
き

何
か

原
げん

し，またエウクレイデス（→p.71）の
げん

し，またエウクレイデス（→p.71）の
本
ぽん

し，またエウクレイデス（→p.71）の
ぽん

し，またエウクレイデス（→p.71）の
』として紹

しょう
介
かい

した。

５

2

へんさん

編纂
事業

実用書

ほんぞうこうもく り じ ちん

『本草綱目』�李時珍　薬学書
『天工開物』�宋応星　産業技術書
『農政全書』�徐光啓　農業書
『崇禎暦書』�徐光啓など　
��イエズス会士の協力を得た暦法書

てんこうかいぶつ

のうせいぜんしょ

そうおうせい

じょこうけい

すうていれきしょ

えいらくたいてん

『永楽大典』�古今の文献の集成

しょみん

庶民
文学

すい こ でん

きんぺいばい

し えん ぎさんごく

『西遊記』�玄奘の旅が題材の読み物
『金瓶梅』�社会風俗を描く読み物
『水滸伝』�宋代の豪傑を描く読み物
『三国志演義』歴史をもとにした
　　　　　　　読み物　四大奇書

きさいゆう げんじょう

3

4

1

B 

東
ア
ジ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

人々の心をとらえた。また，科学技術への関心が高まり，農学・産業技

術など多くの分野で実用書が著
あらわ

された。イエズス会をはじめとするキリ

スト教宣教師が来航し，ヨーロッパの天文学・暦
れき

学
がく

・地理学・数学・砲
ほう

術
じゅつ

などの知識や技術をもたらしたことも，科学技術への関心を刺
し

激
げき

した。

2 ➡p.170

5 6

　16世紀に国際貿易が盛んになると，明の周
しゅう

縁
えん

部
ぶ

では，規制を破って

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

明の海禁＝朝
ちょう

貢
こう

体制に対
たい

抗
こう

し

て貿易を求める南北共通の動きであり，国際貿易の主導権をめぐる抗争

であった。対応を迫
せま

られた明は，1570年前後についに政策を転
てん

換
かん

し，

南方では海禁を緩
ゆる

めて日本以外との民間貿易（互
ご
市
し

）を認め，北方でもア

ルタンと講和して国境貿易に応じた。 
QR

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からはモンゴルのア

賊
ぞく 　　 16世紀の明を取り巻く状

じょう

況
きょう

　16世紀中ごろの明の南北の
7

銀

銀

南京明

倭倭倭
寇寇寇

運
河

銀の動き

って

16世紀に国際商業が盛ん
になった結果、明の周縁部
で、海禁=朝貢体制を破って
貿易の利益を得ようとする
動きが活発したことがわか
る（北虜南倭）。

れると，利益を求め

　　　　私貿易や海
かい

賊
ぞく

活動の
増加に対する明の対応につい
て，抜

ぬ

き出そう。

問 い

に送られた。

認め，北方でもア 対応を迫られた明は1570
年前後に政策を転換したこ
とがわかる。
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て競争も激化し，そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力

統一を果たした秀吉は，倭
わ

寇
こう

を禁止する一方で，海外への直接進出を

図
はか

って朝
ちょう
鮮
せん
出兵を行った。このため明

みん
との関係が決定的に悪化し，公式

貿易の再開は困難になった。豊臣氏に代わって政権を握
にぎ

った徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は，認可を与
あた

えた朱
しゅ

印
いん

船
せん

を台
たい

湾
わん

・マカオや東南アジアに渡
と

航
こう

させて現地

の中国商人と交易させた。日本との貿易は利益が大きかったため，マカ

オのポルトガル人や，台湾に拠
きょ

点
てん

を築いたオランダ人も日本貿易に参入

した。 

　このような変動に対し，明では張
ちょう

居
きょ

正
せい

が政治の立て直しに努め，検地

と一
いち

条
じょう

鞭
べん

法
ぽう

の全国的施
し

行
こう

や官
かん

僚
りょう

の統制強化を進めた。しかし，中央集権

的な改革は地方の郷
きょう

紳
しん

層
そう

の反発を買い，とりわけ政治活動が盛
さか

んだった

江
こう

南
なん

は，政府批判の中心地となった。地方から税として吸い上げられた

銀は官僚・軍隊の維
い

持
じ

や北方防衛に投じられたため，貿易の活
かっ

況
きょう

や都市

の繁
はん

栄
えい

にもかかわらず，農村の窮
きゅう

乏
ぼう

が進んだ。1620年代以降，地球規

模の寒冷化で災害が多発し，農村は疲
ひ

弊
へい

したが，政争のため有効な手は

打たれず，暴動・反乱が続発した。1644年，その一つである李
り
自
じ
成
せい
の

乱によって北
ペ

京
キン

が攻
こう

略
りゃく

され，明は滅
めつ

亡
ぼう

した。
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え，商人だけでなく浪

ろう
人
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日本を追われたカトリック
教徒が活

かつ
躍
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した。アユタヤ

日本町の長であった山
やま
田
だ
長
なが

政
まさ
は，貿易のかたわら日本
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鮮
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辰
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進
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軍
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吉
よし
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豊
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政権が勢力を確立し，海上
貿易を競

きそ
った。明

みん
と直接貿易

読み解き 朱印船の航路からわかる日本と海外との貿易品は何だろうか。

1

4

世界
遺産

3

乾隆帝
　　 渡渡渡

と
航航航
こう

を許可す
る朱

しゅ
印
いん
状
じょう

2

〈相国寺蔵〉〈相国寺蔵〉

B 

東
ア
ジ
ア

C 

日
本

A  

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

B 

東
ア
ジ
ア

て競争も激化し，そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力

が台頭した。北方では，アルタン王家に加えて東北の女
じょ

真
しん

人の間でも統

合が進み，また東シナ海でも海上勢力が再編されていった。日本では，

強固な家臣団を編制し領域支配を広げた戦国大名が登場し，織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

・

豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が鉄
てっ

砲
ぽう

をとり入れて貿易港・銀山を掌
しょう

握
あく

し全国制
せい

覇
は

を進めた。
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東アジア交易　毛皮・人
にん

参
じん

貿易を握
にぎ

る後
こう

金
きん

と金銀銅を豊富にもつ
政権が勢力を確立し，海上では鄭

てい
氏一族とポルトガル・オランダなどが

と直接貿易できない日本も，朱
しゅ

印
いん

船
せん

を派
は

遣
けん

して中
ちゅう

継
けい

貿易を行った。 
朱印船の航路からわかる日本と海外との貿易品は何だろうか。

貿易の利益をめぐる競争の結果、新興の軍事-商業勢力
が台頭したことがわかる。そこから女真人(後の清)や
織田信長・豊臣秀吉が登場してきたことがわかる。
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１節　明の国際秩序と東・東南アジア 143
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である毛皮や薬用人
にん

参
じん

）は，八
はっ
旗
き

を基
き

盤
ばん

とした強固な支配体制を打ち立て，1616年に後
こう

金
きん

を建てて明に挑
ちょう

戦
せん

した。跡
あと

を継
つ

いだホンタイジ（太
たい

宗
そう

）は内モンゴルに

進出し，北
ほく

元
げん

のハーン家を従えた。これを機に，彼
かれ

は民族名を女真から

満
まん

洲
しゅう

に改め，1636年に国号を大
だい

清
しん
（清）と定めて皇帝を称

しょう
した。ここに

れることになった。1644年に李自成の乱で明が倒

越
こ

えて北京に遷
せん

都
と

し，李自成や明の残存勢力を次々に平定した。こうし

て清皇帝は中
ちゅう か

　このころ中央ユーラシア東方では，チベット仏教が急速に拡大した。

16世紀後半にアルタンが帰
き

依
え

したことをきっかけに，モンゴル人が広

く信
しん

奉
ぽう

するようになり，次いで西方のオイラト部や東北の満洲人にも広

がった。このため，チベット仏教の指導者であるダライ＝ラマの宗教的

権
けん

威
い

は，パミール高原以東の内陸地域の大半を覆
おお

うことになった。パミー

ル高原以西ではイスラームが優勢だったため，17世紀以降，中央ユー

ラシアは東のチベット仏教と西のイスラームという二つの宗教文
ぶん

化
か

圏
けん

に

分かれることとなった。ダライ＝ラマ政権は軍事力や寄進の提供を受け

るために世
せ

俗
ぞく

勢力と提
てい

携
けい

したことから，モンゴル・オイラト諸部族や清

はダライ＝ラマの提携相手になろうとして競
きそ

い合った。17世紀後半，オ

イラト部の一部族ジュンガルが勢力を広げると，清はジュンガルとチ

ベット仏教の保護者の座を争うこととなった。

清の形成とチベット仏教世界
女真（満洲）人の後金は清へ発展し，明に代わって

中国を支配するとともに，モンゴルを抑えてチベット仏教圏の盟主となった。 
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真
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に代わって民族名

とされた。後に彼
かれ
らの原住地で

ある中国東北部を指す地域名と
しても用いられるようになった。
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　明と世界各地の結びつきに
はどのような特徴があるか，
あなたの考えを説明しよう。
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マの宮
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で，名前は観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の聖地「補
ふ

陀
だ

落
らく

」に由来す
る。17世紀にダライ＝ラマ５世が造営した。
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チンギス・クビライ以来のモンゴル大ハーンの地位は満洲人に引き継が

れることになった。1644

て清皇帝は中
ちゅう

華
か

皇帝の地位も受け継いだ。 

が高まると，それまで明の間接支配下にあった女真人の間で，貿

易の利益をめぐって抗争が激化した。女真の統合に成功したヌルハチ
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が高まると，それまで明の間接支配下にあった女真人の間で，貿

清の形成とチベット仏教世界
明との貿易による利益で台頭した女真（満洲）人の後金は清へ発展し，明に代
中国を支配するとともに，モンゴルを抑えてチベット仏教圏の盟主となった。 

務を負った。中国征
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後
ご

は，農・工・商業に従事せず軍人・官
かん

を出す特権階級を形成した。

が高まると，それまで明の間接支配下にあった女真人の間で，貿

易の利益をめぐって抗
こう

争
そう

が激化した。女真の統合に成功

女真人の間で最終的に勝ち抜いたのがヌルハチで
あったことがわかる。

）と定めて皇帝を称した。ここに

年に李自成の乱で明が倒
たお

れると，清は長城を

し，李自成や明の残存勢力を次々に平定した。こうし

皇帝の地位も受け継いだ。 
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支配された。中国内地でも，イ
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・陝
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西
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など西北

部中心に広まった（回
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民
みん
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チンギス・クビライ以来のモンゴル大ハーンの地位は満洲人に引き継が
➡p.130

皇帝の地位も受け継いだ。 

清皇帝がモンゴルの大ハー
ンと中華皇帝の地位を受け
継いだことがわかり、清が
広大な版図をもつに至った
理由の一端がわかる。

3部2章　アジア諸地域 の成熟とヨーロッパの進出
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190

● ●イギリス・フランスの覇
は
権
けん
争いと大西洋三角貿易

しかし賃金や生活水準が上
じょう
昇
しょう
すると，オランダの

製造業はしだいに競争力を失い，特に毛織物工業な

に追い越
こ
された。オランダの国力が

わってイギリスとフランスが勢力を伸
の

ばし，植民地と国際貿易の支配権をめぐって17世

世紀以上にわたる抗争を繰
く
り広げた（第

2次英仏百年戦争）。特にイギリスは大西洋三角貿

易を通じて，アメリカ大陸とカリブ海の開発を進め，

大きな利益を得た。

奴
ど
隷
れい
貿易は，以前から西アフリカに進出していた

ポルトガル人が盛
さか
んに行っていたが，イギリスもま

た，西アフリカで奴隷を購
こう
入
にゅう
し，カリブ海に渡

わた
って

現地の生産物と奴隷とを交
こう
換
かん
して，元の港に帰った。

南北アメリカ大陸やカリブ海では，ヨーロッパから

移住した白人が先住民や奴隷を使って，プランテー

ションや鉱山を経営した。ダホメー王国のように，

アフリカ国家が武器を購入するために奴隷の輸出に

関
かん
与
よ
することもあった。しかし長期的には，奴隷貿

易はアフリカから重要な労働力を奪
うば
い，アフリカの

経済発展の可能性を大きく損
そこ
ねることとなった。

イギリス・フランスの抗争はヨーロッパにおける

紛
ふん
争
そう
と連動しつつ，大規模な植民地戦争を繰り返し

引き起こした。そのクライマックスは七年戦争

（1756 〜 63年）であった。この戦争でイギリスは，
3

➡p.187

➡p.189

コラム

➡p.187

●

2

QR

時代の
特徴

17〜18世紀　「17世紀の危機」とその後の諸地域の発展結びつく
世界

3
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〈羽田正『東インド会社とアジアの海』〉
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1700年ごろの領土

　　 17 ～ 18世紀の世界1

QR

機」の結果，ヨーロッパとの結びつきが弱まった。

しかし，多くの国で外交・貿易と出入国の統制や，

通貨管理などの政策が強化されたことにより，社会

は安定に向かった。日本の村と家や，中国の一族に

よる相
そう
互
ご
扶
ふ
助
じょ
，それに中国や東南アジア大陸部での

大規模な移民が，アジア域内のネットワークを支え

たことも，社会変動のショックを和
やわ
らげた。

一方，ヨーロッパでは，対外的な拡大が止まった

ことで，有力国間で互
たが
いに貿易の利益を奪

うば
い合う抗

こう

争
そう
が生じた。そのなかでオランダは，優

すぐ
れた造船技

術を生かしてバルト海貿易を支配した。バルト海に

面する東ヨーロッパからは，穀物や造船資材を安価

に入手できたため，オランダの造船業，海運業の優

位はますます強固になった。それを基
き
盤
ばん
として蓄

ちく
積
せき

した資金によって銀行などの金
きん
融
ゆう
制度も整った。ア

ムステルダムは国際商業・金融の中心として情報の

集積地となり，オランダは繁
はん
栄
えい
を極

きわ
めて，ヨーロッ

パの最
さい
富
ふ
裕
ゆう
国となった。

➡p.173

3

●「17世紀の危機」とアジア・オランダ

17世紀半ばから世界の多くの地域で，経済不
ふ
振
しん

や人口の停
てい
滞
たい
，物価の下落が明らかになった。「大

航海時代」に発展した遠
えん
距
きょ
離
り
交易も一時的に停滞し

た。地球全体の寒冷化も影
えい
響
きょう
したといわれるこの現

象は「17世紀の危機」とよばれる。

●イギリス・フランスの覇

しかし賃金や生活水準が上

製造業はしだいに競争力を失い，特に毛織物工業な

どではイギリスに追い越

衰
おとろ
えると，替

か
わってイギリスと

ばし，植民地と国際貿易の支配権

紀末から１世紀以上

➡p.151

➡p.144,177

17〜18世紀　「17世紀の危機」とその後の諸地域の発展結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく結びつく
世界世界世界世界世界世界

オランダ領
イギリス領
フランス領

東アジアや東南アジア大陸部では，「17世紀の危

びつきが

➡p.144,177

「17世紀の危機」以後、東アジア・東南アジアとヨーロッパとでは
対照的な歴史をたどったことがわかる。

試し
読み
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● ●

3

コラム

北米とインドという東西の二大植民地でフランスに

対する優
ゆう

越
えつ

を確かなものにして，重商主義帝国を完

成させた。一方，敗れたフランスでは財政難が深刻

化し，フランス革命の遠因となった。

七年戦争に至る長期の抗争は，イギリス・フラン

スだけでなく，戦争に関わった全ての国の財政を圧
あっ

迫
ぱく

した。そのなかで財政革命を成し遂
と

げたイギリス

は戦費の調達で優位に立っただけではなく，豊富な

資金力によって，その後の産業革命（工業化）も先行

することとなった。

●ヨーロッパの再拡大　アジアの発展と行き詰
づ
まり

18世紀半ばの七年戦争を画期として，ヨーロッ

パは再び非ヨーロッパ地域への拡大を始めた。南ア

ジア（インド）・東南アジア諸島部・オスマン帝国・

サファヴィー朝・ロシアなどの地域は，それぞれに

固有の文明的背景の下
もと

で発展を遂げていたが，ヨー

ロッパ人との関係が深まるとともに，国際分業体制

に組み込
こ

まれ，既
き

存
そん

の産業が破
は

壊
かい

されて経済構造を

ゆがめられたり，政治的な支配を受けたりした。他

方でヨーロッパの側でもこうした文明的他者との接
せっ

触
しょく

を通

るようになった。

一方，

手工業の発展，それに中国人（華

や日本の江

の発展がみられた。特に，

地域において，多くの安価な労働力を用いる一方で，

p.211p.211p.155p.155

➡p.200

➡p.188

➡p.194

2

QR

➡p.308,310,320

時代の
特徴

17世紀は気候変動などにより，世界の経済活動は一時的に停
てい

滞
たい

した。18世紀になると再び
活性化し，繁

はん

栄
えい

する地域が生じた一方で，ヨーロッパの植民地となる地域も広がっていった。

結びつく
世界

　16世紀から不平等な分業体制が成立したが，その体制の下層に位
置付けられた地域では，単一の食料や原材料を，強制的な労働によっ
て生産させられた。ヨーロッパでカフェやコーヒーハウスが流行し，
砂糖の人気が高まると，カリブ海の島々では原生林を切り開いて，
さとうきびプランテーションが広がった。労働力として，アフリカ
から奴

ど
隷
れい
が大量に輸入され，先住民のインディオは消

しょう
滅
めつ
し，黒人奴

隷が住民の大半を占
し
めるようになった。このように，格差を生み出

す分業体制に組み込
こ
まれることで，社会から豊かさが奪

うば
われていく

ことを低開発とよぶ。

　　 各国の東インド会社のヨーロッパにおける販
はん
売
ばい
額
がく

3

リーヴル
※リーヴルは通貨単位
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〈羽田正『東インド会社とアジアの海』〉

　　 18世紀の広
こう
州
しゅう

　清
しん

朝下でのヨーロッパ商船の貿易港は広
州に限定されていたため，広州の港は多くのヨーロッパ船でに
ぎわった（→p.144）。ヨーロッパ諸国は，東アジアの交易の枠

わく

組
ぐ

みのなかで取り引きを行っていた。

2

　　 プランテーションで覆
おお
われたバルバドス島の地図4
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主な貿易品
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1700年ごろの領土

1

QR

の発展がみられた。特に，日本・中国などでは先進

地域において，多くの安価な労働力を用いる一方で，

資源は節約しながら，生産性を伸ばし富を蓄積する

ことに成功し，それが19世紀末から20世紀後半の

驚
きょう

異
い

的
てき

な経済成長につながった。イギリスで始まっ

た，資源を大量消費しながら労働力を節約する産業

革命（Industrial Revolution）とは対照的なこの発

展は，勤勉革命（Industrious Revolution）ともよ

ばれる。ただし，人口増加を上回る生産性の上昇が

起こらず，生産量は増えたが富が蓄積しない地域も

出現した。格差が広がれば下層の人々が生きていく

のは難しくなるため，貧しいなかで平等を重んじる

「貧
ひん
困
こん
の共有」が進んだ。それは20世紀の中国・北

朝
ちょう

鮮
せん

やベトナムで社会主義が広がる背景となった。

QR

➡p.308,310,320

じて「文明としてのヨーロッパ」を強く意識す

るようになった。

東アジアや東南アジア大陸部では，農業や

手工業の発展，それに中国人（華
か

僑
きょう

）のネットワーク

や日本の江
え

戸
ど

時代の市場経済など，多くの面で独自

の発展がみられた。特に，

2

の発展がみられた。特に，日本 中国などでは先進

日本・中国と、イギリスなどヨーロッパ
とでは、経済発展の型が資源消費や労働
の面で対照的だったことがわかる。

結びつく世界　17~18世紀
「17世紀の危機」とその後の諸地域の 発展
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４部１章　環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生194

5

10

15

20

　イギリスの産業革命は，マンチェスターを中心とするランカシャー地

られた。すでに18世紀初め

には，国内で麻
あさ

などに綿を混ぜた織物が生産され始めていたが，毛織物

工業のために発明された飛
と
び梭

ひ
が綿工業に転用されると，織

しょっ
機
き

や紡
ぼう

績
せき

機
き

の改良が相次いだ。18世紀後半には，ほぼ現代の紡績機の原型が完成

した。織布の工程でも，蒸気機関を利用した力
りき

織
しょっ

機
き

が発明されたことで，

飛
ひ

躍
やく

的
てき

に生産力が高まった。その一方で手織工もまだ多数存在した。

　こうして18世紀後半以降のイギリスでは，機械と新しい動力が導入

され，大規模な工場制度が普
ふ

及
きゅう

し，生産力が上
じょう

昇
しょう

した。生産の中心が農

業から工業に移り，各地に商工業都市が生まれた。また，工場を経営す

る産業資本家たちが台頭し，工場労働者が多くなった。このような「農

業社会」から「工業社会」への移行は産業革命（工業化）とよばれる。

　イギリス綿織物工業では，原料の綿花は，初めカリブ海から次いでア

イギリスから始まる産業革命
18世紀末のイギリスでは，農業社会から工業社会への急激な移行がみられた。産
業革命（工業化）の動きは，アジアの物産であった綿織物の生産から始まった。

2

1

2

➡p.196 3
Industrial Revolution

QR QR

鉄・石炭の産業革命と交通革命

5

3

4

問 い

3

する織布部門の機械化は遅
おく

れた。
そのため多数の手織工が必要に
なった。彼

かれ
らは，後に労働運動

の中心にもなった。

1

　　第２次囲い込
こ
み（農業革命）　

16世紀の囲い込み（→p.174）が，
耕地を囲い込んで，牧場化を目
指したのとは違

ちが
って，17世紀以

降の囲い込みは，改良された農
法（ノーフォーク農法）を採用し
て穀物栽

さい
培
ばい

の効率を上げること
を目標にした。これを第２次囲
い込み（農業革命）という。農民
の多くは賃金労働による農業労
働者にならざるをえなかった。
囲い込みにより共有地もなく
なったため，土地をもたない農
民は家

か
畜
ちく

の放牧や燃料を得るこ
ともできなくなった。

2

読み解き 図 と図 の共通点と相
そう
違
い
点
てん
を挙げよう。1 2

　　 紡
ぼう
績
せき
工場の内部　糸をつむぐ紡績工場で労働者が働いている。賃金の安い女

性や子どもが数多く雇
やと

われた。工場には窓も少なく，労働の環
かん

境
きょう

は悪かったため，
「暗く，みじめな工場」などと批判されることもあった。また労働時間も長かった。

2　　 中世の機
はた
織
お
りと糸つむぎ　手前つむぎ　手前つむぎ

右と中央の女性が羊毛をくしけずり，
右
みぎ

奥
おく

の女性は糸をつむいでいる。

1

3
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世界で最初の工業化 イギリスの産業革命はどのように展開
し，社会はどう変化していっただろうか。

節の
課題1節

環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生1章
大西洋の沿岸で起こった複数の「革命」にはどのような関係があっただろうか。章の見通し

　イギリスの産業革命は，マンチェスターを中心とするランカシャー地

方の綿工業の技術革新から始まった。綿織物は毛織物に比べて，洗
せん

濯
たく

が

容易で清潔なうえ軽く，鮮
あざ

やかに染めることが可能で，17世紀以降，東

インド会社によりインドから大量に輸入され，爆
ばく

発
はつ

的
てき

な人気を得ていた。

　この人気を背景に，綿織物の国産化が図
はか

られた。すでに18
➡p.175

　イギリス綿織物工業では，原料の綿花は，初めカリブ海から次いでア

　イギリスの産業革命は，マンチェスターを中心とするランカシャー地　　手織工の存在　産業革命初
期の綿織物工業では，綿花を糸
にする紡

ぼう
績
せき

部門の機械化が進ん
だのに対して，糸を織って布に

1

方の綿工業の技術革新から始まった。

容易で清潔

綿織物が毛織物に比べて
人気があったため、産業
革命は綿織物の輸入代替
工業化（国産化）から始
まったことがわかる。

試し
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イギリスから始まる産業革命

2

1

2

3

QR QR

ど れいせい

面で，大西洋三角貿易と深く関連していた。こうした貿易の利益も，工

場の建設などにあてられた。このため大西洋三角貿易の中心であった港

町リヴァプールに近いマンチェスターが，綿織物工業の中心になった。

　産業革命の初期に発達したのは，綿織物や陶
とう
器
き
のような日用品をつく

る軽工業であった。しかし，社会的な影
えい
響
きょう
がより大きかったのは，鉄鋼

業などの重工業や交通手段の革命であった。

　18世紀初めに，ダービーによって石炭を加工したコークスを燃料に

用いた製鉄法が開発され，木炭から石炭へと工業用燃料が転換した。さ

らに強度の強い鋼鉄もコークスによって製造されるようになると，鉄の

生産量は急速に増え，鉄製の機械が普及していった。鉄や石炭の運
うん
搬
ぱん
の

ために，交通手段の改善が不可欠となり，有料道路や運河が建設された。

　また炭
たん
坑
こう
の排

はい
水
すい
用
よう
に使用されていた蒸気機関が，ワットによって改良

され，多方面に利用された。なかでも，スティーヴンソンが1825年に

実用化した蒸気機関車は急速に普及し，1850年前後には，ほぼ全国的

な鉄
てつ
道
どう
網
もう
が完成した（交通革命）。交通革命は，人と物の動きを活発にし，

新たな都市を生み出した。また，鉄道は最も重要な輸出品として，世界

中に広がった。1807年，アメリカ人フルトンが実用化した蒸気船は，

燃料の石炭補給が遠
えん
隔
かく
地
ち
では困難なこともあって，急速には普及しな

かった。その一方で，帆
はん
船
せん
の改良は進んだ。

　イギリスに起こった産業革命は，1830年代にはフランスやベルギー

に，次いでドイツ西部や南北戦争後のアメリカにも波及した。19世紀

➡p.189

鉄・石炭の産業革命と交通革命
繊維産業などの軽工業から始まった産業革命は，鉄鋼業など重工業にも広がり，交
通手段の改善なども進んだ。また産業革命は世界に広がっていった。

5
Darby

めに，ダービーによって
Darby

めに，ダービーによって
1677 ～ 1717

3

Watt

1736 ～ 1819
Stephenson

された。なかでも，スティーヴンソン
Stephenson

された。なかでも，スティーヴンソン
1781 ～ 1848

4

Fulton

1765 ～ 1815

➡p.224

　　　　イギリスの産業革命
の展開と国外への波

は

及
きゅう

につい
て要約しよう。

問 い

　　木炭から石炭へ　イギリス
では16世紀にもかなりの鉄がつ
くられたが，燃料は木炭だった。
木炭の火力は弱いため，膨

ぼう
大
だい

な
量が必要となり，イギリスの森
は次々と伐

ばっ
採
さい

されて，歴史上「森
林の枯

こ
渇
かつ

」として知られる環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

が起こった。一方，石炭をそ
のまま燃料にしても良質の鉄を
つくることはできなかった。そ
こでダービーは，石炭を加工し
た火力の強いコークスを燃料と
し，強度が増した鉄をつくるこ
とができる製鉄法を発明した。

3

1

2

読み解き 1 2

21

　　 イギリスの職業構成3

農業・漁業
35.9％

28.4

22.2

18.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.318.7 43.6 16.6 14.3 6.8

鉱工業
29.7

商業
運輸
11.2

家内
奉公
11.5

その
他

11.7

38.4 12.1 12.7 8.438.4 12.1 12.7 8.438.4 12.1 12.7 8.438.4 12.1 12.7 8.438.4 12.1 12.7 8.438.4 12.1 12.7 8.4

40.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.640.5 14.2 14.5 8.6

1801

1821

1841

1861
　年

〈British Economic Growth 1688-1959〉 　　 鉄道の普
ふ
及
きゅう

　蒸気機関車
はトレヴィシックによって発
明されていたが，実用的なも
のではなかった。1825年にス
トックトン・アンド・ダーリ
ントン鉄道のためにスティー
ヴンソンが製作したロコモー
ション号によって実用化に向
かった。1830年に開通したリ
ヴァプール～マンチェスター
間の鉄道が，最初の本格的な
営業運転とされている。

4

ストックトンストックトン
ダーリントンダーリントン

ロンドンロンドン

エディンバラエディンバラ

バーミンガムバーミンガム

マンチェスターマンチェスター

ノッティンガムノッティンガム

リヴァプールリヴァプール

グラスゴーグラスゴー

北

海
ランカシャーランカシャー

鉄道（～1836年）
鉄道（～1852年）
運河
人口20万以上
の都市（1850年）
石炭層

　　 産業革命期の主な発明5

年

1709
12
33
64
65
68
79
85
93

1807
14
25
30
　

主な発明

ダービー
ニューコメン
ジョン=ケイ
ハーグリーヴズ
ワット
アークライト
クロンプトン
カートライト
ホイットニー（米）
フルトン（米）
スティーヴンソン
スティーヴンソン
リヴァプール～マンチェスター間鉄道
開通

コークス製鉄法を発明
蒸気機関を実用化
飛び梭を発明
ジェニー紡績機を発明
蒸気機関の改良（～69）
水力紡績機を発明
ミュール紡績機を発明
力織機を発明
綿繰機を発明
蒸気船実用化
蒸気機関車試運転
蒸気機関車実用化
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節1節

環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生1章
章の見通し

メリカ南部の奴
ど
隷
れい
制
せい
プランテーションからもたらされた。やがて世

界最大の綿織物生産地であったインドも，織物生産を抑
よく
制
せい
され，綿

花の供給地となった。綿織物は，アフリカへ輸出して奴隷と交
こう
換
かん
も

されたため，初期の綿織物業は，綿花の入手と製品を売る市場の両

面で，大西洋三角貿易と深く関連していた。こうした貿易の利益も，工

➡p.232

➡p.189

0 100km

年 主な発明

産業革命は大西洋三角貿易
と関連しており、国内的な
要因だけではなく、世界的
な分業体制にも起因する動
きであったことがわかる。
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４部１章　環大西洋革命～工業文明と国民国家の誕生196
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末には，日本やロシア，イタリアなどでも工業化が起こり，人々の生活

や社会の構造を大きく変化させた。他方，産業革命が始まったこれらの

国は，アジア・アフリカ・ラテンアメリカを原料や食料の供給源とした

ため，国々の間で格差も広がった。

　産業革命によって，生産の能率が急速に高まり，工場を経営する産業

資本家の階級が台頭した。他方，その工場などで賃金をもらって働く賃

金労働者の階級も明確に形づくられた。この二つの階級によって，主な

生産活動が展開する制度を産業資本主義という。

　産業革命によって，工場制機械工業による大量生産が定着すると，熟

練技術の意味が薄
うす
れ，多くの職人が職を失った。彼

かれ
らは，「囲い込

こ
み」の

ために自立した農民として生活を続けられなくなった人々と同じよう

に，賃金労働者として生きていくほかなくなった。また，機械や動力が

使われるようになった工場や炭
たん
坑
こう
では，安い賃金で多くの女性や子ども

が雇
やと
われた。こうした状

じょう
況
きょう
から，工場法がしばしば出されて，労働時間

の短縮，児童や女性の労働条件の改善が図
はか
られた。

　労働者は，団結して労働組合を結成し，労働条件の改善を求めた。不

安を抱
いだ
いたイギリス政府は，1799年に団結（結社）禁止法を制定してこ

れを弾
だん
圧
あつ
した。機械化で職を失った職人たちは，古くからの「打ちこわし」

の習慣に従って，ラダイト（機械打ちこわし）運動を展開したが，これは

1810年代を頂点として衰
おとろ
えた。しかし，こうした運動のなかから，資

本主義そのものを批判し，理想の社会の実現を目指す社会主義思想も生

まれた。

➡p.242 ➡p.252

1 コラム

資本主義の強化
産業革命は，工場経営者などの新しい資本家を生み，社会に資本家と労働者の対立
が生じた。

キーワード 1

QR

➡p.207

Luddite

capitalism

本主義そのものを批判し，理想の社会の実現を目指す
capitalism

本主義そのものを批判し，理想の社会の実現を目指す
socialism

➡p.216

2

　産業革命は現代にどのよう
な影

えい

響
きょう

を与
あた

えているだろう
か，あなたの考えを説明して
みよう。

のまとめ1節

　　工業社会への批判　経営者
のなかには，ロバート＝オーウェ
ンのように，労働者の生活の改
善を図

はか
るために，社会主義によ

る理想社会を構想し，その考え
を実行する人も現れた。彼

かれ
らは，

後にマルクスによって「空想的社
会主義者」とよばれた（→p.216）。
文学でも，工業化社会や進歩の
思想に批判的な雰

ふん
囲
い
気
き
が強くな

り，イギリスのワーズワースや
ブレイクなど，ロマン主義
（→p.215）の文学者が，工業化
以前の社会への憧

あこが
（→p.215）の文学者が，工業化

あこが
（→p.215）の文学者が，工業化

れを表明した。

2

　　産業革命の資本　綿織物工
業のような軽工業の創業には，
大きな資金を必要としなかった
ため，数人の共同出資で起業す
ることができた。

1

資本とは，利
り

潤
じゅん

追求のため
の生産に用いる財とサービス
のこと。資本家は，その資本
を所有する人のこと。資本に
は，商業資本・産業資本・金

きん

融
ゆう

資本など，さまざまな形態
がある（→p.243）。

 

　毎日決まった時刻に出勤し，決まった時間働く，といった
今日では当たり前の労働のあり方は，産業革命によって生み
出された。中世には，時間は神のものと考えられ，利子のよ
うに時間が生み出す利益は不当なものと考えられていた。職
人は，注文品を納品することで報

ほう
酬
しゅう
を受け，農民の働く時間

と内容も，季節や天候によって大きく左右されていた。
　こうした労働のあり方は，産業革命によって大きく変化した。
工場で大勢の労働者が共同して働くようになったため，時間
や規則に縛

しば
られ，報酬も職人のような出来高ではなく，働い

た時間に応じた「時間給」となったのである。
　産業革命以前，職人の間では，週末は酒を飲み，二日酔

よ
い

で月曜は働かないといったことが各地でみられたが，そういっ
た慣習は，産業革命の進展とともにしだいに消えていった。
アメリカのフランクリンはこうした新しい価値観を好ましい
ものと評価して「時は金なり」と表現した。
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植民地の経済状態とイギリスへの不満

1 1

3

2 問 い

1
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●②

●⑥ ●⑦
●⑨●⑧

●⑩

●⑪

●⑫

●⑬

●⑤

（1795年確定）

1513～1763（西）
1763～83（英）
1783～1819（西）
1819～（米）

1682～1763（仏）
1763～1800（西）
1800～1803（仏）
1803～（米）

1682～1763（仏）
1763～83（英）

ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈

1776年，独立を宣言
した13植民地（州）
①マサチューセッツ

（1820年にメーン州が分離独立）
②ニューハンプシャー
③ニューヨーク
④コネティカット
⑤ロードアイランド
⑥ペンシルヴェニア
⑦ニュージャージー
⑧メリーランド
⑨デラウェア
⑩ヴァージニア
⑪ノースカロライナ
⑫サウスカロライナ
⑬ジョージア

1776年に独立宣言した13植民地
1783年にパリ条約で承認された合衆国
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節2節
末には，日本やロシア，イタリアなどでも工業化が起こり，人々の生活

や社会の構造を大きく変化させた。他方，産業革命が始まったこれらの
1 コラム

末には，日本やロシア，イタリアなどでも工業化が起こり，人々の生活
➡p.242 ➡p.252

り じゅん
資本・資本家

　　 鉄鋼業で発展したイングランド北部の町　鉄鉱石
を溶

よう
融
ゆう

するために大量の化石燃料を用いたため，その
排
はい

煙
えん

が大気汚
お

染
せん

の原因となった。

１

や社会の構造を大きく変化させた。他方，産業革命が始まったこれらの

産業革命の結果、出来高払いから時間
給へ、労働のあり方が大きく転換した
ことがわかる。
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1 コラム

資本主義の強化
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のまとめ1節
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　イギリス領北アメリカに成立した13植民地では，南北で経済的な違
ちが

いがあった。ヴァージニアなど南部の植民地は，たばこなどを奴
ど

隷
れい

制
せい

プ

ランテーションで生産し，イギリスに輸出していた。これらの地域は，

イギリスとの結びつきが強かった。

　一方，世界市場に売り出す商品作物がなく，主に自営農民によって構

　ところが，七年戦争で大きな財政赤字を背負った本国政府は，戦後の

軍事費を植民地に負担させようとして，1765年，植民地での商取引や

新聞などに課税する印紙法を制定した。植民地側は，「代表なくして課

税なし」を合い言葉として抵
てい

抗
こう

し，この法を撤
てっ

回
かい

させた。しかし本国は，

1767年から，再び植民地の茶などに課税する法律を強制した。植民地

側は，これにもイギリス商品の不買運動をもって対抗した。

　本国政府はまた，財政難にあった東インド会社に，植民地への茶輸出

の独
どく

占
せん

権
けん

を与
あた

えた（茶法）。これに憤
ふん

慨
がい

した植民地の人々は，東インド会

社の船を襲
しゅう

撃
げき

して積み荷の茶を投
とう

棄
き

した（ボストン茶会事件）。1774年

には，フィラデルフィアで第１回大陸会議が開かれ，本国との通商断絶

が決議された。

植民地の経済状態とイギリスへの不満
北アメリカのイギリス領植民地では，七年戦争後の植民地への課税をきっかけに反
英感情が高まった。

1 1 ➡p.187

➡p.175

➡p.188
Stamp Act

印紙法を制定した。植民地側
Stamp Act

印紙法を制定した。植民地側
3

Tea Act

Boston Tea Party

ボストン
Boston Tea Party

ボストン茶会事件
Boston Tea Party

茶会事件
1773 2 　　　　13植民地の反発を

誘
ゆう

引
いん

したイギリスの植民地政
策を抜

ぬ

き出そう。

問 い

　　北米13植民地　イギリス領
北米植民地には，総

そう
督
とく
と植民地

議会の議員を住民が選挙する自
治植民地のほか，領主植民地や
王領植民地など，さまざまな政
治形態があった。イギリスから
移住した人々のなかには，自由を
求めたピューリタン（→p.180）
もいたが，多くは，よりよい生
活を求めた貧しい人々であった。
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　　 13植民地とその独立1
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1776年，独立を宣言
した13植民地（州）
①マサチューセッツ

（1820年にメーン州が分離独立）
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1776年に独立宣言した13植民地
1783年にパリ条約で承認された合衆国

0 500km

　　 ボストン茶会事件　先住民に変装した入植者たちの一団が，茶
法に反対して，東インド会社の船を襲

おそ
い，積み荷の茶を投

とう
棄
き

した。こ
の事件で，本国との決

けつ
裂
れつ

は決定的となった。

2

　　 イギリスが課税に使用した
収入印紙　イギリスは北米植民
地で作られた公文書や印刷物に，
このような印を施

ほどこ
した紙を貼

は
る

ことを義務付けて，課税した。

3
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ア
メ
リ
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F 
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ー
ロ
ッ
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アメリカの独立 なぜ，13植民地はイギリスからの独
立を求めたのだろうか。

節の
課題2節

　一方，世界市場に売り出す商品作物がなく，主に自営農民によって構

成されていた北部のニューイングランドでは，地域の自立性が高まって

いた。したがってこの地域では，航海法などの本国の重商主義政策によっ

て植民地の商工業が抑
よく

圧
あつ

され，本国からの製品や茶などのアジアの商品

が大量にもち込
こ

まれることに不満が強かった。

➡p.180

13植民地のなかでも北部
は自立性が高く、本国の重
商主義政策への不満が強
かったことが、独立の背景
となったことがわかる。
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　1775年４月，ボストン郊
こう

外
がい

のレキシントンとコンコードで起こったイ

ギリス軍と植民地軍の武力衝
しょう

突
とつ

によって，アメリカ独立戦争が始まった。

第２回大陸会議で，植民地軍の最高司令官には，ワシントンが任命され

た。また，君主制度の弊
へい

害
がい

を説いたトマス＝ペインの『コモン＝センス』は，

当時最大のベストセラーとなり，植民地の独立の動きに強い影
えい

響
きょう

を与
あた

え

た。1776年７月４日，大陸会議はジェファソンらが起草した『独立宣言』

を採
さい

択
たく

した。この宣言では，自然法と人民主権の考え方から，独立の正

当性が主張された。翌77年には国名をアメリカ合衆国とした。

　独立戦争では，イギリスと対立していたフランスやスペインも植民地

側に立って参戦した。1781年のヨークタウンの戦いで独立派が勝利し，

国際世論も植民地側を支持し，大勢が決まった。1783年のパリ条約で

13植民地の独立が承認され，イギリス重商主義帝国は破
は

綻
たん

した。

　1787年，フィラデルフィアで開かれた憲法制定会議は合衆国憲法を

制定し，1789年にワシントンを初代大統領として新政府が成立した。

この憲法は人民主権を認め，共和政に基
もと

づき，各州に自治権をもたせた

連
れん

邦
ぽう

主義を採用した。アメリカの独立は，フランス革命に大きな影響を

　一方，アメリカの独立では，白人の入植者たちの権利が保障されたに

すぎず，黒人奴
ど

隷
れい

や先住民の立場はほとんど改善されなかった。また，

独立後も，アメリカの産業や経済はイギリスに深く依
い

存
そん

していた。

アメリカの独立
13植民地の本国政府への不満は，ついに独立戦争を引き起こし，アメリカ合衆国
が成立した。

1775 ～ 83 QR
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Washington
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Jefferson
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1743 ～ 1826

Declaration of Independence

した『
Declaration of Independence

した『独立宣言
Declaration of Independence

独立宣言』
Declaration of Independence

』
史料

1 1 ➡p.186
United States of America

2 3

➡p.189 4

任 1789～ 97

QR

　アメリカの独立革命は成功
したと言えるだろうか，あな
たの考えを説明しよう。

のまとめ2節

　　独立宣言と啓
けい
蒙
もう
思想　合衆

国の独立宣言には，ロックの流
れを引く自然権としての人権や
革命権といった思想をみること
ができる。また，国の制度には
三権分立といった啓蒙思想が説
いた原理が反映されている。

1

　　パリ条約（1783年）　イギリ
スは，アメリカの独立を公式に
認め，フロリダを除くミシシッ
ピ川以東のルイジアナをアメリ

3

4

　　植民地側への国際的支持
フランスのラ＝ファイエット（→ 
p.200）やポーランドのコシュー
シコ（→p.184）が義勇軍に参加
した。またロシアのエカチェリー
ナ２世（→p.183）の提唱で，ス
ウェーデン・デンマーク・プロ
イセン・ポルトガルが武装中立
同盟を結んで，中立を守った。

2

　われわれは，次のような真理をごく当たり前のことだと考え
ている。つまり，すべての人間は神によって平等に造られ，一
定の譲

ゆず
り渡

わた
すことのできない権利をあたえられており，その権

利のなかには生命，自由，幸福の追求が含
ふく
まれている。またこ

れらの権利を確保するために，人びとの間に政府を作り，その
政府には被

ひ
治
ち
者
しゃ
の合意の下

もと
で正当な権力が授

さず
けられる。そして，

いかなる政府といえどもその目的を踏
ふ
みにじるときには，政府

を改
かい
廃
はい
して新たな政府を設立し，人民の安全と幸福を実現する

のにもっともふさわしい原理にもとづいて政府の依
よ
って立つ基

き

盤
ばん
を作り直し，またもっともふさわしい形に権力のありかを作

り変えるのは，人民の権利である。 〈五十嵐武士訳〉

アメリカ独立宣言
（Declaration of Independence）

史史史史
 料 料 料 料 料

読み解き ロックの『統治二論』は，アメリカ独立宣言に影
えい
響
きょう
を与

あた

えたといわれている。p.186の史料を読み，『統治二論』のどのよ
うな主張が独立宣言に影響を与えているのか確認してみよう。

　　 独立宣言の採
さい
択
たく

　フィラデルフィアで開
かい

催
さい

さ
れた大陸会議で，独立宣言の最終案を提案してい
る委員たち。
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QR

QR

1

1

キーワード 2

3

革命の展開とその意義

1

2

3

 

読み解き

1第一身分 第二身分

第三身分 洋梨

ナラ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

節3節

主義を採用した。アメリカの独立は，フランス革命に大きな影響を

与え，その後，ラテンアメリカ諸国の独立も続いた。貿易や人の移動な

どで結びつきが強まった，大西洋を取り巻く地域の一連の諸革命は，環
かん

大
たい
西
せい
洋
よう
革命として，一つの大きな出来事としてとらえることができる。

➡p.200

➡p.205

QR

制定し，1789年

この憲法は人民主権を認め，共和政に基

連
れん

カ領とすることも承認した。

　　イギリス帝国の再編　「重商
主義帝国」とよばれるイギリスの
初期の帝国が破

は
綻
たん

した後は，イ
ンドの植民地化（→p.231）を中
心として帝国の再編が進められ
た。

4

与え，その後，ラテンアメリカ諸国の独立も続いた。貿易や人の移動な

どで結びつきが強まった，大西洋を取り巻く地域の一連の諸革命は，

アメリカの独立、フラン
ス革命、ラテンアメリカ
諸国の独立までを一連の
環大西洋革命としてとら
えることで、各地の動き
をつなげて理解できる。
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アメリカの独立
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QR
のまとめ2節
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　七年戦争でイギリスに敗れたフランスは，イギリスに対
たいこう

　当時のフランス社会は「旧体制（アンシャン＝レジーム）」とよばれ，聖

職者（第一身分）と貴族（第二身分）が特権身分として絶対王政を支えてい

た。彼
かれ

らは官職を独
どく

占
せん

し，土地の大半を所有していながら，免
めん

税
ぜい

特権を

与
あた

えられていた。一方，人口の９割以上を占
し

めた第三身分（農民や都市

の民衆）は重税を課され，特に農民は領主への重い貢
こう

租
そ

に苦しんでいた。

また徴
ちょう

税
ぜい

を行う役人は主に貴族で，税の大部分が彼らの取り分となり，

国家収入の減少を招いていた。

　国家財政の悪化は，ルイ16世の時代には，危機的な状況になった。

国王は，農業を経済の基
き

礎
そ

とする重農主義者テュルゴーや銀行家ネッケ

ルを登用して，特権身分に対する課税などの財政改革を目指したが，貴

族や聖職者の抵
てい

抗
こう

にあって失敗に終わった。

　18世紀になると第三身分のなかから，資本家的な活動をする富
ふ

裕
ゆう

な

商工業者や大農場経営者などの市民（ブルジョワジー）が勃
ぼっ

興
こう

してきた。

自由な商工業活動を求める彼らは，貴族の特権や領主制，絶対王政への

反発を強めていった。

　財政難に苦しむ国王は，課税の承認を求めて，1615年以来招集して

財政の危機から絶対王政の危機へ
身分制社会としてのフランス社会はさまざまな問題を抱えており，特に課税をめぐ
る問題が深刻であった。財政改革も試みられるが，成功しなかった。

ancien régime

アンシャン＝レジーム
ancien régime

アンシャン＝レジーム
QR

➡p.176

QR

1

Louis XⅥ

位 1774～ 92

1

Turgot

とする重農主義者テュルゴーや銀行家ネッケ
Turgot

とする重農主義者テュルゴーや銀行家ネッケ
1727 ～ 81

Necker

1732 ～ 1804

bourgeoisie

ブルジョワジー
bourgeoisie

ブルジョワジー
キーワード 2

3

革命の展開とその意義
課税問題から始まった革命は，初め立憲君主政を目指したが急進化し，王政廃止と
国王処刑，恐怖政治へと進んだ。基本的人権など今日に至る理念も提唱された。

化など，自由な経済活動を主張
した。

1

　　ブルジョワジーとフランス
革命　フランスでも18世紀には
繊
せん
維
い
産業などの発展があったが，

アンシャン＝レジームの下
もと
ではブ

ルジョワジーの成長に限界が
あった。フランス革命によって
アンシャン＝レジームが崩

ほう
壊
かい
する

とこうした制約がなくなった。

2

　　啓
けい
蒙
もう
思想とフランス革命

特権身分からも，1789年に『第
三身分とは何か』を書いたシェイ
エスのように，啓蒙思想の立場
からアンシャン＝レジームを批判
する者が現れた。

3

語源は「ブルク（城
じょう

塞
さい

都市）の
住民」。フランス革命の時代は，
財産をもつ市民（有産市民）の
意味で用いられることが多
かったが，資本主義社会の確
立後は，無産の労働者に対す
る「資本家」の意味を帯びるよ
うになった。

ブルジョワジー
 

読み解き 岩は何を意味しているだろうか。洋梨は
フランスでは おひとよし でだまされやすい人という
意味があるが，どの身分の人を指しているだろうか。
堅
かた

くて大木になることから正義を意味するナラはな
ぜ切られているのだろうか。

　　 『昔は，最も有用な人々が踏
ふ
みにじられていた』

と題された風
ふう
刺
し
画
が

　第三身分の上にある岩には対
人・対物税，税金，賦

ふ
役
えき

と刻まれている。風刺画は
世論形成に大きな役割を果たすが，作者の考えが反
映されるために事実の一部が誇

こ
張
ちょう

されたり隠
いん

�
ぺい

され
たりもする。この図は，三つの身分のなかの多様性
までは描

えが
かれていない。

1第一身分 第二身分

第三身分 洋梨

ナラ

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

フランス革命と国民国家の誕生 フランス革命はそれまでの社会をど
う変化させたのだろうか。

節の
課題3節

　七年戦争でイギリスに敗れたフランスは，イギリスに対
たい

抗
こう

してアメリ

カの独立戦争を支
し

援
えん

した。しかし，イギリスのような財政制度の整備は

遅
おく

れ，多額の戦費はますます財政状
じょう

況
きょう

を悪化させる結果となり，財政の

立て直しが急務となった。

➡p.187

➡p.198 ➡p.188

　　重農主義　土地と農業生産
を富の源泉とみなす考え方。商
工業を重視して国家が産業に介

かい

入
にゅう
する重商主義政策（→p.176）

を批判し，農作物の貿易の自由

1
七年戦争やアメリカ独立
戦争支援の結果、フラン
スでは財政再建が急務と
なり、それが革命の引き
金になったことがわかる。
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いなかった三部会を，1789年５月にヴェルサイユで開いた。しかし，

議決の方法をめぐって対立し，第三身分の議員を中心に，国民議会が形

成され，憲法制定まで解散しないことを誓
ちか

った（球
きゅう

戯
ぎ

場
じょう

の誓い）。

　国民議会が憲法の起草を求めると，貴族と国王はこれを弾
だん

圧
あつ

しようと

した。このため，食料危機とネッケルの解任に不満を抱
いだ

いていたパリの

民衆は，７月14日，武器弾
だん

薬
やく

を求めて圧政の象
しょう

徴
ちょう

とされたバスティー

ユ牢
ろう

獄
ごく

を襲
しゅう

撃
げき

し，フランス革命が始まった。８月，国民議会は封
ほう

建
けん

的
てき

特

権の廃
はい

止
し

を宣言し，ラ＝ファイエットらが起草した『人権宣言』を採
さい

択
たく

し

た。この宣言には，自然法に基
もと

づく基本的人権・国民主権・私有財産権

の不
ふ

可
か

侵
しん

などが盛り込
こ

まれた。1790年には議会が教会財産の没
ぼっ

収
しゅう

・ギ

ルドの廃止・度
ど

量
りょう

衡
こう

の統一を進め，ブルジョワジーの経済活動を容易に

した。

　議会内では，ミラボーやラ＝ファイエットなどの立憲君主派（フイヤン

派）が主導権を握
にぎ

り，1791年９月，有産市民のみに選挙権を与
あた

える立憲

君主政の憲法を発布した。しかし，すでに国王は，ヴァレンヌ逃
とう

亡
ぼう

事件

などで信
しん

頼
らい

を失っていた。1791年の憲法の下
もと

で新たに成立した立法議

会では，王政廃止を主張するジロンド派が翌年春に政権についた。彼
かれ

ら

は，革命に圧力をかけていたオーストリアに対して宣戦した。革命の波
は

及
きゅう

をおそれたオーストリア・プロイセン連合軍がフランス国内に侵
しん

入
にゅう

す

ると，フランス人は愛国心をかきたてられ，革命の防衛のために全国各

地から義勇兵がパリに集まった。８月，外国勢力と通じたとして国王が

逮
たい

捕
ほ

され，王権が停止された（８月10日事件）。翌月には，男子普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

による国民公会が成立し，共和政（第一共和政）の成立が宣言された。

国民公会では，下層市民や農民に支持された急進的なジャコバン派（山

岳派）が台頭し，1793年１月，ルイ16世を処
しょ

刑
けい

した。

　革命の影
えい

響
きょう

が自国に及
およ

ぶのをおそれたイギリス首
しゅ

相
しょう

ピットが，大陸の

諸国と対仏大同盟を結成したため，フランスはヨーロッパ諸国との戦い

➡p.176
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La Fayette

1757 ～ 1834 2  史料 QR

➡p.186

3

Mirabeau

1749 ～ 91

Feuillants

➡p.180 3

1791 ～ 92
Girondins

4

1792 ～ 95 1792 ～ 1804

5Montagnards

Pitt

任 1783 ～ 1801, 04 ～ 06

6

2

問 い

6

　　封
ほう
建
けん
的
てき
特権の廃

はい
止
し

　領主裁
判権や教会の十分の一税は，無

む

償
しょう

で廃
はい

止
し

された。一方，農民か
ら地代・年

ねん
貢
ぐ

を徴
ちょう

収
しゅう

する権利（封
建地代）は農民自身に買いとらせ
ることとされたが，貧しい農民
が買いとることができる額では
なかった。

1

　　『人権宣言』　フランス革命
の人権宣言は，歴史上，画期的
な宣言であったが，そこでは女
性や奴

ど
隷
れい

の解放などへの言
げん

及
きゅう

は
なかった。それらが実現するには，
かなりの時間を必要とした。

2

　　ヴァレンヌ逃
とう
亡
ぼう
事件　1791

年６月，ルイ16世の一家が，オー
ストリア領ネーデルランド（→ 
p.182）に逃亡しようとして失敗
に終わった事件。

3

　　ラ＝マルセイエーズ　マルセラ＝マルセイエーズ　マルセラ＝マルセイエーズ
イユからの義勇兵たちの団歌。
1795年にフランス国歌となった。
王政復古（→p.214）により国歌
ではなくなったが，第三共和政
下で再び国歌となり現在に至っ
ている。

4

5

女性および女性市民の権利の宣言（女性宣言）

5

人間および市民の権利の宣言（フランス人権宣言）

4

読み解き

　　 サンキュロット　キュ
ロットとよばれた，貴族が着
用していた半ズボンを持たな
い階層という意味で，フラン
ス革命時代の都市民衆を指し
て使われた。

2

　　 バスティーユ牢
ろう
獄
ごく
の襲

しゅう
撃
げき

ネッケルの解任に憤
ふん

慨
がい

した民
衆が立ち上がり，革命のきっ
かけとなった。今日でもこの
日（7月14日）は，革命記念日
として祝休日になっている。

1

　　 度
ど
量
りょう
衡
こう
の統一　革命期に統

一されていった単位を人々に知
らせるために，こうした版画が
つくられた。

3
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1 QR

1 2  史料 QR

3

3

4

5

（フランス革命戦争）を続けることとなった。国民公会は，男子普通選挙

制をとる1793年憲法を発布し，最高価格令による物価統制や封建地代

の無
む
償
しょう
廃止などの経済改革を行った。さらに，徴

ちょう
兵
へい
制
せい
や共

きょう
和
わ
暦
れき
（革命暦）

を採用し，神の代わりに人間理性の崇
すう
拝
はい
を強制した。

　革命派内では，ロベスピエールらをリーダーとするジャコバン派が，

職人や小店主を中心とする都市民衆の支持を得て政権を握
にぎ
り，強大な権

限をもつ独裁機関の公安委員会を使って恐
きょう
怖
ふ
政治を展開した。この政治

は人々に不安を与え，ブルジョワジーは経済統制政策に不満を感じ，土

地を得た農民たちもそれ以上の変化を望まなかった。ジャコバン派の内

部では対立が激しくなり，ロベスピエールが政敵を失
しっ
脚
きゃく
させ独裁を強化

した。しかし1794年に，彼自身が失脚し処刑されて，恐怖政治は終わっ

た（テルミドールの反動）。

　フランス革命は，身分制社会の枠
わく ぐ こわ

る。貴族の免
めん
税
ぜい
特権を廃止したフランスは国家財政の基

き
盤
ばん
を強め，また，

外国の干
かん
渉
しょう
を排

はい
除
じょ
する必要から国民軍を設けた。この過程で国民として

6

Robespierre

ロベスピエール
Robespierre

ロベスピエール
1758 ～ 94

2

Thermidor

1794 年 7 月

　　　　1789年から1795
年の総裁政府の設立までの政
治体制や社会構造の変化を要
約しよう。

問 い

6

1

2

3

4

5

　第1条　女性は，自由なものとして生まれ，かつ，
権利において男性と平等なものとして存在する。…
　第10条　何人も，自分の意見について，たとえ
それが根源的なものであっても，不安をもたらさ
れることがあってはならない。女性は，処

しょ
刑
けい
台
だい
に

のぼる権利をもつ。同時に，女性は，その意見の
表明が法律の定める公の秩

ちつ
序
じょ
を乱さない限りにお

いて，演
えん
壇
だん
にのぼる権利をもたなければならない。

　第11条　思想および意見の自由な伝達は，女性
の最も貴重な権利の一つである。それは，この自
由が，子どもと父親の嫡

ちゃく
出
しゅつ
関係を確保するからで

ある。したがって，すべての女性市民は，法律が
定める場合に，その自由の濫

らん
用
よう
に責任を負うほかは，

野
や
蛮
ばん
な偏

へん
見
けん
が真実を偽

いつわ
らせることのないように，自

由に自分が貴
あ な た
方の子の母親であると言うことがで

きる。
　第13条　公的強制力の維

い
持
じ
および行政の支出の

ための，女性と男性の租
そ
税
ぜい
の負担は平等である。女

性は，すべて賦
ふ
役
えき
と役

えき
務
む
に貢

こう
献
けん
する。したがって，

女性は，（男性と）同等に，地位・雇
こ
用
よう
・負担・位

階・産業に参加しなければならない。 〈辻村みよ子監訳〉

女性および女性市民の権利の宣言（女性宣言）
史史史史
 料 料 料 料 料

　　 女性活動家グージュが記した『女性宣言』5

　第1条　人間は自由で権利において平等なものとして生まれ，
かつ生きつづける。社会的区別は共同の利益にもとづいてのみ
設けることができる。
　第2条　あらゆる政治的結合の目的は，人間のもつ絶対に取り
消し不可能な自然権を保全することにある。これらの権利とは，
自由，所有権，安全，および圧政への抵

てい
抗
こう
である。

　第3条　すべての主権の根源は，本質的に国民のうちに存する。
いかなる団体も，またいかなる個人も，明示的にその根源から
発してはいない権限を行使することはできない。
　第10条　いかなる者も，その主義主張について，たとえそれ
が宗教的なものであっても，その表明が法によって確立された
公共の秩

ちつ
序
じょ
を乱さないのであれば，その表明を妨

さまた
げられてはな

らない。
　第11条　思想および主義主張の自由な伝達は，人間のもっと
も貴重な権利の一つである。それゆえいかなる市民も，法によっ
て定められた場合にはこの自由の濫

らん
用
よう
について責任を負うとい

う留保付きで，自由に発言し，著作し，出版することができる。
　第17条　所有権は，神聖かつ不

ふ
可
か
侵
しん
の権利であり，したがって，

合法的に確認された公的必要性からそれが明白に要求されると
きであって，かつ予

あらかじ
め正当な補

ほ
償
しょう
金
きん
が払

はら
われるという条件でな

ければ，いかなる者もその権利を剝
はく
奪
だつ
されえない。 〈田中正人訳〉

人間および市民の権利の宣言（フランス人権宣言）
史史史史
 料 料 料 料 料

　 『フランス人権宣言』4

読み解き『フランス人権宣言』のそれぞれの条文はどのような権利について言
げん
及
きゅう
しているのだろうか。また，『女性宣言』に

は『フランス人権宣言』に書かれていない，女性の権利が明記されている。その部分はどこだろうか。

2

1

3

リットル グラム メートル
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ロ
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F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ　フランス革命は，身分制社会の枠

わく
組
ぐ
みを壊

こわ
し，市民（ブルジョワジー）

の政治的・社会的な活動への制約をなくした。経済活動の自由も大
おお
幅
はば
に

認められるようになった。革命派の提唱した自由・平等・基本的人権な

どの理念は，近代世界の根底をなす思想として今日まで引き継
つ
がれてい

る。貴族の免

続けることとなった。国民公会は，男子普通選挙

物価統制や封建地代

（革命暦）

らをリーダーとするジャコバン派が，

り，強大な権

政治を展開した。この政治

は人々に不安を与え，ブルジョワジーは経済統制政策に不満を感じ，土

地を得た農民たちもそれ以上の変化を望まなかった。ジャコバン派の内

させ独裁を強化

した。しかし1794年に，彼自身が失脚し処刑されて，恐怖政治は終わっ

　　フランス革命戦争　オース
トリアによる革命への干

かん
渉
しょう

から
戦争が始まり，イギリスを中心
とした対仏大同盟との戦いに
至った。同盟軍がフランス国内
に侵

しん
入
にゅう

したため国民公会は苦境
に陥

おちい
り，徴

ちょう
兵
へい

制
せい

への反発からヴァ
ンデーの反乱のような農民反乱
も起こった。ヨーロッパ諸国と
の戦争はナポレオン戦争へと継

けい

続
ぞく

されていく。

6

　　ジャコバン派　本来は，ジャ
コバンクラブという穏

おん
健
けん

派
は

も含
ふく

む幅
はば

広い革命団体であったが，
穏健なフイヤン派やジロンド派
が離

り
脱
だつ

し，急進的な山
さん

岳
がく

派
は

が主
導権を握

にぎ
ったため，山岳派をジャ

コバン派とよぶことが多い。

5

し，市民（ブルジョワジー）

に

本文とともに、フランス人
権宣言を読むことで、自由
権など現代につながる理念
がフランス革命から引き継
がれていることを理解でき
る。当時の女性の権利につ
いても考察を深めることが
できる。
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覇権への挑戦と挫折
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8

の意識も強まり，「国民国家」の形成へと向かった。

　1795年，穏
おん

健
けん

共和派によって新たな憲法（1795年憲法）が制定され，

選挙権は再び財産額によって制限されて，５人から成る総裁政府が成立

した。しかし，対外戦争や王党派の反乱で政権は安定しなかった。商工

業者や，革命後に獲
かく

得
とく

した土地を確保したい農民は，社会の安定を求め

た。こうした期待を背景に台頭したのが，軍人ナポレオン＝ボナパルト

であった。

　ナポレオンは，イタリア遠
えん

征
せい

で勝利し，対仏大同盟を崩
ほう

壊
かい

させた。次

いで，イギリス経済にとって重要な存在になっていたインドとの連
れん

絡
らく

路
ろ

を断
た

つため，エジプトに遠征した。しかし，イギリスがロシア・オース

トリアなどと再び対仏大同盟を結成し，フランスが危機にひんすると，

急ぎ帰国し，総裁政府を倒
たお

して，みずからを第一統領とする統領政府を

樹立した（ブリュメール18日のクーデタ）。ナポレオンは，1801年に，

それまで対立していたローマ教皇と宗教協約（コンコルダート）を結んで

和解し，翌年にはイギリスとアミアンの和約を結んだ。1802年に終身

統領となって権力を手にしたナポレオンは，1804年には『ナポレオン法

典』を制定してフランス革命の成果を定着させ，同年，国民投票により

ナポレオン１世として帝位についた（第一帝政）。

➡p.204

ナポレオンの帝政樹立
フランスの救世主として国民の期待を担った軍人ナポレオンは，独裁権を確立し，
帝位に就いた。

1795 ～ 99

1

 Napoléon Bonaparte

ナポレオン＝ボナパルト
 Napoléon Bonaparte

ナポレオン＝ボナパルト
1769 ～ 1821

1796 ➡p.200 QR

1798 ～ 99 3

1799 ～ 1804

2

le 18 brumaire

1799 年 11 月

Code Napoléon

3 Napoléon Ⅰ

位 1804 ～ 14,15 1804 ～ 14, 15 1

か，貧しい民衆を背景にして，
革命思想家のバブーフが私有財
産の廃

はい
止
し
を主張し，総裁政府の

転
てん
覆
ぷく
を図

はか
った。

1

5

　　『ナポレオン法典』　私有財
産の不

ふ
可
か
侵
しん
，法の下

もと
の平等，経

済活動の自由などを規定し，近
代市民社会の民法の基本となっ
た。1804年に『フランス人の民
法典』という名

めい
称
しょう
で制定されたが，

ナポレオンが独裁傾
けい
向
こう
を強める

にしたがい，1807年に『ナポレ
オン法典』と改称された。

3

7

　　ライン同盟の成立　これに
よって神聖ローマ帝国は完全に
消
しょう
滅
めつ
することになった（→p.178）。

4

8

　　内政の変化　革命の終結を
宣言したほか，フランス銀行を
創設するなど，経済や行政，ま
た教育の制度改革に努めた。
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ヴァンデー ナポレオン戦争中のイギリス
の海外での展開

〔フランスを逆封鎖〕
・アメリカとフランスの貿易を妨害
　→米英戦争（→p.222）
・スペインとラテンアメリカの貿易
　を妨害→ラテンアメリカとの貿
　易関係強化

〔フランスの属国となったオランダ
 植民地・海外拠点への進出〕
・世界航路の要衝であるケープ植
　民地とセイロンを占領
・長崎に侵入（フェートン号事件）

1804年のフランス帝国
の領域
1812年までに獲得した
フランス帝国の領域
フランスに服属した国
ライン同盟（1806～13）
エジプト遠征（1798～99）
オーストリア・ドイツ出兵
（1805～06）
ロシア遠征（1812）
その他の移動
大陸封鎖地域（1806～07）
イギリス軍が参加した戦場
その他の戦場

アフリカ
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読み解き
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ナポレオン

ローマ教皇

　　 ゴヤ作『1808年
5月3日マドリード市
民の処

しょ
刑
けい
』　この日，

ナポレオンの支配に抵
てい

抗
こう

したマドリードの多
数の市民を，フランス
の軍隊が銃

じゅう
殺
さつ

した。こ
の事件に憤

ふん
慨
がい

したゴヤ
は抗議の意味を込

こ
めて

描
えが

いた。〈プラド美術館蔵〉
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の意識も強まり，「国民国家

　1795年，穏

選挙権は再び財産額によって制限されて，５人から成る

　　バブーフの陰
いん

謀
ぼう
　ブルボン

家を支
し
援
えん
する王党派の反乱のほ

か，貧しい民衆を背景にして，

1

読み解き ダヴィドとゴヤはそ
れぞれどのような効果をねらっ
て，図　 ， を描

えが
いたのだろうか。１ 2

　　 ダヴィド作『ナポレオンの
戴
たい
冠
かん
式
しき
』　ナポレオンが，皇帝の

称
しょう

号
ごう

を使用したのは，フランス
だけでなく，ヨーロッパ世界全
体を支配する意思を示したもの
であった。ナポレオンはみずか
ら帝

てい
冠
かん

をかぶり，妻にも皇后の
冠
かんむり

をかぶせようとしている。
〈ルーヴル美術館蔵〉

１

全く異なる意図を持って描
かれた二つの絵画を比較す
ることで、ナポレオンを多
面的に評価することができ
る。
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　第一帝政に対
たい
抗
こう
して，イギリス海軍が1805年にトラファルガー沖の

海戦でフランス・スペイン海軍を破った。しかしナポレオンは，大陸で

はアウステルリッツの戦いでオーストリア・ロシア連合軍を破り，1806

年には，ドイツ西部にみずからを盟主とするライン同盟を組織した。さ

らにプロイセンとロシアの連合軍を破り，オランダ・スペインなどには，

自分の兄弟を元首として配置し，フランス帝国を核
かく
とする，ロシア以外

のヨーロッパ全域に及
およ
ぶ帝国をつくり上げた。イギリスが海軍力に支え

られた海洋帝国を築いたのに対して，ナポレオンは大陸帝国を建設して

イギリスに対抗した。ナポレオンは，イギリスを経済的に追い詰
つ
め，フ

ランス産業のための市場を確保しようとして大
たい

陸
りく

封
ふう

鎖
さ

令
れい
を発布し，大陸

諸国にイギリスとの通商を禁じた。しかし，フランスの
おと

　1808年のスペインの反乱からナポレオンの大陸支配は動
どう
揺
よう
し，やが

てロシアが大陸封鎖令を無視して，イギリスへの穀物輸出を再開した。

ナポレオンはロシア遠征を試みたが，厳しい寒さなどのため，敗走した。

これをきっかけに，各地で反フランス闘
とう
争
そう
が起こった。諸国は諸国民の

覇権への挑戦と挫折
ナポレオンはヨーロッパを覆う大帝国を成立させ，イギリスに挑戦した。しかしそ
の試みは失敗し，英仏の覇権争いはイギリスの勝利で決着がついた。
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1

　　ワルシャワ公国　ナポレオ
ンは，1807年のティルジット条
約で，プロイセンの領土の大半
を奪

うば
い，ポーランドにワルシャ

ワ公国を設立し，これを実質的
に支配下においた。

5

3

　　米英（アメリカ−イギリス）戦
争　アメリカがフランス側に

ふう さ

7

4

　　大陸諸国とイギリスとの結
びつき　ロシアや東

とう
欧
おう
の農業は

イギリスへの穀物輸出に支えら
れており，輸出が止まると，貴族
など地主層に大きな打

だ
撃
げき
となっ

た。イギリスの工業製品もヨー
ロッパ諸国での必

ひつ
需
じゅ
品
ひん
で，当時

のフランスの生産能力では代
だい
替
たい

できなかった。

8

2

　　イギリスの植民地獲
かく

得
とく
　フ

ランスがオランダを占
せん
領
りょう
すると，

イギリスはオランダ領であった
ケープ植民地やスリランカなど
を占領し，海外領土を拡大した。

6

　　 ナポレオン戦争3
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ヴァンデー ナポレオン戦争中のイギリス
の海外での展開

〔フランスを逆封鎖〕
・アメリカとフランスの貿易を妨害
　→米英戦争（→p.222）
・スペインとラテンアメリカの貿易
　を妨害→ラテンアメリカとの貿
　易関係強化

〔フランスの属国となったオランダ
 植民地・海外拠点への進出〕
・世界航路の要衝であるケープ植
　民地とセイロンを占領
・長崎に侵入（フェートン号事件）

1804年のフランス帝国
の領域
1812年までに獲得した
フランス帝国の領域
フランスに服属した国
ライン同盟（1806～13）
エジプト遠征（1798～99）
オーストリア・ドイツ出兵
（1805～06）
ロシア遠征（1812）
その他の移動
大陸封鎖地域（1806～07）
イギリス軍が参加した戦場
その他の戦場
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じた。しかし，フランスの製品は品質が

劣
おと
っていたうえ，大陸諸国はイギリスとの通商に深く依

い
存
そん
していたので，

経済封鎖はイギリスよりも大陸諸国に打
だ
撃
げき
を与

あた
えた。

を発布し，大陸

立って，イギリスの海上封
ふう
鎖
さ
に

対
たい
抗
こう
しようとして起こした戦争

（→p.222）。イギリスとの通商
が途

と
絶
だ
えたため，アメリカの経

済的自立が進んだ。

大陸諸国とイギリスとの結8
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

製品は品質が

フランスの大陸封鎖令は、
イギリスとの通商に依存す
る大陸諸国にはかえって打
撃となったことがわかる。
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ラテンアメリカの独立

1

1 2

2

3

QR

戦い（ライプツィヒの戦い）でナポレオン軍を破り，パリを占
せん

領
りょう

した。帝

位を退いたナポレオンは，その後一時復帰したが，ワーテルローの戦い

で再び敗れ，その帝国は完全に崩
ほう

壊
かい

した。ナポレオンの敗退によって，

長期にわたるイギリスとフランスの抗
こう

争
そう

はイギリスの勝利に終わった。

　ヨーロッパ大陸の制
せい

覇
は

を目指したナポレオンの支配は，『ナポレオン

法典』などを通じて，フランス革命の原理を，ヨーロッパ各地に浸
しん

透
とう

さ

せた。しかし同時にフランスの支配に対する反対運動を引き起こし，各

地の国民意識を目覚めさせることにもなった。

　1807年からフランス軍が駐
ちゅう

留
りゅう

したプロイセンでは，哲
てつ

学
がく

者
しゃ

フィヒテ

が講演「ドイツ国民に告ぐ」を行って国民意識の形成をよびかけ，政府内

部でも改革を進める者が現れた。1807年，宰
さい

相
しょう

シュタインが農
のう

奴
ど

制
せい

を

廃
はい

止
し

し，後を継
つ

いだハルデンベルクもギルドの特権を廃し，営業の自由

を認めるなどの行政改革に努めた。これらの改革で，農場経営を行うユ

ンカー層の勢力が強まり，ユンカー出身者が官
かん

僚
りょう

や将校として，プロイ

センの政治や経済の中
ちゅう

核
かく

を担
にな

うようになった。こうして，プロイセンは

その後のドイツ統一の中心となっていった。
し

1813

1 1815

ヨーロッパに広がる国民意識
ナポレオンに支配されたヨーロッパ各地では，政治と社会の改革を行い国民意識の
高揚を目指す人々が現れた。

➡p.202

視点
Fichte

1762 ～ 1814

➡p.266
Stein

任 1807～ 08
Hardenberg

いだハルデンベルクもギルドの特権を廃し，営業の自由
Hardenberg

いだハルデンベルクもギルドの特権を廃し，営業の自由
任 1810～ 22

➡p.181

キーワード

キーワード QR

視点を
変えて

　ブランデンブルク門は，ドイツの代表的文化遺産の一つである。
1806年にベルリンを占

せん
領
りょう
したナポレオンは，ブランデンブルク門

の屋上にある4頭立て馬車に乗る勝利の女
め
神
がみ
像
ぞう
をパリのルーヴル美

術館に運び込
こ
み，フランスの軍事的栄光を国民に宣伝した。左の

絵はナポレオンが描
えが
かせたもので，パリに持ち帰った像がまだ門

の屋上に置かれている様子はベルリン占領の軍事的栄光を示すの
に格好の素材となった。
　1815年にナポレオンが失

しっ
脚
きゃく
すると，パリを占領したプロイセン

軍が像を持ち帰り，もとの場所に据
す
えた。さらに，門に面する広

場は，パリ占領を記念して「パリ広場」と改名された。
　ブランデンブルク門という文化遺産は，独仏それぞれの国民意
識の強化に関

かん
与
よ
したのである。

　　ナポレオンの百日天下　退
位したナポレオンは，イタリア
半島沖のエルバ島にいったん追
放されたが脱

だっ
出
しゅつ
し，帝位に復帰

した。しかしわずかの期間のう
ちにワーテルローの戦いで敗れ，
捕
ほ
虜
りょ
として南大西洋の孤

こ
島
とう
のイ

ギリス領セントヘレナ島で軟
なん
禁
きん

され，死亡した。

1

1

2

3

なったのか，説明しよう。

問 い

　フランス革命はヨーロッパ
にどのような影

えい

響
きょう

を与
あた

えただ
ろうか，あなたの考えを説明
しよう。

のまとめ3節
のまとめ4節

一つの「国民」が一つの「国
家」をつくるべきだという理
念。革命で身分制議会が廃

はい

止
し

され，国民意識の高まったフ
ランスなどが最も典型的とさ
れる。近代のヨーロッパでは，
「国民」や「国民国家」が理想と
考えられた。しかし，「国民」
とみなされる要素は，民族，
理念，歴史など多様で，国に
よって理解が異なる。

国民国家
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大コロンビア
（1819～30）
中央アメリカ連邦

（1823～39）

（数字）
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　　 『ナポレオン皇帝のベルリン入城　1806年
10月27日』〈ヴェルサイユ宮殿蔵〉
1

ナポレオン

F 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

G 

ア
メ
リ
カ

節
4節

1 章の
振り返り

　プロイセンに限らず，国際的な分業体制のなかでより有利な地位を占
し

めようとした地域は，イギリスやフランスなどの強国に対抗するため，

みずからも強力な国家をつくり上げる必要に迫
せま

られた。そのため，貴族

などの特権階級だけが国家を支配するのではなく，国民意識を高
こう

揚
よう

させ

て，「国民」が国家を支えるという「国民国家」をつくり，国力を高めよう

とした（ナショナリズム）。幅
はば

広い人々に「国民」としての意識をもたせる

ためには，自由と平等というフランス革命の基本となった考え方をとり

入れて，社会と政治の改革を進めることが不可欠であった。

nation state

キーワード
nationalism

キーワード QR

を認めるなどの行政改革に努めた。これらの改革で，農場経営を行うユ

ンカー層の勢力が強まり，ユンカー出身者が官

センの政治や経済の中

その後のドイツ統一の中心となっていった。

　プロイセンに限らず，国際的な分業体制のなかでより有利な地位を占

➡p.181

　　　　なぜ，ナポレオンの
侵
しん

攻
こう

がヨーロッパ各地の国民
意識を目覚めさせることに
なったのか，説明しよう。

問 い

よって理解が異なる。

「国民」「民族」などという意
味のnationを重視する考え方
や運動。ナポレオン以後，欧

おう

米
べい

で盛
さか

んになった。

ナショナリズム

　プロイセンに限らず，国際的な分業体制のなかでより有利な地位を占

めようとした地域は，イギリスやフランスなどの強国に対抗するため，

みずからも強力な国家をつくり上げる必要に迫

強国に対抗するため「国民国
家」が生まれ、それを支える
ため「ナショナリズム」が唱
えられたことがわかる。ま
た、国民意識高揚のため、
フランス革命の理念である
自由・平等のもとで「国民」
を統合しようとしたことが、
この時代の特質だとわかる。
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　19世紀初頭のラテンアメリカは，ほとんどがスペ

イン植民地とポルトガル領ブラジルで構成され，カリブ海の島々にはイ

ギリス・フランスなどの奴
ど

隷
れい

制
せい

砂糖プランテーションが広がっていた。

　フランス革命で本国が混乱すると，まず，仏領サン＝ドマングで黒人

奴隷たちが，トゥサン＝ルーヴェルテュールを指導者として蜂
ほう

起
き

した。

彼
かれ

自身はナポレオン軍に逮
たい

捕
ほ

され獄
ごく

死
し

したが，1804年に，最初の黒人

国家であるハイチ共和国が独立した（ハイチ革命）。アメリカの独立は，

定住した自由な白人たちの本国からの独立にすぎなかったが，ハイチで

は奴隷の黒人たちによって独立が成し遂
と

げられた。植民地に重税を課し

　植民地生まれの白人（クリオーリョ）たちは，先住民や黒人奴隷に対し

ては支配者であったが，本国からは抑
よく

圧
あつ

されていたため，各地で解放運動

が始まった。シモン＝ボリバルやサン＝マルティンの活動によって，1830

年までに，カリブ海を除くラテンアメリカの大半が独立国となった。

　イギリス外
がいしょう

易ができ，自国に有利な市場になると考えたためである。このため独立

後も，ラテンアメリカではプランテーション経営が続き，単一作物をつ

くるモノカルチャーに依
い

存
そん

する基
き

盤
ばん

がつくられた。イギリスがこれらの

作物の重要な輸出先となったため，ラテンアメリカ諸国は政治的には独

ラテンアメリカの独立
革命の波はラテンアメリカにも及んだ。植民地は定住白人の
指揮下に次々と独立し，ほぼ現代の国境が画定した。

Toussaint L'Ouverture

1743 ～ 1803

criollo

Simón Bolívar

1783 ～ 1830

San Martín

1778 ～ 1850 1

1 2
Canning Monroe

2

3
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　　ラテンアメリカ独立の動き
メキシコも聖職者イダルゴの影
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きょう か
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の問題に関
かん
与
よ
すべきでないと宣

言した。この考え方は，アメリカ
外交の底流となった（→p.222）。

2

域の経済的支配を狙
ねら
うイギリス

の反対により，成功しなかった。
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のまとめ3節
のまとめ4節

 

 

0ﾟ

ブ
海

リ
カ

アマゾン川

大

西

洋

太

平

洋

シモン=ボリバル
のルート

メキシコ

グアテ
マラ

エルサル
バドル コスタリカ

1821ホンジュラス
1821
ニカラグア

1821

キューバ
1902

1821

1821

1821

パナマ
1903

ハイチ1804

ドミニカ
1844（ハイチからの独立年）

1811（1830）
ベネズエラ

仏領ギアナ

スリナム
ガイアナ 1966

1975

エクアドル
1822

（1830）

（1830）

コロンビア
1819

ペルー

グアヤキル

1821

ボリビアボリビア
18251825

(                     )
1822
ブ ラ ジ ル
1822～89帝国
以後共和国

パラグアイ
1811

ウルグアイ 1828

 リ

チ

1818

パ
タ
ゴ
ニ
ア

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

1816

サン＝マルティン
のルート

0°

独立年数字
大コロンビアから
の分離独立年

大コロンビア
（1819～30）
中央アメリカ連邦

（1823～39）

（数字）0 1000km

　　 ラテンアメリカの独立2

　　 シモン＝ボリバル
とサン＝マルティンの
会合　彼

かれ
らは1822年，

エクアドルの港グアヤ
キルで，ペルーの未来
について話し合った。
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ラテンアメリカへの革命の波及
ラテンアメリカの独立はどのような人々が担ったの
だろうか。

節の
課題

4節

　大西洋を取り巻く地域で起こった革命は，それぞれの地域の社会構造をどのように変えた
だろうか，あなたの考えを説明しよう。

1 章の
振り返り

げられた。植民地に重税を課し

ていたヨーロッパ諸国は，このような動きがほかの植民地に広がること

をおそれ，独立を目指す現地の白人支配者と妥
だ

協
きょう

するに至った。

　イギリス外
がい

相
しょう

カニングやアメリカ大統領モンローは，この動きを事実

上容認した。スペイン領の植民地が独立すれば，イギリスらは自由に貿

易ができ，自国に有利な市場になると考えたためである。このため独立

Canning

カニングやアメリカ大統領
Canning

カニングやアメリカ大統領
1770 ～ 1827

Monroe

任 1817～ 25 2

3

作物の重要な輸出先となったため，ラテンアメリカ諸国は政治的には独

立していても，事実上イギリスの経済的支配の下
もと

におかれていった。

がつくられた。イギリスがこれらの
　ラテンアメリカが独立後に
抱
かか
　ラテンアメリカが独立後に
かか
　ラテンアメリカが独立後に

えた課題は何だろうか，あ
なたの考えを説明しよう。

のまとめ4節節

作物の重要な輸出先となったため，ラテンアメリカ諸国は政治的には独

独立後、ラテンアメリカ諸
国はイギリスの経済的な従
属下に置かれたことがわか
る。

したが，1804年に，最初の黒人

定住した自由な白人たちの本国からの独立にすぎなかったが，ハイチで

響
きょう
下
か
で，1821年に独立した。ブ

ラジルは，ポルトガルの王子を
皇帝として1822年に独立した。

　　モンロー宣言　1823年，モ
ンローは，アメリカはヨーロッ
パの問題に介

かい
入
にゅう
しない代わりに，

ヨーロッパ諸国も南北アメリカ

2

ラテンアメリカ諸国の独立
の背景には、ハイチ革命の
波及をおそれた、ヨーロッ
パ本国と植民地の白人支配
者との妥協の面もあったこ
とがわかる。

されていたため，各地で解放運動

の活動によって，1830

　　ラテンアメリカ諸国の独立
とウィーン体制　オーストリア
の外

がい
相
しょう
メッテルニヒ（→p.213）

は，ラテンアメリカの独立運動
がヨーロッパのナショナリズム
を刺

し
激
げき
することをおそれ，干

かん
渉
しょう

しようとした。しかし，この地
ねら

3

は，この動きを事実

イギリスがラテンアメリカ
諸国の独立の動きを容認し
た背景には、植民地の独立
により自由貿易ができるよ
うになる面があったことが
わかる。

4部1章　環大西洋革命 ~工業文明と国民国家の誕生
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授業や自学自習ですぐに活用できる！
教科書に関連したデジタルコンテンツ

●教科書に準拠した演習問題をWeb上に用意。
●学校法人河合塾と共同作成。全93問の問題を掲載。
●テスト前や受験前の演習にも活用できる。

●教科書執筆者による用語解説をWeb上に用意。
●全493語の解説を収録。
●歴史用語をより深く理解できる。

演習問題

重要用語

⬇演習問題 ２部１章 問６

⬇重要用語「産業革命」

QR
コンテンツ 教科書内容の理解を助 ける充実のコンテンツ

68

教科書p.3「QRコードについて」や教科書の裏表紙に
掲載しているQRコードを読み取ることでアクセス可能。
＊QRコードを読み取り、表示されたウェブサイトにアクセスした際には、通信料がかかる場合があります。
＊QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

▲ QR コンテンツはこちらから

●�特設「結びつく世界」に
掲載された世界地図の
画像データを掲載。

地図
●�学習に役立つウェブサイトへの
リンク集を掲載。

●海外の博物館へのリンクも掲載。

外部リンク

●本文や図版に関連した動画を見ることができる。
●全20点の動画を掲載。
＊教科書に「QR動画」マークがある図版や、本文の「動画」アイコンが付いた用語に関する動画を掲載。

動画

ページ タイトル
193 ローズヴェルト大統領のラジオ演説
271 第一次世界大戦中に工場で働く女性（アメリカ）
272 民衆に向かって演説するレーニン
286 フォードの自動車工場 (1928 年 )
291 混乱するニューヨーク証券取引所
294 昭和天皇と面会する溥儀 (1935 年 )
299 真珠湾攻撃の被害
300 原爆で破壊された広島市街
301 ヤルタ会談
302 ナチ党支配下のドイツ

ページ タイトル
307 ベルリン空輸
310 サンフランシスコ平和条約調印
323 マルタ会談
323 「ベルリンの壁」の開放
325 湾岸戦争
331 ニクソン大統領による金・ドル交換停止発表
332 イラン = イスラーム革命
333 天安門事件
334 東海道新幹線の開通
343 アポロ 11 号の打ち上げ

●�教科書に準拠した一問
一答に取り組める。

●全760問掲載。
●�取り組む際には、部ご
と、章ごと、節ごとの
いずれかを選択できる。

一問一答

⬇一問一答 ２部2章2節（解答画面）

教科書内容の理解を助 ける充実のコンテンツ
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2023年6月より
Googleスライドも
ご利用いただけます

指導資料�1
書　名 収録内容

新詳 世界史探究
指導資料　
Webサポート
コンテンツ付
定価：28,600円（税込）

①指導資料
◦�通常ページについては、単元のねらい、指導内容の整理、指導上のポイント、
問い・読み解きの解答例、写真・図版の解説、本文の解説、参考文献などを掲載。

◦�その他、「問いを表現しよう」や特設「探究 TRY」「結びつく世界」の解説、
また指導書オリジナルの特設ページ「論点」「論点現代」も掲載。

②指導書Webサポート*
◦授業スライド
　（.pptx/Google スライド）
◦授業プリント（.docx）
◦見通し・振り返りシート（.xlsx）
◦特設ページワークシート（.docx）
◦評価問題例〈テスト例〉（.docx）
◦年間指導計画案 ･評価規準例
　（.xlsx）
◦指導内容の整理（.txt）
◦教科書紙面（.pdf）
◦教科書本文（.txt）
◦教科書掲載図版
　〈カラー・モノクロ〉（.jpg）

◦問い・まとめ・振り返りの解答例・
　ポイント（.txt）
◦『新詳�世界史探究�演習ノート』データ
　（.docx）
◦教科書QRコンテンツ
　〈一問一答〉（.xlsx）
◦教科書QRコンテンツ
　〈重要用語〉（.xlsx）
◦教科書QRコンテンツ
　〈映像資料〉へのリンク
◦QRコンテンツの素材へのリンク
◦白地図集（.jpg）
◦参考文献（.docx）

＊ �Webサポートは、帝国書院ウェブサイトからデジタルコンテンツをダウンロードいただける�
サービスです。

▼授業スライドのイメージ

◀授業プリント�
　のイメージ
授業スライドの付せ
んの部分を穴埋めに
しているので、スラ
イドと連携して活用
できる。

◀教科書紙面の�
　イメージ
教科書紙面の PDF
データをダウンロー
ドすることができ
る。電子黒板に投影
して授業することが
できる。

３部１章　ユーラシア大交流圏の成立102

5

10

15

20

25

　ウマイヤ朝・アッバース朝の繁
はん

栄
えい

により，イスラーム帝国の支配域は

ほぼ確定したが，ムスリムの活動はその範
はん

囲
い

を越
こ

えて広がっていった。

特に通商や，それに伴
ともな

う宣教によって，ムスリムの活動範囲は中央アジ

ア，インド，東南アジア，またアフリカの東海岸やサハラ砂
さ

漠
ばく

を越えた

中央アフリカへと拡大した。当時のムスリムの先進的な文化と宗教は，

これらの地域の人々を魅
み

了
りょう

し，彼
かれ

らの改宗を促
うなが

した。また改宗すること

で，ムスリム商人との交易が有利になることもあった。こうして徐
じょ

々
じょ

に

イスラームが広がり，やがてそれぞれの地域にイスラーム諸王朝が成立

した。アッバース朝が衰
すい

退
たい

し始めるとイスラーム世界の政治的統一は失

われていったものの，文化と宗教，そして経済は，各地のムスリムを結

びつけ続けた。９世紀から16世紀にかけて，イスラーム世界はアジア・

アフリカの諸地域に拡大し，従来の地域文化や政治システムと融
ゆう

合
ごう

して，

独自のイスラーム文化を生んでいった。 

　９世紀になると，中央集権的なアッバース朝政府に対して，総　９世紀になると，中央集権的なアッバース朝政府に対して，総
そう

督
とく

に任

じられた地方の有力者や派
は

遣
けん

された軍人は，カリフの政治的権
けん

威
い

を認め

つつ自立的な傾
けい

向
こう

を強め，北アフリカやエジプト，中央アジアなどにイ

スラーム諸王朝を開いた。シーア派のイマームをいただく北アフリカの

ファーティマ朝はアッバース朝カリフの権威そのものを認めず，みずか

らもカリフを名乗ってエジプトを征
せい

服
ふく

し，首都し，首都カイロを建設した。また，を建設した。また，

イスラーム世界の発展と拡大
アッバース朝の解体の後も，イスラーム世界は商業活動や宗教・文化活動によって
拡大を続け，各地に独自の特色をもったイスラーム王朝が生まれた。

➡p.107

アッバース朝の解体
地方政権の樹立などによってアッバース朝の解体が進むなかで，独自のカリフ権を
主張する王朝も生まれ，イスラーム帝国は分裂へと向かった。 
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　　イスラーム諸王朝　中央ア
ジアではサーマーン朝が，エジ
プトではトゥールーン朝が独立
王朝を建設した。
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　　イベリア半島のイスラーム
社会　後

こう
ウマイヤ朝の支配の下

もと

でキリスト教徒・ユダヤ教徒・
ムスリムが共存し，独特の文化
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栄
えい
した。
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　　シーア派の時代　10世紀以
降，地方の反アッバース朝勢力
がシーア派を受け入れ，各地で
シーア派の国家建設運動が激し
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　　 アズハル＝モスク（カイ
ロ）　ファーティマ朝時代に
シーア派のモスクとして建
設され，マドラサ（→p.107）
も併

へい
設
せつ

された。アイユーブ
朝時代（→p.104）にはスン
ナ派教学の中心となった。

2

世界
遺産

　　 コルドバのメスキータ
後
こう

ウマイヤ朝が建設したモ
スク。キリスト教勢力のイベ
リア半島進出（→p.105）の後，
キリスト教会になった。
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イスラーム世界の拡大 イスラームは，どのような地域に広
がったのだろうか。

節の
課題1節

ユーラシア大交流圏の成立1章
ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは，どのように広がったのだろうか。章の見通し

充実のラインアップで 授業をサポート関連
教材

指導書Webサポートの例

70

教科書準拠ノート 2

資料集3

書　名 収録内容

新詳 世界史探究 
演習ノート
定価：700円（税込）

◦教科書に完全準拠した、書籍版のノート。
◦学習事項を着実に習得できる。
◦�資料読解の問題も収録。資料を読み解く技能が身につく。

デジタル準拠ノート 
新詳 世界史探究
定価：980円（税込）

◦「新詳�世界史探究�演習ノート」を、タブレット用に再構成。
◦タブレットに入力した解答は、自動で正誤判定される。
◦先生用管理ページで、生徒の学習進捗状況を確認できる。
◦作問ツールで、新たな問題を作成し、配信できる。

セット版 
（書籍＋デジタル）
定価：1,480円（税込）

◦書籍版とデジタル版の両方を使用できる。

書名 /特色 ＊  価格は2023年度版のものです。 販売形態

最新世界史図説 タペストリー 二十一訂版
◦�世界史のタテ（時間軸）とヨコ（空間軸）を整理でき
る全体構成。通史ページでタテの流れを、世紀別「世
界全図」でヨコのつながりを確認できる。

◦�入試頻出の時事問題と関連づけた問題やテーマ史問
題、資料読み解き問題などに対応できるよう、グラフ
資料や年表資料、絵画資料などを豊富に掲載。

書籍版
定価957円（税込）

明解世界史図説 エスカリエ 十五訂版
◦�導入の「クイズ」とまとめの「ポイントチェック」で、
楽しく世界史学習に取り組める。

◦�歴史上の人物を身近にとらえる「チャートで診断�あな
たと気が合う !? 世界史上の人物」や、文化の特色や社
会背景を眺める「アートに TRIP」など、世界史に興味
を持てる仕掛けが充実。

書籍版
価格887円（税込）
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歴史の時間軸（タテの流れ）と空間軸（ヨコのつながり）
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　エスカリエとは、フランス語で「階段」の意味。本書
では、クイズを解きながら、一歩一歩段階を追うよ
うに、歴史が理解できます。時空を超えてつながる
「時の階段」ーこれを使って歴史の舞台にあがって
みましょう。
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項　目 内　容

総合的な
特色

・�因果関係を重視して書かれた本文や、「文化から見る当時の社会」、また特設「結びつく世界」により、世界史の流れ
や社会構造、文化の背景、世界のつながりが理解できる。

・特設「探究TRY」をはじめとする資料読解や問いにより、思考力・判断力・表現力を育成できる。
・要約文・本文・側注の三段構成や、豊富な資料により、世界史を整理して学習することができる。

内容

・�本文は全時代において、因果関係が重視され、歴史の流れや社会構造が理解できる記述となっている。
・�多様な世界の成り立ちとそこに暮らす人々との共生、国際協力の重要性を理解できるよう、２部では諸地域の歴史
的特質の形成が、３部では諸地域の交流やつながりの歴史が、４部では世界の結びつきのなかで起こった戦争と平
和への取り組みが、５部では現代世界の課題と解決に向けた取り組みが丁寧に取り上げられている。

・�随所に「文化から見る当時の社会」が設けられ、絵画や史料などの文化資料を読み解くことで、当時の社会の様相
や、社会と文化が相互に与えた影響、当時の文化が現在に与えた影響を理解できるようになっている。

・�随所に特設「結びつく世界」が設けられ、同時代的におこった社会構造の変化や、現代に至る世界の一体化の過程、
諸地域の相互関係が理解できるようになっている。

・�コラムは、多様な立場を踏まえて歴史事象を多面的・多角的に考える「視点を変えて」、当時の日本と世界の結びつ
きや相互の影響を紹介する「世界史の中の日本」、持続可能な開発目標に関する歴史事象を紹介する「SDGsを考える
世界史」、現代のさまざまな諸課題の歴史的経緯を理解できる「ケーススタディ�現代の諸課題を考える」など、さま
ざまな視点から内容を深められるよう設置されている。

・�特設「探究TRY」は、これまで学習した内容を踏まえて複数の資料を読み解くことで、学習上重要な概念についての
理解を深めながら、思考力・判断力を育成できるようになっている。

構成・分量

・�補足的な事項や詳細な内容は側注に書き分けられており、学習内容のポイントを端的に押さえることができる小見
出しごとの要約文も設置されているため、歴史の大枠から詳細な事項までを整理して学習できるようになっている。

・�図表や絵画資料、史料が充実しているとともに、資料読解を促す「読み解き」が随所に設けられ、資料の比較や関連
づけなど、資料の活用を通して思考力・判断力を育成できるよう配慮されている。

・�思考力・判断力・表現力を育成することができるよう、学習を見通す「章の見通し」「節の課題」、学習内容を振り返
る「問い」「節のまとめ」「章の振り返り」などが随所に設置されている。

・�教科書全体を通して、QRコンテンツが充実し、教科書紙面を超えたさまざまな学びに対応できるようになってい
る。特に、「一問一答」「演習問題」は学習内容の定着を図ることができるよう、「重要用語」「地図」は学習事項に対す
る理解を深めることができるよう、「動画」「外部リンク」は学習意欲を高めることができるよう配慮されている。

表記・表現
及び

使用上の便宜

・学習指導要領に合わせて、重要事項がもれなく丁寧に解説されている。
・ふりがなや重要語句へのゴシック（太字）が効果的にほどこされている。
・本文には関連図版・写真の図番号が示されており、資料の活用を促す工夫がなされている。
・本文行間には関連する事項が扱われている箇所への参照ページが割り当てられている。

ユニバーサル
デザインへの
対応

・�本文や側注、キャプションなどの文字は、はっきり読み取ることができるユニバーサルデザインフォント（UDフォ
ント）が使用され、読み取りやすい配慮がなされている。

・カラーユニバーサルデザインに配慮されており、色覚特性をもつ生徒にも読み取りやすい表現になっている。

その他
・紙は環境に配慮した森林認証紙が使用されているほか、裏写りがしない用紙が使用されている。
・インキには、再生産が可能な植物由来の油などを原料とするインキが使用されている。
・使用期間の間、破損することがないよう、堅牢なつくりになっている。
・指導資料や準拠ノート、デジタル教材など、充実した関連教材が用意されている。
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